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尚正（産業技術総合研究所理事）〕

　博（東京大学大学院教授）　　〕

　統（東京大学大学院助教授）　〕

全体のねらい

急速に発展している情報技術は、現代の情報化社会を支える基盤として社会全体に大きな影響を与

えており、広く産業、経済、政治、教育、芸術、文化等における知的活動を質的に変えつつある。

社会の諸活動における知の営みと情報の関係を正しく理解することは、21世紀に生きる私達にと

って、文系・理系の区別なく必要とされることであり、総合情報学は広義の情報リテラシーを幅広
く身に付けることを目的としている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

総合情報学の視 講義の第1回目として、総合情報学の全体像を概 中島　尚正 中島　尚正
座 観し、併せて講義の進め方についてオリエンテー

1
ションをおこなう。 原島　　博 原島　　博

佐：倉　　統 佐倉　　統

情報技術の発展 ・情報技術の発展過程 原島　　博 原島　　博
（1）一丁デイ ・情報技術の発展パターン（法則）

2
アの進化一 北川　高嗣 北川　高嗣

（筑波大学 （筑波大学

教授） 教授

情報技術の発展 ・ヴァーチャル・リアリティ、ミックスト・リア 原島　　博 原島　　博
（2）一新しい リティ

リアリティの可 ・ウェアラブル・コンピュータ、ユビキタス・コ 北川　高嗣 北川　高嗣
3 能性一 ンピュータ （筑波大学 （筑波大学

・人間と情報技術の関係 教授） 教授）

産業と生産の情 情報化の流れは、生産と流通のしくみを一変さ 中島　尚正 中島　尚正
報化 せ、情報関連産業だけでなく、製造業をはじめと

して産業の構造を変容させている。ここでは、そ
4 の実例を紹介しながら、これからの産業と生産の

方向を考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報と経済 情報化とともに経済のグローバリゼーションが 西部　忠 植田　一博
進むが、コミュニティの衰退という問題も生じ℃ （北海道大 （東京大学

いる。近年、新たな交換媒体として注目されてい 学大学院助 大学院助教

る「地域通貨」を紹介しながら、情報化と経済の 教授） 授
5

関連、コミュニティの今後のあり方について考え 西部　忠
る。 （北海道大

学大学院助
教授）

情報と組織 ・情報化時代の経営学 佐倉　　統 佐倉　　統

・組織論、企業戦略、顧客関係

・ネットワーク・ビジネス
6

・セキュリティ

メディアアート コンピュータの出現で可能になったアートの新 原島　　博 原島　　博

7

とテクノロジー しい動きについて、映像を中心に紹介する。

情報化時代とメ 多様なデジタルメディアの普及が、メディア 佐倉　　統 佐倉　　統

ディア の世界にどのような変容を引き起こしつつあるの

か、今後、メディアの世界と我々はどのような関

8 係を構築できるのかを、ソシオ・メディア論を軸

・に、ビデオ・ジャーナリズム、メディア・リテラ

シーなどのキーワードを織り込みながら展開す
る。

情報化社会と教 バーチャルユニバーシティ（オンラインによる 山内祐平 佐倉　　統

育 大学教育）やホームスクーリング（ネットワーク （東京大学

や通信教材によって自宅で学習する形態）によっ 大学院助教 山内祐平
9

て大きく変容しつあるフィンランドの教育の現状 授） （東京大学

を追い、これからの教育環境のあり方について議 大学院助教

論ずる。 授）

情報装置として 人間は、環境との問でインタラクションをおこな 植田　一博 佐倉　　統

の人間 う情報装置であると考えることができる。このよ （東京大学

うな情報学の立場からの人間理解の系譜を解説 大学院助教 植田　一博

10 し、併せて、情報学と進化論を結びつけて人間の 授：） （東京大学

認知や行動を捉えようとする最近の動きを紹介す 大学院助教
る。 授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ロボットと情報 科学情報の流通のあり方と併せて、 佐倉　　統 佐倉　　統
・ロボット研究の現状と展望

・人間観との関係
11

・ロボットと社会

について解説する。

情報と脳 科学情報の流通のあり方と併せて、脳科学の最前 佐倉　　統 佐倉　　統
線と情報技術の関係を紹介し考察する。

12

情報と生命科学 科学情報の流通のあり方と併せて、ゲノム科学の 佐倉　　統 佐倉　　統
最前線を解説するとともに、新しい遺伝観、生命

13
観について考察する。

情報化社会と人 ・情報化技術が人間をどう変えるか 佐倉　　統 佐倉　　統
問 ・情報化社会の倫理

14
・哲学や人文学と情報化技術

総合情報学の展 講義の最終回として、3名の主任講師の座談会形 中島　尚正 中島　尚正

開と課題 式で、総合情報学の今後の課題について語る。

15
原島　　博 原島　　博

佐倉　　統 佐倉　　統
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勉イ倣
＝　総合人間学（‘06）＝（R）

1％縦
〔主任講師（現職名） 柏原啓一麟〕

　「人間学jを唱えた哲学者達の思想に、改めて注目する必要がある。総合的全人という人間の新たな自

己理解に、道をつけたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間学と人類学 人間学の原語のアンスロポロジーは、人類学とも 柏原啓一 柏原啓一
訳される。この語の使用の例を歴史的に振りかえっ （回送三三 （敷欝
て、哲学的人間学に対する自然人類学や文化人類学 教授）

糊1
の相関と相違について考察し、人間を総合的全人と 三三三三 三三三三誉

して理解する哲学的人間学の特質を明らかにする。
霧勢授 生野～

哲学における人 哲学の歴史における人間の自己理解のあとを概観 同　上 同　上

旧観 し、西洋の人間観が知的理性に重きを置いてきた主

知主義であることを見届ける。そのために、古代ギ
2 リシアにおける自然哲学な畿どから人間哲学への進

展、近代哲学における知識論の形成のあとなどを探
る。

科学と技術の時 近代の主知主義的な人間観のもとで、科学とそれ 同　上 同　上

代 にともなう技術とが大きな進展を見せたが、その背

後に生じている問題に目を向ける。今日のわれわれ
3 にとって科学と技術の持つ意味を探るとともに、知

性偏重を修正するための全人的視点の必要を説く。

カントの人間学 カントの主著が『純粋理性批判』『実践理性批判』 同　上 同　上
（1） 『判断力批判』の三つから成ることの意味を、人間

学的な指摘観点から考える。すなわち、カントが知
4 的理性の限界を指摘して、善や美の価値を求める人

間の精神活動をも理性とみなし大事にしたことに注
目する。

カントの人間学 カントの最晩年の著書である『実用的見地におけ 同　上 同　上
（2） る人間学』の内容を紹介しながら、カントの考えて

いた人間学の構想が、現実的な人間を、認識、感情、
5 欲求の三つの能力の総合と捉えて、この総合的人間

の持つ課題の具体化の記述にあることを確認する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

和 （所属・職名） （所属・職名）

シェリングの人 後期シェリングの哲学において　近代の知的理性 柏原啓一 柏原啓一
間学的図式 を中心とする人間観が崩され、　って意志を中核に （放送大学 （放送大学

える考えが提出される。ここではシェリングの『人 教授） 教授）

6 裾 間学的図式』の遺稿を取りあげて、シェリングの考
えていた人間学の内容とその問題点に触れる。

フオイエルバツ フォイエルバッハのキリスト教批判は、キリスト 同　上 同　上

ハによる神学の 教の神学を人間学に読み替えることであった。その

人間学化 語るところを追いながら、フォイエルバッハが近代
7 理性に替えて感情を中心とする人間学を構築したこ

とを見届け、さらにそのことの問題点をも指摘した
い。

ディルタイの生 ディルタイは、知、情、意の総合から成る人間を 同　上 同　上

の哲学 生（生きること）と呼び、これを全体的人間（全人）

とも称した。このディルタイの生の哲学に、精神文
8 化を形成して止まない総合的全人の人間学を認め、

その立場で説かれた解釈学や世界観学について触れ
る。

シェーラーの哲 哲学的人間学の名称を用いてみずからの哲学の構 同　上 同　上

学的人間学 築をはかったシェーラーの思想を取りあげる。有機

体に階層を設け、人間を植物や動物の性格を含みつ
9 つこれを超えるものと規定するその方法に批判はあ

るが、世界開放性や可塑性に人間の特質を認める点
は評価したい。

キルケゴールの キルケゴールによって提出された実存としての人 同　上 同　上

実存思想 間観について考える。キルケゴールの語る実存とは、

普遍的な理性というあり方に尽くされない自由な人
10 間であり、自己の主体性の形成を課題とする人間で

ある。近代を越える新たな全人としての人間観の典
型をここに見る。

ニーチェの超人 価値の転換を唱えて旧来の哲学の枠組の：解体をは 同　上 同　上

思想 かったニーチェの思想を取りあげ、超人と名づけら

れたニーチェの人間観について解説する。ニーチェ
11 の語る超人とは、自己完結的なあり方を打破し、た

えず未来へと自己形成にいどみかかる力動的な人間
のことである。

ヤスパースの実 ヤスパースの主著『哲学』の中で、人間がどう理 同　上 同　上

存開明の考え 解されているかを探る。人間は、日常的な生き方や

科学的な知識獲得などさまざまな位相をしめすが、
12 究極的には、自己の無根拠を知る限界状況によって、

実存としての真の人間らしさに目覚めるのだ、とい
う
。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

を （所属・職名） （所属・職名）

ハイデガーの現 ハイデガーは、『存在　時間』において、存在の 柏原啓一 柏原啓一
存在分析 意味を探求する中で人陽　　存在と呼び、この現存 （放送大学 （放送大学

在の分析を通して存在解明を行う。この現存在とし 教授） 教授）

13 ての人間を、ハイデガーがどのように捉えているの

かを学びながら、総体としての人間の姿を検討する。

欠如態の人間 哲学的人間学を唱導するプレスナーやゲーレンの 同　上 同　上

思想を紹介する。人間の脱中心性による世界開放性

を説くプレスナーも他の動物に較べて人間を欠陥存
14 在と呼ぶゲーレンも、人間を欠如態と見ている点に

特徴があり、ここに人間の文化形成の無限の可能性
を求めたい。

人間学の総合性 総合人間学の講義の締め括りとして、改めて人間 同　上 同　上

学の総合性について述べる。そして、国際化にとも

なう文化の多元化や価値の多様化の進む現代には、
15 ことにこのような総合人間学の語る総合的視点から

の未来開放的な人間理解が求められることに言及す
る。
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＝　言語文化研究1（‘02）＝・（R）
　　　　　　　一国語国文学の近代一

〔主任講師：　野山　嘉正（放送大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は国語学と国文学の全体像を理解するための必須要件として、近代の出発点における国学からの転換に特に着目し

つつ、学芸として国語学と国文学とが成立した過程を分析し講述する。その際に西洋文学のイムパクトがもたらした文学現

象といかに交錯したかに重大な関心を払いつつ、近代の学問としての意義を考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 国学から国文学へ

　新時代の文学が未だに本格的には始動していない時期に、

ﾇうにかスタートした大学で国学からどのような伝統を引き

pぎ、そしていかなる新機軸が企図されたかを、当時唯一の

蜉wであった東京大学の実例について検証し、本講義全体の
赶ﾕとする。

野山　嘉正
i放送大学教

�j

野山　嘉正
i放送大学教

�j

2
『新体詩抄』の歴史

I意義

　東京大学の三教官が試みた『新体詩抄』の序文の細読が本

ﾍの課題。この三人のうち東洋哲学の専門家は漢詩の達人で
烽?閨A社会学と植物学専攻の二人は、元来が儒学の教養を

�ｦていたことを強く意識しつつ、新時代の文学への対応に
ﾂいて考察する。

同　上 同　上

3
近代文学の始動と

装ｶ学

　坪内遣遙の『小説神髄』と二葉亭四迷の「小説総論」を考

@し、次いで森鴎外初期の詩と小説について概観する。さら

ﾉ婦選・鴎外の論争に触れた後で、近代文学の動向と国文学
ﾒ落合直文との関連を比較検討する。

同　上 同　上

4
正岡子規の「文学」

ﾆ国文学

　新時代の大学の国文学科に学びながら、卒業直前で中途退

wした正岡子規の文学観を検討し、文学・国本文学・国文学
凵Xの定義と特質について、具体例を示しながら考察する。

同　上 同　上

5
新体詩の確立と国

ｶ学

　新体詩の確立者とされる島崎藤村の詩論を中心に詩業を検

ﾘする。その検証過程で国文学との関連を確認し、併せて小
煢ﾆとしての長い生涯と国文学の変容過程を展望する。

同　上 同　上

6 近世国学の成立

　近世は、旧来の堂上貴族たちから新興の町人層に、和歌・

ｨ語などの古典が解放され流布した時代であり、それにとも

ﾈって国学が成立する。体制的な漢学とはおのずから異質な

ｱの学問を形成していった、僧契沖・三田春満・賀茂真淵の

ｮ向に即しつつ国学形成の意義を考える。

鈴木日出男
i成膜大学教

�j

鈴木日出男
i成膜大学教

�j

7 本居宣長の古典研究

　本居宣長は『古事記』　『源氏物語』　『新古今集』などの研

?ﾉ偉大な業績を挙げ、近世国学の中に屹立する存在である。

?i研究の実証的な合理性に徹することと、古代の非合理な

驍烽ﾌへの畏敬の念とが共存する、その学問の特質を考察す
驕B

同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

国学者たちは、文献研究としての書誌・本文・語義・語法・

考証等々の多岐にわたる研究府分野を拓いたが、それらが明

8
近代化のなかの国

ｶ学
治期の大学制度の中にどのように組み込まれたか、西洋の文

w研究の影響を受けて国文学としていかに出発したか、を考 鈴木日出男 鈴木日出男
える。

文献学における原典再建と、国学における諸本の異同の比

較研究との特質を再確認し、文学史研究がもう一つの重要な

9
文献研究と文学史

､究
研究分野になっていくことについても、事例を示しながら確

Fする。併せてこの二つの研究のありかたを考察する。
同　上 同　上

文献学における原典再建と、国学における諸本の異同の比

較研究との特質を再確認し、文学史研究がもう一つの重要な

10
文献研究と文学史

､究
研究分野になっていくことについても、事例を示しながら確

Fする。併せてこの二つの研究のありかたを考察する。
同　上 同　上

本文研究を基礎に据えて多方面に展開すべき文献学のこれ

までのありかたに反省的考察を加えながら、近代以後の古典

11 国文学研究の課題
研究の方法論がどのように展開されてきたかについて述べ
驕Bその過程から古典研究の新たな可能性について展望を拓

同　上 同　上

きたい。

この二つの命名のしかたについて、明治期の事例を使いな

がらそれぞれの必然性を検討する。国語学が古くて日本語学

12 目本語学と国語学
の方が新しいというのは俗説に過ぎず、歴史社会との深い関

Aがあったことを実証する。
同　上 同　上

国学において分析・発見された文法が、明治になってから

移入された西洋の文法と、どのように切り結び変容したか、

13 国文典と洋文典
あるいはどのように進展して両者が融合したか、等々の問題
�A例示しつつ検討する。

同　上 同　上

標準語の制定・普及について、仮名遣い・国字・文法など

の諸点を検討する。明治三十年代に大きな社会的問題ともな

14 国語国字問題
つたいわゆる国語国字問題の概略と、そこに生じた学問的な

_争点とを解明する。
同　上 同　上

初期の大学における博言学（言語学）と国語学との関係、

国語学と文学との関係について、実例を示しながら検討し、

15 博言学・国語学・文学
併せて本講義の結びに資する問題点を提示する。

同　上 同　上
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＝　言語文化研究ll（‘05）＝（R）
　　　～都市と旅一フランス語で世界を読む～

〔主任講師：　工藤　庸子（放送大学教授）〕
〔主任講師：池上俊一（東京大学大学院教授）〕

全体のねらい

グローバル化の時代、英語以外の外国語に親しむことに、どのような意味が、そして愉しみがあるのだ

ろうか。フランス語の文献だからこそ浮上させることのできる世界像のようなものがあるのだろうか。

　「都市と旅」と題したこの講義は、19世紀のパリを基点に始まるが、時代としては中世から現代まで、

地理的空間としては、フランスの国境をこえて世界の各地を射程に入れる。ただし全体の構成は世界史

概論のようなものではなく、鉄道、女性、食文化、国土、少年文学、港町、日本といったふうに、毎回、

具体的なトピックをとりあげる。そして比較的平易なフランス語のテクストを引き、歴史学や文化論に

立脚した考察を行うことになる。主題にアプローチする手法や切り口を提示して、大学院レヴェルの論

文の書き方へのヒントを与えることも大きなねらいである。フランス語を解さぬ者であっても受講可。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

世界のなかのフラ 導入は「明晰ならざるものはフランス語にあらず」という言葉 工藤庸子 工藤　庸子

ンス語 の謎解きから。18世紀のフランス語は、いわゆる「普遍言語」 （放送大学 （放送大学
の幻想を追っていた。これに対して「国語」とは、国民国家の 教授） 教授）

個別性とアイデンティティを保証するものだ。それにしてもフ

ランス語の文献に親しむことにより、どのような新しい世界が

1
見えてくるのだろう。旅行記の分析の一例として、ネルヴァル

の『東方紀行』をとりあげる。「オリエント」をはじめとして、

植民地化した広大な地域に普及し、浸透したフランス語は、い

かなるステータスを与えられていたか。脱植民地化の時代の
「広域フランス語圏」とは何か。

パリと鉄道 長距離の旅行を可能にした鉄道という交通手段は、19世紀前 石井洋二郎 石井洋二郎
半から中葉にかけてヨーロッパに普及し、都市の風景を大きく （東京大学 （東京大学
変容させるとともに、文学や絵画の題材としてもしばしば取り 大学院教授） 大学院教授）

上げられた。いくつかの作品を参照しながらパリと鉄道の関係

2 をたどり、それが都市住民の集合的表象にもたらした変化につ

いて考察する。

旅人としての新し 安全で快適な旅が可能になった19世紀末、世界の流動性は劇 工藤庸子 工藤庸子
い女性たち 的にましてゆく。ベル・エポックのパリには、フランスの片田

舎や新大陸出身の「さすらいの女」（コレットの小説のタイト

ル）たちが少なからずいた。ピカソと交流した作家ガードルー

3
ド・スタイン、富豪の娘に生まれ「レスボスの女」として名を

轟かせたナタリー・クリフォード・バーネイ、そして20世紀

のフランス文学に大きな足跡をのこしたコレット。孤独であり

ながら強靱な、新しい時代のフェミニテを探ってみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

パリの市場と食糧 エミール・ゾラの小説『パリの胃袋』　（1873年）は、1857 池上　俊一 池上　俊一
調達 ～58年に建設され、魚介類、鳥肉、豚肉加工品、バター・チ （東京大学 （東京大学

一ズ、野菜、果物と、ありとあらゆる食べ物が洪水のように溢 大学院教授） 大学院教授）

れ返るパリ中央市場を舞台としている。第二帝政に反感を抱
き、仲間と暴動を画策する痩せっぽちの陰気な主人公は、色々

な人に助けられながらも、最終的には陽気な狂騒を繰り広げる

でっぷりとした腹＝市場から、病的な異物としてはじき出され

4 てしまう。

それにしても、なぜパリだけに、溢れ返るほど食糧が集まるよ

うになったのか。それはどこから、いかにしてやってきたのか。

中継点としての市場の形態・場所はどのようにして決まったの

か。当局は、安定した供給、価格の高騰防止、税の徴集にどん

な態度で臨んだのか。こうしたことを、アンシャン・レジーム

期からフランス革命をへて、19世紀にいたるまでの変遷をた
どりながら、考えてみたい。

都市の鐘の音 ミシュレの『フランス史』やユゴーの『ノートル・ダム・ド・ 同　上 同　上
パリ』には、股々と鳴り響く鐘の音の美しい描写がある。これ

は、作家の想像力の産物ではない。鐘の音は、中世から近代に

かけて、ほとんど唯一一のメディアとして、住民にさまざまな情

5
報を提供していたのである。鐘の音には、いわば「文法」があ

り、それが共有されていたからこそ情報は的確に伝わったので

ある。また都市において鐘の音は、ラッパの音や太鼓の音、叫

び声などと補い合っていたこと、そして世俗権力と教会権力、

あるいは諸身分間の「音の争奪戦」があったことも重要である。

都市の音について、いくつか興味深い話をしてみたい。

国民と国土 ミシュレの『タブロー・ド・ラ・フランス』をひもときながら、 工藤庸子 工藤庸子
「国土」がどのように描写され、周縁の地方と中心の首都が有

機的に意味づけられてゆくかを考える。『ボヴァリー夫人』か

6
らは、ノルマンディーの片田舎に住むヒロインが、幻想の巨大

都市パリを夢見る断章を抜粋し、さらに参考資料として、旅行

ガイドブックなどに言及する6「国土」こそが、祖先の遺して

くれたかけがえのない遺産なのだという自覚が共有されたと

き、おのずと「国民」の意識が形成されてゆくのである。

愛国心は少年文学 旅を主題とした少年文学から、ジュール・ヴェルヌの『八十日 同　上 同　上
から？ 間世界一周』をとりあげる。分析の対象となるのは、インドで

パールシー教徒の女性を救出するエピソードとアメリカの大縫

横断鉄道にまつわる冒険である。ここではアングロサクソンと

7 いうライヴァルに関する表象装置の分析を通じて、第三共和箭

初期の世界観を検証する。つぎに大ベスト・セラーとなった’

副教材『二人の子供のフランス巡歴』を検討の対象として、子

供たちを理想的な「国民」に養成するために、共和国が採用し
たイデオロギーとはいかなるものなのかを探る。

港町の表象 船と貨物と人間が往来する港町は、古来より異文化接触の十 深沢　克己 深沢　克己
路、見知らぬ「他者」との出会いの場である。そこには魅力あ （東京大学 （東京大学
ふれる異国情緒と、いささか狸雑で三三にみちた活動性とが葺 大学院教授） 大学院教授）

話している。このような港町の表象を、詩人や作家その他の
8 筆家のテクストをとおして味得し、港町に固有の文化と社会に

ついて考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

移動する人々とフ 密儀的加入礼をもつ国際秘密結社として、フリーメイソンは1 深沢　克己 深沢　克己

リーメイソン世界 8世紀の創立から今日まで、さまざまな偏見をもってみられて

共和国 きた。しかしそれは「啓蒙の世紀」の知的社交組織として、日

遍的友愛の世界共和国をめざす運動であり、とくに外交官・。

9 人・学生など、国際的に移動する人々のあいだで広く浸透した。

フリーメイソン基本文書のフランス語版を読解しながら、この

結社の理想と現実について考える。

砂漠というトポス 『星の王子さま』を糸口として、砂漠というトポスについて考 工藤庸子 工藤庸子
える。歴史的な視点と表象としての解釈を交差させる手法が眼

目である。ナポレオンのエジプト遠征軍が発見した「文明のア

一二イブ」としてのナイル河沿いの砂漠、探検家たちの遭遇し

た沈黙のサハラ砂漠、アルジェリア周辺のエグゾティスム、と
10 いうふうに、地理的な空間を特定しながら考察する。検討対象

となる人物は、ナポレオン遠征軍の従軍画家ヴィヴァン・ドゥ

ノン、探検家の先駆ルネ・カイエ、旅行記の作者モーパッサン、

そして単身サハラ砂漠に踏みこんだ例外的な女性イザベル・エ

ベラールなど。

旅する詩人たち 南米に生まれてフランスに渡ったロートレアモン、フランスに 石井洋二郎 石井洋二郎
生まれてアフリカに脱出したランボー一19世紀半ばに生
きた2人の詩人の対照的な軌跡をたどりつつ、それぞれの作品

11 とからめて「旅」と創造行為の関係を考える。

島とユートピア 清浄な海は大陸の稼れを洗い流し、文明がもたらす精神の疲弊 工藤庸子 工藤庸子
を癒してくれる一南太平洋の「楽園」をめぐる神話は今日も

生きている。植民地史と探検史、そして人類学などの文献を参

12
照しながら、ユートピアとしての島について考える。18世紀

ﾉタヒチを「発見」して「愛の島」という伝説を生みだしたブ

一ガンヴィルと19世紀末にポリネシアを永住の地に選び、文
明の起源に遡ろうとしたゴ目下ャンが、主たる考察の対象とな
る。

アジアと文明の遺 フランスがインドの彼方に位置する「インドシナ」に注目した 同　上 同　上

跡 のは、19世紀の半ばのことである。カンボジアの密林に眠る
アンコール・ワットの遺跡は、植民地化の流れのなかで、いか

なる文化的意味を担ったか。探検家のアンリ・ムオ、海軍士官

13
として現地を訪れたピエーリ・ロティなどの紀行文を読む。さ

轤ﾉ1931年のパリ植民地博覧会の会場で、アンコール・ワッ
トの模型が表象したものを「文明の遺跡」という観点から考察

する。本来「遺跡」とは国民が受けついでゆく「文化遺産」で

ある。アンコーヲレ・ワットがカンボジアという国家に帰属する

ことを、歴史の知見として学ぶことも課題となる。

幕末明治の日本と フランスにとって幕末維新；期の日本は、地政学的にも強い関心 柏倉　康夫 柏倉　康夫
フランス の対象であった。欧米列強は中国に次いで日本に開国を迫った （放送大学 （放送大学

が、その過程でフランスはイギリスとの問で熾烈な外交戦を余 副学長） 副学長）

儀なくされた。そのため日仏修好通商条約締結後は、陸軍顧問

14 団をはじめ、さまざまな使節団を送り込んだ。さらに鎖国のべ

一ルを脱いだ極東の島国は一部の人々の興味を呼び覚まし、少

なからぬ旅行者が日本を訪れた。この回は全権団随行員ド・モ

一ジュや美術収集で有名なギメなどが残した目本滞在記をも

とに、この時期のフランス人の日本観をi探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

奴隷の旅・クレオー 最後にとりあげるのは、強制された旅である。大西洋をわたる 工藤庸子 工藤庸子
ルの声 奴隷船の「ミドル・パッセージ」、その極限的な歴史の記憶を

糧に、クレオール文学の創造性は培われてきたように見える。

奴隷制に関するフランス側の基本文献として、モンテスキュウ

15 の『法の精神』とメリメの『タマンゴ』を読み、奴隷制廃止の

立て役者ヴィクトル・シェルシェールを紹介する。さらにクレ

オール作家たちの活動に目を転じ、規範化された「国語」とは

異質の言語、話し言葉として繁茂する三三言語とは何かを考え
る。
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＝　言語文化研究III（‘05）＝＝（R）
　　　　　　一現代日本語の様相一
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全体のねらい

　　　現代日本語をさまざまな角度から考察する。言語は、その民族の文化と深く結びついている。

　現代日本を映す鏡としての日本語の様相を知ることによって我々自身の姿も客観的に捉えうるの

　　ではないだろうか。目本語学の立場から日本語の表現形式や談話構造を、社会言語学の立場から

　そのヴァリエーションと史的変化を取り上げる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一’マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

外界の事象と語音の間にある種の関連性を持つと

いわれる音象徴語（擬音語・擬態語）について形態 姫野昌子 姫野昌子
音象徴語の機能 的・意味的・統語的特徴を中心に考える。どのよう （放送大学 （放送大学

1 と用法 な形で日本語の表現を豊かなものにしているか、文 教授） 教授）

学作品や新聞記事などの実例も参考にしながら、分
析する。．

限られたことばで森羅万象を表現するには、語の

合成が必要になる。日本語にはどのような合成語の
語構成のすがた 類型があるのか、構成要素間の関係を形態的に整理

2 複合語の構造 し、その特徴をさぐる。例えば、「雨上がり」と「値 同　上 同　上
と意味用法 上がり」は、形は似ていても、意味機能は全く異な

る。種々の語例を通して複合語の実態を調べる。

接辞の中で、生産力のあるものは、多くのことば
語構成のすがた を作り出す。日本語の語彙を豊かにしている派生語

派生語の構造 を中心に、その様相をさぐる。例えば、「子供っぽ
3 と意味用法 い」と「子供らしい」は、どのように意味用法が異 同　上 同　上

なるか。種々の語例を通して接辞と派生語の実態を
調べる。

日本語を豊かに彩ることばの意味について考え
る。どの言語の語彙も独自の形態で現実世界を分類

語における意味 し、構造化しているといわれる。反義語、類義語な
4 の構造 どの意味関係を通して、日本人の考えを探る。日本 同　上 同　上

語の固有語である和語を中心に取り上げる。

似たことばの微妙な使い分けをどう分析したらよ

いか。語は星座のように並び、連想の網の目によっ
類義表現の分析 て他の語と関連づけられているといわれる。いくつ

5 かの意味分野め語群の中から類義語を選び、分析す 同　上 同上
る。日本語を学ぶ外国人学習者への視点も取り入れ
る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

授受動詞「あげる・くれる・もらう」は、本動詞

授受動詞の用法 としてものの授受を、補助動詞として事柄の授受を 上野田鶴子 上野田鶴子

と話者の視点 示す。対応する敬語「さしあげる・くださる・いた （元東京女 （元三京女

6 だく」等の動作主にも目を向け、他言語の場合を参 子大学教 子大学教
照し、日本語にみられる話者の視点について学ぶ。 授） 授：）

「こ・そ・あ・ど」の体系をもつ指示詞は、眼前

指示詞の用法と の指示と文脈の指示に用いられる。談話にみられる
結束性 指示詞の用法を中心に指示詞の担う機能について学

7 び、他言語の場合を参照し、日本語における結束性 同　上 同　上

のあり方をみる。

日本語は、後置詞言語であり、後置詞の助詞「は」

助詞の「は」と と「が」は、それぞれ係助詞と格助詞に分類される。
「が」 「は」と「が」の用法を中心に、日本語における助

8 詞の機能について学び、他言語の場合を参照し、日 同　上 同　上

本語にみられる特徴をさぐる。

日本語は文脈に依存する度合いの高い言語である

省略を用いた表 といわれる。いわゆる「省略」を用いた表現を取り

現 上げ、明示的言語の場合を参照し、暗示的言語とも
9 いわれる日本語の様相について学ぶ。 同　上 同　上

同じことがらを述べるのに能動的に述べる場合と

受け身表現によ 受動的に述べる場合がある。日本語にみられる二種
る述べ方 類の受け身表現を取り上げ、それぞれの用いられる

10 条件を眺め、他言語の場合を参照し、日本語におけ 同　上 同　上

る述べ方の特徴をさぐる。

ガ行鼻濁音の衰退・外来語音の増加など戦後の日 井上　史雄 井上　史雄

日本語の発音が 本語発音の変化を耳で確かめる。また、最近のアク （明海大学 （明海大学

変わる セント平板化・（尻上がり・半疑問）イントネーシ 教授） 教授）

11 ヨンの＝機能変化を、歴史的に位置付ける。

現代の若者ことばを、日本語の歴史の中に位置づ

若者ことばの源 ける。また、新語の理論的分類を試みる。地方起源

流と新語・新方 の若者ことば・新語の例として、ウザッタイ・ジャ
12 言 ン・ミタク・～チッタ・ナニゲニなどの東京流入過 同　上 同　上

程をみる。また、新語の発生・普及の理由を探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ラ抜きことばとサ入れことばの源流と最近の拡大

過程をみる。数百年前からの動詞活用単純化の動き
ラ抜きことばと で、中部地方での動詞活用の整理傾向に源流がある。

13 サ入れことば また、チガカッタのような新しい形容詞や、　「ニュ 井上　史雄 井上　史雄

一スな女」のような新たな用法も位置づける。

現代語の敬語用法の丁寧語化を考える。また、「あ

いまい表現」　（～のほう）との関連性をみて、談話
新型敬語の用法 パターン、言語行動全体の中に位置づける。対人関

14 係のとらえ方自体が、タテ社会的なものからヨコ社 同　上 同　上

会的なものへと変化しつつあると、捉える。

難易度という観点から日本語を世界の諸言語の中

に位置づける。日本語は、言語の基本構造は中程度

の難易度だが、敬語と文字が難しい。外来語流入に
15 日本語の未来 ともなって、音韻や文法にも、また言語行動・文字 同　上 同　上

にも欧米化がみられる。日本語は欧米人にとって難
易度が下がる方向に、変化が進んでいる。
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＝　表象文化研究（‘06）＝（TV）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

　　　　　　擬鋼評論叡
：渡辺　保（疲駅頭撃薮）　　　〕

1小林康夫（東京大学大学院教授）〕

：石田英断（東京大学大学院教授：）〕

全体のねらい

新しい角度からの表象文化研究。本年度の新機軸は表象文化研究を美術、建築、彫刻、文学、演劇、音

楽、映画の各分野を拡大し、かつ、平易に現代的に学生に理解されるように企画した。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・：職名）

表象の舞台（1） 「ラス・メニナス」をめぐって。 小林　康夫 小林　康夫

ベラスケス「ラス・メニナス」。ミッシェル・フー （東京大学 （東京大学

コー「言葉と物」。表象の問題の一般的設定。主体 大学院教 大学院教
の問題。空間の問題。近代の問題。演劇性。表象装 授） 授）

置。身体。 石田　英敬
1 表象文化研究のキーワード解説。 （東京大学

大学院教
�j
渡辺　　保　　、　　　　　　　　　　、

　く

ｰ媛灘熱

近代の閾 1　ディドロと『百科全書』 青山　昌文 青山　昌文
一血やの象》 2　存在と表象がずれる以前 （放送大学 （放送大学

越瀧デ軍・一 3　『百科全書』における全体性と普遍性 動教授） 舞教授）

2 4　カントを乗り越えるディドロ

表象の舞台（II） マネの作品（「草上の昼食」、「オランピア」、「鉄 小林康夫 小林康夫
道」、　「フォリーベルジェールのバー」など）をめ （東京大学 （東京大学

ぐって。スキャンダルとモデルニテ。「世界の首都」 大学院教 大学院教
3

パリの成立。鉄とガラスの都市。フラヌール。都市 授） 授）

のなかの出会い。　「表象」から「投影（プロジェク

ション）」へ。無意識のイマージュ。

二　　　　　一曇　一 マラルメからソシュールへ： 石田　英敬 石田　英敬

三三と記号 マラルメの詩と「言語の学」の構想を、文字・活字・ （東京大学 （東京大学

書物・言語の問題をめぐって概説したのち、ソシュ 大学院教 大学院教
4 一ルの記号学がどのように19世紀の言語と表象の 授） 授）

問いを転換させたのか、　「一般言語学講義」と「ア

ナグラム」研究にかけられていた表象批判の問題系
を解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

文化装置の誕生 1　都市と表象装置 青山　昌文 青山　昌文
一表象め齢1・ 2　広場・街路・劇場 （放送大学 （放送大学

5 3　塔と超高層ビル

S　美術館の誕生と現在
讐授） 榊教授）

@トル

伝統と近代（1） 演劇における近代と伝統的な古典劇の表象の分析。 渡辺　　保 渡辺　　保
、　　　　　　　　　　　、

一九代目団十郎 明治の名優九代目団十郎は、近代にふさわしい歴史
（
・

一（肝管夫・挙

6 の試み一 劇としていわゆる「活歴」をはじめた。その成功と

ｸ敗の両面を分析する。

教授〉ジ翻　　評論隊
教樹演駒
@　し論潔

伝統と近代（II） 明治二十七年七月、日清戦争がおきる。この戦争劇 渡辺　　保 渡辺　　保

一九代目団十 が流行。九代目は、これによって川上音二郎の戦争 ぐ高山
7

郎
・
挫
折
と
回
帰
一 劇に敗退して古典に回帰する。その挫折と回帰を通

ｵて近代の意味を問う。 獺1離
教授〉演象　　吉聯碧

表象の舞台（II） 「大ガラス」をめぐって 小林康夫 小林康夫
マルセル・デュシャンの作品（「階段を降りる裸体」、 （東京大学 （東京大学

「彼女の独身者たちによって裸にされた花嫁、さえ 大学院教 大学院教

8
も」、「泉」、「遺作」など）をめぐって。キュビ 授） 授）

ズムとフォービズム。　「表象」から「構成（コンポ

ジション）」へ。無意識の欲望。レディーメイド。

オブジェ。シュールレアリズム。「ナジャ」の物語。

マニフェストの時代。見る装置。

女性作家と身体 「身体の美の歴史」とは、とりわけ「女性の美」の 工藤庸子 工藤庸子
問題だった。堂々と「男性の美」を鑑賞してしまつ （放送大学 （放送大学

た女性作家の身体性とは、いかなるものか。舞台か 教授） 教授）

9
ら写真、そしてラジオまで、あるいは美食からファ

ッションまで、貧欲に20世紀の前半を生きぬいて、

国葬という儀式によって顕揚されたコレットを素材

とし、市民社会におけるジェンダー構造の変容とい
う新たな問題系を浮上させる。

映像の時代 19世紀末にフランスで発明された映画は、またたく 野崎　　歓 小林康夫
二二　と越境の 問に国境を超えて広がり、物語装置として成長をと （東京大学 （東京大学

体験一 げた。ハリウッド的「夢の工場」の強大化による、 大学院助教 大学院教

10
映像文化の画一化が進む一方、さまざまな「新しい

g」が今もなお、映画の可能性を問い直し続けてい

授） 授：）

?閨@　歓
る。映像の時代を担い続ける、映画に固有のダイナ （東京大学

ミズムを明らかにする。 大学院助教
授）

音楽の解体 20世紀に入って、音楽の分野では「音楽の解体」 笠原　　潔、 笠原　潔
が起こったといわれる。そのようにいわれる理由は （放送大学 （放送大学

どこにあるのか、また、音楽は20世紀に入って実 助教授） 助教授）
11 際どのように変質したのか、19世紀以前の「調性」

音楽の「機能和声体系」にまで遡って考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

〆辱．

表象の舞台（IV） 「マリリン・モンロー」をめぐって： 石田　旧記
㍉」隔掬罰

@・林康夫
ウォホール・ニューヨークの時代。芸術が記号化す （東京大学 1，（東京大学

！

ることと「記号化した現実」との関係を、ウォホー 大学院教 学院

12
ルに代表されるポップ・アートの表象戦略を解説し
ﾂつ解き明かす。

授）
　　　；多　一ノノ

ﾎ田　英敬
（東京大学

大学院教
授：）

燕 継デイア論1 TVの表象文化研究： 石田　英敬 石田　英敬
＿テレ三三焔一 日常生活がテレビという記号装置によって作り出さ （東京大学 （東京大学

れる私たちの世界の表象を、マクルーハン以後のメ 大学院教 大学院教
13 ディア論を紹介した上で、テレビ番組の表象分析の 授：） 授）

具体例を提示しつつ分析する。

森 メディア論H メディアとコンピュータの表象世界： 石田　英敬 石田　英敬
＿コ》轟一三ー サイバースペース上に成立するヴァーチャル・リア （東京大学 （東京大学

リティがもたらした表象世界とはどのようなもの 大学院教 大学院教
14 か。コンピュータ・アートの作品にみる表象作用を 授） 授）

分析することによって明らかにする。

表象文化研究の現在：
げ 圃y@　　司

A林　・
〆

19世紀からの現代の表象文化を通時的に振り返り、
山　　　　　　　、 ／（東京大

交鎚働勤
ﾏ場へ

21世紀の文化の行方を表象文化論の視点から展望
ｷる。

　　’1勢　　　いv 杢裳野

一三5三宅のの鼻め1磯 恥 ．韓敬
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山　　　　　　　、

鬼

教
授）
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＝＝ 﨣�ｻ社会研究（‘05）＝（TV）
　　　　　　一メディアの発展と社会一

〔主任講i師：　柏倉　康夫（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　情報革命と遺伝子工学の進展で幕をあけた新たな時代に、私たちの生活はどのような変化をとげるの

か。未来を予測するのは困難だが、一つ確実にいえるのは、情報環境の変化が大きな要因になることで

ある。ただ情報の世界にあっては、新たな伝達手段が登場しても、以前の技術がなくなるわけではなく、

私たちは多様化する伝達手段を使い分けながら必要な情報を摂取する。それがひいては私たちの社会の

枠組みを大きく変化させていく。20世紀後半に始まったデジタル革命によって、工業文明から情報文

明と呼ぶべき新たな段階に入った私たちの社会のあり様を、情報の視点から考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

コミュニケーショ フランスの哲学者レジス・ドブレは1991年に発表した「一般 柏倉　康夫 柏倉　康夫
ンと伝達 メディ画面ジー講義」の中で、彼が提唱するメディ二二ジー （放送大学副 （放送大学副

一ドブレのメデイ とは、高度な社会的機能を伝達作用の技術的構造との関係に 学長） 学長）

オロジーを中心に おいて扱うものだと述べている。事実、ドブレはその著作で、

一
人間集団の象徴活動とその集団の組織形態との関係の間にあ

1
る関係を、宗教、イデオロギー、文学、芸術などの具体的事

例に即して検証している。だがこの新たな思考モデルは一方
で論争と反発も引き起こした。初回の講義では、「メディ・オ

ロジー」の思想を中心にコミュニケーションと伝達の問題を
考える。

時間意識の変容 情報伝達手段の進展と変化は、当然、私たちの世界観に影響

一20世紀の芸 をあたえ、意識のあり方を変化させてきた。19世紀半ばから

術・文学に現れた時 20世紀にかけて発展した輸送手段や、新たに登場したメディ

2
間一 アは、とりわけ時間に関する私たちの認識を大きく変えた。

ｻしてインターネットで個々人が結ばれる現在、いわば「人々
同　　　上 同　　　上

の心が接続される」事態が起こりつつある。このとき私たち

の時間意識はどのように変貌するのか。この問題を20世紀に

登場した代表的な文学作品などを資料に用いて検討する。

話し言葉の復権 印刷技術の発明とその発達につれて、「話すこと」はその価

一書くこと・話すご 値をますます減らしているように見える。こうした現象はあ

と一 らゆるところで見られるが、とりわけ高度な社会生活の局面

で顕著である。たとえば学術研究においては、次々に印刷刊

3 行される本や論文が重視され、講義や講演、セミナー、研究 同　　　上 同　　　上

室での討論の比重が下がっている。　「本のように話す一口承

性と知」の著者フランソワーズ・ワケ（CNRS研究所長）
は、こうした傾向に疑義を申し立てている。彼女の議論を中

心に話すという基本的伝達手段の意味を考える。

印刷・書物・電子テ 印刷出版の歴史で革命を起こしたのは、いうまでもなく1450

クスト 年ごろにグーテンベルクが発明した活版印刷術である。それ

から凡そ500年間、この技術が人間のリテラシー（読み書き）

向上に与えた影響は計り知れない。人々は鉛活字でインクを

4 紙に印刷して書物をつくり、新聞、雑誌を発行し、膨大な情 同　　　上 同　　　上

報を伝えるとともに、知識を蓄積してきた。だが印刷物の世
界は、第土の革命といわれるコンピュータの導入によって、

テクストの持つ意味が大きく変わりつつある。この回では印

刷媒体の変遷をたどりつつ、「テクスト」の本質を論じる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

拡大する映像世界 19世紀以来、写真・映画・テレビと次々に登場した映像メデ 柏倉康夫 柏倉康夫
一写真・映画・テレ イアは、集団的あるいは個人的想像力を形づくるのに大きな

｛

ピー 力を発揮した。ただ注意しなければならないのは、写真、映

画、テレビはそれぞれメディアとしての機能が異なることで

5 ある。しかも、映像がコンピュータと結びつくことで、本質
的変化が起こっている。現実とその映像という関係が逆転し、

コンピュータのシミュ、レーション機能により、映像が現実に

先行する事態が生じている。　「イメージの文明」の現在を考
える。

ラジオの過去と現 カナダ生まれの文明批評家マーシャル・マクルーハンは、「メ

在 ディア論」で、ラジオというメディアを部族の太鼓と呼んだ。

一あるメディアの これはかってラジオが民族や文化の深層に訴えかけて、歴史
歴史一 を動かした経緯があったことを指している。しかしテレビと

6 いう新たな情報システムが出現して以降、ラジオはむしろ話 同　　　上 同　　　上
し手と受け手を一対一でつなぎ、個人的メッセージを伝える

という側面を強めている。そして、それがラジオの復権をも

たらしている。20世紀前半をリードしたラジオというメデイ

アがたどって役割を検討する。

絶え間なき通信の 通信の技術はこの100年で大きく変わった。無線通信、海底 吉井　博明 吉井　博明
時代 ケーブルの設置、電話の普及、そして携帯電話の登場。これ （東京経済大 （東京経済大

らの通信技術は、人々が生活し行動して、人間関係を築くの 学教授） 学教授）

7
に大きく貢献し、仕事や職場のあり方を変えた。ときどき登

場した新たな通信技術が、利用者を取り巻く社会的環境と物

理的環境をいかに変えてきたか。世界的規模で普及しつつあ

る携帯電話などの移動体通信の特性を含めて、歴史的に展望
する。

放送規制の展開 免許制度の下に置かれた放送事業の発達は、つねに制度的規 音　　　好宏 音　　　好宏
制と密接なかかわりを持ってきた。この回では放送の制度的 （上智大学助 （上智大学助

規制がどのような変遷をたどってきたかを、アメリカの事例 教授） 教授）

8 を中心に振り返るとともに、とくに1980年忌以降に進んだ多
メディア・多チャンネル化やデジタル化の過程で起こった、

放送メディアの制度的規制に対する新たな論議を題材にしつ

つ、放送メディアの制度的特質を論じる。

放送メディアの現 近年の電気通信技術の発達などを背景に、通信と放送の融合
状と課題 など、放送サー・ビスは、いま大きな変革の時期を迎えている。

今後、放送サービスは、社会的・制度的にはどのように位置

9 づけられ、またこれまで果たしてきた社会的機能はどのよう 同　　　上 同　　　上
に維持されうるのか。放送はさまざまな課題に直面している。

放送メディアの現状を踏まえつつ、これらの問題の意味する
ものを検討する。

コンピュータ・ネッ 1969年に稼動し始めた国防総省のARPAネットは、のちに 喜多　千草 喜多　千草
トワークの開発思 インターネットのバックボーンとなったことで知られる。こ （関西大学助 （関西大学助

想 のコンピュータネットワークはどのような思想のもとに生ま 教授） 教授）

10 れたのか。ARPAネット構築を進めた情報処理技術部の初
代部長リックライダーの思想形成の過程を縦軸にして、1960

年代に情報化社会の未来像がどのように描かれていたかを取
り上げる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

だれもが使えるコ 現在のパーソナルコンピュータで使われている、書類・フォ 喜多　千草 喜多　千草

ンピュータの誕生 ルダ・ゴミ箱などのある「デスクトップメタファ」は、1980
年代にゼロックス社で生まれて広まったものである。当時、

11 開発者たちが思い描いた未来のコンピュータ社会とはどのよ

うなものであったか。この回では、誰もがコンピュータを使

う時代がどのようにして始まったのかを検証することで、今

日の情報化社会形成の発端を考える。

情報の画一化と社 伝達手段が飛躍的に拡大した結果、マスメディアがにぎる話 柏倉　康夫 柏倉　康夫
会一戦争報道の 題設定能力が強化され、政治・社会、ひいては経済活動まで （放送大学副 （放送大学副

現実一 が、メディアが選択し提供する情報に左右される事態となつ 学長） 学長）

ている。しかもマスメディアの寡占化が進み、新聞、雑誌、
12 テレビの分野で資本を同じくする系列では、同一のニュース

や論調が世界規模で流され、世論形成に力をふるっている。

この回では、以上のよう状況を、ヴェトナム戦争と湾岸戦争

を例に検証する。

文化と情報経済 グローバル化する世界には、ソフトパワーとして世界に鋤き 武邑　光裕 武邑　光裕
な影響力を持つ文化の浸透と地域社会に根づいた多元的な文 （立命館大学 （立命館大学

化との相克が横たわっている。インターネットによる情報の アートリサー アートリサー

13 大交流時代を迎え、メディアによる文化の発信は、多国間の チセンター客 チセンター客

さまざまな政治的課題を超えて、自国文化の経済化や安全保 員教授） 出教授）

高上の主題ともなっている。情報化社会におけるソフトパワ

一と文化経済について考察する。

デジタル社会の著 デジタル社会は、これまでの重量的媒体によって支持されて

作権 きた情報を符号化し、旧来の媒体概念を離散、流動化させて

いる。複製、改変が容易に行えるデジタル情報の特性から、

14 著作権やコピーライトの概念そのものが根本的に問われてい 同　　　上 同　　　上
る。公共性と私有制の間で揺れ動くデジタル社会における知

的所有権や著作権のあり方を検討する。

情報化社会の行方 ますます多様化する情報手段は、既存の国家や民族の概念に 柏倉康夫 柏倉康夫
一個人・地域・国 影響をあたえずにはおかない。それは地球規模で棲み分けと

家一 共生が可能な社会システムの構築を期待させる。情報技術の 吉井博明
進歩は今後も私たちの生活や社会構造を変え続けるに違いな

15 い。だが一方で、それは個人のレベルや集団レベルで情報の 武邑　光裕

格差を生み、それが時間とともに拡大する危険をはらんでい

る。さらにはアイデンティティーの危機やリアリティーの喪 音　　好宏

失といった事態をもたらすことも危惧される。情報化社会の

将来を検討する。
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％◎イ薩

＝　地域文化研究1（‘06）＝（R）
　　一　近現代ヨーロッパ史　一

〔主任講師（現職名）．木村靖二（大学評価・学位授与機構教授）〕

〔主任講師（現職名）．近藤和彦（東京大学大学院教授）　　　〕

全体のねらい

ヨーロッパ、とりわけ西欧社会が過去2世紀半の近代・現代の歴史過程で生み出した価値体系（文化全

般）は、ヨーロッパ以外の現代国家・社会の骨格ともなっている。21世紀に入った現在、ヨーロッパ

近代・現代の全体像はようやく明らかになろうとしている。18世紀中葉から現在まで、時代を追いな

がらそれぞれの重要なテーマを取りあげ、ヨーロッパ近現代史がもつ問題群を考えていきたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

長い19世紀と フランス革命前後から第一次世界大戦までの時代を 木村靖二 木村靖二
短い20世紀 「長い19世紀」、第一次世界大戦から1991年忌ソ （大学評 （大学評

連・東欧社会主義圏の解体までを「短い20世紀」と 価・学位授 価・学位授
1

する時代区分は、ヨーロッパ史では近年受け入れら 与機構教 与機構教
れるようになった。この新しい時代区分を参考に、 授：） 授）

ヨーロッパ近現代の主要な問題を紹介する。

啓蒙の時代 この講義の前半では、18世紀末から展開する本格 近藤和彦 近藤和彦
的な近代（「長い19世紀」）の歴史をあつかう。今 （東京大学 （東京大学

回はその前提として、啓蒙の時代（18世紀）におけ 大学院教 大学院教2 る科学革命と『百科全書』をはじめとする出版、そ 授） 授）

して活発な公共圏を考える

産業革命と資本 産業革命は18世紀末のイギリスに始まり、産業資 同上 同上
主義システム 本主義のシステムは世界史を大きく転換させた。だ

が、発明発見による生産力だけで世の中は変わるだ
3

ろうか。最近の市場を重視する研究を踏まえて、消

費社会の成熟から産業革命と資本主義システムの意
味を再考する。

フランス革命と 近代政治はフランス革命期の人権宣言から始まる 同上 同上
国民国家 とされる。しかし、封建制度の廃止、「自由・平等・

友愛」をとなえたフランス革命にも、暗い裏面があ
4 つた。国民国家という観点から、アメリカ独立、フ

ランス靴ナポレオンEを考える・

改革とロマン主 19世紀前半、イギリスが着々と自由主義の改革を 同上 同上
義 かさねていたのと対照的に、ヨーロッパ大陸諸国は

ロマン主義の時代である。社会も文化も個性と情熱
5

にあふれていた。激動のなかで諸国民の独立運動が

あり、また資本主義の矛盾をただすべき社会主義の
構想もとなえられた。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

戦争と国民の苦 19世紀半ば以降、イギリスはパクス・ブリタ平準 近藤和彦 近藤和彦
闘 とよばれる繁栄を謳歌し、フランスもこれに続いた。 （東京大学 （東京大学

これに対抗すべく、中欧・東欧の諸国でもさまざま 大学院教 大学院教
6 の試行錯誤が続いたが、クリミア戦争はロシア、イ 授） i授）

タリア、ドイツ、そしてオーストリアの将来に決定
的な影響を及ぼした。

「西洋事情」と 19世紀後半、ヨーロッパ・アメリカが近代国家を 同上 同上

明治日本 構築していたちょうどそのときに、日本は開国し、

急速な近代化を遂げた。波高き国際社会のただなか
7 で祖国の行方を模索した日本人の「西洋事情」をめ

ぐる問題意識を跡づけ、その同時代的な意味を考え
る。

帝国主義と大衆 1870年代から第二次産業革命、科学技術の発達、 同上 同上

社会 公教育制度の普及、大衆社会の登場によってヨーロ

ッパの内部も変わり、またアジア・アフリカとの関

8 係も変化してくる。世界的な人口：爆発と移民、本国

内の富裕化、国家の役割と女性の解放論、そして列

強による世界分割がきわだつのもこのころからであ
る。

世紀末文化とべ 19世紀末から第一次世界大戦まで、ヨーロッパは 木村靖二 木村靖二
ルエポック 安定した経済成長期を経験した。それに支えられて （大学評 （大学評

市民文化は欄熟期を迎え、先進諸国を中心に楽観的 価・学位授 価・学位授
9 未来観がひろがった。しかし、他方ではそうした傾 与機構教 与機構教

向に反発する新しい文化活動や政治運動も台頭して 授） 授：）

きた。

最初の破局とし 第一次世界大戦はそれまでの国際関係・国内政治 同上 同上

ての第一次世界 はもとより、人々の心性をも根底から揺るがし、同

大戦 時に「戦争の世紀」でもある「短い20世紀」の開幕
10 を告げた。大きな時代の転換点となった大戦を、破

壊と創造の観点から再考する。

両大戦間期の混 第一次世界大戦終結から第二次世界大戦が開始さ 同上 同上

沌 れるまでのほぼ20年間は、両大戦工期とよばれてい

る。19世紀的価値観がヘゲモニーを失いながらも、
11 20世紀の価値体系も形成途上にある「宙づりの時代」

のなかで、新しい政治・文化を模索する試みを考察
する。

ナチズムと第二 ヨーロッパにおける第二次世界大戦は、　「文明の 同上 同上

次世界大戦 破断」とまでいわれたナチス・ドイツによるユダヤ

人・スラヴ系諸民族などにたいする蛮行で知られる。

12
このようなことがなぜ起こりえたのか、それはヨー

鴻bパの近代文明とどう結びつくのかを、最近の研

究成果に基づき検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

分断のヨーロツ 1950年代はじめ、ヨーロッパの東・西両三への分 木村靖二 木村靖二
パと冷戦 断はほぼ確定した。それはヨーロッパ内部だけでは （大学評 （大学評

なく、ヨーロッパと非ヨーロッパ地域との関係にも 価・学位授 価・学位授
13 大きな変化をもたらした。分断にいたった背景は何 与機構教 与機構教

か、分断がもたらしたものは何かを分析しながら、 授） i授）

冷戦下の状況を考える。

現代社会への変 1950～1970年代はじめの20年間は、東西両陣営 同上 同上

容と「近代」へ の経済とも、高い成長率を示す「黄金時代」であっ
の疑義 た。この間、ヨーロッパ社会の多くは現代社会へと

14 変容をとげたが、それとともに「豊かな社会」への
疑義・異議申し立ても現れる。

短い20世紀の終 1991年のソ連の崩壊は、一つの時代の終わりでも 同上 同上

わりと新しいヨ あった。20世紀における社会主義の意味を検討しな
一ロツパ がら、さらに日本の状況とも比較しながら、新しい

15 ヨーロッパ（EU）の誕生の意義と歴史的位置づけ
を考える。
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％伽＝導回忌蛭謹）＝（R）
％5｝三

輪栃正i圭繕黙劇
　　　　　　〔主任講師（現職名）

頭光舅欝血観教授）1
浜口　允子（放送大学教授：）　　　〕

全体のねらい

東アジア世界とはなにか。その文化や社会はどのように形成され、いかなる特徴をもっているか。本講

は東アジア世界を構成する中国・朝鮮を中心として、その歴史と現在をさまざまな角度から考察しつつ、

併せてその研究方法や研究の現状を明らかにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

東アジア地域文
東アジアの地域文イ㎡ま、中国の政治世界とその政治

川勝　　守 川勝　　守
化　　　　’　、 文化の影響を受けて古代以来の国家と社会の歴史を （大正大学 （大正大学

／ その研雛 作ってきた朝鮮・日本・ヴェトナムなど周辺諸国の 教授：） 教授）
ξ

爾
児
Φ

研搬r特殊性と課題ト｝し 歴史文化をいう。その内容をいかに捉えるか。研究

菇@、研究目的については、その特殊性や課題に関
吉田光男
i東京大学

吉田光男
i東京大学

々 連させて、学習・研究の指針を説明する。 大学院教 大学院丁
丁 授：） 授：）

浜口允子 浜口允子
（放送大学 （放送大学

教授：） 教授）

東アジア世界と 東アジアの地域文化を理解するためには、冊封関係 川勝　　守 川勝　　守
は何か鍾の拷訪 とよぶ中国皇帝と周辺君長との政治外交が行われる （大正大学 （大正大学

痴ぜ纏魯 世界を東アジア世界として理解することが前提であ 教授） 教授）

2 る。その理解にもとづき中国中華世界の展開、朝鮮・

目本・ヴェトナムの中華世界の形成を捉え、東アジ

アの多極構造の歴史展開を考察する。

東アジアの世界 東アジア地域の世界文化遺産はどのようなものが現 川勝　　守 川勝　　守
文化遺産 在登録されているか。中国、朝鮮、日本、ヴェトナ （大正大学 （大正大学

ムなどについて、その内容を説明し、その文化遺産 教授） 教授）

3 の特徴や特色を検討することを通じて、東アジア地

域文化の一般的傾向や文化の価値などを考える。

中華帝国の生 中華帝国の政治システムの特徴は、BC221年の 川勝　　守 川勝　　守
成・展開・崩壊 秦統一以来二千年にわたる皇帝制度とその行政施行 （大正大学 （大正大学

一皇帝制度と官 機関たる官僚制にある。皇帝はどのようにして出現 教授） 教授）

4 僚制一 したか、13世紀の元世祖と14世紀の明太祖の事
例を比較して、その官僚制を登用方法（科挙制度）、

財政、税制度、裁判制度などの諸制度と関連させて
考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

朝鮮近世の政治 政治エリートである士族に焦点を当て、朝鮮近世の 吉田光男 吉田光男
システムー三三 政治世界を解読する方法を考えていく。儒教、科挙、 （東京大学 （東京大学

し両三　 両班をキーワードにして、官僚制度や行政制度を分 大学院教 大学院教5 析し、政治と社会との相関関係や人々の政治意識に 授） 授）

せまっていく。

中国近世の経済 無毒時期と明清時期という二回転商業革命の内容を 川勝　　守 川勝　　守
システムと都市 比較し、そこに窺える中国経済の社会動態の構造的 （大正大学 （大正大学

網の形成 特色を理解したうえに、それが一八世紀の人口爆発 教授：） 教授）
6 や都市化の進展にどのように関連したかなど、今日

における中国経済の飛躍の歴史的前提を考える。

朝鮮近世の流’ 朝鮮近世の流通経済は国家が強い統制をしていたと 吉田光男 吉田光男
経済 ころに特徴がある。曲人、市塵など、現在もっとも （東京大学 （東京大学

注目を浴びている研究課題を中心として、国家と商 大学院教 大学院教
7 業の関係を考察し、朝鮮近世の経済世界がもつ特質 授：） 授）

を検討する。

伝統中国の社会 中国近世は郷紳社会と呼ばれる。前近代から近代に 川勝　　守 川勝　　守
構成一中国エリ かけて中国エリートの最後に登場した郷紳階層は宋 （大正大学 （大正大学

一トの生涯一 元時代の士大夫やはるかな六朝や晴唐の士人とどこ 教授） 教授）

8 が異なるか。また、同時期の日本の武士や朝鮮の両

班とどのような類似点と異質点があるか。ある郷中

エリートの生涯を通して伝統中国の社会構成を考え
てみる。

朝鮮近世の社会 氏族、郷案、三三など、朝鮮近世国家と住民との中 吉田光男 吉田光男
集団 間にはさまざまな社会集団が存在していた。現代の （東京大学 （東京大学

社会調査による研究成果をとりいれながら、朝鮮近 大学院教 大学院教
9 世における社会集団のもっていた歴史的意味を考察 授：） 授）

する。

中国近世の生活 中国近世の生活文化は今日の中国生活文化に直接に 川勝　　守 川勝　　守
（大正大学 （大正大学文化 つながる。　　　　　’　　　　　　、”

、　　　、　　　　　　　　　　　　　　、ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

教授） 教授）
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

10 鴻一 @　　　　山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　、　　“

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’　　娯楽や遊びは中国近世生活文化のいかなる
、色や価値を示すものであろうか。

朝鮮伝統社会似 朝鮮伝統社会は、儒教、仏教、道教、漢字などの外 吉田光男 吉田光男
生活き三三回し 来文化が、巫俗などのさまざまな固有文化と融合す （東京大学 （東京大学

る世界であった。近世の朝鮮を中心にして、朝鮮に 大学院教 大学院教
11

おける伝統文化のあり方について、生活面まで掘り 授） 授）

げながら検討する。

籍1嫌響溝事三三嚇三編 地回の各市鎮志の
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

東アジアの家族 東アジアにおける男女の社会的関係は、一般に父権 川勝　　守 川勝　　守
と女性 家族制度とその道徳律の影響を受けてきたとされ （大正大学 （大正大学

12 簾憾薩駝彰講謁皇煮汐ま 教授）

l口允子
教授）

l口允子
たジェンダーの視角から家族や宗族を中心とした社 （放送大学 （放送大学

会の特質についても考察する。 教授） 教授）

中国近代都市の 中国には長い城郭都市の歴史があるが、19世紀中葉 浜口允子 浜口允子
形成と人々の生 になるとそうした伝統都市とは異なる新しい性格の （放送大学 （放送大学

活 近代都市が誕生する。それはどのような空間であり、 教授） 教授）

13 如何なる役割を果たしたのか。また、そこで人々は

相互にどのような関係を築きつつ如何なる暮らしを

営んだのか。今日に続く20世紀の中国都市社会を考
える。

中国近現代農村 近代にはいっても中国農村社会は伝統的な態制をな 浜口允子 浜口允子
社会の特質と変 おも引き継ぐものであった。その農村にあって人口 （放送大学 （放送大学

遷 の大多数をしめる農民の生活はどのようなものであ 教授） 教授：）

14 つたか。副業のあり方を中心にその具体相を述べ、

それが現代に至ってどのように変化したかを考察す
る。

’劔歴史 現代中国の歴史は、社会主義の受容にはじまり、い 浜口允子 浜口允子
的位置 まやそこから脱却するのか、それとも深化させるの （放送大学 （放送大学

かを問う模索のさなかにある。この変化の大きい半 教授） 教授）

15 世紀の歴史を、幾つかの点に着目して検討する。
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％2三三
＝　地域文化研究皿（‘02）＝（TV）
一ヨーロッパの文化と社会～イギリスを中心に～一

　　　　　　　　　　　　　〔主調師：納久明（辮）ゴ

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：木畑洋一（東京大学大学院教授）〕

　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：草光俊雄（放送大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパ連合はすでに現実となり機能しているが、他方において言語、文化、社会に目を向けると、国家を単位とする

多様な個別が存在することも事実である。この講義では、ヨーロッパの文化と社会を、イギリスに焦点を合わせて、そこで、

民族、人種、地域、階級などさまざまな要素が複雑に絡む仕組みと歴史的背景を考察する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当放送担当
@講師名　　講　師　名
i所属・職名） （所属・職名）

1
は　じめに
齟?Sと周縁

　イギリスは自らその一員であるヨーロッパ連合と不即不離

ﾌ関係にある。ヨーロッパ大陸に中心を置いて見るとイギリ
Xは周縁に位置するが、イギリスのなかで、イングランド対

Pルト文化圏、南と北など、地理的・地域的多様性に基づく

?Sと周縁の関係が存在する。

山内　久明
u
木
畑
　
　
洋
“
一
一
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
草
光
　
俊
雄
（
放
送
大
学
教
授
）

山内　久明
@（撫鹸学禿・
ﾌ
響
製
　
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
草
光
　
俊
雄
　
（
放
送
大
学
教
授
）

2 自然と景観の保全

　18世紀中葉のイギリスの田舎における「囲い込み」と、産

ﾆ革命の結果としての産業都市の成立は、イギリスの田舎と

s会を大きく変貌させた。環境破壊に対する反省は環境保全
^動を促し、顕著な一例がナショナル・トラストである。同
桙ﾉ、都市計画が発達した。

山内　　久明 山内　　久明

3 民族と人種の融和

　イギリスという国民国家がどのようにできあがってきたか

�Aブリテン島、アイルランド島への人の移動、イングラン

hと「ケルト辺境」の関係に着目して検討し、さらにイギリ

X帝国の形成と崩壊の過程が、イギリスの人種・民族構成に

｢かなる影響を及ぼし、国民国家としての姿を変容させたか
�竄､。

木畑　洋一 木畑　洋一

4
ことばの標準化と

ｽ様性

　アングロ・サクソン時代のゲルマン的要素と、ノルマン征

梭ﾈ後のフランス的要素との融合による英語の三三化。教育

ｧ度やメディアを通して行われた英語の標準化。それにもか
ｩわらず存続する地域と社会的差違による英語の多様性。言

齔ｭ策の問題、等々。

斎藤　兆史
i東京大学大

w院助教授）

斎：藤　鬼歯

i東京大学大
w院助教授）

5 政治　と　女性

　議会制民主主義を育んだ国というイメージのイギリスであ

驍ｪ、女性が参政権を得たのは、イギリス帝国の中のニュー

Wーランドなどよりはるかに遅く、第一次世界大戦末期のこ

ﾆであった。女性の社会的地位の変遷と女性参政権獲i得運動

ﾌ展開を歴史的に追い、イギリス政治の中での女性の位置を
Tる。

木畑　洋一

髢ﾘ　実佳
i静岡大学助

ｳ授）

木畑　洋一

髢ﾘ　実佳
i静岡大学助

ｳ授）

6 経済的繁栄と停滞

　産業革命の先進国、金融の中心地、　「世界の工場」として

｢界経済を先導したイギリスも、20世紀に入るとアメリカと
hイツに追いつかれ、第二次大戦終結とともに植民地も失い、

竭ﾘ。戦後の福祉国家の確立、サッチャー政策による福祉打

ｿ切り、ビッグ・バンと続く。
草光　俊雄 草光　俊雄
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

いわゆる「階級」問題の複雑さは、中世の大土地所有者と

しての貴族に遡る土地所有形態に根ざした身分関係と、近世

7 社会構造と文化 以後の流動的な経済活動による貧富の差に基づく階属性との 草光　俊雄 草光　俊雄
混在に起因する。階級分化とは何か、教育は階級構造を流動

的にするかどうか、等々の問題。

イギリスの近代科学に対するアイザック・ニュートンの貢

献はいまさら言うまでもないが、それと並行してジョン・ロ 鈴木　晃仁 鈴木　晃仁
8 イギリスの医療

ックに代表される経験論哲学の伝統の重要性が挙げられる。 （慶磨義塾大 （慶磨義塾大
また、20世紀前半、ヴィトゲンシュタインを擁したケンブリ 学教授） 学教授）

ッジの哲学的隆盛など。

イギリスの初等教育制度が中央政府の政策によって統一さ

れたのは1870年の教育法によってであり、それ以前は宗教別 小澤　周三 小澤　　周三

9
個性を伸ばす学校 の教会と私学に任されていた。義務教育年齢が延長され、機 （東京外国語 （東京外国語

教育 会均等が普及するのは第二次大戦後である。公立と私学、カ 大学名誉教 大学名誉教
リキュラム、試験制度、等々。

授：） 授）

イギリスの大学は中世の大学としてのオクスフォードなら
びにケンブリッジ、スコットランドの諸大学、産業革命に呼

10 古くて新しい大学 応ずる19世紀の諸大学、第二次大戦後の社会の平等化に基づ 山内　　久明 山内　　久明
く新大学、1992年に昇格した最新の大学などがある。理念と

制度の現在と歴史的背景。

アングロ・サクソン時代に遡るキリスト教伝来、ローマ・

カトリック教会直轄の中世キリスト教、ヘンリー8世による宗

11 国家　と　宗教 教改革と英国国教会の成立、国教会から離反した非国教主義 同　上 同　上
の諸宗教。宗教は信仰の問題であると同時に、文化と社会の

動態に深く関わっている。

文化と社会の総体のなかでの文学一一そのつくり手と受容 山内　久明
者の社会的位置づけ。さらにそこから、いわゆる純文学に隣 山内　久明
接するメディアや、ポピュラー・カルチャー、書き手として 佐藤　和哉

12 文学とメディア の女性、こどもの文化など、問題は尽きない。 佐藤　和哉 （日本女子大

（日本女子大 学助教授）

学助教授）

鈴木　実佳

ロンドンを中心とする濡しい数の劇場で、シェイクスピア 草光　俊雄
をはじめとする古典と現代劇が共存する活力にみちた演劇活

13 表　象　文　化
動。ホガース、パーマ、ターナー、カンスタブル、ラファエ

拒O派などの絵画。高度な演奏活動と音楽的創造性との相関 草光　俊雄
ゲスト

宦@　靖子
性、等々。 （津田塾大学

助教授）

EUの一員でありながらEU統合の深化に対しては慎重な
イギリス、かつての植民地であった英連邦諸国との絆も持続

14 イギリスと世界 するイギリス、同時にアメリカ合衆国との「特別な関係」を 木畑　洋一 木畑　洋一
も重視するイギリスーーユニークな多方位外交を進めるイギ

リスの、世界の中での位置を歴史的に探る。

前回のテーマの延長としてイギリスと日本との関係文化、 山内　久明 山内　久明
社会、外交などに即して考えるとともに、おわりにあたり全

15
イギリスと日本一一おわりに

体をふたたび振り返り、まとめを行なう。 木畑　洋一 木畑　洋一

草光　俊雄 草光　俊雄
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伽イ1竃正

＝　日本文化研究（‘05）　＝（R）
　　　　　一　神仏習合と神国思想

〔主任講師：
〔主任講師：

献昭作麟1準三才〕
末木　文美士（東京大学大学院教授）〕

全体のねらい

　「日本文化研究」の「文化」を、文化人類学、比較文化学、文化断絶などという時の「文化」、すなわ

ち社会に蓄積された思想、行動様式であり、各人は新たにそれに付け加えつつも、それに影響されて考

えかつ行動する。日本人に影響を与え続けた「文化」として、この講義では神国・仏国思想について考
える。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

秀吉・家康の神国・ 「文化jの意味を簡単に定義したのち、　日本人に強く影 高木　昭作 高木　　昭作
、　　　　　　　　　　、

仏国思想 帯した「文化」の一例として、豊臣秀吉、徳川家康がそれぞ （ （熱帯
1

れ海外に送った一種の外交文書の中から、日本型華夷思想と

ｵての神国・仏国思想を抽出する。

授）棘諺；騨散擬

日本型華夷思想と 秀吉・家康の神国思想が中世に作られた神仏習合思想に深 高木　昭作 高木　昭作
しての神国・仏国思 く影響されていることを指摘し、自民族中心主義としての日
想 本型辛夷思想の存在は既に倭借覧の上表文に見られることを

2 紹介し、さらに明治期の教育勅語がこれによっていることの

指摘を通じて、　が天皇制と密接な関連にあることを述べる。

生活のなかの神と よく日本人は無宗教であると言われるが、宗教的な信念や 中村　生雄 中村　生雄
仏 世界観として意識化されないかたちで、神仏信仰は生活のす （学習院大学 （学習院大学

みずみに浸透している。盆や正月の年中行事のほか、占い・ 教授） 教授）

3 祭礼・お守り札などの多様な民俗信仰を手がかりに、生活文
化としての宗教を考える。

国家権力と神仏信 古代の鎮護国家の仏教、近世の寺請制、近代の神仏分離令 中村生雄 中村　生雄
仰 や国家神道など、日本の宗教はつねに時の為政者の政治的な

意図によって大きくその性格を規定されてきた。その歴史的

4 経過を概観しながら、日本宗教の特徴を国家や社会との関係

に即して明らかにする。

祖先祭祀と他界観 日本人の大半にとって仏教と神道は、先祖の霊を供養しそ 中村生雄 中村生雄
の成仏を願うこと、氏神や鎮守の神に家族や地域共同体の安

泰を祈ることで受け入れられてきた。死者を神や仏として祭

5 祀の対象とする日本人の宗教感情について、その歴史的要因

と問題点を検討する
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

古代の神々 古代の神々について、記紀神話を中心に紹介する。しかし、 末木　文美士 末木　文美士

記紀神話は決して古くからの伝承をそのまま伝えるものでは （東京大学大 （東京大学大

なく、7世紀末から8世紀はじめの政治情勢を反映したもの 学院教授） 学院教授）

6 であるから、その背景をおさえる必要がある。

仏教の日本化 仏教は単なる宗教に留まらず、先進的で総合的な文化とし 末木　文美士 末木　文美士

て大陸から導入された。どのような新しい文化が導入され、

それがどのように変容されて日本に定着したか、古代を中心

7 に検討する。

神仏習合の形成 仏教の日本化のひとつの形態は、日本の神々を取り入れ、 末木　文美士 末木　文美士

神仏習合という独特の宗教のあり方を生み出したことであ
る。どのような経緯で神仏習合が形成されたか、その過程を

8 検証する

鎌倉仏教の世界 鎌倉時代は、今日の大宗派の祖師たちが出現したこともあ 末木　文美士 末木　文美士

って、日本の仏教史の中でも特に注目されることが多い。最

近の研究動向を紹介しながら、祖師たちだけでなく、より広

9 い視野から鎌倉仏教を見直す

中世神道説の形成 古代よりの神仏習合の過程は、中世に至り神に関する教説 伊藤　　聡 伊藤　　聡

を生み出した。それを中世神道説という。中世神道説には真 （茨城大学助 （茨城大学助

言密教の影響を受けた両部神道、伊勢神宮祠官による伊勢神 教授） 教授：）

10 道、天台系の山王神道等の複数の流れがあり、それらは互い

に関連しあいながら、中世の宗教世界の一角を占めていた。

ここではその歴史的展開を跡づける。

中世神道説と中世 中世神道の教説は、仏教、中国思想（儒教・道家・道教） 伊藤　　聡 伊藤　　聡

の思想・文化 などが、教理化の根幹に深く関わっており、一種外来思想の

日本化としての特徴を持つ。また、歌学、謡曲、軍記物語等

11 の中世文芸で中世神道説の濃密な影響を受けているものも多

い。この時間は、中世神道説と、さまざな思想・文芸との関
連を考える。

中世の神話叙述 中世には古代とは異なる、中世独特の神話が多数作られた。 伊藤　　聡 伊藤　　聡

それは記紀神話を基本にしながらも、中世社会に相応しく改
変されたもので、神仏習合的要素が色濃いのが特徴だった。

12 このような中世神話を具体的に解読しながら、中世人の宇宙
観・世界観を探る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

中世の王権思想 中世における天皇の権威は、実質的な権力の逓減に反比例 伊藤　　聡 伊藤　　聡

するように上昇した側面がある。

それは特に神秘的性格を帯びたものであった。神国思想をは

13
じめ、三種神器信仰、即位灌頂

凾ﾌ天皇をめぐる宗教的言説を採り上げ、中世における王権
の意味を考える。

神仏関係の変容 中世の神仏関係は、近世になると儒教の導入などにより、 末木　文美士 末木　文美士

大きく変容する。その中で、儒教や国学、復古神道などから

排三論が主張され、神仏習合に疑問が呈されるようになる。

14 その経緯を概観する。

神国・仏国思想と幕 神仏習合の中世に始まり、近世を通じて作られ続けた起請 高木　昭作 高木　昭作

藩制 文について説明し、その意味が実質的には変化していること
の指i摘を通じて、秀吉による全国統一が具体的には「惣無事」

15 体制への諸勢力（大名・町・郷村・宗教団体など）の統合で

あったこと、つまり「秀吉の平和」の強制に他ならなかった

ことを指摘した後、近世における平和（秩序）の意味につい
て考える。
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＝　比較文化研究（‘05）＝（TV）
　　　　　　一若者とジェンダー一

〔主任講師：宮本みち子（放送大学教授）〕

全体のねらい

若者の社会的地位や役割は、文化と社会経済構造の影響を受けて、歴史的にも国や民族によっても異な

る。ポスト工業化社会では、青年期から成人期への移行が長期化し、若者が大人になるプロセスが大き

く変貌しつつある。このような現象を、世界の複数の社会にまたがって比較文化の手法でみていくこと

によって、若者のあり方がどのような文化や社会経済条件の影響を受けているのかを検討する。また若

者とその他の世代との関係についてもみていく。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
比較文化として
ﾌ若者

　若者をなぜ扱うかその意味を整理し、講義の全体像を

ｦす。また、青年期・ポスト青年期・成人期という用語

ﾌ検討をする。

宮本みち子
i放送大学教
猿�j

宮本みち子
i放送大学教

�j

2
人類史のなかの

u若者」1

　人類史のなかで、地球上の諸社会における若者の位置

tけに関する資料は限られている。しかし19世紀以降
ﾌ世界の民族誌にみられる若者の位置付けを概観する。

ﾁ定社会において、人間の一生の経緯として年令又は加

薰ﾉよる基準を重視する社会と年令以外の基準を重視
ｷる社会があること、同一社会でも諸状況の変容により

ｱれらの基準が変動することなどを説明する。

原　ひろ子
i城西国際大

w客員教授）

原　ひろ子
i城西国際大

w客員教授）

3
人類史のなかの

u若者」2

　現在、地球上の諸社会は、何らかのかたちで国民国家

ﾉ組み込まれている。19世紀以降、20世紀中葉までの
Y業革命・「近代化」にともなう生業の変化，学校教育

ﾌ普及、栄養状態・疾病の変化，日常生活の変化、平均

�ｽの延びなどが社会における若者の生活や位置付け、

u一人前」の基準などに対してどのように影響したかを

j女比較及びジェンダーの視点を含めて考える。

同　上 同　上

4
　イヌイトの
u若者」　「伝統」

梠

　カナダ北極圏に住むイヌイトの若者・青少年の生活を

ﾊして、「伝統的」生活から「近代」への変化を、ジェ

塔_ーの視点を交えて考察する。

本多　俊和
iスチュアー

gヘンリ）
i放送大学

ｳ授）

本多　俊和
iスチュアー

gヘンリ）
i放送大学

ｳ授）

5
イヌイトの

u若者」：現状
同　上 同　上

6

インドの青年像
i1）「青年」の誕

ｶ

　インドの諸コミュニティの通過儀礼や婚姻などに言
yしながら、ジェンダーやカーストなどによって多様な

u青年期」のあり方について考える。合わせて植民地期

ﾈ降の変化にもふれる。

押川　文子

i国立民族学

歯ｨ館教授）

押川　文子

i国立民族学

歯ｨ館教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7

インドの青年像
i2）独立インド

ｩら経済自由化
ﾌ時代へ

　学歴競争、就職事情、留学など国際移動、結婚などを

痰ﾉ、現代インドの青年たちの日常の変化を同時代の視

_から考える。
押川　文子 押川　文子

8
現代社会におけ
骼瘤ﾒ（1）

　戦後日本の工業化時代に、青年期がどのようにして形

ｬされ、「成人期への移行」のプロセスが定式化された

ｩを、ジェンダー、社会階層、地域陛をふまえてみてい
ｭ。 宮本みち子 宮本みち子

9
現代社会におけ
骼瘤ﾒ（2）

　ポスト工業化時代に、若者の存在がどのように変化し

ｽのかを、ジェンダー、社会階層、地域性をふまえな

ｪら、欧米諸国と日本を比較しながらみていく。
同　上 同　上

10
現代日本の若者
i1）

日本の若者を、高学歴化、少子・晩婚化、親への依存期

ﾌ長期化などの側面から検討し、その意味を考察する。 岩上　真珠
i聖心女子

蜉w教授）

岩上　真珠
i聖心女子大

w教授）

11
現代日本の若者
i2）

　ニュー・エコノミーの進展に伴って、若者の労働分野

ﾅ、二極化が起こっている。能力を発揮し、高給をとる

瘤ﾒがいる一方、フリーターと呼ばれる不安定な労働者

ｪ大量に出現している。その実態に焦点をあてながら、
瘤ﾒと仕事・労働市場の問題を検討し、夢見るフリーターに未来はあるかを考える。

山田、昌弘　　　、

i東京学芸
蜉w教授）

山田　昌弘
i東京学芸大

w教授）

12
現代イタリアの

瘤ﾒ

　イタリアの若者の実態を、親子関係、結婚意識・行動

ﾌ変化に着目して紹介し、その社会的背景を検討すると

ﾆもに、若者のライフコースの変化が何を意味するのか

沒｢する。

岩上　真珠 岩上　真珠

13 若者研究の展開

　社会変動が若者の成人期への移行に及ぼすインパク

gと、若者の社会的地位の変化に関する研究動向を整

掾E検討し、これからの研究を展望する。
宮本みち子 宮本みち子

14

若者をめぐる

ﾐ会・文化的課題
i1）

　雇用問題など、現代社会がかかえる若者の問題を総括

ｵ、それに対応する青年政策の潮流を、いくつかの国の

沫痰ﾆ、EU，国連レベルの動向に焦点をあててみてい
ｭ。

同　上 同　上

15

若者をめぐる

ﾐ会・文化的課題
i2）

　14回に続き、現代社会がかかえるその他の若者の問

閧�濠№ｵ、それに対応する青年政策の潮流を、いくつ

ｩの国の事例と、EU，国連レベルの動向に焦点をあて
ﾄみていく。

同　上

宮本みち子

ｴ　ひろ子
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＝　文化人類学研究（‘05）＝（W）
　　　　　　　　～先住民の世界～

市
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〔
　

〔
　

〔

多
村
野

本
大
回

俊和（スチュアートヘンリ）

敬一

浩昭

（放送大学教授）〕
（大阪大学大学院助教授）〕

（聖心女子大学助教授）〕

全体のねらい

今日、グローバリゼ・・・…一・・ションによる世界の画一化が進む一方、世界各地の民族やエスニック集団にみる文化

的な多様性への関心が高まっている。こうした文化の多様性を正しく理解することによって、自民族至上主

義（自民族中心主義）を克服し、真の意味での異文化理解にもとづいた共生的な国際関係の構築に貢献する

ことが、文化人類学の重要な使命の一つである。この授業では、先住民に焦点を絞ってその歴史と現状を検

討し、グローバリゼーションと文化的多様性の相克を共通のテーマとし、近代国民国家と先住民、国際法・

憲法における先住民、言語政策と民族語保存運動、マス・メディアと先住民、先住民のアート、伝統的な知

識と近代科学、　「伝統」と「近代化」などを主題とした講義を通して、それぞれの分野の第一線で活躍して

いる講師のフィールドワークを加味した授業で、文化多様性の理論と問題点を浮き彫りにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

先住民とは何か 先住民という概念をさまざまな視点から検討する。先住 本多　俊和 本多　俊和

民族と少数民族、エスニック集団の違い、16世紀にヨ （スチュア （スチュア

一葦ッパの歴史に登場した「野生人」としての先住民、 一・ g　ヘン 一ト　ヘン
1 「野蛮」視されてきた先住民像の修正などの問題を包括 リ）（放送大 リ）（放送大

的にとり上げ、欧米を中心とした世界観を文化の多様性 学教授） 学教授）

の視点からとらえなおす。

文化多様性への グローバリゼーションが進行し、様々な紛争が頻発 大村　敬一 大村　敬一
扉：人類学と先住 する今日の世界で、人類学は文化相対主義を支柱に （大阪大学 （大阪大学

民研究 文化多様性の尊重を掲げ、異なる価値観に対する寛 大学院助教 大学院助教

容の精神を育んできた。しかし、こうした文化相対 授） 授）

主義には、価値観が異なる文化的他者と自己の間に

2 壁を築いてしまう本質主義に陥るおそれもある。こ

の授業では、こうした人類学の理論的問題が先住民

研究の場で先鋭化することを示し、理念的に文化多

様性を議論するだけでなく、フィールドワークとい

う具体的な現実の場に密着して文化多様性を考える
ことの重要性を示す。

人類学的実践の 本質主義批判、オリエンタリズム批判の向けられる 葛野　浩昭 葛野　浩昭
共同へ：フィール 人類学であるが、そのフィールドワークは、あくま （聖心女子 （聖心女子

ドワークと先住 でも個別具体的な人々と私との対面的な関係とその 大学助教授） 大学助教授）

民 変化に基礎を置くものである。そして今日、先住民

の中には、それぞれ個別の想いや立場で自分たちの

3 ことを調べ、学び、教え、表現するフィールドワー

ク的営みを重ねている人々が少なくない。この授業

では、人類学者のフィールドワークと先住民自身の

フィールドワーク的営為とを重ね共同して見つめる

ことを通して、人類学的実践の持つ可能性について
考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

民族文化として 採集狩猟を基盤とする生業活動は、農耕の対極に位置づ 本多俊和 本多俊和
の採集狩猟活 けられることが多いが、極北地帯のイヌイトの生業活動 （スチュア （スチュア

動：イヌイトの事 を事例に、こうした二項対立的な解釈を吟味することを 一ト　ヘン 一ト　ヘン
4 例から 通して、現代における「伝統」と「近代」について考え り） リ）

る。

民族文化として 1970年代、掛る女性は「体が続く限り遊牧を続けた 葛野　浩昭 葛野　浩昭

のトナカイ飼 い」と語った。90年代、EU統合を前にして将来へ
育：サーミの事 の不安を抱えながらも、或る男性は中学生の息子を
例から 連れてトナカイの追い込みに出かけた。2003年、息

子の生まれた一人の青年は「今はいろんな選択肢が
5

あるけど、息子にもトナカイ飼育をして欲しい」と

語る。この授業では3人の映像を通してサーミ人の
トナカイ飼育を紹介すると同時に、それがサーミ民

族文化の存続・発展の要であることについても考え
る。

野生の科学と近 世界の先住民は、狩猟・漁労・採集や農耕、牧畜などの 大村敬一 大村敬一
代科学：先住民 生業活動を通して、環境を持続的に利用するための知識

の知識 体系を築き上げてきた。この講義では、カナダ極北圏の
6 イヌイトを事例に、伝統的な知識の可能性を問いなが

ら、伝統的な生態学的知識が、グローバル化の原動力と

なってきた近代科学に対して提起する問題を考察する。

ロシア極東地域 ソ連崩壊と社会主義計画経済の破綻、資本主義化を目指 佐々木史郎 佐々木史郎
における先住民 したその後のロシア経済の混乱はシベリアや極東地域 （国立民族 （国立民族

企業の生き残り といった辺境地域にすむ先住民の経済にも大きな打撃 学博物館教 学博物館教
7 戦略 を与えた。ここでは沿海地方のウデへという少数民族の 授） 授：）

狩猟企業を例にとりながら、彼らの生き残り戦略を分析
する。

先住民社会の変 ヨーロッパの入植者との接触によっておおきな社会変 窪田　幸子 窪田　幸子
化と女性 化を経験したオーストラリアの先住民社会では、社会の （広島大学 （広島大学

諸側面で変化への対応が見られる。見過ごされがちな女 助教授） 助教授）

8 性たちも、この変化のなかにあり、柔軟な対応によって

社会に力を与えることにもなっている。ジェンダーの視

点から先住民社会の変化を考える。

アフリカの焼畑 アフリカの熱帯雨月地帯では、狩猟採集、混作・焼畑農 小松かおり 小松かおり
と混作：在来農法 業など、自然との絶え間ない相互作用の中で、自然が生 （静岡大学 （静岡大学

の語られ方 み出した多様性を生かす技法が発達している。国家や企 助教授） 助教授）

9 業が森林を保護・活用すべき経済資源であると見なす中

で、地域住民にとっての森との関係の全体像を考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講．師　名

（所属・職名） （所属・職名）

メディアと先住 政府によるメディア政策。活字メディア、メディアとし 本多俊和 本多俊和
民：表象する側と ての博物館、眠族」音楽などの媒体を通して、ドミナ （スチュア （スチュア

される側 ント社会のメディアに表象される先住民像とメディア 一ト　ヘン 一ト　ヘン
10 を利用する先住民の自己表象を考察する。 リ） リ）

民族文化から芸 先住民の間で高まりを見せている美術・文芸・音楽 葛野浩昭 葛野　浩昭

術活動へ：文化 活動は、時に生活を支え、時にエスニック・アイデ
の創造的動態 ンティティを支えるための、民族文化資源の利用で 大村敬一 大村敬一

あり、民族文化の復興運動でもある。そして、これ

11 ら芸術活動は、先住民からのfirst－voiceとして、

また、グローバリゼーションと文化多様性の潮流と

を媒介する声として、世界へ向けて寝せられ、響き

渡っている。この授業ではイヌイトとサーミの芸術
活動を取り上げる。

先住民運動：過 第二次世界大戦後におきた先住民運動の軌跡をたどる。 本多俊和 本多俊和

去、現在、未来 戦後のアメリカ合衆国にはじまった公民権運動に出発 （スチュア （スチュア

点をもつ先住民運動が世界的に拡がってきた様子を描 一ト　ヘン 一ト　ヘン
12 く。 リ） リ）

先住民族と憲法 先住民族の権利を国内において実現するためには憲法 常本　照樹 常本　照樹
との適合性を考えなくてはならない。民族という集団に （北海道大 （北海道大

人権主体性が認められるか、特別な権利の保障は平等原 学大学院教 学大学院教
13 則に反しないか、憲法の明文にないが民族にとって重要 授） 授）

な権利をどのように保障するかなど問題は少なくない。

本章では諸外国の事例も参照しつつ検討を行う。

アイヌ語の現在 現在世界的に問題となっている「消滅の危機に瀕した言 中川　　裕 中川　　裕
と未来 語」について考えるために、そのひとつとしてアイヌ語 （千葉大学 （千葉大学

をとりあげ、特にアイヌ語を今継承しようとしている 教授） 教授）

14 人々の動きを、アイヌ語教室やアイヌ語弁論大会などで

自主的に活動しているアイヌたちに焦点を当てて紹介

し、国や道の政策との関係を見ながら、日本という国に

おいてそういった運動の持つ意味を考える。

座談会 以上の授業で提起された課題や問題意識をとり上げな 本多　俊和 本多　俊和

共同の学問、共 がら、先住民の視点から文化的な多様性に関する議論と （スチュア （スチュア

生の世界へ 総括を行なう。 一ト　ヘン 一ト　ヘン

15
リ） リ）

大村敬一 大村敬一

葛野浩昭 葛野浩昭
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　　　　　　　　　　　　　鷺レ康夫（放送大学副学長）　　　　　　　　　　　　　　　　）
隆子（国際基督教大学繰教授）〕

英治（一橋大学大学院教授）　　　〕

全体のねらい

EU論では、欧州統合について、その歴史から現状の分析、さらには今後のゆくえについて、政治学、

経済学、法学、国際関係論、社会学、文化論判のアプローチを通じて、様々な角度から多面的に考察す

ることをねらいとしている。そして、EUにおける統合のプロセスやメカニズムそして統合がもたらす

諸効果そしてEUが抱える今後の課題を理解することができる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヨーロッパ統合 本講義では、欧州の歴史の中で統合に関係する重要 渡邊啓白 渡邊啓白
の歴史 な部分に光を当てる。統一された「欧州」というア （東京外国 （東京外国

イデンティティーの萌芽・育成という視点からロー 語大学教授） 語大学教授）

マ帝国や中世のキリスト教世界などにまで遡って考

えてみる。統合とは各国の主権が融合されてひとつ

になることである。国民国家が育成され、国家の基

本的人権ともいうべき、各国固有の権利である主権

が樹立されたが、その内容を考えてみる。今日のヨ
1 一ロッパ統合の前提は、平等で民主主義的な各国間

の関係や共通の社会経済システムが発展していたこ

とにある。それは、欧州において市民革命と産業革

命という二つの革命が近代市民社会と資本主義をい

ち早く発達させたという背景があったからである。

こうした基礎の上に、二十世紀の二つの大戦を経て

今日の欧州統合の出発点である欧州石炭鉄鋼共同体
（ECSC）や欧州経済共同体（EEC）の設立がある。

機構と政策決定 EUという言葉と同様にECという言葉も耳にする。 中西優美子 中西優美子
の仕組み EUとECは同じなのか、どのような関係にあるのか。 （専修大学 （専修大学

EUの政策の中には、　EUが中心の意思決定機関とな 助教授） 助教授）

り、構成国を引っ張っていく分野と構成国の協力が

中心となって政策が進められていく分野がある。そ

れそれ何が異なっているのか、どのような特徴をも

っのか。また、EUは単なる政治的対話によって旧い

2 ているのではなく、EU内に機関を設定して、機関が

意思決定を行い、同時に履行確保をおこなっている。

EUの政策はどのように決定されるのか、　EUの機関

にはどのようなものがあるのか、それぞれの関係は

どのようなものか。EUの政策がどのように策定さ
れ、どのように実施されていくのか、ここでは、次

回以降に講義される具体的な政策の基礎となる枠組
を説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

EUの法制度 EUは「法の共同体」と言われるように、　EUは構成 中西優美子 中西優美子
国が合意した条約に基づいて行動する。構成国がこ （専修大学 （専修大学

れまで合意した条約にはどのようなものがあるのか 助教授） 助教授）

を説明する。また、EUの機関は条約に基づいて立法

を制定したり、決定を行ったりする。EU立法には、

どんなものがあり、どのような特徴をもっているの

3 かを説明する。また、EUは、国際組織ならびにアメ

リカや日本などの第三国とも交渉を行ったり、国際

　　　　　　　　　1���汲ｵたりする。ここでは、立法手続や条約締
結手続について取扱う。さらに、EUの基本原則（権

限付与の原則、補完性原則および比例原則）、構成

国とEUとの関係を説明し、EU法に対する理解を深
める。

EUの司法制度 EUの司法制度は、　EUの立法制度と深く結びついて 中西優美子 中西優美子
いる。EUの機関が立法を制定する際に、条約に定め （専修大学 （専修大学

られた手続が遵守されたか、EUは立法する権限をも 助教授） 助教授）

っていたか。そのような審査をする手続、すなわち、

EU立法がEU法に違反して制定された場合、その
EU立法を取消す、欧州司法裁判所による取消訴訟が

存在する。EUの機関が立法を制定すると、構成国は

EU立法を執行する義務を負う。その履行が確保され

ているか否かを審査する手続、構成国に対する条約
4

違反手続がある。判決に従わない場合には、、構成国

は強制金を課される場合もある。国内裁判所がEU
法に関連する事項に関して判決を下すにあたって、

EU法の解釈の方法が分からない場合、国内裁判所は

欧州司法裁判所に先決裁定を求めることができる。

EUが国際協定を締結するにあたって、その協定が
EU法と合致するか否かを事前に明らかにするため
に、EUの機関および構成国は欧州司法裁判所に意見
を求めることができる。

経済統合への EUにおける経済統合への道のりは1952年の欧州石 小川英治 小川英治
道、統合にかか 炭鉄鋼共同体（ECSC）を創設するパリ条約に始まつ （一橋大学 （一橋大学

わる政策 た。1958年には欧州経済共同体（EEC）を設立する 大学院教樹 大学院教授）

ローマ条約が発効し、1968年には自由貿易協定から

関税同盟に発展した。1970年には経済通貨同盟構想

を提示したウェルナー報告が提出され、1979年に欧

州通貨制度（EMS）がスタートした。1987年には単

一欧州議定書が発効し、域内市場完成の目標期限が

5
設定された。このように1992年に域内市場統合が完

成するまでの道のりを概観する。経済統合への道の

りにおいては、関税を撤廃し、経済的障壁を取り除

くだけではなく、関税同盟に代表されるような域内

共通政策を採用することによっても単一市場への統

合が推進された。ここでは、関税同盟に加えて、共

通政策として共通農業政策と共通通商政策を取り扱

う。さらに、EUの地域格差を是正するために設立さ

れた構造基金やマーストリヒト条約の下の結束基金
を説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

通貨統合 マーストリヒト条約における経済通貨同一（EMU） 小川英治 小川英治
のタイムスケジュール及び収敏条件に言及しなが （一橋大学 （一橋大学・

ら、通貨統合に至るまで道のり、すなわち、欧州通 大学院教授） 大学院三三

貨制度（EMS）、経済通貨同盟の第1段階・第2段
階、1999年1月にユーロが導入されて到達した経済

通貨同盟の第3段階までの道のりを振り返る。その
際に、実際のデータを見ながら、通貨統合のための

収敏条件の達成状況を確認する。経済通貨同盟の下

でユーロを発行し、共通の金融政策を運営する欧州
6

中央銀行制度とその金融政策を説明する。通貨同盟

が様々な為替相場制度の中で厳格な固定為替相場制

度として位置付けされることを示した上で、通貨同

盟の便益と費用、そして、通貨同盟を成功させるた
めの条件を示す最適通貨圏の理論を解説する。一方、

財政政策は、各国の権限が認められ、分権化したま

まである。「安定成長協定」の下で財政赤字をGDP
の3％に制限するよう財政規律が求められている。最

後に、EU拡大に伴うユーロの行方について触れる。

経済・通貨統合 1992年に完成した市場統合は、EU内に財の単一市 小川英治 小川英治
の現実 場、サービスの単一市場、そして、資本と労働の自 ←一橋大学 （一橋大学

由移動という形で進められた。そして、これらの市 大学院教授） 大学院教授）

場統合の実効性がどこまであがったかについて、実

際のデータを用いながら、財・サービスの価格の収
敏（一物一価の法則）、金利の収敏、賃金：の収敏を

：確認する。さらに、ユーロが導入された1999年以降、

そして、ユーロの現金通貨が流通し始めた2002年以

降においてこれらの価格・金利の収敏が一層進んだ
7

ことを確認し、通貨統合がもたらす価格・金利の収

敏効果を説明する。一方、市場統合によって単一市

場が成立したとしても、単一市場において競争が確

保されなければ、一物一価の法則は成立しない。EU

における競争政策について言及する。また、欧州に

おける労働市場の硬直性が賃金の収敏を妨げている

ことを指摘する。さらに、マーストリヒト条約に設

定されている通貨同盟に参加するための収敏条件が

どのような状況にあるかについて、考察する。

EUの国境管理 EU統合により、内部国境が消滅し外囲国境のみとな 梶田孝道 梶田孝道
～移民とイスラ つたが、シェンゲン条約への参加／不参加により、 ←一橋大学 （一橋大学

一ム～ シェンゲン空間の属する国と国境管理を残す国に分 大学院教授） 大学院教授）

かれている。EUは共通難民・移民政策に踏み出して

おり、ビザ発行や難民審査等を通して国境の管理問

題に直面することになる。具体的な域外国境の管理

8 問題という点では、「東」と「南」に弱い環を抱え

る。東においては、拡大したEU諸国と未加盟国と
の間に新国境と民族の分離の問題がある。南からは

ジブラルタル海峡を越えて不法に入国する移民が多

い。こうした国境管理の前線に立つのは、EUの「途

上国」だが、既に定住外国人の統合問題を抱え新た

な新移民に対して警戒的な中心部の「指導」と「援
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

助」のもとに管理はなされている。巨大な共同体が

成立され、国境は外囲国境のみとなったことから、

管理の内実が変化し、国境管理から現場での管理へ

と重点移行が見られ、この問題はアイデンティテ
イ・カードによる管理の問題ともリンクする。一方

で非正規移民の流入とスマグリングの増加、他方で

テロ対策の必要が生じ、各国の内務省や警察の連携

が進んでおり、市民社会の状況と対照的である。

域内言語の多様 EUは2004年5月、25か国体制となり、域内の公 柏倉康夫 柏倉康夫
性と言語政策 用語は全部で20か国語となった。フランス・グルノ （放送大学 （放送大学

一ブルでは、　「多言語文化はチャンスかハンディキ 副学長） 副学長）

ヤップか」と題したシンポジウムが開催されたよう

に、多様な言語をEUの文化的資産とするためのさ
9 まざまな企てが行われている。欧州議会での自国語

使用の保障、EU委員会での翻訳作業の実態、域内の
すべての人々に複数の言語を習得する機会を提供す

るエラスムス計画の実践など、域内の多言語の実態

と相互理解と連帯の促進につとめるEUの言語政策
の意義を考察する。

EUのアイデン 戦争期に始まる欧州統合の運動では、戦争防止とと 柏倉康夫 柏倉康夫
テイティー・ もに、市民の自由を守るために民主主義を堅持する （放送大学 （放送大学

という指導理念が息づいていた。これは戦後の 副学長） 副学長）

EC（EU）の誕生とその後の拡大にも引き継がれて、

EUのアイデンティティーとなってきた。域内にあっ

10
ては単一市場を形成する過程で、互いの価値観を尊

dする「相互承認の原則」として根付き、EUはこの
原則を域外に対して経済のもならず政治的にも適応

しょうとしている。イラク戦争で見られたアメリカ

とEUの意見の相違の根底は、こうした考え方の相
違がある。この回ではEUのアイデンティティー形
成を歴史的に展望する。

EUの拡大 第一次から第五次までの拡大の系譜を歴史的に概観 植田隆子 植田隆子
し、その特色と意義を検討する。とくに、欧州で東 （国際基督 （国際基督
西対立が終結した後の軍事的非同盟諸国（スウェー 教大学巽学 教大学夷学

11
デン、フィンランド、オーストリア）への第四次拡 院教授） 碇教授）

大、および、2004年5月の旧共産党一一党独裁諸国お

よびマルタ、キプロスへの拡大を中心に解説する。

さらに、バルカン諸国への拡大過程、トルコとの加

盟交渉についても検討する。

EUの対外関係 EUの共通外交安全保障政策（CFSP）が導入される 植田隆子 植田隆子
に至った歴史（その前身の欧州政治協力についても （国際基督 （国際基督
説明する）と、その概念、およびそれを支えるEU 教大学爽挙 教大学実学

12
の組織・政策形成の仕組みについて検討する。さら 擁教授） 院教授）

に、CFSPの枠より広い、　EUの対外関係に関し、重要

度の高い、拡大EUが隣接する国々に対する政策、

対米関係、対ロシア関係や国連、欧州安全保障協力

機構（OSCE）などに対する政策についても解説する。

一4　1一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

EUの安全保障 CFSPの「道具」と言われる、欧州安全保障防衛政策 植田隆子 植田隆子
政策 （ESDP）について、その概念とそれを支えるEUの （国際基督 （国際基督

機関（政治安全保障委員会、軍事委員会、軍事幕僚 教大学三審挙 教大学巽挙
部、防衛庁、衛星センターなど）および、具体的な 轍受） 一三）

13 ケース（作戦行動の実際）について検討する。EUの

安全保障政策はEUの多くの加盟国が属している北
大西洋条約機構…（NATO）との緊張・協力関係の中

で形成されてきたので、大西洋同盟との関係につい
ても解説する。

EUの科学技術 欧州における科学技術政策において、科学者の果た 北原和夫 北原和夫
政策 した役割は大きく、科学と政策の連携が国境を越え （国際基督 （国際基督

て進められてきたことが、EU統合への道筋を作って 教大学教授） 教大学教授〉

きたとも言える。戦後、素粒子原子核分野における

国際共同機関としてCERN（欧州核研究センター）

が設立され、欧州における基礎i物理研究における国

際交流の基盤となった。その後トリエステに、国際

理論物理学センターが設立され、第三世界の基礎科

学の立ち上げに寄与するとともに、東西欧州をつな

ぐ要となった。また、欧州物理学会は、学生交流の

枠組みであるエラスムス計画の中で、物理学生流動

14 スキームを設立して単位互換制度を確立するなど、

その推進に寄与してきた。さらに、欧州物理学会は、

フランス、ドイツ、イタリアで出版されていた学術
雑誌を統合して、　「欧州物理学会ジャーナル」を刊

行ずるなど、欧州統合を学術的交流の面から推進し

ている。このような欧州における学術研究機関や学

協会の動きを研究し、そのよって立つ思想的社会的

基盤を検証し、それが統合後、EUの科学技術政策に

どのように継承され生かされているかを見ていく。

日本の科学者の組織が、国際的な場（特にアジア地

域）での科学技術政策に対して果たすべき役割は何

か、を考える際のヒントとしたい。

日本とEUの関 第2次大戦以後の日本と欧州の関係は大きな変遷を 木村崇之 木村崇之
係 たどった。まず、冷戦期においては、日欧関係は政 （国際基督 （国際基督

治的に良好な関係と経済的に厳しい摩擦関係の並存 教大学客員 教大学客員

状態が長く続いたが、その典型的な例を上げ、この 教授） 教授）

ような関係の存続した背景を検証する。次いで、冷

戦の終了後、特に1995年頃より日欧関係は全般的に

良好な「協力の時代」となってきたが、何故そのよ

うな変化が起きたのか、日欧双方における状況を検
15 証し、その上に立って将来的展望を探る。さらに、

より広い日米欧関係の視点より、冷戦の終焉と欧州

統合の前進が米欧関係に及ぼしている影響…を概観

し、日米欧間の関係にいかなる意味を持つのか考察

する。最後に欧州の対アジア政策を概観するととも

に、アジアの地域統合の動きにつき、欧州統合の歴

史とアジアの現状を比較しつつ、欧州統合が示すア

ジアへの教訓探り、日本の進むべき方向を探求する。

一4　2一



＝　国際社会研究1（‘05）＝＝（TV）
　　　　　　一　開発経済学　一

〔主任講師：高木保興（放送大学教授：）〕

全体のねらい

　先進諸国と比較して生活水準が低い途上国では、農業開発や工業化によって高度成長を達成し、先進

諸国へ追いつくことを最優先課題に位置づけている国が多い。ところが、債務危機や通貨危機、あるい

は、グローバリゼーションや国際テロと内外に問題が山積し、なかなか順調な発展を遂げることができ

ない。この講義では、途上国が直面する主要な問題を取り上げ、経済発展のための対策を議論する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

開発経済学の課 開発経済学が分析対象とする途上国の「貧困」の考え 高木　保興 高木　保興

題 方や測り方を紹介すると同時に、この講義では主要 （放送大学 （放送大学

な力点をどこに置くか、講義全体はどのように構成 教授） 教授）

1 されているか、など、この講義の目的を明らかにし
たい。

耕地の利用形態 定率（あるいは、刈分）小作の非効率牲とは何か、天

候に左右される農業では、耕地の借地契約はどうな

2
っているかなど、農業に不確実性と農民の働くイン

Zンティブを導入して、耕地の利用形態を比較する。
同　　上 同　　・上

農村共同体の相 農村共同体に多く見られる相互扶助を保険として

互扶助 みると、どのような議論ができるだろうか。市場経

3
済化が共同体の紐帯を弱体化するなら、相互扶助に

繧墲驤ﾀ全網は考えられるだろうか。
同　　上 同　　上

インフォーマル 農村では、お金の貸借契約と労働雇用契約や農産

な農村金貨しと 物販売契約などが同時に締結されることが少なくな

4
インターリンケ

[ジ
い。なぜ、このようなインターリンケージ・ディー

汲ｪなされるのだろうか。これによって貧しい農民
同　　上 同　　上

は助けられているのだろうか。

マイクロ・ファ 農村に民間銀行が積極的に進出しないのはなぜ

イナンス か。100ドル前後の少額貸付の返済率が9割を超え

5
るのはどうしてか。マイクロファイナンスは農村の

n困削減に威力を発揮しているのだろうか。
同　　上 同　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

農産物価格と農 農産物価格は農民の生活水準に大きな影響を及ぼ

民の組織化 す。しかし、政府による介入政策は望ましい効果を

期待できない。農民がより有利な価格で農産物を販
6 売できるには、どのような試みが可能だろうか。 高木保興 高木保興

市場形成と工業 生活水準の向上は分業によって達成される。市場
化 経済化と分業はどのように関係しているのだろう

か。分業と工業化は密接に結びつくのだろうか。
7 同　　上 同　　上

工業化が意味す 工業化とはどんな現象を指すのだろうか。工業化
るもの はどんな要因によって進展しているのだろうか。工

業化を促進することは可能なのだろうか。
8 同　　上 同　　上

一極集中と環境 途上国では、首都人口が異常に膨張している現象
問題 が多く見られるが、なぜなのだろう。人口集中は大

気汚染や河川汚濁の主原因となりやすい。途上国の
9 国内環境問題には、いかに対処すればいいのか』 同　　上 同　　上

農業と工業の相 一般には、農業と工業の開発政策はそれぞれ個別
互連関 に考えられる。しかし、両者は互いに密接に関連し

あっているから、両者を同時に考慮に容れられるよ
10 うなマクロ政策が望まれる。 同　　上 同　　上

世界経済の変容 第一次石油危機を契機として、世界経済は戦後の

高度成長から低成長への局面へと転換し、生産的投

資に使用されていた資金が株式や債券のようなスト
11

ックに向かうようになって来た。国際的な資本移動 同　　上 同　　上

の開始である。それは、途上国にどのような環境を
提供しているのであろうか。

効率性重視の構 効率性を追求するにはどうすればいいだろうか。

造調整 政府という経済主体は効率追求に適：しているか。市

場に任せば、総てうまくいくのか。経済の自由化政
12 策は効果を発揮できるのであろうか。 同　　上 同　　上
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執筆i担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

資本移動と通貨 通貨危機を引き起こす原因はどこにあるのか。な

危機 ぜ、東アジアで通貨危機は発生したのだろうか。も

13
う二度と深刻な通貨危機に直面することはないのだ

?､か。 高木保興 高木保興

政府の役割（1） 途上国政府に期待される役割は、どのように変化

一「大きな政府」 してきたか。戦後の世界的成長期に当然と考えられ

14
から「小さな政

{」へ一

ていた政府主導の経済開発は、どこに欠点があった

ﾌか。
同　　上 同　　上

政府の役割（2） 『東アジアの奇跡』では「賢明な政府」と評価さ

一制度とインセ れたのに、10年も経たないうちに「無能な政府」と

15
ンティブ供与一 呼ばれるようになったのは、なぜか。これからの政

{に期待される役割とは。
同　　上 同　　上
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＝　国際社会研究ll（‘02）ニ（R）
　　　　　　一中国近代政治史一一

〔主任講師：山田辰雄（放送大学教授）〕

全体のねらい
　歴史なくして現代を語ることはできない。なぜなら、現代は過去の歴史構造に拘束されているからである。その反面、過

去は現代のすべてを説明することもできない。なぜなら、現代は過去に経験しなかった新しい現象を生み出すからである。

本四は、現代の中国政治を意識しつつ、20世紀前半の中国近代政治史を扱う。

①各回の教科書に基づく講義は放送の半分とし、後の半分は各回の括弧内の問題について原資料を提示し、学生とともに分

析の過程、論理構成、学界の動向等について学ぶ。

②各回の課題は、政治学・政治史の問題として一般性をもたせる。

③全体の流れとして、近代中国政治史に集権・独裁と自由・民主との対比を鮮明にする。

④中華人民共和国の政治を常に意識しておく。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学部での勉強の蓄積を踏まえて、大学院で中国近代政治史

を学ぶために必要な問題を取り上げる。分析力・構成力の酒

中国近代政治史を
養、課題の選択、資料の収集、参考書、図書館・研究機関・ 山田　辰雄 山田　辰雄

1
学ぶために 本屋、語学、国際交流等の問題がそれである。　（一つの論文 （放送大学教 （放送大学教

ができるまで）。 授） 授）

19世紀の中国の王朝体制は、内なる矛盾と外国の圧力のな

かで崩壊の危機に直面していた。この危機をいかに克服する

2 清末　の政治
かをめぐって、洋務運動・変法運動・革命運動が生まれ、中
曹ﾌ近代化の潮流が形成された。　（改良と革命）。 同　上 同　上

璽911年辛亥革：命が起こり、清朝が崩壊した。革命勃発の原

因と過程、軍隊の役割、議会制民主主義の成立と崩壊、2っ

3 辛　亥　革　命 の憲法、衰世凱の台頭、革命の指導権などの問題を通して、
h三三：命の性格を論じる。　（代行主義）。

同　上 同　上

累世凱は清朝の軍近代化の指導者であり、辛亥革：命後政権

を掌握した。彼は武力を基礎にして反対派を弾圧、議会制民

主主義を破壊して、最後に帝制樹立を試みた。従来革命に対

4 早世凱の政治 する反動と捉えられてきた哀の政治を現代的観点から再考す
同　上 同　上

る。　（三世凱政治の評価について）。

1916年の蓑世凱の死から資928年の国民革命軍：による北伐完

成までは、軍閥混戦の時期と呼ばれる。軍閥混戦の過程を通

5 軍　　閥　政　治 して軍閥とは何か、どうして近代中国に軍閥が生まれたのか、

R閥の行動様式と歴史的位置づけを論じる。　（人物研究）。
同　上 同　上

ig19年の中華革：命党から中国国民党への転換は、中国革命

の変容でもあった。この転換を促した要因として、軍閥の反

6
中華革：命党から中

総走ｯ党へ

乱、大衆運動の台頭、ソ連・コミンテルン・中共の働きかけ、

骰綜蜍`との対立等があった。　（党・軍・大衆）。
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1921年の中国共産党の誕生は、新しい社会的変化を反映し

ていた。その背後には第一次世界大戦、ロシア革命、新文化

7
中国共産党の成立

ﾆ国共合作への道
運動と五四運動等があった。誕生間もない中共は労働者・農

ｯの組織を基礎にして国民党に接近していく。　（中国共産党
山田　辰雄 山田　辰雄

の組織論）。

1924－1927年国共両党は、反軍閥・反帝国主義の共通の目

標の下に統一戦線を形成した（国共合作）。ここでは、国共

8 国共合作の政治
合作の展開と崩壊の過程を扱い、あわせてその後の両党の発 同　上 同　上
展を示唆する政治路線を明らかにする。（三民主義の解釈に
ついて）。

国民党は、蒋介石の指導下に1927年反共化し、28年には北

伐を完成してひとまず全国を統一した。新政権は、孫文の理

9
蒋介石の台頭と訓
ｭ時期の諸問題

論に則り二二時期（指導された民主主義）を開始したが、そ

ﾌ統一の不完全さ故に後年に多くの問題を残した。　（弊政・
同　上 同　上

党の指導・大衆の政治参加）。

1927年国共分裂後、中共中央は武装闘争に転換した。この

基盤は労農兵からなるソヴィエト政権であった。党中央は都

10
中国共産党のソヴ
Bエト革：命

市中心の革命に重点を置いたが、国民党の弾圧に破れ、農村

�賰bとした毛沢東が台頭する。　（李立三と毛沢東）。
同　上 同　上

1931年の満州事変の勃発は、激しく対立する国民党と共産

11

安内回外政策と抗
坙ｯ族統一戦線政

党の再接近をもたらした。日本の侵略に対する両党の対応、

ｯ衆の抗日、国際関係と国内建設、西安事件などを通して両
}の対立と接近の過程を論じる。　（安内懐外論と抗日民族統一戦線論）。

同　上 同　上

1937－45年の時期を扱う。日中戦争は日米開戦により、太

平洋戦争に拡大していく。日本軍の侵略、国共両党の協力と

12 抗　　日　戦　争
対立、戦争をめぐる国際関係が分析の対象となる。国共両党

ﾍまたこの戦争を通して戦後の力関係の基礎を築いた。　（毛
同　上 同　上

沢東の権力確立過程）。

1945年日本の敗戦とともに国共両党の対立は激化する。ア

メリカによる両党の調停も失敗に帰し、46年から内戦が勃発

13 国　共　　内　戦 する。土地革：命、知識人の動向、インフレ、国民党の腐敗と 同　上 同　上
軍事的誤りが中共の勝利に貢献した。　（中国革：命における中

間派について）。

今日、目中間に歴史問題をめぐる対立が絶えない。中国近

代政治史を踏まえ、日中両国民が相互に理解しあえる枠組み

14 目中関係の150年 を提起したい。時代区分、多様な側面（相互依存、競存、敵 同　上 同　上
対）、多国間関係の側面からこの問題を論じる。　（日本の基

本的立場と新しい枠組みを求めて）。

その時々の現代中国の政治を取り上げ、歴史的観点から分

糊する。今回は、1989年の天安門事件を、20世紀中国政治の

15
20世紀中国政治の

A続性

歴史的連続性の観点から分析する。（アイデンティティ、排

ｼ的支配、代行主義）。 同　上 同　上
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＝数理システム科学（‘05）＝（R）

〔主任講師：熊原啓作（放送大学教授）〕
〔主任講師：砂田利一（明治大学教授）〕

全体のねらい

　現代科学はコンピュータの発達とともに，多くのものが数量化され処理される。数量化されたデータ

に対して数学モデルがたてられ、数学的手法によって数学的構造が調べられ、その結果がフィードバッ

クされる。このような方法で研究され理解される学問を数理科学と呼んでいる。この講義ではその数学

的手法となる代表的な数学を、できるだけ具体例に即して解説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代数理科学の概 現代数理科学の概要と数学モデルの意味、関連する現代数学 熊原　啓作 熊原　啓作
要と特徴 の概観、種々の数学的手法とその特徴について解説する。放 （放送大教 （放送大教

送では担当講師それぞれが各システムへの導入も述べる。 授） 授）

砂田　利一 砂田　利一
（明治大学教 （明治大学教

授） 授）

1
浦川　肇（東

北大学大学院
教授）

志賀　徳造
（東京工業大

学大学院教
授）

線形システム1 線形代数学で扱う線形変換は、比例関係の一般化であるが、 熊原　啓作 熊原　啓作
線形性，線形写像 さらに無限次元関数空間に一般化すれば、積分変換が自然に

現れる。応用上も重要な変換の多くは積分変換である。また

2 連立1次方程式を一般化したものが積分方程式である。この
概説を与える。

線形システム2 関数空間の内積とノルムを解説し、対称核を持つ積分作用素 熊原　啓作 熊原　啓作

積分変換と固有関 を導入する。実対称行列は直交行列で対角化できる。その一
数展開 般化として、対称核をもつ積分変換に対するヒルベルト・シ

3 ユミットの固有関数展開を述べる。

線形システム3 自己随伴型の2階の線形常微分方程式の境界値問題を積分方 熊原　啓作 熊原　啓作

微分方程式の境界 程式に変換して、その解をグリーン関数を用いて表示する。

値問題と固有値問 またヒルベルト・シュミットの展開定理を用いて微分作用素

4 題 の固有関数展開を求める。さらに工学で扱われる線形システ
ムを解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

連続システム1 物理的な問題の定式化を述べて、太鼓の音の問題がディリク 浦川　　　肇 浦川　　肇

膜の振動問題 レ（ノイマン）固有値問題に帰着されるまでを述べる。 （東北大学大

5

学院教授）

連続システム2 ディリクレ（ノイマン）固有値問題の固有値がレーリー商に 浦川　　肇 浦川　　肇

境界値固有値問題 よって特徴付けられること、および固有値の漸近的な性質を

述べる。ディリクレ（ノイマン）固有値問題の固有値は、ク

6
一ラントらによって創始された「有限要素法」により計算機

で計算される。

連続システム3 有限要素法の数学的基礎を学ぶ。 浦川　　肇 浦川　　肇

7

有限要素法

連続システム4 有名な「カッツの問題の解答」、すなわち、同じ音を出すが、 浦川　　肇 浦川　　肇

等スペクトル問題 しかし形の異なる太鼓の例が「折り紙」によって作られるこ

と、そしてどうしてそれらの太鼓が同じ音を出すのか、その

8 からくりを解き明かす。

離散システム1 数理科学の多くの分野に，離散的モデルとしてのグラフが登 砂田　利一 砂田　利一

コミュニケーショ 場する。その1つの例としてコミュニケーション・ネットワ

ン・ネットワークと 一クを取り上げ、効率性と経済性を兼ね備えたネットワーク

9 グラフ のモデルを、グラフの言葉で表現する。グラフの基礎概念と、

．その歴史的背景を解説する。

離散システム2 ネットワーク理論における「拡大定数」の概念を導入し、こ 砂田　利一 砂田　利一

効率的ネットワー の定数が大きいグラフが効率的ネットワークのモデルである

クと離散的ラプラ ことを見る。さらに「拡大定数」を、幾何学的量である「チ

10 シアン 一ガー定数」と比較し、さらにこれを計算量が少ない量と比
較するため、「離散的ラプラシアン」の概念を導入する。

離散システム3 「チーガー定数」と離散的ラプラシアンの「最小正固有値」 砂田　利一 砂田　利一

固有値とチーガー とを比較する。多様体上のラプラシアンに対する固有値問題

定数 の類似として、　「チーガーの不等式」を確立し、「最小正固

11
有値」の大きいグラフが、効率的グラフを与えることを示す。

最後に純粋に理論的問題とネットワーク理論との関わりにつ

いて解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

確率システム1 ランダムな現象を記述する確率モデルの基本概念である事 志賀　徳造 志賀徳造
確率の基本概念と 象、確率変数、分布、独立性について説明し、大数の法則、 （東京工業大
確率モデル 中心極限定理などの確率論の基本原理を解説する。さらに具 学大学院教

12 体的な確率モデルの例をいくつか取り上げる。特にn㌔ゲー 授）

ムや最適戦略の問題から実生活にも有益な示唆が得られるで
あろう。

確率システム2 人口動態を推定するための基本的なモデルとしてゴルトン・ 志賀　徳造 志賀徳造
人口論の確率モデ ワトソンモデル（GWモデル）を取り上げる。このGWモデ
ノレ ルの解析には母関数の方法が有用で、確率1で絶滅が起こる

13 か否かの判定の問題、絶滅時間の期待値やモーメントの計算、

絶滅しないという条件のもとでの人口の振る舞いなども母関

数を用いて解析できることを学ぶ。

確率システム3 グラフなどの離散的空間上のランダムな歩み（ランダムウォ 志賀　徳造 志賀　徳造
ランダムウォーク 一ク）は最も基本的な確率モデルで応用も広い。このモデル

に対し再帰性（出発点に必ず戻れるか？）の判定、それに関

14 連レてnステップ推移確率の極限的振る舞いを調べる。その

際、nステップ推移確率の積分表現および積分に関する漸近
解析が有効に用いられる。

確率システム4 多くの成分が互いに影響し合いながらランダムに変化する確 志賀徳造 志賀　徳造
相互作用のある確 率モデルは統計物理、集団遺伝学等と関連しながら近年、急
率モデル 速に発展してきた分野であるんその中の基本的なモデルとし

15 て、投票者モデルを取り上げる。主たる問題は社会にコンセ

ンサスが成り立つか否かを判定する問題であるが、それはう

ンダムウォーカー達の出会い確率を求める問題に帰着され
る。
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％1修正 ＝　情報システム科学（‘06）＝（R）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

長岡　亮介（放送大学教授）　　〕

平尾　淳一一（大東文化大学教授）〕

全体のねらい

情報科学は、技術的な応用という実用性の観点からも、文化全体への影響力の大きさという社会的な観

点からも、もっとも注目される科学の領域であることは疑いない。しかし、他方で、情報技術のあまり

に急激な発展と普及、爆発的な知識の蓄積と拡大は、技術の開発者と技術の利用者の間の溝の拡大とし

て結果し、結果として大量に生産される技術の大衆消費的な状況を産みつつあるといっても良い。これ

は、科学的な知識の継承と発展という視点から見ても、危機的なことである。

本講義は、通常、情報科学とよばれる分野に属する数多くの話題の中からいくつかを選び、それらにつ

いて、科学、技術、歴史、社会の複眼的視点から眺望を試み、現代情報化社会の抱える諸問題を考える

ための科学的な最小限の基礎知識を講じようとするものである。

技術的な話題も必要最：小限に登場するが、情報技術についての知識や経験：は教材を理解する上で必須で

ないが、受講生の経験、知識に応じた自発的な研究学習が期待される。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報化の歴史 はじめに講義全体の趣旨を簡単に解説する、そして、 長岡　亮介 長岡　亮介
（1） 今日の情報化社会が誕生するまでに人類が辿ってき （放送大学 （放送大学

た情報化の歴史（PC以前まで）を概観し情報処理の 教授） 教授）

1 意味を反省的に捉え返す。合わせて、講義の中で参

照されるソフトウエアの入手方法をはじめ、後半の

講義を理解するに際して必要な前提となる技術的な

注意点を述べる。

情報化の歴史 PCの普及からインターネットの爆発から今日に至 長岡　亮介 長岡　亮介

2

（2） るまで情報化の急激な展開の総括を試みる。

情報の数学的基 情報の基礎にある符号化を支える数学的な基礎につ

礎（1） いて概観し、機械が「計算」したり「思考」したり 　　　、ｽ尾薄一 平心嬉一

3
「情報伝達」することの意味を考える。

、　　　　　　　、　　　“　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覇唐　　　　　“ 、一二＿6 、＿L6

情報の数学的基

b（2） 画像と音声襲㌔ultLmedi一報の＿
平尾　俘一
i大東文化

平尾　俘一
i大東文化

処躍セ中ごド

4 　　　　　　　oﾈ瞬碍豪窺・伝鼠い乗プ”姻3甜8
大学教授） 大学教授）

数学的皆景を解説すβ。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報管理、フア ディレクトリなどファイルシステムの基本について

イル管理 述べる。また、テキストファイルとバイナリファイ 舘 盛
ル、実行ファイル（プログラム）とデータファイル 平尾　淳一 平尾　淳一

5 の違い、いわゆるファイル名、拡張子、OSについて
qべる。

テキスト処理の 情報の作成と管理は、情報処理の根幹である。とり 長岡　亮介 長岡　亮介
基礎（1） わけ文書情報は、人間の知的な活動の中心にあると

いって良い。コンピュータを活用した文書管理につ
6 いて数回をかけて論ずる。テキスト処理言語として、

高性能なエディタを紹介する。

テキスト処理の Perlを中心に、本格的で応用範囲の広いテキスト処 長岡　亮介 長岡　亮介

7

基礎（2） 理言語を紹介する。

論理的な文書作 Webの言語であるHTM：しで一気に普及したマーク 長岡　亮介 長岡　亮介
成 アップランゲージのもっとも典型的かつ規範的かつ

実用的な：LaTeXの基本的な特徴である論理的な文書
8 作成術を概説する。

テキスト処理言 表計算ソフトなどで作られた基礎データをもとに、 長岡　亮介 長岡　亮介

9

語と：LaTbX ：LaTeXで処理できるデータを作る基本的な手法を紹
薰ｷる。

ウェブあマLクアッフβ言壽であるHT隅しの跨え方、 平尾　淳一 平尾　淳一
翻ウ輩プあマLクアゲヂ 鑓戻そ純網完粗いし拡旧記る四四を

10 紹介するσ

∠、一 、　　　　O　　　　　　　　　　　　　ノ＝、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　“ 、一エー

平尾淳一 平尾　三一
∠、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　輯n

11
マレ与メデ宥と

r〈凹し

麟心画像姻蕾みガ劇象曇声噛む
f汐の泉蜆・構成の蘭のマウ狗フ。竃

ﾐ黙る・
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

汚、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　∠　一6
、＿星＿凸

インターネット 平尾　￥旱一 平尾　淳一
　　　　　　　　　　　　

嚇ドよる回報回書
　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

C三一ネゲト岐える基本技術とサ』ノ1あ三三を

12 解説す5◎

ソフトウエアの プログラミング（ソフトウエアとしての実装）の具 長岡　亮介 長岡　亮介

開発を巡って 体的な姿を紹介する。

13

ICT社会と知の インターネットの歴史的な意味を、フリーなソフト 長岡　亮介 長岡　亮介

変容 ウエアの運動がもたらした知の革命を中心に考察す
る。

14

インターネット セキュリティをはじめ、インターネットに存在する 長岡　亮介 長岡　亮介

時代の諸問題 深刻な諸問題について考える。
平尾　淳一 平尾　淳一

15
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駈4薩
＝複雑システム科学（‘02）＝（TV）

〔主任講師：杉本大一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい

　現実の世界には多くの要素からなる複雑なシステムが多い。しかもそれらの要素は強く相互作用していて、非線形システ

ムになっている。またシステムは孤立した存在ではなく、外界とエネルギーなどのやりとりのある開放系になっており、そ

れをとおして非平衡状態が維持されている。他方では、システムからいろいろな要素を剥ぎ取って単純な力学系に還元して

しまっても、なおかつそこに複雑性が残るという本質的複雑性が埋め込まれていることが多い。この科目ではそのような本

質的複雑性から始めて、それが自発的形態形成にどのようにつながっており、さらに自然界においてどのように発現してい

るかを論じる。自然界にある複雑なシステムを論じるときに、その非線形相互作用が本質的役割を果たしている様子とメカ

ニズムを明らかにする。このような視点は、原因と結果の関係が単純なデカルト的論理を超えている自然現象や社会現象を

扱わなければならないという、21世紀の要請に対処するために必要な基礎の一つになると考える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
複雑システムの諸

l相

　いろいろな要素を剥いで行って単純なシステムに還元され

ﾄも本質的に複雑性が残るもの、多数の要素が絡み合ってい
驍ｽめに複雑なもの、デカルト的論理と方法の限界、線形に
ｨける原因と結果の関係、非線形における原因と結果の連鎖、

�?`における複雑さ、要素の論理（性質）とシステムの全
ﾌとしてのグローバルな論理（機能）などについて論じ、こ

ﾌ科目のイントロダクションとする。

杉本　大一郎
i放送大学教

�j

杉本　大一郎
i放送大学教

�j

2

複雑系としての生
ｽ科学（1）
`構造的にとらえ
髏ｶ命の論理～

複雑系において、部分と全体の相補的な関係をとらえる立場

icomplex　system）と、各部分のこみいった組み合わせに着目す

髣ｧ場（complicated　system）の違いについてのべる。

ﾂいで、前者の立場の研究方法として、構成的アプローチと、

蜴ｩ由度の力学系を紹介する。

金子　　邦彦
i東京大学教

�j

金子　　邦彦
i東京大学教

�F）

3

複雑系としての生
ｽ科学（H）

`発生への力学系
Aプローチ～

　内部ダイナミクスを持ち増殖する要素の相互作用系とし
ﾄ、細胞の抽象的モデルを考える。これをもとにして多様性、

ｪ化、集団としての安定性、それをもたらす分化規則の生成
�ｲべる。さらに生命現象における安定性と不可逆性を議論
ｷる。

同　上 同　上

4

複雑系としての生
ｽ科学（皿）

`ダイナミクスの
Vンボル化～

前回に見出された、ダイナミックな過程から分化されたタイ

vへの形成が、どのように固定され、情報として伝わってい

ｭかを、進化の問題を例にとって示す。最後にこのような考

ｦ方が社会現象に適用できるのかを議論してみる。
同　上 同　上

5
計算機による自然
ﾌ模倣（1）

　物理学など従来の自然科学は、自然界の複雑な現象を出来

驍ｾけ単純化することによっていくつかの基本法則を見出し

ﾄきた。計算機の発達により、単純な基本法則から自然界の
｡雑な現象を再現することが可能になりつつある。

小柳　義夫
i棄・棄二二駿

ｴ酵院鴬　驚驚幾

小柳　義夫

@c棄三一
�j：酵饒煮

@　　磯

6
計算機による自然
ﾌ模倣（n：）

　並列処理による計算速度の飛躍的向上は、実験できない対

ﾛや未知の物質などについての予言を可能にした。これによ

阯ﾊ子科学、天体物理などの科学研究だけでなく、工業生産、

ﾂ境問題、遺伝子工学などの実用問題にも計算機が活躍して
｢る。

同　上 同　上
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　各
i所属・職名）

7
章物性物理と「複雑

n」

・はじめに

E相転移と臨界点（対称性の破れとランダウの現象論；イジ

@ング模型と二元合金の模型；平均点近似；液相気相転移と
@臨界点）

E量子系の相転移（ミクロな系と量子力学；量子多体系；量
@子融解転移）

今田　正俊
i東京大学教

�F）

今田　正俊
i東京大学教

�j

8
空間構造と時間構
｢の発生

・空間構造（欠陥と秩序の破壊；複雑な周期性を持つ秩序）・非平衡ダイナミックス（非平衡状態からの緩和；スピノー

@ダル分解；核形成）・自己組織化 同　上 同　上

9 強相関量子系

・電子系研究の歴史
E多電子現象の多様性と複：雑性・強い相関と整合効果・階層構造の出現・量子整合相転移と量子的な創発

同　上 同　上

10
非平衡開放系とそ

ﾌ維持

　自然界にある非線形・非平衡・開放系には、非線形振動を

ｵながら持続している状態（例えば心臓）と、定常的に持続

ｵている状態（例えば生命体）がある。そのような系は、平

tに近づこうとして起こる不可逆過程によって生成されるエ
塔gロピーを、外部の空間に捨てることによって定常状態を
搗ｱすることができる。

杉本大一郎 杉本大一郎

11
非平衡構造の自発

I形成

　平衡状態から有限量だけ離れた非平衡系は、それを包むよ

闡蛯ｫい非平衡：の中に、入れ子構造になって存在する。例え

ﾎ生命界という非平衡：は地球の非平衡の中に、地球の非平衡

ﾍ太陽一地球系という非平衡の中で初めて存続し得る。しか
ｵ大きい非平衡形の中にある部分系がいつでも非平衡であり
､るわけではない。非平衡構造が自発的に形成されるには、

nの内部での相互作用が重要であることを、定量的な例で示
ｷ。

同　上 同　上

12
自然界にある複雑

Vステム

　自然界には本質的複雑性、それを要素としてもつ複雑なシ

Xテム、非線形的に込み入っているシステムなど、多様な現

ﾛがある。そのようなシステムの全体としての振舞を規定し
ﾄいる縛りは何であろうか。複雑流体、気象と気候、地球内

剥¥造の進化、プラズマの非線形現象を研究している4つの
､究室を訪れ、この問題を考える。

同　上 同　上

13

「構造と機能」（1）

`現代的生命機械
_～

　構造がわかれば機能がわかるという現代生物学のパラダイ

?ﾍDNAの2重ラセン構造と蛋白質の立体構造の発見から
ｶまれた。このパラダイムにのった最近の研究が生命の理解
�ﾇう進めたかを紹介する。特に機械文明にアナロジーをと

驫K層構造のトップダウン型アプローチを試みる。

永山　國昭
i自然科学研

?@構生理学
､究所教授）

永山　國昭
i自然科学研

?@構生理学
､究所教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生命の第2の神秘、蛋白質の特異構造は生命科学の中心的

テーマの1つである。ヒトゲノム解析後の中心課題として、
「構造と機能」（II） 全蛋白質構造決定の巨大プロジェクトが動き始めた。しかし

14 ～蛋白質特異構造 個別的な蛋白質の背後に普遍的な蛋白質構造言語があるはず 永山　國昭 永山　國昭
の起源～ だ。生命境界物質である蛋白質の構造特異性の起源を物理的

に説明する最新理論を紹介する。

複雑システム研究の方法について、従来のアプローチとど

こが同じでどこがちがうのかを整理する。その上で超複雑系

である生命に関し、複雑システム的アプローチの有効性を吟

15
生命・＝自己複製系

`偶然か必然か～
回する。特に生命の誕生について、それが、三生物的物質過

�ﾌ必然的帰結なのか、偶然の産物なのかを考察する。そし
同　上 同　上

て多くの2元論的対立の構図を乗り越える複雑システム生成
の試論を展開する。
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紳一（岐阜大学教授）〕

全体のねらい

　地球は、大気、海洋、地殻、マントル、核などのサブシステムが集まった一つの巨大なシステムである。

地球を構成するサブシステムは構成物質が異なるため、さまざまな時間スケ一一Sルで変動している。また、現

在の地球環境は、46億年にわたる地球の歴史的産物である。地球システム科学の立場から、地球のダイナミ

クスの研究方法や歴史解読のアプローチを講義し、地球環境と人間の関わりについて考察していく。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

私たちは変動する地球環境の中で生きている。天気の移り変 木村　龍治 木村　龍治
わりや異常気象は、変動する地球環境を身近に感じることが （放送大学教 （放送大学教

できる現象である。気候の変動には数十年から数百年スケー 授：） 授）

ルのものから、10万年周期の氷期一間氷期サイクルまである。

1
地球システムからみ

ｽ地球環境

さらに、プレート運動による大陸の離散集合の歴史は数億年

ﾆいった長い時間スケールの中で起こる。さまざまな時間ス

Pールで変動する地球環境を理解するには、地球をシステム

藤井　直之
ﾙ
　
、

藤井　直之
ﾙ忌詞院教授）

として捉える地球システム科学の考え方や研究手法が重要で
?驕B

箔1蠣遵拓崩

?縺@紳一
磯

（岐阜大学教 （岐阜大学教
授） 授）

地球環境は46億年前の太陽系の形成に始まる長い時間の
経過の中で変化してきた歴史的産物である。地球には海があ

り、多様な生物が生息しているユニークな惑星である。惑星

2
地球システムの成

ｧ　と　特異性
形成過程や生命の起源論、グリーンランドやオーストラリア

ﾅ進められている初期地球環境の地球史的研究の現場を紹介
川上紳一 川上紳一

しつつ、地球システムの成立とその特異性について考察する。

毎日の天気予報に深く関係する気象の変化のメカニズムに

気象システム

ついて述べる。現在の天気予報は地球全体の大気循環のコン
sューターシミュ、レーションを基礎にして行われているが、

Vミュレーションの初期値を作成するために気象観測が必要

ﾅある。気象はグローバルな大気循環からローカルな現象ま

ﾅ、さまざまなスケールの現象が階層構造をなしている。特

吉崎　正憲
i気象庁気象

､究所主任研
?ｯ）

吉崎　正憲
i気象庁気象

､究所主任研
?ｯ）

に集中豪雨など気象災害をもたらすメンスケールの気象は特

ﾊなプロジェクト研究が必要である。現代の気象研究の最前
木村龍治

線を紹介する。

海洋は地球環境に大きな役割を占めているが、人間が陸地

に住んでいるために、その実態を明らかにするのは容易では 小池　勲夫
ない。しかし、海洋は陸地と同じような豊かな生物環境を構 小池　勲夫 （東京大学海

4 海洋システム 成している。海洋に関する物理、生物、化学、地学などのさ （東京大学海 洋研究所長）

まざまな側面を現代の海洋学はどのような方法で研究するの 洋研究所長）

であろうか。特に、海洋研究船による現代の海洋調査につい 木村龍治
て述べる。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

5 近未来の海洋観測

　人工衛星の発展やIT革命によって、従来は不可能であった

菇@で、海洋の観測ができるようになった。従来は、海洋研

?Dによる観測が主流であったが、現在、国際協力によって、

ｳ人の漂流ブイによる海洋観測が全世界で展開されている。

ｻのプロジェクトを「アルゴ計画」という。また、エルニー

jョのモニターのために、赤道太平洋で係留ブイによる観測
ｪ実施されている。それらの近未来を指向した海洋観測を、

vロジェクトに関わっている研究者が説明する。

湊　　　信也

i海洋研究開

ｭ機構アルゴ
Oループサブ
梶[ダー）

岡　正太郎
i海洋研究開

ｭ機構アルゴ
Oループ研究
�j

ﾘ村龍治

6 気候変動　1

　地球は常に太陽から、ほとんど一定の光を受け続けている

ﾉもかかわらず、大気環境が常に変動しているのはなぜであ
?､か。変動には、さまざまな周期が存在する。短い変動は、

級_や台風などの突発的な気象擾乱の発生による。天気の変

ｻは、中緯度帯に形成されている偏西風の流体力学的な不安

閧ﾉよる。季節変化は、太陽放射量の変化による。それらの

ｴ因はかなり解明されているが、1年より長い周期の変動も
?驕B数年の変動はエルニーニョ現象に関係している。それ

謔闥ｷい気候の変化は、海洋の変動と関係が深い。大気環境
ﾌ変動特性について考察する。

木村龍治 木村龍治

7 気候変動　H

　1988年以来、地球環；境問題が大きな社会問題になった。こ

黷�ｫっかけにグロー・バルな気候変化の研究が盛んになり、

Rンピューターシミュレーションによって、将来の気候予測
ｪ実施されている。東京大学気候システム研究センターは、

坙{の気候研究の中心的存在であるが、その所長を長く務め

ｽ住教授が現代の気候研究の最前線について語る。

住　　　明正

i東京大学教
�j

住　　　明正
i東京大学教

�j

ﾘ村龍治

8
生　物　圏　　と

n球システム

　生物圏も地球システムの重要な構成要素である。深海底熱

?ｶ態系、珊瑚礁、干潟などの生態系を紹介し、それらが地

?ﾂ境とどのように関わっているかを講義する。特に、地球

¥層の炭素循環に対する海洋微生物の役割について考察す
驕B

川上紳一 川上紳一

9
固体地球と表層環境の

Jップリ　ング

　過去の大規模；火山噴火の事例紹介、その気候変動との関連

ｫを論じる。さらに、地球の火山活動は、プレートテクトニ

Nスと密接に関わっていることを示す。また、大陸移動、超

蝸､の形成・分裂サイクルと表層環境、スーパーブルームの

?ｮなどを講義する。

藤井　直之 藤井　直之

10
マ　　ン　　ト　ル

_イナミクス

　プレートテクトニクスの原動力やプレート内火山活動を理

�ｷるには、地球内部ダイナミクスを詳しく研究する必要が

?驕B地震波トモグラフィーによる地球の3次元構造モデル
ﾌ研究、地球内部物質科学の知見を用いたその解釈、さらに

}ントル対流のコンピュータシミュレーションの結果を紹介
ｵ、地球内部の変動のしくみを解説する。

藤井　直之 藤井　直之
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地球磁場の特徴とその時間変動を論じる。また、地球磁場

11 地球磁場変動 の逆転現象、地質時代の地球磁場を研究する古地磁気学の原 藤井　直之 藤井　直之

理を講義し、地球磁場の変動と地球環境の関連性を論じる。

地球の歴史を解読するには、地層や岩石に刻まれた過去の

出来事を読み：解く必要がある。K／T境界の粘土層の分析結果

をもとに提唱された恐竜絶滅の天体衝突仮説を解説し、この

12 地球史解読
仮説が地球史研究に与えたインパクトを紹介する。古生代末

ﾌ生物大量絶滅事件に関する研究にも言及する。また、南オ 川上紳一 川上紳一

一ストラリアの潮汐リズムを記録した堆積岩から地球自転周

期や月軌道を復元する研究を現地での取材を含めて紹介し、

地球史の解読のアプローチを紹介する。

地球が誕生したころの大気には、ほとんどまったく酸素が

なかった。現在の地球大気の20％は酸素分子でできており、
性質が大きく変化した。その移り変わりを記録したさまざま

13 地球を変えた
�@　　合　　　成

な堆積岩から地球大気の変遷を読み解いていく。地球大気に

_素をもたらした最初の微生物として注目されているシアノ
川上　紳一 川上　紳一

バクテリアとその構築物であるストロマトライトについて、

南オーストリア、現生ストロマトライト、縞馬鉄鉱床などの

露頭の様子を解説する。

約8億年前から6億：年前の氷河時代の地層が世界各地に分

布する。それらが堆積した緯度を推定する古地磁気学、氷河

堆積物と野瀬炭酸塩岩や縞状鉄鉱床の奇妙な組み合わせやそ

の謎解きから提唱された全町凍結仮説、そして、これらの氷

14
全球凍結事件と多細包動

ｨ　　の　　出　現

河時代が終わって突然登場する多様な多細胞動物など全野凍

級ｼ説を巡る研究現場（南オーストラリアの縞状鉄鉱床、氷
川上　紳一 川上紳一

河堆積物の露頭紹介）をレポートし、地球史解読の研究の進

め方、検証可能な作業仮説の重要性などを論じる。46億年の

地球と生物の歴史を振り返り、変動する地球環境と生物進化

の関連性を明らかにする。

地球環境変動を地球システム科学のアプローチで研究する 木村龍治 木村龍治
意義を総括する。また、地球環境と生物進化から私たち人類

が歴史的存在であることを確認する。人類の出現とその地球 藤井　直之 藤井　直之

15
地球環境と人類の

｢　　　　　　来
環境への影響をグローバルかつ地球史的に捉え、多様な生物

ﾆの共存していくためには何をなすべきか考察する。また、 川上　紳一 川上　紳一

地球環境の理解には、地球科学の研究が不可欠なことを、オ

ゾン層の破壊など具体例をもとに示す。
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＝・ ｨ質環：境科学1（‘05）＝（TV）
　　　一分子から機能性物質・生体まで一

〔主任講師：濱田嘉昭（放送大学教授）　〕
〔主任講師：田隅三生（埼玉大学学長）　〕

全体のねらい

　物質の織り成すすべての現象は、その基礎単位を構成する物質の性質とそれらが互いにどのように影響を

与え合っているかで決まる。化学の立場では、分子が基礎単位であり、それらの相互作用の結果として、マ

クロの物体の存在形式と変化が理解できる。したがって、自然環境を物質レベルで考察する場合には、分子

の性質とそれらがどのように相互作用しているかを知ることが重要である。すなわち、物質の階層的な解釈、

相互作用の観点、変化の大きさと方向に関係する動的平衡の観点が重要である。また、環境という言葉は，

ある系とその系の外との関係があることを前提にしているが、その内と外とを区別するものがあることにな

る。物質系では膜がそれに当たる。一方、膜は境界を定めるだけではなく、物質とエネルギーの移動を調節

している場合が多い。これらについても考察することにする。本講義では、物質環境を化学の視点で捉え、

解釈し、場合によると問題の解決の方法を獲得することを目的とする。ただし、現状でさまざまに論じられ

ている環境問題を直接に取り上げるのではない。これにはまだ、原因や方法に未解決の問題があるし、立場

の違いによる解釈や方針の違いも存在する。この講義では、それらに自然科学、特に化学の立場から正しく

接近できるような講義を行いたいと考えている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

基礎的理解（生活と物質）

身の回りの物質と われわれの日常生活にどのような物質が存在するのか、ど 田隅　三生 田隅　三生
物質循環 のようなかかわりをもっているのかを考える。衣食住を支え （埼玉大学学 （埼玉大学学

る材料、生命を構成する物質、人間活動を支える材料、地球・ 長） 長）

1
宇宙環境と物質、エネルギーを生み出す物質などについて整

回する。物質は存在するだけでなく、さまざまな循環の中で、 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

姿・形を変え、環境を維持すると同時に変化させている。自 （放送大学教 （放送大学教

然、生命を含み、どのような物質が、時間・空間的にどのよ 授） 授）

うに変化しながら循環しているかを学ぶ。

標準・基準を決める 自然科学において得られた結果を正しく伝えるためには、 高柳　正夫 高柳　正夫
自然現象を表現する言葉（物理量）が厳密に定義されている （東京農工大 （東京農工大

こと、その量が精度良く決められていることが必要である。 学教授） 学教授）

これによって、物事を定性的・定量的に表現・伝達できるこ

とになる。ここでは，まず国際単位系（SI単位系）について

学ぶ。なぜSI単位系が必要なのか，またSI単位系がどのよ
2 うな仕組みでできているのかを解説する。次に，基礎物理定

数について学ぶ。基礎物理定数がどのように決められている

のか，また基礎物理定数を精密に決めることにどんな意味が

あるのかを実例を挙げながら解説する。最後に，精度良く決

められた物理量の中には、データベースとして利用できるも

のがある。そのようなデータベースの例や使いかたについて
も紹介する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

分光環境計測 ある物質がどんな波長の光とどの程度相互作用（吸収した 高柳　正夫 高柳　正夫

り放出したり）するかを調べることにより、その物質がどん

な種類の分子からできているか、その分子がどのように存在

しているのか、どの程度の量存在しているのかを調べること

3 ができる。このような方法を、分光計測とよぶ。ここでは，

環境計測に用いられているいくつかの分光計測手法につい
て、その原理、装置、解析法から実際の応用例までを実例を

挙げながら紹介する。同時に，公定法やppmなど環境計測に
よく用いられる表記法についても解説する。

相と相互作用

平衡と変化 一見、変化のないように見える物質的対象も、ミクロに観

察すると激しい変化を起こしている場合もある。例えば、一 濱田　嘉昭 ・濱田　嘉昭

見落ち着いて見える静水や空気中の分子は激しい衝突運動を

行っており、その中に含まれる分子には激しい反応が起こつ
4 ている可能性がある。すなわち、動的平衡にあると考えるべ

きである。また、物質系の変化の方向を決めるのはエネルギ

一とエントロピーである。これらに関して、基本的な理解を

しておきたい。

相と相互作用 自然界の物質の示す性質や変化は、個々の分子の反応とい

うより、集合体としての性質が関係する場合が多い。すなわ 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

ち、分子が気体・液体・固体のどの相にあるかで、それらの

示す性質は大きく異なる。水および二酸化炭素を例にとり、
5 特にそれがわれわれの関わる物質環境の中で果たす役割につ

いて例示して解説する。最近、第4の相とも言うべき超臨界
状態が注目されている。その特異な性質を利用した技術につ
いても紹介する。

分子間相互作用 われわれが目にすることのできるマクロの物体は、ミクロ 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

の分子で構成された系である。しかし、この集合体は分子が

単純に集合しただけではない。分子と分子を結びつける相互

作用の種類と特徴を調べ、それらがどのような物質の系を形

作っているか、その結果がどのような性質として現れるかを

6 調べる。分子が集合できる力の源泉にはさまざまなものがあ

るが、特に水素結合は本質的に重要である。水素結合をして
いる系の例と性質を学ぶ。（より、小さな力であるがVan　der

Waals力などは、分子が集合してクラスタ→ミクロ構造→マク

ロの物体となる過程で重要である。その他の相互作用の種類

と起源、それらの物質系の例を話す。）

高分子の構造 われわれの身の回りにある高分子は，大きな分子とも，構 古川　行夫 古川　行夫
成繰返し単位が繋がった1次元の結晶ともみなすことができ， （早稲田大学 （早稲田大学

様々な性質を示し，生活に役立っている。高分子の構造は性 教授） 教授）

質の基盤となっており，高分子の構造は，その構成要素であ

7 る原子間の化学結合から理解することができる。原子は相互

に影響を及ぼしあいながら，微少な振動を行っており，振動

運動は構造を反映している。高分子の振動運動，振動を観測

する実験法である分光測定法，振動の観測から得られる構造

に関して解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高分子と機能 われわれの生活には高分子からできている製品が数多くあ 古川　行夫 古川　行夫
り，有機ELディスプレイに代表される有機電子デバイスも開

発されている。それらの製品では，導体・半導体・絶縁体で

8
ある様々な高分子の電気的性質や，色などの光学的性質が利

用されている。高分子の性質は，高分子構造を基盤として，

構成要素である電子の状態により決定されている。高分子に

おける電子の状態，電子状態を観測する実験法である分光測
定法，電子状態と性質に関して解説する。

有機分子の自己集 近い距離にある分子どうしには分子間力が働き、分子は自 菅原　　正 菅原　　　正
合化 己集合化して様々な構造体を形成する。中でも両親媒性分子 （東京大学大 （東京大学大

は、水中において疎水相互作用により自己集合化し、ミセル 学院教授） 学院教授：）

9
やベシクルといった会合体を形成する。膜分子の構造と会合

体の構造の相関、そこにはたらく分子間力の原因についても

触れつつ、生命活動の基本単位である生体膜について概観す

る。また、階層性を上げた構造体が示す機能の例として、膜
を介したイオンの輸送現象についても触れる。

新機能材料および生命と分子

自己複製するジャ 第9章では、両親媒性分子の自己集合化によるべシクル（袋 菅原　　正 菅原　　正
イアントベシクル 状二分子膜）の形成について述べた。ところで、ベシクルの

中でも光学顕微鏡で観察可能なジャイアントベシクルは、原
始細胞のモデルとして関心を集めている。ジャイアントベシ

クルの二分子膜は、外部環境と内部の反応系を仕切る隔壁で

10 あると共に、膜自身が、生命活動の維持に必須な情報伝達・

分子変換の場となりうる。ここでは、ジャイアントベシクル

の二分子膜が自己の膜分子合成の反応場となることにより、

膜分子が生産され、ひいてはべシクルが分裂して増殖すると

いう、ベシクルの自己複製系のダイナミックスについて解説
する。

光学活性分子と生 左手と右手は互いに鏡像の関係にあり、そのまま重ね合わ
命 せることができない。分子にも同様の関係が存在する場合が 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

ある。例えば、糖やアミノ酸である。前者は重合してデンプ

ンやセルロースになり、後者は蛋白質になる。すなわち、生

11
命にとって必須の構成要素である。これらは、光の偏光面を

回転させるなどの働きがあり、光学活性分子とも呼ばれる。

原子の立体的な配置の違いが生命に決定的な役割を果たして

いる場合が多い。光学活性分子の働きについて説明し、それ

らを選択的に合成する方法、検出する方法などについて解説
する。

分子の立体構造と 生命は外界からさまざまな分子を取り入れて、生体の構造 梅山　秀明 梅山　秀明
生命 材料あるいはエネルギー源として、さらに、情報の手段とし （北里大学教 （北里大学教

て用いている。味や匂いは外部との、神経伝達物質やホルモ 授） 授）

12 ンは生体内での情報伝達物質である。また、健康や病気から

の回復に薬を用いる。これらの分子がその機能を発揮する場

合、その立体的な形と反応に直接関与する部位の性質が重要

である。分子の立体構造と生命活動との関連を考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 三二　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生体膜：脂質と二分 生命の基本単位である細胞は，膜によって外と内を仕切る 遠藤　斗志也 遠藤　斗志也

子膜 ことによって成立っている。これらの膜の構造を担うのはり （名古屋大学 （名古屋大学

ン脂質等の両親媒性分子である。両親媒性分子は，水中では 大学院教授） 大学院教授）

13 単分子膜，ミセル，二分子膜など様々な集合体を作る。生体

膜の透過障壁や流動性といった機能は，脂質二分子膜の性質

によっている。生体膜成分である脂質の構造，生体膜の基本

構造としての脂質二分子膜の構造と性質を概説する。

生体膜：膜タンパク 細胞を構成する生体膜は脂質二分子膜と膜タンパク質から 遠藤　斗志也 遠藤　斗志也

質と膜輸送 構成されている。生体膜は，脂質二分子膜による透過障壁と

して機能するだけでなく，必要に応じて情報や物質の流れを

14 媒介するインテリジェントなインターフェスである。こうし

た機能を担うのは，生体膜に配置された様々な膜タンパク質

である。生体膜における膜タンパクの性質と構造，膜タンパ

ク質が媒介する膜輸送の仕組みを概説する。

まとめと展望

環境問題と物質 物質と環境の関係について、化学的観点からのまとめを行 田隅　三生 田隅　三生

う。自然環境を空気、水、土と分けた場合、どのような物質

15
が関与しているのか、何が問題とされているのか、どのよう

ﾈ対策を講じればよいのかの問題提起と現状の対策について 濱田　嘉昭 濱田　嘉昭

紹介する。
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劣24擁
＝　物質環境科学II（‘03）’＝（TV）
　　　一　環境システムとエントロピー　一

〔主任講師：中山 三二三三鄭

全体のねらい
　いわゆる環境問題は、人間の生産活動の結果が人間の生活環境を悪化させるところがら生じた。この講義ではその自然現

象としての側面を理解するために必要な、物理学的な考え方について説明する。まず非平衡の場合を含めた熱力学の手法に

ついて述べる。この方法の限界を指摘し、いくつかの手法を紹介する。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 環境システム

　一般に、生産や生命活動を行う能動系とそれを包む環境に

謔ﾁて、環境システムが構成される。環境は、能動系に資源、

Gネルギーを供給し、廃棄物、廃熱を受け取る。それが大き

ｭなり過ぎたことが、環境問題である。環境システムの特徴
ﾉついて概観する。

中山　正敏

i三教O三　縛　　魚誉瀦幾

中山　正敏

i数回教
�j溜響蝉
@　　、麟鱗＾

2
物質、エネルギーの

ﾛ存則

　系の変化における基本法則を考える。物質とエネルギーは

ﾛ存される。物質変化の階層に応じて、分子、原子、核子の
告狽ｪ一定である。系のエネルギーの増分は、系になされた
d事と加えられた熱の和に等しい。これを熱力学第一法則と
｢う。

同　上 同　上

3
エントロピーの増

蜻･

　自然界には、熱伝導、拡散などの不可逆な変化がある。そ

ﾌ向きを指定する法則を考える。物質やエネルギーの無秩序
xを表す状態量を導入し、これをエントロピーという。不可

t変化はエントロピーの増大する向きに起きる。これを熱力
wの第二法則という。

同　上 同　上

4 熱　　　機　　　関

　技術者たちが蒸気機関を作った後で科学者たちが、それで

o来る最大の仕事量を考察した。カルノーの熱素説による考
@がエントロピーの発見につながった。それでは、効率でな
ｭ能率を最大にしょうとするとどうなるだろうか。

白鳥　紀一

O三三）
M　快蓼講磯

白鳥　紀一

@（三O翻嘘宍同仁

5 開放系の熱力学

　エネルギーや物質の出入のある開放系について、熱力学を

lえる。その場合には、自由エネルギーを導入すると便利で
?驍ｱとを示す。また、エクセルギーを導入し、それが系が

ﾂ境との平衡から外れている度合を表すことを示す。
同　上 中山　正敏

6 混合　と　分離

　ヒトや生態系に悪い影響を与える物質が環境に散らばると

ﾂ境問題になる。散らばっている有用な物質をいかに分離し
ﾄ集めるかが資源問題である。散らばるのは物の本性で、エ

塔gロピーの増大する過程である。資源環境問題を混合・分
｣の過程から考える。

同　上 白鳥　紀一

7 物質と放射

　物質中の電子や原子などのミクロな粒子の持つエネルギー

ﾍ、いくつかの特定の値に限られる。熱放射は空間の中を熱
�`える光（電磁波）である。そのエネルギーは、光量子を

P位として物質とやり取りされる。量子性と環境問題の関係

ﾉついて考える。また物質循環と放射のグローバルな状況に
ﾂいて述べる。

中山　正敏 中山　正敏
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執筆担当 放送担当
回 テ　一一マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

マクロな量であるエントロピーと、系のミクロな状態との

関係を考える。マクロには一つの状態にある系も、ミクロに

8
エントロピーの原 見れば原子などの運動によって多数の異なる状態に存在でき 白鳥　紀一 中山　正敏
子論 る。エントロピーは、対応するミクロな状態の総個数の対数

に比例する。

マクロには熱平衡にある系も、ミクロにはその近くでゆら

いでいる。環境の中にある系に対する環境のゆらぎの影響を

9 熱　　ゆ　　ら　ぎ 調べる。また環境の中を動く系には抵抗力が働き、熱ゆらぎ 中山　正敏： 同　上
を越えた距離を動かすには、kT程度の仕事が必要なことを
示す。

情報とエントロピーは相補的である。情報は磁気・電気な

どの物理量によって担われるが、それが意味のあるのは、物

10
情報とエントロピ 理量の熱ゆらぎが小さく、その値が保持される場合である。 同　上 同　上
一 そのような場合には熱力学ではなく、システムダイナミック

スによる研究が必要となる。

環境の中では、風の変化のように、熱ゆらぎよりも大きな

スケールのマクロなゆらぎが起こる。これは、系が熱平衡状 北原　和夫 北原　　和夫

11 マクロなゆらぎ
態からずれると、外的な変化に対して大きな応答をするとい （国際基督教 （国際基督教
う性質を持つからである。マクロなゆらぎの特徴と、その影 大学教授） 大学教授）

響について考える。

外的条件を変えて、系の中の物質やエネルギーの流れを大

きくして行くと、時間的空間的構造を持った新しい状態に移

12 散　逸　構　造
る。この構造を散逸構造という。散逸構造の一例は、流体が 同　上 同　上
上下方向に循環する対流である。環境問題と散逸構造の関連

について考える。

リサイクルをすれば、資源の消費や廃棄物が減り、環境に

いいはずだ。しかし、場合によっては、リサイクルに手間や 井野　博満 井野　博満
13 リサイクルと環境 エネルギーがかかったり、リサイクル処理中に毒性物質が放

ぐ辮教 （灘学教
出されたりする。そこで、意味のあるリサイクルの条件につ

｢て考える。
綬嘆職掌麟 綬）薪夫修　　　瀦激

難

環境にいい材料の使い方は、リサイクルばかりではない。

製品を長持ちさせることや、自然の物質循環に合った材料を

14
材料の環境負荷評
ｿと選択基準

選んで使うことも大事である。環境負荷評価（ライフサイク

泣Aセスメント）の方法と、材料選択の基準について考える。
同　上 同　上

能動系が定常であるためには、それに接する環境もまた定

常でなければならない。物質に関しては閉じた地球では、物

15
定常能動系と物質

z環
質が環境を循環することによってこれは果たされる。その際

搗蛯ｵたエントロピーは、宇宙空間に棄てられる。現実の地
中山　正敏： 中山　正敏：

球ではどうだろうか。
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拓イ1易正
＝　生命環境科学1　（‘05）＝（TV）
　　　　　　一生物多様性の成り立ち一

〔主任講師：　松本　忠夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

生命体は様々な地球環境のもとで、おそらく40億年近くかけて進化してきたが、その結果として、今

日の大きな生物多様性が見られる。そのような多様な生命体の姿は、ゲノムの中の遺伝情報が表現型と

して表れたものである。本講義では、遺伝情報がどのようにして進化史の中で改変し、また現実にどの

ように発現されて多様化しているのかを環境との対比で見ることとする。さらに、野外自然における生

物多様性の調査法を解説すると共に、人間活動が生物多様性の減少に大きく影響している現代の様相を

見ることにする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

τ生命環境科学1」 今日の生物の多様性が生じた理由は実にさまざまであるが、 松本　忠夫 松本　忠夫
のねらい、生物多様 特に大きな理由として無機環境への適応性、生活資源の獲得 （放送大学教 （放送大学教

性について 力、そして生物間の相互作用がある。それらに関しての様相 授） 授）

1 を概観し、本講義全体のねらいを解説する。

様々な生物社会と 生物は多かれ少なかれ、同種個体が集団（群れ、群落、コロ 松本　忠夫 松本　忠夫

その成立早早ニズ ニーなど）を形成して生活しているものが多い。そのような
ム 集団を社会と見ることができるが、いかなる理由でそれらの

2 社会が成立しているのかについて、特に環境との関連で説明
する。

植物の多様な繁殖 植物では、動物とは個体性が大きく異なり、動物にはみられ 松本　忠夫 松本　忠夫
様式と、動物との関 ない多様な性表現が存在する。ここでは、被子植物にみられ
係 る性表現と受粉様式の進化を解説するとともに、それには動 大原　　　雅 大原　　　雅

3 物の影響が大きかったことを紹介する。また、植物が動物か （北海道大学 （北海道大学

らの摂食に耐えるためのさまざまな適応戦略を説明する。 大学院教授） 大学院教授）

動物の多様な繁殖 通常の動物は有性生殖を行うが、中には単為生殖、多胚生殖、 松本　忠夫 松本　忠夫
様式 雪形生殖などの無性生殖を行うものがいる。また、親による

子の保護様式と関係して、卵生、卵胎生、胎生などが見られ

4 る。さらに哺乳類では雌親による授乳が発達している。本章

では、このように多様な動物の繁殖様式を説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

植物の発生と環境 植物は固着生物なので、環境に対して柔軟に適応する能力が 塚谷　裕一 塚谷　裕一
適応 進化の過程で発達した。中でも植物の生活を支えている光合 （’然　’ （・，。ミ”

成に関しては、環境適応が必須のため、光合成器官である葉 ’繍教
5 の発生は、外界の環境に適応して実に大きな可塑性を発揮す

驕B葉の発生の可塑性と環境適応との関係について、発生を

授
）
韓
遭
鞠
　
　
ひ
徹
接 繋灘

制御する遺伝子の働きの視点から、現在の理解を紹介する。

動物の発生と環境 動物の中には、発生・発育過程において環境の影響を受けて、 松本　忠夫 松本　忠夫
適応 その形態や性質が大きく変化するものたちがいる。生存のた
（1）諸事例 めの環境適応と解釈される。また、繁殖における戦略として

6 性転換をする魚類、さらには昆虫類の環境適応としての多型

現象にもふれる。そして、そのような多様な形態や性質をも

たらす進化的要因および体内メカニズムについて説明する。

動物の発生と環境 昆虫類はその進化の中で翅を獲得することで陸上に大きく繁 松本　忠夫 松本　忠夫
適応 栄できた。しかし、昆虫によっては翅を形成しない種類もい
（2）昆虫の翅形質 る。一方、チョウ類のように翅の色彩や斑紋が華美であった 三浦　　　徹 三浦　　　徹

7 の例 り、擬態していたり多彩な分類群がいる。ここではそのよう （北海道大学 （北海道大学

な昆虫類における翅形成の有無、色彩や斑紋の多様性などが 大学院助教 大学院助教
成立するに至った進化的要因および翅形成の体内メカニズム 授） 授）

について説明する。

社会性生物におけ 社会性生物は、集団で生活し、その中に少数の生殖者そして 松本　忠夫 松本　忠夫
るカースト分化 多数のワーカーや兵隊など非生殖者といったカースト分化が

見られることを特徴としている。そして、陸域において大繁 三浦　徹 三浦　徹：

8 毒している。ここでは動物の社会性について解説する。そし

て、繁栄の鍵となっているカースト分化がもたらされた進化

的要因およびカースト分化の分子生物学的メカニズムについ

ておもにシロアリを例にして説明する。

社会行動の発現メ ミツバチは多様なハチ類の中でも最も高度な社会性を獲得し 久保　健雄 久保　健雄
カニズム、 た昆虫として、分子生物学の分野で近年、注目されっっある。 （東京大学大 （東京大学大
ミツバチの例 そして、その多様かつ複雑な行動、特に、働きバチたちが利 学院教授） 学院教授）

9 用するダンス言語（記号的言語）や、コロニーを防衛するた

めの攻撃行動（利他行動）は、心機能の進化という観点から

興味深いものである。ここではミツバチを巡る分子社会生物
学の現状を紹介し、その将来像を展望する。

菌類における環境 菌類の環境適応は、意外に理：解が乏しいが、菌類も外界の環 塚谷裕一 塚谷裕一
適応 境に対する適応的な反応を行なうことが知られている。ここ

では特に、大型真菌類の子実体（いわゆる茸の部分）におけ

10 る環境適応をとりあげる。また重力に対しても子実体は顕著
な反応を示す。これらが胞子散布に果たす役割を概説する。

菌類の形態形成メ 菌類の形態形成は、その組織構造の点でかなり特異である。 塚谷裕一 塚谷裕一
カニズム 例えば細胞性粘菌は、アメーバ状の細胞が集合した後、互い

にシグナルをやりとりして、＝機能分担をしながら多細胞から

11
なる形態形成を成し遂げる。また真菌類の子実体は、多細胞

ﾌ器官であるが、基本的に菌糸が複雑にからまりあいながら

作り上げられており、分化の程度は浅く、脱分化・再分化が

容易に起こる。これらの形態形成メカニズムは未だ十分理解

されていないが、特異な機構であり、注目に値する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師．名

（所属・職名） （所属・職名）

生物環境の調査法 植物群落は、陸上の生態系の一次生産を担い、また動物の生 加藤　和弘 加藤　和弘
（陸上生物） 息空間の構造を大きく規定している。植物の種組成や種多様 （東京大学大 （東京大学大

性、さらには動物の生息空間としての植物群落の構造を調査 学院助教授） 学院助教授）

12
するための方法と、その結果の分析法についてまず紹介する。

､上の動物の調査法は、動物の種類に応じた様々な方法が知

られているが、ここではその中から鳥類の個体数調査法を取

り上げ、解説するとともに、調査結果を植物群落の調査結果

と対応づけるやり方についても概観する。

生物環境の調査法 水界にも多様な生物が生育・生息しており、その調査方法は 加藤　和弘 加藤　和弘
（水界生物） 生物の種類に応じて異なる。ここでは河川での生物調査を念

頭に置き、一次生産の主体である付着藻類と、調査が比較的

13
容易で環境指標性も高い底生無脊椎動物の調査方法について

燒ｾする。さらに、そのような調査によって得られたデータ
を分析して、種多様性の数値化や生物相の地点間での比較、

さらには生物の生息環境の善し悪しの評価を行う手順につい
ても解説する。

人間活動と生命環 現在の地球における生態系の多様性、種の多様性、遺伝子の 松本　忠夫 松本　忠夫

境科学（1） 多様性に対しての人為の影響はたいへん大きい。そして、近

生物の絶滅問題と 代では非常に多数の生物が絶滅し、現在も絶滅の危機に瀕し

生物多様性の価値 ている生物が多い。特に熱帯多雨林域における森林群集全体

14 の喪失は、生物多様性を一気に著しく減少させてしまうので

重大問題である。ここでは、そのような生物絶滅の様相を説

明し、絶滅をくい止める方策について考える。さらに、生物

多様性の価値についても考える。

人間活動と生命環 近年、人間は生活向上のために、実に様々化学物質を作って 松本　忠夫 松本　忠夫

境科学（2） きた。そして、現在はある意味では大変便利な時代となった。

環境に放たれた人 しかし、それらの化学物質そのものあるいは変形物は、環境

工物質および移入 に放たれたとき、生命体をおびやかす物質としても働くもの

15
種の影響 がある。その様な物質として殺虫剤、除草剤などいろいろあ

閨A内分泌掩乱、ガン誘発などが疑われていて、それらは生
物多様性にも影響を与えていると思われる。そこでその様相

および対策について説明する。ここでは、さらに、世界の他

地域からの不用意な生物の移入が、在来生物相を圧迫してい

る例についてもふれるσ
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％34擁 ＝　生命環境科学II（‘06）＝（TV）
　　　　　一環境と生物進化一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l」レ

ー一一一螺放繍勢一だ手〔主任講師（現職名）　二河成男（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　　生物の個体にとっては，自分自身を除くすべては環境である．

の相互作用を軸として，生物の進化を総合的に考えることにする．

このような意味における環境と生物

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生物にとって環 生物にとっての環境とは，物理的自然環境だけでは 石川　　統 石川　　統

境とは何か なく，細胞内環境，生体内環境，異種生物間相互作 完故送大学 充放送大学
1

野間があることを紹介する． 教授：） 教授）

原始地球環境と 地球は今から45億5000万年前に誕生した。原始地 山岸　明彦 山岸　明彦

化学進化：生命 球環境で無生物的に有機物が合成され、蓄積した有 （東京薬科 （東京薬科
2

誕生への第一歩 機物を基に生命が誕生した。こうした過程を概説す 大学教授） 大学教授）

るとともに、当時の生態系特に海底熱水系について
も述べる。

生命の起源と 生命誕生間もない頃の原始的な生命体はいったいど 二河成男 二河成男
RNA のような物であったか。有力な説の1つにRNAワー一 （放送大学 （放送大学

3
ルド仮説がある。この仮説では、原始的な生命体を 助教授） 助教授）

形づくっていた物質は主にRNA分子であり、現在で

はDNAやタンパク質が担う遺伝情報や触媒機能とい

つた生命活動の基礎を、生命の起源の頃はRNAが担
っていたとする。その根拠について解説する

極限環境での生 さまざまな極限環境、たとえば100℃以上の高温、低 山岸　明彦 山岸　明彦

物の生存戦略 温、高圧、酸性、アルカリ性等に、生物とくに微生 （東京薬科 （東京薬科
4

物が生育している。微生物がこれらの環境に適応す 大学教授：） 大学教授）

るためのさまざまな戦略を解説する。

細胞内環境 細胞は生物を構築する最小単位であるとともに，機 石川　　統 石川　　統

能分子にとっては環境としての意味をもっている． （放送大学 （放送大学
5

細胞の起源にも触れつつ，その働きを解説する． 教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

酸素と生物 原始地球上には酸素は乏しかったが，光合成生物の 石川　　統 石川　　統

出現によって，その濃度は飛躍的に上昇した。酸素 充油送大学 π放送大学
6

濃度の上昇が生物進化に与えた影響について概説す 教授：） 教授）

る。

原核細胞から真 真核細胞は異なる種類の原核細胞が共生しあうこと 石川　　統 石川　　統

核細胞へ によって生まれたと考えられている。その根拠を紹 煮放送大学 蕉放送大学
7

介しつつ，細胞小器官の機能について述べる． 教授） 教授）

多細胞体制 多細胞生物を構成する細胞や組織は，周囲の生体内 石川　　統 石川　　統

環境との整合性の下に維持されている．多細胞生物 完放送大学 荒放送大学
8

の起源とともに生体内環境の実態について紹介す 教授） 教授）

る．

発生の場として 生物の発生において個々の細胞は周囲の環境からの 八杉　貞雄 八杉　貞雄

の細胞環境 情報を受容して分化する。環境要因としては細胞外 （首都大学 （首都大学

9 基質や分泌因子などが重要であり、その作用機構の 東京教授） 東京教授）

解明が進んでいる。この講義では発生における細胞
環境や幹細胞の環境（ニッチ）について概説する。

生物の大進化と 生物の進化が環境要因の影響下におこることはいう 八杉貞雄 八杉　貞雄
地球環境 までもない。環境の影響は発生中の生物にとっても （首都大学 （首都大学

10
重要であり、近年は環境を通した発生と進化の密接 東京教授） 東京教授）

な結びつきが明らかになりつつある。この講義では、

進化、発生、環境の全体像について概説する．

寄生：異種生物 寄生者にとっては、宿主生物の体内が生きていく環 深津武馬 深津　武馬

という環境にお 境である。寄生者と宿主の間にみられる高度な相互 （産業技術 （産業技術
11

ける生存戦略 作用、そして巧妙な駆け引きや生存戦略について学 総合研究所 総合研究所
び、理解を深める。 研究グルー 研究グルー

プ長） プ長）

密接な生物問相互作用のもとに成り立つ「内部共生」 深津武馬 深津　武馬
内部共生と進化 と、それにともなう相互依存関係の発展としてとら （産業技術 （産業技術

12
えられる生物進化について、多様な実例に沿いつつ 総合研究所 総合研究所
紹介し、その本質と帰結について考察する。 研究グルー 研究グルー

プ長） プ長）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

環境とゲノム ゲノム維持機構は、環境ストレスから生物を守ると 三谷啓志 三谷　啓志

ともに、様々な環境に適応する多様な生物種を生み （東京大学 （東京大学
13

出す原動力にもなっている。このシステムを支える 教授） 教授：）

分子

の働きを解説する。

生物集団の個体 生物の数の多さ少なさ、変動性・安定性などはどの 宮下　　直 宮下　　直

数変動 ように決まっているのかについて紹介し，それが生 （東京大学 （東京大学
14 物進化に果たす役割について解説する． 助教授） 助教授）

生物種間の相互 自然界で生物種どうしは競争・捕食・寄生・共生な 宮下　　直 宮下　　直

作用と進化 ど相互に作用し合いながら共存しており，これが生 （東京大学 （東京大学
15 物の多様性を生みだす原動力となっている．ここで 助教授） 助教授）

は生物間相互作用の実態と，それが生物の多様化に
果たす役割について概説する．
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＝認知行動科学（‘06）　＝（TV）
　　一心身の統合科学をめざして一

〔主任講師（現職名）：西川泰夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　人の心や行動を解明しようと取り組む分野は、現状多岐にわたる。なかでも、心理学が果たしてきた

役割は大きいが、一方では、哲学的思索や思弁をふまえながらも、現在では、認知科学、行動科学、数

理言語学、情報科学、コンピュ・一一タ科学、そして脳神経科学や物理学などからの科学的取り組みが新た

な地平を開いている。こうした分野を統合して、認知行動科学と総称する。その背景、基盤、応用、そ

して新たな展開状況を解説し、自らの自己実現から心身の健康さらに安全で豊かな社会の実現に向け

て、各自がこの問題解決に創造的に取り組むさいに欠かせない基本的概念体系や論拠を提示する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

プロローグ 認知行動科学一心身の統合科学を目指して一。 西川＝泰夫 西川＝泰夫
常識問題一フレーム問題一。パラダイム・シフト。 （放送大学 （放送大学

認識の源泉一ボトム・アップかトップ・ダウンか一。 教授） 教授）
1

パターン認識。問題解決。創造の源、計算力。

認知行動科学への導入。記述、解説用語のレベル。

意味論のはざま。演繹論理と形式論理。

認知行動科学の 心身をめぐる思弁と思索から。 同上 同上

背景（1） デカルトの心身二元論。心とは。身体とは。

心身問題。言葉と自由意志。動物は言葉を持つか。
2 クレバー・ハンスの事例。条件反射学。実験行動分

析学。機械は知性を持つか。チューリング・テスト。

脳、ニューラル・ネットワーク。カントの呪縛。

認知行動科学の 心身をめぐる思索から科学的実証へ。 同上 同上

背景（2） ホッブスの心身一元論。推理、心は名辞の計算機。

オートマトンの系譜。動物霊気の正体。

3
ガルヴァー二の起死回生実験。デカルトの心身問題

の解消に向けて。精神物理学。三段論法。アリスト

テレスの形式論理学。形式化、抽象化、そして数学
化の意義。論理学の基本ルール。関係構造。

同一律、矛盾律、排中律。逆、対偶、反対関係。

認知行動科学の 現代記号論理学、命題論理学と述語論理学。 同上 同上

背景（3） 命題論理学。文章と文章を結び付ける4つの規則。

真理値、真理値表、真理関数。論理関係構造、演算。

4 論理代数の基本法則。矛盾、トートロジー。

述語論理学。主語の変数化、述語化。文章の関数化。

一変数関数、二変数関数、多変数関数。量化、量化

記号。公理系の無矛盾性、完結性。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

認知行動科学の 「反射」の仕組みから「脳」のモデルへ。 同上 同上

背景（4） 精神的分泌現象。パヴロフの条件反射弓。無条件刺

激と無条件反応の結びつき。条件付け操作、強化、

消去、消去抵抗、自然回復。精神的分泌の正体。高

次条件付け。一次信号系、二次信号系。洞察対試行
5

錯誤。ケーラーのチンベンジーの知能テスト。ソー

ンダイクのネコの問題箱。条件反応を引き起こすメ

カニズム。神経系のタイプ。パヴロフの脳モデルの

制約、限界とその後の展開。脳神経細胞は、非線形
閾値素子。

認知行動科学の 行動（の）科学。行動心理学。ワトソンの行動主義。 同上 同上

基盤（1） 行動主義宣言。行動主義者の綱領。心理学の数学化。

行動科学としての心理学。心は白紙。経験論。環境

6 論。学習。情動条件付け一アルバート坊やの事例一一。

ワトソンの心理科学史の上での評価。新行動主義者
たちの取り組みから一操作的概念の役割と意義。ミ
ラーの獲得性動因論、不安とは。動因低減、動機論。

認知行動科学の 実験行動分析学一オペラント心理学一。 同上 同上

基盤（2） スキナーの略年譜。スキナーの排除する「理論」と

は。三項関係。機会刺激一オペラント行動一強化の

7 随伴性。弁別刺激。強化子（正、負、罰）。強化の

スケジュール。スキナー箱。累積記録器。日常場面

での行動分析。刺激制御下にある自発オペラント行
動。環境は、行動を淘汰する。相互間の刺激制御。

認知行動科学の 人間情報処理システム。入力情報の変換・伝達・処 同上 同上

基盤（3） 理・伝達・再変換・情報の出力過程。情報の流れの

中で。情報伝達容量。SN比。情報量。情報量の単

8
位。負のエントロピー。秩序と無秩序。対数関数。

サイバネティクス。フィードバック・システム。

ホメオスタシス。サーボ・メカニズム。情報伝達経

路としての人。魔法の数「7±2」。情報の処理と
は。チャンク化、コード化。語の冗長性。

認知行動科学の 認知過程論。情報処理システム・モジュール。 同上 同上

基盤（4） 直接記憶範囲。注意の範囲。スパーリングの実験か

ら。部分報告法。全体報告法。記銘。直後再生。遅

9
延再生。感覚貯蔵。リセット機能。パターン認識。

セルフリッジ・モデル。パンデモニアム・モデル。

おばあさん細胞説。ネットワーク説。ボトム・アッ

プ・プロセス。トップ・ダウン・プロセス。予期図
式。創造性、創造的問題解決。

認知行動科学の 記憶システム。一次記憶、二次記憶。行動論と記憶。 同上 同上

基盤（5） エビングハウスの忘却曲線。無意味つづり。節約率。

記憶崩壊と干渉理論。順行・逆行抑制。緊張理論。

10 抑圧理論。短期記憶過程と長期記憶過程の分離。

系列位置曲線。初頭効果。親近性効果。短期記憶情

報の検索過程。高速悉皆走査直列処理。中途打ち切
り走査。長期記憶過程。確：率過程論モデル。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

認知行動科学の 中央制御システム。脳のモデル。形式ニューロン。 同上 同上

基盤（6） シナプス結合荷重（係数）。閾値。シグモイド関数。

形式ニューラル・ネットワーク。パーセプトロン。

分類。誤り訂正学習法。ヘッブの疎通原理。パーセ
11

プトロンの計算。パターン変換計算。学習収束原理。

隠れ層。排他的or計算。非線形力学系モデル。ホ
ップフィールド・モデル。エネルギー関数。極小値。

ボルツマン・モデル。

認知行動科学の 動物モデル。行動療法。薬理療法。行動医学。 同上 同上

応用（1） パヴロフの分化条件付け。実験神経症。消去法。消

去抵抗。拮抗条件付け。系統的脱感作法。葛藤のタ

イブ。マッサーマンの実験。心的ストレス。ワトソ
12

ンの情動条件付け。刺激汎化。スキナーのオペラン

ト技法。行動修正・変容法♂応用行動分析学。教育

工学。エア・クリブ。行動薬理学。生活習慣病。刺

激制御。自己制御。環境設計（ユートピア論）。

認知行動科学の 動物モデル。認知行動療法。心身問題。ブラディ実 同上 同上

応用（2） 験。ストレス刺激・ストレス反応。心身症。心的疲
労。ストレスと免疫機構。ワイス実験。三つ組み法。

統制群、実験群、ヨークト群。回避・回避葛藤。心

13 因性胃障害。セリグマン実験。学習性絶望感。無力
感。心因性うつ症モデル。信念、世界観。自己制御。

経験の後遺症。対処可能性。認知行動的対処法。認

知行動的免疫法。認知行動的耐性強化法。ハイテク
導入技法。バイオ・フィードバック法。薬理法。

認知行動科学の 動物モデル。比較認知行動科学。 同上 同上

応用（3） スキナーのコロンバン・シミュレーション計画。

ハトによる認知過程のシミュレーション。

二羽のハトによる言語を用いた会話。創造的問題解
14

決過程。高い天井につるしたバナナをつつくハトの

洞察。短期記憶過程。ハトのメモ取り。自己認識。

自己認識実験パラダイム。ハトの鏡像理解。応用比

較認知行動科学。行動工学。

エピローグ 認知科学の成立基盤再考。人間の知性再考。心の記 同上 同上

号・計算論。論理関係構造。四則演算。文法。人工
知能研究（ダートマス会議）。情報科学セミナー。

情報処理システム。記述のレベルと用語。形式体系。

チューリング・マシンの計算。デネットの計算論を

15 巡る論理地図。高教会派計算主義。禅的全体論。

ドレイファスの反記号論・反計算論。身体・文脈・

意図、志向性。サールの中国語の部屋思考実験。意

味の役割。チューリング・テスト再考。ペンローズ

の反人工知能論。ゲーデルの不完全性定理。

おわりに。
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＝＝ ｶ活科学1（‘05）ニ（R）
　　　　　　　一　食の科学　一
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全体のねらい

生活科学には主として人々の日常的生活環境の中での衣、食、住および人間を対象とする研究分野があ

る。本科目ではヒトの生命維持に直接関わる「食」を現代の科学的知見を盛り込んで解説する。食に関

する基本的概念を論じ、食品の機能、健康を維持・増進する機能性食：品、食による生活習慣病の予防、

高齢者の食生活など常にヒトの健康を視野に入れて論述し、理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生活科学は人間の日常的営みの中で関わる様々な 中谷　延二 中谷　延二
事象を科学的に分析し、解明する学問である。この （放送大学 （放送大学

生活科学におけ 「生活科学1」では健康な食生活を目指すことに視 教授） 教授）
1 る食の科学 点を置き、食品の機能から、山蛭、嗜好性、生活習

慣病の予防、高齢者の食生活、食品衛生などを論ず
る。

食品には3つの機能があるといわれる。我々の生 中谷　延二 中谷　延二
命維持に関わる最も重要な栄養機能（一次機能）、感覚

に訴える嗜好機能（二次機能）、生理的作用に関わる生
2 食品の機能 体調節機能（三次機能）である。これらの機能を発現す

る成分を列挙し、その機能性を評価し、解説する。

世界の食料生産状況を地域別に概観し、地球規模 谷口　肇 谷口　肇
での食料自給の現状に触れる。次いで急激に増加す （石川県立 （石川県立

る人口と発展途上国における生活水準の向上がもた 大学教授） 大学教授）
3 世界の食料 らす食糧需要増大に農業生産がどこまで対応できる

かについて、食糧増産の技術的問題を検討し、食料
の需給予測について代表的な研究例を紹介する。

飽食、グルメ、簡便が高度に進んだ日本の食の現 谷口　肇 谷口　肇
状について整理し、戦後日本で進展した食品科学お

よび食品製造技術の発展について紹介する。次いで
4 日本の食料 狂牛病に代表されるような食の安全に対する懸念の

増加と国際的に見ても異常に低い食料自給率の問題

を取り上げ、日本の食のあり方について考察する

糖質（炭水化物）はエネルギー源として最も獲得 中谷　延二 中谷　延二

しゃすい栄養素である。食材として米、麦などの穀

類、いも類、豆類などがある。デンプンが主なエネ
5 糖質の科学 ルギー源であるが、ショ糖、グルコース、乳糖、麦

芽糖などの糖類もある。オリゴ糖、多糖類（食物繊

維も含む）についての多くの有用な機能も紹介する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

食品の第二の機能といわれる嗜好性に関連する機 三崎　泰枝 三崎　泰枝
能について概説する。我々の感覚を直接刺激する食 （大阪市立 （大阪市立

食品の嗜好性に 品の香り、味の成分を化学構造から分類するととも 大学大学院 大学大学院
6 関わる機能 に発現機構の複雑さについて触れる。食品の色は外 助教授） 助教授）

一三、味，色一 観とともに見た目のおいしさ、食欲との深い関わり

がある。食嗜好のファクターを考察する。

食肉のおいしさを構成する要素は、他の食品と同 四谷　明紘 四谷　明紘
様に調理前の外観に関するものと、調理後口に入れ （日本獣医 （日本獣医

おいしさの科学 てから知覚されるものに大別される。前者には赤身 畜産大学教 畜産大学教

7 食肉のおいしさ と脂肪の色、赤身のきめ、締り、脂肪交雑などがあ 授：） 授）

り、後者には食感、味、香りがある。本講義では各

種食肉について、それらがどのように成り立ってい
るかを解説する。

生活習慣病は加齢に付随して起こるものである。 小城　勝相 小城勝相
しかし名前の通り生活習慣によって、その発症が早 （奈良女子 （奈良女子

生活習慣病と食 くなることも悪化することもある病気である。それ 大学教授） 大学教授）

8 生活 を防ぐには、何よりもその発症機構を知った上で食

生活を見直すことが大切である。本講義では生活習

慣病を引き起こす代表的な物質である活性酸素の作
用について我々の最近の研究成果を含めて論じる。

人体のミネラルの約半分を占めるカルシウムはそ 小城勝相 小城勝相
の99％が骨と歯に存在する。リン酸、コラーゲンと

カルシウムと骨 ともに骨形成には重要な役割を演じているが、電解
9 質として細胞分裂、血液凝固、神経活動の維持など

生命現象にも大きく関与している。カルシウムの代
謝をはじめ骨の健康に関わる生理的機構を論じる。

食生活や運動習慣のアンバランス、生活環境で生 中谷　延二 中谷　延二

じるストレスなどが原因で発症する生活習慣病が急

増している現在、これらの疾病を医療、投薬に頼る

10 新しい食品の創 のではなく、日常的に摂取する食品で予防する試み
出 が広がってきた。そのひとつに特定保健用食品や栄

養機能食品の創出、サプリメント類の増加が見られ

る。この経緯、背景を解説する。

国民栄養調査の結果から国民の栄養状態や食物摂 菊崎泰枝 菊崎泰枝
取レベルの実態を概説する。その現状を踏まえ、わ

が国の少子・超高齢化社会を支えるべく、健康寿命

11
日本人の食生活 の延伸と壮年死亡の減少をめざした食生活の改善策

について考える。食と生活習慣病に関わる研究の具

体例を例示しながら、食生活の面から健康の維持・

増進を図るための指針を述べる。

一7　6一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

高齢社会を迎えたわが国では、単に長寿であるだ 和田　淑子 和田　淑子
けでなく、いかに健康で豊かに長寿をまっとうでき （関東学院 （関東学院
るか、高齢者の生活の質の向上を図ることが重要な 大学教授：） 大学教授：）

12 高齢者の食生活 課題である。本講座は、高齢者のための食品の創出、

調理上の工夫、高齢者用食器の創出など、生活の質
の向上を食生活の面から支援する方策を述べます。

私達は生物資源を食材として利用し、命をつない 西川　禎一 西川　禎一
でいる存在であり、環境問題は直ちに食の問題とし （大阪市立 （大阪市立

食中毒による健 て命の問題へと帰着する。本講座では食の安全性に 大学大学院 大学大学院
13 康被害の現状 関わる生物学的問題が身近な危機として再認識され 教授） 教授）

ることを促す目的で、食中毒を中心にわが国におけ
る健康被害の現情を紹介し問題点を考察する。

食中毒の生物学的要因を列挙し、重要なものにつ 西川　禎一 西川　禎一

いてその生態や病原機構に関する基礎知識を講義す
食中毒の基礎知 る。また、本来自然に存在すると考えられるこれら

14 識と環境問題 の生物学的危害要因が実は私達の社会経済活動など

と密接に関連している可能性を紹介し、食環境のあ

りようについて受講生自身が考える糸口とする。

若年層から高年齢層にわたって増加している糖尿 中谷　延二 中谷　延二

病や肥満症，高血圧症などの生活習慣病の発症、高

齢者の健康維持・増進など多くの課題が、私たちの 小城勝相
15 健康な食生活 食生活に大きく関わっている。それぞれ専門の立場

から健康な食生活を論ずる。 西川　禎一

菊崎　泰枝

一7　7一



％訂正
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・＝@生活科学H：（‘06）＝＝（TV）

　一住民主体の居住環境整備一
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博文（放送大学教授）　〕

秀樹（千葉大学教授）　〕

信義（宇都宮大学教授）〕

全体のねらい

居住環境整備は21世紀の日本社会が取り組むべき重要な社会課題の一つである。従来のように行政や
民間のディベロッパー・・…bなど供給者側に依存した整備手法は、様々な限界を露呈し近年急速に居住者参加

型のプロジェクトが増えつつある。本講義では、このような住まいづくり、まちづくりに参加する住民

に対し、有効な知識や様々な情報並びに手法を提示し、プロジェクトの推進を支援しようとするもので

ある。2章から8章までが住まいづくり、9章から15章までがまちづくりと2部構成になっている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

居住者参加の意 集合住宅づくり、並びに居住地環境整備における居 本間博文 本間博文
味 住者参加の意味を解説し、講義全体の狙いを述べる。 （放送大学 （放送大学

2回目以後は、前半を住まいづくり、後半を居住地 教授） 教授）

環境整備について論じる。 藤本信義 小林秀樹
1 （宇都宮大 （千葉大学

学教授） 教授）

藤本信義
（宇都宮大

学教授：）

世界のコープ住 居住者組合（housing　co－operative）による住宅供 小林秀樹 小林秀樹
宅 給は、欧米、カナダで盛んに取り組まれており、そ （千葉大学 （千葉大学

の全体像を概観する。併せて日本の居住者参加型集 教授） 教授：）

2 合住宅の位置づけを明らかにする。

海外取材映像を活用する。

日本のコーポラ 日本のコーポラティブ住宅の歴史と特徴を紹介す 本間博文 本間博文
ティブ住宅 る。とりわけ、最近企業やコーディネーター主導の （放送大学 （放送大学

企画型コープが増えてきているが、現地ロケなどの 教授） 教授）

3 映像を交えてその実態を解説する。

ゲスト　中林由行氏（NPO　コープ住宅推進協議会事
務局長）

スケルトン定借 スケルトン聾唖マンションは、居住者参加が必須の 小林秀樹 小林秀樹
マンションの事 条件ではないが、通常のコーポラティブ住宅に比べ （千葉大学 （千葉大学

業プロセス て土地取得のハードルがない分、参加型の事業が大 教授） 教授）

4 半を占める。この新しい住宅供給システムの紹介と

事業プロセスを解説する。

ゲスト　田村誠邦㈱アークブレイン代表
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

居住者参加によ 環境と共生することにより、都市への建物の環境負 本間博文 本間博文
る環境共生住宅 荷を出来るだけ軽減し、出来るだけ良好な状態で自 （放送大学 （放送大学

分たちの居住環境を造ろうとする運動がコープ住宅 教授） 教授）

5 と一体となって実現している。居住者参加による環
境共生住宅の現状を紹介する。　　　　　　　　　　　　　瑠

ゲスト　甲斐徹：郎㈱チームネット代表

、　　　　　　“

家族形態の多様化を受けて生活の一部を共同化する 小谷部育子 小谷部育子
コレケティプ！ゆグガ

住まい方を求めたコ・ハウジング（スウェーデンで （目本女子 （日本女子

はコレクティブハウス）が欧米を中心に定着してい 大学教授） 大学教授）
6 る。現地での取り組みと近年の日本での展開を紹介 小林秀樹

する。 （千葉大学

教授）

住民参加による 公共住宅の建て替えや大規模改修にあたり、居住者 横山俊祐 横山俊祐
公共住宅の再生 参加を重視する動きが出てきている。その背景と課 （大阪市立 （大阪市立

題について事例を交えて考察する。 大学大学院 大学大学院
7 教授） 教授）

本間博文
（放送大学

教授）

マンション建て 老朽化するマンションの建て替えは今後重大な社会 本間博文 本間博文
替え 問題に発展する可能性が高い。当然居住者参加によ （放送大学 （放送大学

って事業を進められることになるが、参加のあり方 教授） 教授）

8 が大きな課題になる。近年の事例を紹介しながら、

今後の取り組みへの指針を探る。ゲスト田村誠邦㈱

アークブレイン代表
へ

まちづくりワー 参加型まちづくりの手法として、ワークショップは 藤本信義 藤本信義
クショップ（1） 広く適用されるようになっているが、その種類、内 （宇都宮大 （宇都宮大

9 参加型まちつく 容、適用範囲は多岐にわたっている。まず、ワーク 学教授） 学教授）

りの手法 轟塁塞1ま芝繋欝欝籔む漠驚
る。　　　　　　　　　　　禰藤伽F彰ぴ なが今

まちづくりワー 参加型まちづくりの原型として位置づけら　　山形 藤本信義 藤本信義
クショップ（2） 県飯豊町の事例、および伝統的な　　　みの継承発 （宇都宮大 （宇都宮大

ワークショップ 展をめざす事例における実　　　一クショップを紹 学教授） 学教授）
10 の実際 介し、その成果と“　メ　、ワークショップを適用

する際の留意州、、限界等について整理する。

「つなぎ」の戦 「まちづくりはヒトづくり」であるが、モノつく 藤本信義 藤本信義
略によるまちづ りとコトおこしが連動している。モノ・ヒト・コト （宇都宮大 （宇都宮大

くり をつなぐことによって活き活きとしたまちづくりが 学教授） 学教授）
11 できることを、具体例で提示する。都市農村交流や、

昔と今をつなぐまちづくりについても、その必要性

を明らかにする。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

NPOによるまち
ﾃくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノmPOによるまちづくりへの取り組みが盛ん長湯っ
ﾁあることに焦点をあて、根回麺るまちづくり組織・団体の活動、高　　　るコミュニティへ

藤本信義
i宇都宮大

w教授）

藤本信義
i宇都宮大

w教授）
12 の住民主体の対応、ノハ施設の管理運営に参加する

NPOの実態　’　・課題等を紹介する。

景観に配慮した 市街地における景観紛争・論争が増えつつ　　』と 藤本信義 藤本信義
まちづくり の影響もあってか、市民の景観意識徐々に深まり （宇都宮大 （宇都宮大

つつある。景観法が成立した　　の、我が国の景観 学教授） 学教授）

13 行政は西欧に比べて遅　　・る実態にあるため、住

民主体の景観形”動をどのように展開すべきか
を、フラ’　の事例を交えて明らかにする。

ゲ　　　和田幸信（足利工業大学教授）

グラウンドワー 行政依存により身近な居住環境と関わることが希薄 三橋伸夫 三橋伸夫
ク 化してしまった現代社会で、ボランティアなどコミ （宇都宮大 （宇都宮大

ユニティやNPOの力を引き出し、企業や行政と連 学教授） 学教授）

校して身近な居住環境をコミュニティが創造してい

14 く動きをつくろうとするのがグラウンドワークであ

る。1980年代はじめに英国に端を発し日本のみなら

ず世界に広がりつつあるグラウンドワークの考え方
と実践方法を紹介する。ゲスト　小山善彦（バーミ
ンガム大学講師）

過密な大都市に生まれ育ち、時間に追われてスト 三橋伸夫 三橋伸夫
レスを抱える都市生活者が増えるにつれて、忌寸か （宇都宮大 （宇都宮大

ゲリーンツーリズ取 な田園環境でゆったりとした時間を家族や友人と過 学教授） 学教授）

15
三家騙 こすグリーンツーリズムが注目され、こうした人々

��ｫ受け交流するため農家が自らの居住環境を整
える農家民宿が増えつつある。その動きを先進地の

ひとつである英国やわが国の事例を通して紹介しな
がら今後のあり方を探る。

ゲスト　青木辰治（東洋大学教授）

ー
ノ

父

　
勒
や

ツ
鵬
陶

　
ン
乾

　
匙

　
駆
今



＝　健康科学（‘05）＝（TV）
　　　一人々の健康を支える基盤一

〔主任講師：多田羅浩三（放送大学教授）〕
〔主任講師：瀧澤　利行（茨城大学教授：）〕

全体のねらい

平均寿命世界一の社会は、世界一多様な健康状態の人たちが生活する社会であり、そのような社会が求

めている新しい科学の役割こそ、「健康科学」が担わなければならないか。そうした観点に立って、講

義ではヒポクラテス以来の人類の医学のあゆみ、また人々の健康を支える制度の構築に先駆的な取り組

みをすすめてきたイギリスのプライマリケアの現状についての理解をもとに、21世紀の「健康科学」

が、人々の多様な健康状態を支える科学として、どのような方向を目指すべきか、考えたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

医学のあゆみ 西洋医学の父といわれ、医神アスクレピオスを奉じて活躍し 多田羅浩三 多田羅浩三

その1 た、ヒポクラテスの医学の、症状の観察、液体病理学、痒気 （放送大学教 （放送大学教

1 論という方法と考え方、またヒポクラテスの医学を継承した 授：） 授：）

ローマ時代の医師、ガレノスの生気論を中心に、その内容、

特徴について学び、西洋医学の原点を確認したい。

医学のあゆみ 人間の発見をモットーとする、ルネッサンスという時代を迎 多田羅　浩三 多田羅浩三

その2 え、ヴェザリウスの解剖学が生まれ、ハーベイ、ラマッツィ
一二、モルが一二、ビシャー、シュヴァン、ウイルヒョウら

によるヒポクラテスの液体病理学への挑戦をつうじて得られ

た人間の疾病の本態についての理解、またスノー、パスツー
2 ル、コッホ、フレミングらによる温気論への挑戦、ナイチン

ゲール、ペッテンコーフェルらによる痒激論の継承」こよって

進められてきた疾病への闘いのあとをたどり、その特徴につ
いて考えてみよう。　（パスツール以下は、医学のあゆみ　そ

の3で講義）

医学のあゆみ ヒポクラテスの医学において、最も重視されたのは症状の詳 多田羅浩三 多田羅　浩三’

その3 細な観察と記録である。その伝統を継承したのは、シデナム、

ブールハーヴェであり、産業革：命を背景に登場してきた病院

を舞台に区分収容という方法を取り入れ、症状の中に疾病を
3 発見するという診断学の手法を明らかにしたのがブライトで

ある。3回の講義のまとめとして、長いあゆみを経て到達し

た現代の医学の特徴をふまえ、21世紀の健康科学の目指すべ

き方向について考えてみたい。

イギリスのプライ イギリスでは、1911年の国民健康保険制度の発足以降、公衆 多田羅浩三 多田羅浩三
マリケアに学ぶ 衛生、一般医の医療の上に、病院の医療が重ねられるよう、

その1 プライマリケアの管理システムをどのように構築するか、

人々の健康を支え 1948年の国民保健サービスの実：施を経て、100年に近い取り
4

るシステム 組みがすすめられてきた。講義では、その意義、特徴につい

て考えてみたい。現地にオックスフォード・プライマリケア・

トラストを訪問し、現状や課題について話しを聞き、紹介し

たい。

イギリスのプライ プライマリケアの中核を担っているヘルスセンター、また地 多田羅浩三 多田羅浩三
マリケアに学ぶ 域の多様な住民を対象にした母子保健事業の拠点となってい

その2 るファミリーセンター、在宅での療養を中心にしたケアをす

5 人々の健康を支え すめるために設置されている成人用、小児用のホスピスなど

る施設 が、人々のプライマリケアを支えている。オックスフォード

に設置されている、これらの施設を訪問し、施設の特徴や課

題について、話しを聞き、紹介したい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） 『（所属・職名）

イギリスのプライ 地域にあって、疾病ではなく人間を診るという理念のもとに 多田羅浩三 多田羅浩三
マリケアに学ぶ 活躍している一般医、また健康課題のよき相談相手として活

その3 拝している保健師、ナイチンゲール以来の伝統の中で在宅看

6
人々の健康を支え 護を担っている地区看護師など、多様な専門：職によって、人々

る多様なスタッフ の健康は支えられている。これらの専門職の人たちをオック

スフォードに訪問し、その仕事ぶりを紹介したい。

現代社会における 現代社会における健康問題は先進国においては、ライフスタ 瀧澤　利行 瀧澤　利行
健康問題の多様化 イルの変化にともなう生活習慣病を中心とした慢性疾患と社 （茨城大学教 （茨城大学教

会構造の複雑化に起因する心身のストレス性疾患が増加して i授） 授）

7 おり、発展途上国では貧困による栄養障害や感染症がなお健

康阻害要因として大きな位置を占めている。文明化の過程で

疾病像がどの様に変化するかを検討しながら、現代社会にお

ける栄養、運動、こころの健康問題について検討してみよう。

ヘルスプロモーシ こんにち、多様化した健康問題を解決するための国際的動向 瀧澤　利行 瀧澤　利行

ヨンと健康増進 としてヘルスプロモーション運動が展開されている。個人の

健康向上のためのスキルアップや技術向上と社会的環境整備

8 の両面を指向したこの活動は、先進諸国においても発展途上

国においても共有できる理念・方法として普及している。こ

こでは、その理論的背景と具体的構成要素について、考察を
加える。

健康管理・健康教育 急性疾患から慢性疾患への疾病像の変化にともない、プライ 瀧澤　利行 瀧澤　利行

の新しい展開 マリケアの重要性が提起されるようになって久しいが、こん

にちではさらに健康管理においては根拠にもとつく健康管理

（EBH：C）やケアの質管理の問題が論じられ、健康教育にお
9

いても行動変容からさらに住民参加型の健康教育へと方法論

が拡大している。ここでは、専門家の裁量や経験性への依存

にとどまらず、情報の共有による創造的・双発的な健康管理
と健康教育の動向を検討する。

健康と文化 人々の健康に関する働きかけは、前回までの講義で明らかに 瀧澤　利行 瀧澤　利行

されたような科学的方法論による追求とともに、個別の地域

や集団の文化性に強く規定される。人々の健康増進をその生

10 活の次元に合わせて融和的に実現するためには、対象集団の

文化的特性や地域的実情を十分に知る必要がある。ここでは

地域への保健活動の前提としての健康と文化的特性との関係

を主要な理論や実例を通して考えていくことにする。

人々の健康を支え わが国の公衆衛生は、保健所の機能を基盤として成長してき 多田羅浩三 多田羅浩三
る事業一成果と展 た。近年、多くの事業が保健所から市町村へ移行している。

望一 市町村が実施している母子保健事業、老人保健法による保健

11 事業、介護保険事業計画、健康日本21地方計画などについて、

大阪府摂津市を訪問し、現状を中心に、その実績から、人々

の健康を支えている事業の役割、成果、展望などについて考
えてみよう。

健康の危機管理 人々の健康を支えるという課題について考えた場合、人々の 多田羅浩三 多田羅浩三
健康は、大きな公害や震災、流行病などによって大きな被害

を受けてきた。それらの経験から学ぶことは極めて多く、貴

12 重であると思われる。とくに戦後、わが国が経験した水俣病

やイタイタイ病、阪神淡路大：震災、大腸菌0157食中毒、バ

イオテロ、SAHSなどの事例を振り返り、危機管理の基本的
なあり方について考えてみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

公衆衛生の役割と 人類の公衆衛生は、19世紀、産業革命を背景とした人口の都 多田羅浩三 多田羅浩三
展望 市への集中と国際的な経済交流の発展を背景とした感染症の

流行という事態に直面して生まれた社会の制度である。フラ

13 ンクやチャドウィック、ラムゼイ、シモンらの活躍によって

構築されてきた、公衆衛生の伝統について学び、とくに社会

の関与が人々の健康に対し、どのような役割を担うことがで

きるか、公衆衛生の展望について考えてみたい。

健康日本21の意義 西洋医学は、人類の疾病への闘いに大きな成果を挙げてきた。 多田羅浩三 多田羅　浩三

一国民の責務と その現代の優等生は日本である。昭和61年には男女ともに平

人々の健康一 均寿命世界一の記録を達成した。そのような実績にもかかわ

らず、わが国の生活習慣病による死亡数は激増している。平

14 均寿命世界一の社会は、最も多様な健康状態の人たちが生活

している社会である。結果として、人々の生活習慣、医療保

険制度、保健事業や福祉事業のあり方が厳しく問われている。

そのような状況の中ですすめられている、健康日本21の意義

について考えてみたい。

人々の社会を 人類の歴史の中で生まれ発展してきた制度の中で、とくにイ 多田羅　浩三 多田羅　浩三

支える制度 ギリスの歴史にみられる、陪審制度、議会制度、大学、修道

院の解体と救貧法、プロクェッションの誕生、医療保障制度

15 の成立などにフォーカスをあてて、長い歴史の中で人々の社

会を支える制度が築かれてきた歴史について考えてみたい。

その中で、講義の最終回として、人々の健康を支える基盤が

目指すべき方向について、考えてみたい。
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殊1駐 ＝　精神医学（’06）＝（R）

〔主任講師
〔主任講師

仙波　純一　　（放送大学教授）　〕

石丸　昌彦　　（桜美林大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は臨床心理士養成コース大学院の科目として作成されたものである。したがって、ある程度

医学的な知識がなくとも、精神医学の役割を理解できるように工夫されている。診断学は簡単な記述に

とどめ、精神科疾患を提示し、その治療の道筋を把握できるように作成した。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

精神医学とは何 医学における精神医学の占める位置を説明し、次 仙波純一 仙波純一
か に精神医学の簡単な歴史と現状について述べる。精 （放送大学 （放送大学

1
神症状を把握するための面接法、臨床検査法、およ 教授：） 教授）

び診断法の概略を述べる。

精神医学的面接 精神医学的な面接は、症状の聴取だけでなく、診 仙波　純一 仙波　純一

2

法 断あるいは治療にも直結する重要な行為である。

統合失調症（1） 精神医学の最大の課題のひとつである統合失調症 石丸　昌彦 石丸　昌彦

をとりあげ、その疫学、症状、推定されている成因 （桜美林大 （桜美林大
3

などについて述べる。 学教授） 学教授）

統合失調症（2） 統合失調症の治療法すなわち、薬物療法、精神療 石丸　昌彦 石丸　昌彦

4 法、社会復帰療法などについて述べる。

気分障害（1） 従来の診断名では躁うつ病とよばれる気分障害を 仙波　純一 仙波　純一

とりあげ、その疫学、症状、推定されている成因な
5 どについて述べる。

気分障害（2） 気分障害の治療法を構成する薬物療法と精神療法 仙波　純一 仙波　純一

6
の役割を述べる。

不安障害（1） 伝統的には神経症と呼ばれてきた疾患群を不安障 石丸　昌彦 石丸　昌彦

害としてとりあげ、その主なものについて、疫学、
7 症状、治療法などを述べる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

不安障害（2）・ 第7章に続き，不安障害について述べる。さらに， 石丸　昌彦 石丸　昌彦

摂食障害 拒食症・過食症などの摂食障害の疫学、症状につい
8 て述べる．

9

人格障害 に襲凝望などを含む人格聯臆特徴
@　　　　　　　　　　　　　　　（！←ソア犠障害）

石丸　昌彦 石丸　昌彦

薬物・アルコー 社会問題化しているアルコール依存症、覚醒剤依 仙波　純一 仙波　純一・

ルや身体疾患に 存症などの疫学、症状、治療について述べる。中枢 石丸　昌彦 石丸　昌彦

よる精神障害 神経系疾患の部分症状として現れる精神症状につい
10 て解説する。

老年期の精神障 高齢化社会で問題となる老人性認知症や老年期の 石丸　昌彦 石丸　昌彦
害 うつ病をとりあげ、その疫学、類型、症状、治療に

11 ついて述べる。

児童青年期の精 小児期に明らかとなる広汎性発達障害、学習障害、 ’市川宏伸 市川宏伸
神障害 注意欠陥多動性障害などについて述べる。 （東京都立 （東京都立

12 梅ヶ丘病院 梅ヶ丘病院
院長） 院長）

精神科治療（1） 精神科治療薬の種類とその推定される作用機序に 仙波　純一 仙波　純一

13
ついて述べる。

精神科治療（2） 精神科治療における心理・精神療法をとりあげ、 石丸　昌彦 石丸　昌彦

14

その基本原則について述べる。

日本の精神医療 日本の精神医療の現状を行政や法律の面から検討す 仙波　純一 仙波　純一

の現状 る．同意の得られない治療は精神保健福祉法に基づ

いて行われる。また刑事責任能力などについて司法

15 上の問題が生じることもある。さらに，精神障害者

が地域に住み満ち足りた生活や活動を行えるために
地域で行うべき精神医療や福祉について述べる。
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％三三正
二　経営システム1（℃6）＝（R）
　　　　一企業の公的経営一

〔主騰師無名）：佐々木弘（黎黎鱗〕

〔主任講師（現職名）　山田幸三（上智大学教授）〕

全体のねらい

受講者が関心をもつテーマや修士論文で取り上げようとするテーマをより広い学習分野の中から選択

できるよう「経営システム1」は、講義内容を大きく、二つに分けた。前半の第1部では私企業（民間

企業）の経営を対象とし、後半の第H部では公企業の経営を対象とする部分から構成させるよう努力し

た。それぞれの分野の重要問題を簡潔に学ぶことにしよう。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第　　1　部　　　　私　企　業　の　経　営

環境の中で生き 企業は経済社会という経営環境の中で活動する組織 山田　幸三 山田　幸三

る企業 体であり、その環境とのさまざまなやり取りの巧拙 （上智大学 （上智大学

が存続に影響を及ぼす。しかし、企業は環境に対し 教授） 教授）

1
て単に受動的に適応するだけではなく、自らの戦略

的な活動によって発展・成長を遂げる。

経営戦略の策定 経営戦略は、企業と環境とのかかわり方を将来志向 山田　幸三 山田　幸三

的に示す構想であり、能動的な活動によって経営環 （上智大学 （上智大学

境に適応していくために不可欠な役割を果たす。こ 教授） 教授）

2 こでは、経営戦略の内容と機能について概観してお
くことにしよう。

全社戦略 経営戦略は、組織の階層の違いを反映して事業戦略 山田　幸三 山田　幸三

と全社戦略とに分けることができる。全社戦略は事 （上智大学 （上智大学

業構造の戦略とも呼ばれ、企業全体に関する課題を 教授：） 教授）

3 広範で長期的な視点から分析して事業戦略間の整合

性を検討する。ここでは、全社戦略の内容と課題を
説明する。

事業戦略 事業戦略は、競争と不可分の関係にあり、　「誰に」 山田　幸三 山田　幸三

「何を」　「いかに」という3つの問題に答えて差別 （上智大学 （上智大学

化を図る必要がある。ここでは、顧客の分析と競争 教授） 教授）

4 の分析を中心に事業戦略を策定するための基本的な
論点について説明する。

競争優位と事業 持続的な競争優位を構築するためには、製品やサー 山田　幸三 山田　幸三

システム ビスのレベルではなく、事業システムという仕組み （上智大学 （上智大学

のレベルで競争相手との差別化を実現することが本 教授） 教授）

5 質的な課題である。ここでは、事業システムと競争

優位に関する基本的な論点を考える。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

事業システムの 事業システムでの競争優位は難しく持続するという 山田　幸三 山田　幸三

設計と構築 性質をもっている。ここでは、事業システム設計と （上智大学 （上智大学

構築のための基本的な選択と事業システムの設計の 教授） 教授：）

6 ための基本的な論点について考える。

情報化時代の事 1990年代以降の競争では、品質に加えてスピードや 山田　幸三 山田　幸三

業システム 俊敏性がキーワードとなっている。情報化の進展は、 （上智大学 （上智大学

戦略の実現に必要な組織の俊敏性を高めるために重 教授） 教授）

7 要な役割を果たす。情報とコンピュータネットワー

クの特性に見合った事業システム作りが求められて
いる。

新事業開発と支 新事業開発は企業の主要な戦略課題であるが、日本 山田　幸三 山田　幸三

援システム 企業の成功確率は決して高いとはいえない。ここで （上智大学 （上智大学

は、新事業開発のための戦略と支援システム構築の 教授） 教授）

8 基本的な論点を説明する。

第　H　部　　　公　企　業　の　経　営

公企業とは何だ 公企業とは何だろうか。資本主義体制下においても、 佐々木　弘 佐々木　弘

ろうか なぜ私企業だけで、すべてをやれないのか。公企業 二四 （平坦
9

の存在理由や意義は何か。公企業は（私企業に比し

ﾄ）どのような経営原則に基づいて経営されている
教樹榊夢
@発…拳敬幽

教鞠縣
のか。

公企業と公益企 公企業としばしば混同されるものに、公益企業とい 佐々木　弘 佐々木　弘

業 う用語がある。そこで、公益企業とは何か。公企業 （敷欝 （敷欝
10

との相違点はどこにあるのか。具体的にはどのよう

ﾈ産業群にみられる企業をいうのか。できれば、近

教授）嚇峰．　　砂弄 q教授）ネ申艇

@　繍竹下
年の公益企業規制改革の動向にも触れてみたい。

夢

公企業の経営形 公企業とひとくちでいっても、実際には、公企業は 佐々木　弘 佐々木　弘

態（その1） 様々な経営形態をまとって存在している。そこで、 （殻欝 （敷譜夫学

11
公企業の経営形態を類型化して示したうえで、その

蝸vな形態のいくつかをとり出して、その特徴や課

ご教樹葉噺　　　鰯B，　孟教授）掩顔蜜

@　多幸渤 窒

題を明らかにしていくことが必要となる。

公企業の経営形 前章につづいて、ここでは、近年特に世間の広い関 佐々木　弘 佐々木　弘

態（その2） 心を集めている「第三セクター」形態をとりあげ、

12
その理論と実際、いくつかの問題点などを指摘した

｢。
鵜編i

教・授）神三田》　輔

三
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

公企業の経営効 公企業の経営効率化をいかに促すか。物価安定政策 佐々木　弘 佐々木　弘

率化をいかに促 会議や経済企画庁（現内閣府）での議論、さらには、 回送ラ騨 （糊
13

すか（その1） 欧米における動向等を参考にしつつ、公企業の経営

�ｦ化への方策をいくつかの視点から論じる。
搬）難鴇

公企業の経営効 最近、P：FI方式や独立行政法人制度をはじめ、上下 佐々木　弘 佐々木　弘

率化をいかに促 分離論方式や多様な経営委託など、公的サービスの （三三学 （回送三三

すか（その2） 供給方式の多様化が注目されるようになった。この 骸授）三三彰 義授）三三学
14 ような流れの中で、公企業はどうあるべきかを考え 4霧 三三

てみよう。

公企業の経営改 公企業の今後のあるべき姿、経営改革のめざすべき 佐々木　弘 佐々木　弘
、　　　　　　　　　　、 、　　　　　　　　　　、

革：の方向をめぐ 方向が模索されている。ここでは、その主な立場の （ （ 榊胤岬

ｦ

15
って 一つとして総合規制改革会議の考え方とそれに対す

骼ьｩ身の批判的論文を示すことによって、読者自
翻神戸蝉
@　　騰硲“

親受）三三毬

@　　榊
身に考えてもらう材料を提供することにしたい。
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＝　経営システムll（‘05）
　　　　　　一　経営者機能　一

＝：　（R）

〔主任講師：吉森 賢（放送大学教授）〕

全体のねらい

　経営破たん、違法行為などにより今日ほど企業経営者が厳しい批判に曝されている時代は過去に

少ない。このため経営者にはさまざまな要求がつきつけられている。この講義は経営者の視点から

その基本的機能を再構築し、新たな指針の一助とすることを試みる。具体的には経営者の機能を経

営理念、企業文化、企業倫理、企業統治、経営戦略の策定・実施・維持・改変と定義し考察する。

また日本のみならずアメリカ、イギリス、ドイツ、フランスの実態をも検討し、参考にする。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経営者機能 経営者が果すべき企業理念、企業倫理、企業文化、企業統

治、企業戦略の5機能について定義をし、これら相互間の関 吉森　　　賢 吉森　　　賢

連性と階層関係をソニーの例により説明する。次いでこれら （放送大学教 （放送大学教
1 を実践するために最高経営責任者に求められる態度、責任、 授） 授：）

リーダシップ、企業家精神について考察する。

企業理念 企業理念を企業の目的、利害関係者、倫理的指針、企業統

治、企業戦略などに関して成文化された基本的方針と定義し、

2
これがなぜ企業の永続的発展に重要なのかを理解する。優れ 同上 同上

た企業理念とその評価基準を示し、その限界をも認識する。

企業文化一類型と 企業文化とは企業理念に基づき形成され、最高経営責任者

経営成果 から従業員に至るまで共有され、実践され、伝承された行動

3
指針を意味する。成功する企業とそうでない企業とでは企業

同上 同上
文化にどのような違いがあるかを類型により把握する。

企業文化一形成と 企業文化の形成過程と変革において経営者が果たすべき役

変革 割を理解する。企業文化形成のための組織、人事制度を概観

4
し、その風化と変革が必要となる過程および変革の方法を理

�ｷる。企業文化の変革において企業統治に求められる役割
同上 同上

を理解する。

企業倫理一制度的 企業倫理の実践における経営者の役割を理解し、法令順守、

側面 社会的責任、持続可能性の側面を把握する。これらを実践す

5
るための倫理・行動規範の策定、倫理・行動委員会の設置、

ﾏ理教育、順守状況の点検、内部告発制度などを検討する。 同上 同上



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

企業倫理一利三関 利害関係者、中心的利害関係者、主権者としての顧客の地

係三一日本・ドイ 位を定義し、日本、ドイツ、フランスの従業員中心主義とア

ツ・フランス メリカ、イギリスの株主至上主義を比較する。この二つの異
6 なる利害関係者概念の歴史的源泉を概観する。 吉森　　賢 吉森　　賢

企業倫理一利三関 アメリカとイギリスが共有する株主至上主義の歴史的源泉
係者一アメリカ・イ をイギリスの資本主義発達の初期条件まで辿る。また法的に
ギリス はこの概念が修正を受けていること、株主至上主義を拒否し

7
つつ高い経営成果を実現しているアメリカ企業の成功要因を

同上 同上

分析する。

企業統治 企業統治は最高経営責任者の候補者選出、最高経営責任者

に対する監督、場合により更迭、解任という他の全ての経営

8
者機能に優越する最も重要な役割が与えられている。企業統

｡の重要性とその制度の5建国比較を行い、次回以降の各国
同上 同上

の企業統治改革への取組みの理解を容易にする。

日本の企業統治改 日本における取締役会改革の歴史を概観し、2003年の
革 改正商法実施により、企業は監査役を維持する従来型取締役

9
会と、監査役を廃止し代わりに取締役会に三種の委員会を設

uする改革型取締役会のいずれかを選択できる。これらの内
同上 同上

容を考察し、選択制による改革：の実施状況を検討し、今後の

問題点を指摘する。

アメリカの企業統 アメリカにおいては2001年のエンロン他の大企業不祥
治改：革 事以降、大規模な取締役会改革が実施された。この不祥事が

10
生じた原因と内部告発により表面化した過程を明らかにす

驕Bこのような不祥事防止のため取られたサーベンズ・オク
同上 同上

スレー法を中心とする様々な改善措置を検討する。

イギリスの企業統 イギリスの企業統治改革はその先駆性と立法によらない改
治改革 革方式によりドイツ、フランスにも影響を及ぼした。90年

11
代から今日に至るまでのその改革の過程と特質を検討する。

ﾜた改革の内容を検討し、その実施状況と実効性を評価する。
同上 同上

ドイツの企業統治 ドイツにおける企業統治改革の背景を明らかにし、二層型
改革 取締役会と共同決定に特徴付けられる企業統治の特質を概観

する。その欠陥を是正するために取られた政府主導の改革と
12 クロメ委員会による企業統治行動規範を解説し、評価する。 同上 同上

o

フランスの企業統 フランスの企業統治制度はアメリカとドイツの特質を併せ

治改革 持つ。その内容を把握した後に、これまでの経営者による自

主的な改革：の過程と成果を考察する。これが立法化されて新

13 経済規制法となったがその内容を検討し、実効性を評価する。 同上 同上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

企業統治の有効性 企業統治と経営成果との関連性をトヨタとGM、キヤノン
と限界 とXeroxの企業の比較により把握する。企業統治は重要では

14
あるが、それには限界もあり、それ自体が経営成果を決定す

驍ﾌではなく、他の経営者機能の発揮によりはじめて永続的
吉森　　賢 吉森　　賢

な成功が可能となることを理解する。

企業戦略と経営成 五番目の経営者機能は経済的妥当性のある戦略の策定と実

果 施である。他の経営者機能との関連において企業戦略に課せ

られた役割を事業分野の特定、中核能力の規定、多角化、製

15 品・サービス戦略、成長戦略、統合戦略、競争戦略などの視 同上 同上

点から検討する。
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＝　経済政策1（‘05）
　　　　　　一　現代政策分析

一　（TV）

〔主任講師 林 敏彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

政府の経済政策は、民間経済活動が円滑に行われるための制度的および経済的基盤を整え、市場制度を

補完し、必要に応じて自ら市場に参加して、効率的で、公正で、よりよい資源配分の実現を目指すこと

を目標とする。この講義では、現代の経済政策が果たすべき役割について、理論的、実証的に検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

経済政策はなぜ必 政府が行う政策のうち、ひとびとの経済生活に直接影響する 林　　敏彦 林　　敏彦

要か ものを経済政策と呼ぶ。日本のような市場経済において、経 （放送大学教 （放送大学教

1 済政策はなぜ必要なのだろうか。シカゴ学派の考え方と制度 授） 授）

学派の考え方を比較検討してみよう。

政策効果は、社会全体の厚生を基準にして判断されなければ

ならない。社会的厚生は、市民主権の原則のもとに、効率性

2
社会の厚生 と公正さを追求することによって高まる。経済政策決定、実

s過程への参加のあり方も重要な政策評価の対象となりう
同　上 同　上

る。

政策がひとびとの全員一致で支持される場合には問題ない
が、一般にある政策がとられれば、それによって新しく利益

3
カルドア＝ヒック
X基準

を受ける人と利益を失う人が現れる。利害得失を超えた政策

ｻ断はどのような基準に基づいて行えばよいのだろうか。
同　上 同　上

市場メカニズムによって最適な資源配分が実現されるという

のはどういうことだろうか。市場はどのような場合に成功し、

4 市場の成功と失敗 失敗するのだろうか。どのような財でも市場取引に委ねるこ 同　上 同　上

とで社会的最適が実現されるのだろうか。

企業や消費者の経済活動が、契約当事者以外の第3者に影響

を及ぼすことを外部効果という。外部効果の例としてはどの

5 外部効果と政府の ようなものがあり、外部効果が存在すれば市場が失敗すると 同　上 同　上
役割 言われるのはなぜだろう。

社会の構成員が同じ量だけ消費するしかないサービスは、公

共財と呼ばれる。市場は公共財の最適供給に失敗するという

6 公共財 のはどういう意味なのか。公共財のただ乗り問題とは何か。 同　上 同　上

公共財は政府が供給すべきなのだろうか。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名〉

金融活動に限らず経済活動のほとんどは不確実性にさらされ

ている。リスクと不確実陛には民間の保険だけで対応が可能

7 不確実性と情報 だろうか。情報が偏っている場合、市場はうまく機能するだ 同　上 同　上
ろうか。何らかの政府の介入は必要だろうか。

外部効果、公共財、情報の偏在などがある時、市場は失敗す

ると言われる。では、それらを補正する政府は失敗しないの

8 政府の失敗 だろうか。投票のパラドックス、政府の活動に伴うエイジェ 同　上 同　上

ンシー費用などについて見てみよう。

政策の立案、策定、実行には膨大な情報と専門的知識が必要
とされる。費用・便益分析、産業連関分析を紹介し、政策ア

9 政策分析 イデアの市場のあり方、および民主主義と政策分析専門家と 同　上 同　上
の関係について考えてみよう。

経済全体に占める政府の経済活動が大きくなった今日、政府 林　　敏：彦

は景気や雇用、物価や国際収支など、マクロ経済の運営に大

10
マクロ財政政策 きな役割を担うと考えられている。政府は財政政策によって、

}クロ経済をどこまでコントロールできるのだろうか。
同　上

ゲスト出演

g川　　洋
（東京大学教

授）

市場経済が円滑に機能し、貯蓄が有意義な投資に円滑に向け 林　　敏彦

られるためには、金融システムおよび通貨供給が適切に運営

11
金融政策 されなければならない。現代の日本が直面する制度的、政策

I課題は何だろうか。 同　上
ゲスト出演

笂c　一政
（日本銀行副

総裁）

日本の家計所得の8割を占めるのは勤労所得である。労働市 林　　敏：彦

場にはどのような変化が起こっているのであろうか。人々の

12
労働政策 働き方に変化が見られるのだろうか。日本の労働政策につい

ﾄ考えてみる。
同　上

ゲスト出演

蜥|　文雄
（大阪大学教

授：）

情報通信技術の社会的経済的インパクトは大きい。日本政府 林　　敏彦

は、ネットワークインフラからデジタルコンテンツまでの情

通信政策 報通信産業にどのような規制政策や産業政策で臨んでいるの ゲスト出演

13 だろうか。 同　上 中村伊知哉
（スタンフォ

一ド日本セン
ター）

地方自治体も経済政策を担当している。その中から、国レベ 林　　敏彦

ルとは異なる自治体の政策手段選択上の制約、地域間競争の

14
地域経済政策 激化、地域経済ビジョン政策、利用者による都市のガバナン

Xの問題などについて考えてみよう。
同　上

ゲスト出演

ﾎ井　正弘
（岡山県知

事）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近年、マクロの政策’協調、国際紛争と安全保障、地球温暖化・ 林　　敏：彦

オゾン層破壊・種の多様性などのグローバルな環境問題等、

国際的課題 国際的広がりをもつ政策課題の重要性が増している。世界政 スタンフォー

15 府なき国際公共政策は可能なのだろうか。 同　上 ド日本センタ

一での米国学

生の授業風
且鳳。

一9　4　一一



＝　経済政策II（‘05）＝（R）
　　　　一財政金融政策一

〔主任講i師：　土居　丈朗　　（慶磨義塾大学助教授）〕

全体のねらい

経済政策の中心である、財政政策と金融政策について、わが国の制度と理論を学ぶ。この講義で主立っ

て取り上げる内容は、社会保障、公共投資、地方財政、租税、財政投融資、国債管理政策、金融政策に

ついてである。これらの政策に関して、どのような仕組みの制度に基づいて運営されているか、そして

その政策効果を高めるには理論的にみてどのようにすればよいか、などについての理解を深める。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

財政制度（1） わが国の財政制度を概観し、データを用いてその現状を解説 土居　丈朗 土居　丈朗

する。日本のマクロ経済における財政の位置付け、その国際 （慶磨義塾大 （慶磨義塾大

1 比較、国民を取り巻くわが国の財政制度、わが国における国 学助教授） 学助教授）

家財政の仕組みなどについて扱う。

財政制度（2） 第1回に引き続き、わが国の財政制度を概観し、データを用

いてその現状を解説する。国の予算・決算過程、近年におけ

2 る国家財政の動向などについて扱う。 同　上 同　上

租税制度 わが国の租税制度を概観し、データを用いてその現状を解説

する。租税原則、国の税制、地方の税制、データで見た近年

3 における税収の動向などについて扱う。 同　上 同　上

租税の経済理論 経済理論に基づいて、租税制度のあり方を議論する。最適課

税理論、理論からみた所得税や消費税のあり方、資産課税の

4 あり方、わが国における税制改革の行方などについて扱う。 同　上 同　上

社会保障（1） わが国の年金制度を解説し、経済理論が示唆する今後のあり

方について議論する。公的年金制度、企業年金などの公的年

5 金を取り巻く諸制度、年金の財政方式、公的年金改革のあり 同　上 同　上
方などについて扱う。

社会保障（2） わが国における医療保険、介護保険の制度を解説し、経済理

論が示唆する今後のあり方について議論する。医療保険制度、

6 介護保険制度、これらを総合的に見た社会保険改革のあり方 同　上 同　上
などについて扱う。

公共投資 わが国の公共投資について、制度と現状を解説する。これま

での公共投資の動向、公共投資の分野間配分・地域間配分、

7 経済理論から見た公共投資のあり方などについて扱う。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地方財政（1） わが国の地方財政制度を概観し、データを用いてその現状を 土居三三 土居三三
解説する。国と地方の財政関係、地方税制、地方交付税制度、 （慶磨義塾大 （慶磨義塾大

8 地方債制度などについて扱う。 学助教授） 学助教授）

地方財政（2） 第8回の内容を踏まえて、近年におけるわが国の地方分権改

革について議論する。わが国の地方財政制度は、これまで中

央集権的であるといわれてきた。近年になって、それを分権
9 化する動きが進んでいる。地方分権改革の内容や、経済理論 同　上 同　上

から示唆される今後の行方などについて扱う。

財政投融資と地方 国の金融活動の1つである財政投融資について理解を深め
債 る。財政投融資は、郵便貯金や年金積立金として集められた

資金などを用いて、特殊法人や地方自治体などに貸し出す制
10 度である。その仕組み、近年における改革の動き、そして財 同　上 同　上

政投融資と地方債の関係などについて扱う。

財政と金融 これまでの講義で扱った財政政策を踏まえ、財政政策と金融

政策の関係を議論する。財政金融政策に関するマクロ経済理

11 論、財政政策と金融政策の役割分担などについて扱う。 同　上 同　上

金融政策 わが国の金融政策を取り巻く制度を概観し、デー一閲を用いて

その現状を解説する。金融指標の見方、金融政策の手段と目

12 標、中央銀行の独立性、インフレ・ターゲティングなどにつ 同　上 同　上
いて扱う。

国債管理政策 わが国の国債管理政策を取り巻く制度を概観し、データを用
いてその現状を解説する。公的債務の範囲、国債の累増、噛

13 債の満期構成、国債管理政策のあり方などについて扱う。 同　上 同　上

経済政策の政治経 経済政策の政治的意思決定に関する経済分析について解説す
済学 る。公共選択論、民主主義の経済分析、官僚制の経済分析、

14 政治経済学的に見た零本の経済政策などについて扱う。 同　上 同　上

経済政策のあり方 これまでの講義のまとめとして、わが国におけるこれまでの

経済政策がどのように行われてきたかを展望し、今後の経済

政策の課題について議論する。その中で、近年着手した改革
15 として、財政投融資改革、特殊法人改革、公会計改革などに 同　上 同　上

ついても触れる。
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三巴 ＝　地方自治政策1（‘05）＝（TV）
　　　　　一自治体と政策一

落
甲
｝
叩
｝
叩

自
H
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巨
口
直
口

雌
再
菩
胃
菩
胃

’
三
口
’
三
口
…
一
口

任
任
任

三
主
主

〔
　
〔
　
〔

天川

澤井

北村

器白白携1
喜宣（上智大学教授）〕

全体のねらい

　分権改革：後の自治体は、自治体運営（ガバナンス）の主体としての責任が大きくなった。都道府県、

市町村を問わず、それぞれの自治体は、地方制度の枠組みの中で、自らが持つさまざまな資源を活用し

つつ住民の求める政策を展開することになった。この科目では、政策主体としての自治体という観点か

ら、制度、政策など自治体が当面する課題について検討する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・：職名） （所属・職名）

自治体と政策 講義全体のイントロダクション。自治体の活動はあ 天川　晃 天川　　晃
るサイクルを持って展開される。4年毎に行われる （放送大学 （放送大学

選挙のサイクルと、1年毎に編成される予算のサイ 教授） 教授）

クルである。また、自治体はさまざまな類型の政策

を展開するが、個別政策のサイクルがある。これら 澤井　　勝
1 がどのように交錯するのか、自治体の政策を取り巻 （奈良女子

く環境変化やこれを捉える新しい概念について検討 大学教授）

する。 聴
北村　喜宣
（上智大学

教授）

自治体の制度 憲法と地方自治法にある現行の自治体の制度とその 天川　晃

歴史的背景を説明する。とくに、中央政府と自治体

の関係、自治体における長と議会の関係などを中心
2 とし、自治体制度と民主主義の発展の関連について 同　上

考える。

自治体の組織と 自治体組織の組織をめぐる問題を説明する。自治体

人事 は公平で効率的な行政を展開するために、通常の行

政組織のほかに行政委員会や第三セクターなどさま
3 ざまな形態で行政を行っている。また有能な人材を 同　上 同　上

確保・育成するための人事問題についても検討する。

自治体の予算 自治体の予算編成をめぐる問題を考える。歳入と歳 澤井勝 澤井　　勝

出について基本的な理：解を得ると共に、予算編成の （奈良女子

4
スケジュールと決算過程、および最近の自治体にお

ｯる予算改革について理解する。
大饗授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

条例による政策 自治体行政が活動する根拠としての条例の法的性格 北村喜宣 北村喜宣
の形成 を説明する。とくに、分権改革によって拡大した条 （上智大学

例制定権の内容を解説し、積極的な条例制定を可能 教授）

5 にするための法解釈および行政組織のあり方や政策
法務の発想についても触れる。

法律・条例の実 自治体は法律や条例を執行する責任があるが、その
施 過程における行政の活動の実態を、産業廃棄物の不

法投棄対応や路上喫煙対応を例にして解説する。法
6 制度の実効性確保のためには、どのような仕組みが 同　上 同　上

効果的なのかについても解説する。

環境保全と土地 自治体がこれまで実施してきた環境保全政策や土地
利用 利用政策を振り返り、国の政策を先導してきたこと

を説明する。そこで用いられる行政手法の特徴や法
7 律との関係についても解説する。 同　上 同　上

高齢化社会と福 自治体の福祉行政をめぐる問題を考える。これから 澤井　　勝 澤井　　勝

祉 の高齢社会と少子社会における福祉政策の中心とな
る、地域福祉計画と介護保険事業との関係を考える。

8 さらに、福祉におけるガバナンス改革とボランタリ
ズムについて理解を深める。

情報公開と行政 自治体の情報公開と行政手続の仕組みについて説明 北村喜宣 北村喜宣
手続 し、とりわけ分権時代の下で、透明性と公平性の確

保のために、今後、どのような発展が望まれるかに
9 ついて解説する。パブリック・コメント制度につい

ても触れる。

住民自治と住民 自治体の住民自治を実現するための諸制度、選挙、 天川　　晃 天川　　晃
参加 直接請求、住民投票などの制度を説明するとともに、

個別の政策過程における住民参加をめぐる問題も検
10 賭する。

自治体のネット 自治体の近隣自治体との関係、市長会や議長会など

ワーク 自治体間の水平的全国組織との関係、さらに国際化

をめぐる問題など、自治体の「対外関係」とネット
11 ワークをめぐる諸問題を検討する。 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

税財政構造 中央地方関係の中で地方税財政の構造を説明する。 澤井　　勝 澤井　　勝

特に地方交付税について理解を深める。その上で、

国庫支出金と地方債、地方税の関係を理解する。税
12 のあり方についても検討する。

自治体の理念と 分権改革の実績と課題について検討する。特に、三
歴史（1） 位一体改革など税財政改革の背景と意味を考える。

法律の解釈権が地方自治体に付与され、国と地方自
13 治体が対等な関係であることを支える財政改革につ 同　上 同　上

いて検討を加える。

自治体の理念と 「地方自治は民主主義の学校」という理念が語られ 天川　　晃 天川　　晃

歴史（2） るが、実際の地方自治の歴史はどうであったのか。

地方自治の歴史をたどりながら、理念と現実につい
14 て検討する。

地方自治の国際 日本の地方自治のあり方の特質を明らかにするに
比較 は、諸外国の地方自治との比較検討が必要である。

ヨーロッパにおける地方自治をめぐる動きやアジア
15 での動きと比較しながら、日本の自治体の特質を考 同　上 同　上

える。
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三四正
＝・ n方自治政策H（‘04）＝（R）
　　　　　　一自治体・住民・地域社会一

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：倉沢　進（東京都立大学名誉教授）〕
　　　　　　　　　　　　〔主任講＝師1　小林　良二1　察　　　　　’　　受）〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟三三畷

全体のねらい
　日本の地方自治は、明治以降の中央集権的政策のもとで、地方統治機構として機能してきたが、近年地方分権・住民自治

など住民を主体とした自治的な地域社会運営をめざす、新しい動向が生まれてきた。従来の自治行政のからを破るさまざま

な動きに注目しつつ、コミュニティ論に立脚した自治と地域社会の在り方を探る。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地域生活一地域性と共同性、伝統的地域社会とその解体、

1
地域生活とコミュ

社会目標としてのコミュニティ。コミュニティ行政の展開。
倉沢　　進

i三三
倉沢　　進
?ｫ三三三三夫

ニチイ

豪高高激覆 豪鍬撒轡

日本の伝統的地域社会、都市化一伝統的地域社会の解体、

自治制度の展開と町内会。

2
日本の地域社会と

ｩ治体
同　上 同　上

コミュニティ論の二つの流れ、コミュニティ理論の系譜、

コミュニティの社会理論。

3
コミュニティの社

?攪_
同　上 同　上

まちづくりと市民、まちづくり参加の変遷、市民によるま

ちづくり、地方分権時代のまちづくり。 斉藤　　進 斉藤　　進
4 まちづくりと市民 （産能大学教 （産能大学教

授） 授：）

まちづくりとマスタープラン、市町村の総合計画、都市計

画とマスタープラン、マスタープランづくりの今後。

5 まちづくりの仕組み 同　上 同　上

参加型まちづくりの取組みと背景、まちづくりワークショ

ップ、まちづくりワークショップの進め方、まちづくりワー
クショップの成果と展望。

6 まちづくりの手法 同　上 同　上

地方分権と自治体まちづくり、成熟都市型社会とまちつく

り課題、協働型まちづくりと市民。

7
まちづくりと自治

ﾌ行政
同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ケアの時代の福祉、介護サービスの担い手、ケアの時代に

おける地域の役割。福祉国家の発展に伴って、自治体は住民

に対してさまざまな社会サービスを、提供するようになった。

ｩ治体は各種の社会サービスをどのような仕組みによって提
小林　　良二 小林　　良二

8 地域、自治体と福祉
供してきたか、又今後それがどのように変化するかについて
lえる。

　（棄素四獣
搭ｳ授）

ｭ羊三二覆

（棄素都妻実・

淘Nが鍬授

社会福祉サービスの拡大とその背景、住民参加型の在宅福

祉サービスの登場、参加型住民サービス活動と行政。

9
社会福祉サービス
ﾖの住民参加

同　上 同　上

社会福祉における計画参加の基礎、住民の計画参加のため

社会福祉計画と の施策、市民によるモニタリング活動、計画参加と住民。

10 モニタリングへの 同　上 同　上

参加

地域社会と教育・学校、学習活動の場と社会教育施設、自

11
地域社会と住民の
w習活動

治体の事業としての社会教育。 鈴木　　眞理
i東京大学助

ｳ授）

鈴木　　眞理
i東京大学助

ｳ授）

地域社会における住民の学習機会・資源、学習活動として
のボランティア活動、自治体の自己変革：と生涯学習支援。

12
自治体の学習支援

?ｮ
同　上 同　上

社会的不平等と空間構造、社会的不平等の多元性、空間的
不平等と階層的不平等。

13
社会的不平等と

�ﾔ構造 倉沢　　進 倉沢　　進

住民参加、町内会・自治会、町内会の行政補完とボランタ

リーアソシエーション。

14 自治体行政と住民 同　上 同　上

自治体にとっての社会調査、標準化調査の企画を実施、調

査主体の問題。

15 自治体と社会調査 同　上 同　上
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＝・ |術文化政策1（‘02）＝（TV）
　　　　　　一社会における人間と芸術一

〔主任講師：徳丸吉彦（放　送　大　学　教　授）〕
〔主任講師：利光　功（大分県立芸術文化短期大学長）〕

全体のねらい
　芸術と人間の関係は社会によって大きく規定されている。芸術の保護・抑圧、芸術伝承の断絶と保証も、それぞれの社会

がとっている政策によって大きく左右される。この講義は、社会における諸芸術と人間の関係を、過去・現在・将来にわた

って、芸術文化政策の観点から多面的に考察するものである。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
序論、芸術文化とそ

ﾌ政策

　最初に芸術と芸術文化政策の意味について考察し，芸術が

ﾐ会に対して働きかける作用を有することを明らかにする。

ｱの働きかけの反応の現れたものが芸術文化政策であり、そ

ﾌ主要は内容を概観して、講義全体の導入を行う。

利光　　功
i大分県立芸

p文化短期大
w長）

利光　　功
i大分県立芸

p文化短期大
w長）

2
古代からの芸術理
_に見られる芸術
ｶ化政策的要素

　古代のギリシャ・中国以来の芸術の理論には、さまざまな

`で文化政策への言及が見られる。とくに、アリストテレス
ﾌ『政治学』・墨子の『非三論』を出発点として、その後の

攪_から芸術文化政策に関する見方を抽出する。

徳丸　吉彦
i放送大学教
�j

徳丸　　吉彦

i放送大学教
�j

3
近代社会における
|術文化政策

　芸術と社会との関係で重要な意味をもつ制度を近代社会を

?Sに考える。パトロン制度、検閲、公演・出版の許可など
ﾌ変遷を扱う。

同　上 同　上

4
20世紀における全
ﾌ主義的な芸術文
ｻ政策

　旧ソヴィエト連邦やナチズム時代のドイツのような全体主

`国家においては、国家の政治目的に合致する芸術文化を助

ｬし、反対する芸術文化を抑制する政策がとられる。ここで
ﾍ政治に翻弄され、ナチによって廃校に追いこまれたバウハ
Eスの事例を取り上げる。

利光　　功 利光　　功

5
明治時代における
?p政策

　明治維新によって近代国家の仲間入りをした日本の場合
ﾍ、明治政府の芸術文化政策が、今日まで影響を及ぼしてい

驕Bここでは、美術に焦点を合わせて、工芸振興や美術教育
ﾌ施策を検討する。

同　上 同　上

6
明治時代における
桴?ｶ化政策

　服飾も文化であり、芸術である。明治における頭髪や服飾

ﾉ関する政策が現在まで日本に大きな影響を及ぼしているこ

ﾆは自明であろう。この問題を芸術文化政策という広い座標
ﾉおいて考察する。

小池　三枝
iお茶の水女
q大学名誉教
�j

小池　三枝
iお茶の水女
q大学名誉教
�j
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
明治時代における
ｹ文化政策

　音楽や音に関しても、明治は現在の日本に決定的な影響を

^えている。西洋音楽の普及だけでなく、日本音楽もこの時

繧ﾉ大きな変質を経験している。こうしたことへの芸術文化
ｭ策の役割を再検討する。 徳丸　　吉彦 徳丸　　吉彦

8
芸術文化政策とし
ﾄの芸術教育

　明治時代の芸術文化政策の影響がいまだに強く持続してい

驍ﾌが、芸術教育の領域である。音楽教育を例にして、現在

ﾌ日本における音楽のあり方、音楽産業、楽器産業等と教育
ﾆの関係を考察する。

徳丸　　吉彦

徳丸　吉彦

c中　健次
i茨城大学教

�j

9

国を越えた芸術文
ｻ政策、多文化社会

ﾉおける芸術文化
ｭ策

　芸術文化政策は一つの国や文化の中だけで完結するとは限

轤ﾈい。日本がヴェトナムを援助して、ヴェトナム宮廷音楽

�?ｫ化した作業は国を越えた政策の例である。また、ロサ

塔[ルスを例に多文化社会における芸術文化政策を考える。
同　上 徳丸　　吉彦

10
少数民族に関する
|術文化政策

　現代の産業化と国際化の傾：向の中で、犠牲になりやすいの

ﾍ、少数民族の芸術である。このための芸術文化政策はどう

?驍ﾗきかを、ヴェトナム少数民族の伝統芸能を記録するた
ﾟの島本・ヴェトナムのプロジェクトを例に考える。 同　上

徳丸　吉彦

R口　　修
i大阪大学名
_教授）

11
地域社会の芸術文
ｻ政策

　国のレヴェルではなく、さまざまな規模の地域社会におけ

骭|術文化政策を考える。日本では宮崎県全体と宮崎県椎葉

ｺの事例を、また、外国ではスウェーデンにおける民俗音楽
ﾌ復活プロジェクトを例にして、この問題を考える。 同　上 徳丸　　吉彦

12 美術館の思想と実際

　国立美術館と公立美術館の設立と運営は、それぞれ国と地
綷�､団体の芸術文化：政策の一つの現れである。ここでは特

ﾉここ30年の間に数多く設立された公立美術館の抱える諸問
閧ﾉついて検討する。 利光　　功 利光　　功

13
音楽博物館の思想
ﾆ実際

　音楽を聴き、楽器に触れることができ、また、音楽に関す

髓ｲ査ができる場所が音楽博物館である。日本（浜松）と外

早iスウェーデンのストックホルム）の典型的な例を出発点
ﾉして、音楽情報と音楽博物館のあり方を考察する。 徳丸　　吉彦 徳丸　吉彦

14
現在における芸術
ｶ化政策

　日本の文化庁、国立劇場、県立劇場等における意思決定の

菇@と現実の運営を検討することにより、いままでの講義で
�oした問題を整理する。 同　上

徳丸　吉彦

C老澤　　敏
i新国立劇場
尢搦亦ｷ）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

15
新しい芸術文化政
��≠ﾟて

　芸術文化政策の立案も含めて、政策の実行ないし実現には、

|術家・作品とそれを享受する人々をつなぐアート・マネー

Wメントが重要な役割を果たす。アート・マネージメントの

ﾛ題と、この分野の人材の育成について考える。

徳丸　吉彦

?�@　功

徳丸　吉彦

?�@　功
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＝　芸術文化政策ll（‘02）＝（R）
　　　　　　一政策形成とマネージメントー

〔主任講師：根木昭（東京芸術大学教授）〕

全体のねらい
　「芸術文化政策」は、今日重要な政策領域となっている「文化政策」の一部を構成する。本講義では、芸術文化を含む文

化政策全般について、学問としての体系化の視点、アートマネージメントとの異同、その変遷、背景、形成過程、構造と枠

組み、文化施設の設置・運営、まちづくりとの関連、今後の方向を中心に考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

今日、文化政策は、重要な政策領域の1つとなっており、

1

「文化政策学」確立

ﾌ視点と「芸術文化
ｭ策」

政策科学の立場から、その学問としての体系化が急がれてい
驕B本章では、　「文化政策学」確立の視点について考察する

ﾆともに、併せて、文化政策全体の中での「芸術文化政策」

根木　　昭
i東京芸術大

w教授）

根木　　昭
i東京芸術大

w教授）
の位置づけを眺める。

本章では、企業によるメセナ活動の実態と、これを背：景に

文化経済学、アートマネージメント論が提唱され、文化経済

2
アートマネージメ 学会〈日本〉が設立された経緯を跡づける。また、アートマ 同　上 同　上
ントと文化政策 ネージメントと文化政策の異同、相互の関連、将来の統合の

可能性について考察する。

文化政策は、これまで多くの変遷を遂げてきた。本章では、

3

文化政策の変遷

黶u芸術文化」を中

Sとして一

「芸術文化政策」に焦点を当て、戦前を3期、戦後を4期に

ｪけ、その変遷の跡を概観する。特に、戦後の第4期（1990
N以降）の動向を押さえることにより、芸術文化政策の今日

I課題を把握する。

同　上 同　上

文化政策の背景を成すものとして、①文化の内容への不関

与の原則、②「文教」政策への位置づけ、③日本文化の形成

4 文化政策の背景
過程から導き出される方向性、④1980年代の時代状況、の4

ﾂが措定される。本章では、これらの意義について考察し、
同　上 同　上

今後の立脚点とする。

本章では、政策形成の一般的なプロセスとともに、国（文

化庁）の文化政策の形成過程を把握し、また、非常時（大震

5 文化政策の形成過程
災）における文化政策の変質を兵庫県について眺める。さら

ﾉ、文化庁の文化政策策定機関による諸提言の軌跡をたどり、
同　上 同　上

政策対応の結果を分析する。

6

文化政策の構造
i1）一「文化の振興と普

y」の枠組みと芸術

ｶ化支援行政一

　本章では、国（文化庁）の文化政策の対象領域の中核を占

ﾟる「文化の振興と普及」に関わる全体的な枠組みについて、

u文化の頂点の伸長」と「文化の裾野の拡大」に分けて概観

ｷるとともに、特に、「芸術文化支援」に関わる施策（＝支

㍾s政）について、詳細な実態把握と考察を行う。

同　上 同　上

7

文化政策の構造
i2）

鼕ﾖ連領域の拡大
ﾆ「自治体文化行

ｭ」一

　本章では、近年顕著になっている他の政策領域（他省庁）

ﾌ文化への接近と、文化庁の政策庁としての位置づけについ
ﾄ眺める。また、地方公共団体の文化政策について、いわゆ
驕u自治体文化行政」，の発展と停滞の跡を探り、今後の方向

ﾉついて考察する。

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

本章では、文化法制の全体像と地方公共団体の文化振興条

文化政策の構造 例を概観するとともに、「文化権」と「文化基本（振興）法」

8
（3）一文化法制と文化 に関わる課題について考察する。また、国（文化庁）と地方

�､団体の文化予算について、これを構造的に把握するとと
根木　　昭 根木　　昭

予算一 もに、諸外国との比較を行う。

文化施設の設置・運営（＝設置者行政）は、文化政策の重

9

文化施設の設置・運

c一設置三三政一

要な柱の1つである。また、各種文化施設の中でも、劇場・
zールと博物館・美術館がその双壁を成している。本章では、

早A地方公共団体を通ずる文化施設の全般的な概況と今後の
ﾝり方について把握する。

同　上 同　上

今日、公立の文化会館は、地域舞台芸術の創造の場として

重要な地位を占めている。本章では、文化会館の意義、すな

10 文化会館（1）
わちその性格と概念について把握するとともに、公民館との

活痰�ｭめることにより、社会教育行政と文化行政との異同
同　上 同　上

を概観する。

本章では、文化会館について、これまで提起されてきた問題

点、特にソフト面の脆弱という指摘を踏まえ、貸館性から創

11 文化会館（2）
造性への転換、地域舞台芸術創造の拠点としての役割を考察

ｷるとともに、文化会館をめぐる課題と経営的視点の必要性
同　上 同　上

について考察する。

美術館は、社会教育機関である博物館の一種であるが、文

化政策の主要な対象となっている。本章では、社会教育施設・

12 美術館　（1）
文化施設・研究施設としての博物館一般の性格を踏まえつつ、

?p館の意義・機能について考察するとともに、美術館の概
同　上 同　上

念と性格を把握する。

本章では、社会教育政策・文化政策・学術政策の中におけ

る美術館の位置づけ、美術館政策と文化政策への収敏につい

13 美術館　（2）
て明らかにするとともに、美術館一般に関わる政策と国立美

p館（2001年4月から独立行政法人に移行した）を国が設置
同　上 同　上

する意味について考察する。

本章では、文化施設と都市景観との関連（ハード面の意味）

について考察するとともに、まちづくりにおける文化政策の

14
まちづくりと文化

ｭ策
位置づけを、地方公共団体の文化振興指針の中に探る。また、

?鼬ｧ長浜市の「黒壁ガラススクエア」を例に、まちづくり
同　上 同　上

の在り方の1つを眺める。

これまでの総括として、文化政策の背景にある普遍化と個

性化の方向を押さえ、特に芸術文化政策における新たな課題

15
文化政策の今後の
綷

を確認するとともに、これらを踏まえて、文化政策の中核領

謔ﾌ一層の深化、関連領域への拡大と、「総合文化政策」確
同　上 同　上

立の必要性を提示する。
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＝　福祉政策1（‘06）＝（R）
　　　一福祉政策の形成と実施一

〔主任講師（現職名）　大森彌　（東京大学名誉教授）〕

〔主任講師（現職名）　松村祥子（放送大学教授）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖喫冤耀方の

この講義でいう福祉政策は、主として、政府活動のうち人々の安心と社会の　定に結びついていく政策

の束を指している。人々は、しばしば、福祉政策の適否》有効性によって　府自体へ支持を与えるかど

うかを判断する。その意味で、福祉政策は、政府の存在と活動の正統性にカかわる重要性をもっている。

しかし、安心と安定に寄与する政策の展開には個人、家族、団体、地域、。　府など讃さまざまな活動主

体の間で、資源の動員と連携・協働が不可欠である。したがって、福祉政策の制度の変更や設計にも具

体的な施策・事業の三目にも、多くの活動主体が参加し、その過程は開かれたものにならざるをえない。
　　　　　　　　　ヨ本鰍現代日本　簾あでその全容の解説を試みる．

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

福祉政策の体系 「年金、医療、福祉等」の再編が目指されているが、 松村祥子 大森　　彌

どんな方向と方法によって、現代日本人の生活不安

?燗Z難解謡講う農馨幕
（放送大学

ｳ授）

（東京大学

ｼ誉教授）

1
祉及び所得保障、地域福祉等の福祉政策」が社会保 松村祥子
障の中でどのような位置を占めているのかを明らか （放送大学

にする。また福祉政策を実効性のあるものにするた 教授）

めにはどんな体系が必要かについて検討する。

現代生活の課題 長寿化、男女共同参画、流動化する雇用環境への対 松村祥子 大森　　彌

に応える福祉政 応は、21世紀のわが国の福祉政策にとっての試金 （放送大学 （東京大学

策とは 石といえるだろう。変動する経済社会条件の中で、 教授） 名誉教授）

個人、家族の生活困難のどの部分をどの程度、社会

的責任とするのか。また、福祉政策の形成と実施に 松村祥子
2 あたって、行政、事業者、利用者それぞれの役割と （放送大学

縣惣蝶1ナ等灘雀簿謝三三齢
教授）

生活の質」の両立を目指す福祉政策の展開について
検討したい。

公共政策として 政府が、何を目標に、誰を対象とし、いかなる財と 大森　　彌 大森　　彌

の福祉政策 サ｝ビスを、誰の負担で、いかに供給するかは、人々 （東京大学 （東京大学

の暮らしの安心を保障し、社会の安定に影響すると 名誉教授） 名誉教授）

同時に、政府への信頼：と支持の基礎ともなる重要性
3

を持っている。こうした観点から、個人・家族、地 松村祥子
域、政府間（国・地方）関係、国際社会の変化も視 （放送大学

座に入れながら、公共政策としての福祉政策の特色 教授）

を浮き彫りにする。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

福祉政策の制度 福祉政策は、憲法・法律・条例などの制度的枠組み 大森　　彌 大森　　彌

設計 雑鞭二二蓬歳膿灘禦響1碧 （東京大学

ｼ誉教授）

（東京大学

ｼ誉教授）

行動の仕方を枠付けている。それが時代と社会の変

4 化轟中で栓桔となれば新たな制度設計が問題とな 松村祥子
る。この制度設計と政策革新をめぐる理論（「ごみ （放送大学

箱モデル↓　とその政治過程（福祉構造改革・分権 教授）

改革など）　特色を解説する。

礁向自』　　　　　循，
福祉政策のプロ 福祉政策は、福祉分野における課題発見・調　・企 大森　　彌 大森　　彌

セス 画立案・決定・実施・評価という政策過程の中で捉 （東京大学 （東京大学

えることができる。これらの段階ごとにアクターの 名誉教授） 名誉教授）

顔ぶれと関係は変わるが、そこには「政策共同体」

のような一定の構造もみられる。アクター（「人」） 松村祥子
5

の資質や能力、動員される資源、駆使される手法、 （放送大学

現場・地域・第一線職員の役割、政策情報と参画な 教授）

どにも言及し、このプロセスの特色と問題点を解説

ｷる。

福祉の法律と政 社会福祉政策を実施していく際に根拠とされる　止 栃本一三郎 栃本一三郎

治 蟹総総罎欝欝飛騨子
（上智大学

ｳ授：）

（上智大学
ｳ授：）

る無識がある。福祉改革の中で、　の様な法制が作
られているのか。その内容と鋤　について検討する。

6 社会福祉政策を形成しソ　施するプロセスでは政治

が大きな影響力を、’ている。行政等により立案さ

れた政策を講’回するだけでなく、政党による政
策立案も　’。の中で行われている。福祉をめぐる政

治のA　的状況と問題点を示す。

福祉の供給体制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

ﾐ会福祉の供給体制となる福祉行政之関しチはぐノ年 栃本一三郎 栃本一三郎

7

央政府をピラミッドの頂点とする琉球組織と公費の
ﾋ憾泥編参鵬紫難撮祐磐熱海総ていくのかが・最大の課題と

（上智大学

ｳ授）

（上智大学

ｳ授）

福祉の資源 福祉政策に関する国、都道府県及び市町村の関係が 栃本一三郎 栃本一三郎
　　、L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ 変化する中で、それぞれの立場の責任と活動内容の （上智大学 （上智大学

8
藁灘鵠観 再編が進んでいる。特に人口構造や経済環境の変化 教授） 教授）

に対応するためにどのように社会福祉の財源や人材
の質量を確保するかが大きな課題となっている。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

児童家庭福祉政 児童家庭福祉の制度と政策を考察する際には、次の 増田幸弘 増田幸弘
策 ことを検討する必要がある。それは、　「個人一家族一 （日本女子 （日本女子

国家の三者の関係」や、　「家族の自律と国家の介入 大学助教授） 大学助教授）

のバランス」の問題である。また、具体的な制度設

計に際しては、所得保障政策や労働市場政策との連
9

携についても視野に入れなくてはならない。これら

のことを念頭において、少子高齢社会における児童

家庭福祉の制度と政策のあり方について考察を行
》

つ。

高齢者福祉政策 高齢者の福祉に関する施策といえば、介護保険を思 倉田　　聡 倉田　　聡

い浮かべる人が多いであろう。しかし、高齢者の暮 （北海道大 （北海道大

らしを支えるという点からみれば、生活費の原資と 学教授：） 学教授）

なる老齢年金、医療を保障する老人保健も必要不可
10 欠な施策である。この講義では、これらの施策を総

合的に取扱う。そのうえで適切な高齢者福祉施策の

あり方を考えていきたい。

障害者福祉政策 障害者福祉の領域では、平成15年度から支援費制度 倉田　　聡 倉田　　聡

が施行された。これによって、障害者福祉の実践活 （北海道大 （北海道大

動がどのように変容しつつあるのか、そしてこれか 学教授：） 学教授：）

ら障害者福祉施策はどのような方向に進んでいくの
11 かを考えていく。より具体的な実践事例を念頭にお

きながら、施策の方向性を占うような講義を予定し

ている。

所得保障政策 所得保障の制度と政策を考察する際には、その保障 増田幸弘 増田幸弘
方法や保障水準に関する理論と現状について検討す （日本女子 （日本女子

る必要がある。同時に、次の点についても視野に入 大学助教授） 大学助教授）

れる必要がある。それは、所得保障政策と労働市場
12 政策との連携、民間保険（私的保険）の活用等であ

る。これらのことを念頭において、少子高齢社会に

おける所得保障の制度と政策のあり方について考察

を行なう。

地域福祉政策と 人々の生活の拠点である地域社会は、社会福祉の利 栃本一三郎 栃本一三郎

地域社会の再構 用と供給の交差点でもある。 （上智大学 （上智大学

築 経済社会構造の変化の中で、家庭と職場の通過点と 教授） 教授）

なった地域社会を再編して新しい生活安定のネット

13 ワークを作らねばならない。

施設福祉と在宅福祉をつなぎ、公的福祉と民間福祉

が協働する場としての地域のあり方と地域福祉政策

の課題を示す。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

三三蒲 （所属・職名） （所属・職名）

リスクの拡大と リスク・マネジメントの中でミクロの部分ま、社会 秋山智久 秋山智久
福祉政策 福祉施設等の運営管理の問題として、　　　　経営 （昭和女子 （昭和女子

者の責任問題に直結するために、かなり論議され、 大学大学院 大学大学院
対応策が検討されてきている。しかし、マクロのリ 教授） 教授）

スク・マネジメントにおいてはある程度予測可能な

14
国内的な対応として政治・財政・制度の欠陥・破綻

に対する対応が考察されているが、予測困難なリス

クとして、自然災害や国際的なテロ・紛争などはク

ライシス・マネジメントとして困難な課題を抱えて

いる。今日、こうしたリスクの拡大に対して福祉政

策はいかなる備えをすべきであろうか。そこに「予

防」という古くて新しい理念が登場する。

福祉政策研究の 修士課程で、福祉政策研究をする為の基本的な手続 松村祥子 大森　　彌
方法 として、 （放送大学 （東京大学

①テーマの設定②先行研究業績の精査・分析③資 教授） 名誉教授）

15
料の収集・分析④考察と課題の提示ミある。こ

ｱでは資料の入手と分析について　基礎的な方 松村祥子
法を中心に、修士研究への取り組　方について解 （放送大学

回する。　　　　　　　　　　、
@　　　　　　　　　　　　　　⑤三食の辮

教授）

11　O一



iYsoイ擁

脇梅正

＝・ 沁ヰｭ策II〈℃6）．＝（R）
　　　　　一福祉国家と福祉社会のゆくえ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ三三

〔主任講師：武川　正吾（東京大磯教授）〕

〔主任講師：大曽根　寛（放送大学教授）〕

全体のねらい
　福祉政策ll（’06）では、福祉国家や福祉社会のあり方について、社会学、経済学、法律学など社会科学の視点から考察

する。福祉制度の内容を学習するというよりも、政治・経済・社会の構造的な変化を踏まえつつ、福祉政策の拠って立つ根

拠、公共政策・経済政策・社会政策など他の政策との関連、国際社会における位置などを明らかにし、政策への客観的な分

析を加え、福祉国家と福祉社会のゆくえを考えることとする。

執筆担　当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

この回の講義では、　「福祉」や「福祉政策」といった概

念について検討する。特に、社会政策など関連する概念と

1 福祉政策とは何か
の関係を歴史的背：景も踏まえながら論じつつ、公共政策や

o済政策など既存の政策の大きな枠組みとの関係について
煖c論する。

武川　正吾

i棘T）
武川　正吾

i東京大

この回の講義では、この科目で取り扱う範囲を明らかに

する。福祉政策は最も広い意味では、雇用、所得保障、保

2 福祉政策の範囲 健・医療、福祉サービス、住宅、教育、環境、まちづくり 同　上 同　上
などが含まれる。この科目では雇用・社会保障・住宅など

が主な対象である。

この回の講義では、福祉政策の根拠となる人権の概念と

その体系性について検討する。日本国憲法上の根拠として、

3 人権と福祉政策
従来しばしば引き合いにだされてきた「生存権」だけでな
ｭ、　「幸福追求権」や「平等権」「自由権」　「社会権」と呼

大曽根　寛

i放送大学教授）

大曽根　寛
i放送大学教授：）

ばれる人権の類型との関係、さらにいわゆる「人格権」「健

康権」などの新しい人権についても学習する。

この回の講義では、社会福祉に関する国際的な条約・宣

言と日本国憲法、法律、政令、条例など広義の立法が社会

4 立法の構造と動向
福祉の仕組みをどのように作り上げているのかを学習す
驕Bそのために法令の形式的な階層構造を学ぶだけではな

同　上 同　上

く、関係する法令がいかなる社会的・経済的・政治的背景

から登場してきたのかを理解する。

この回の講義では、法と行政の関係について議論する。

最：近の裁判事例を通して、福祉政策を具体的に担う行政機

5 法と行政の実務 関がどのような責任を負っているのかを考察してみよう。 同　上 同　上
裁判過程を分析することによって、市民と福祉施設、そし

て、行政機関の関係を見つめなおす契機となるだろう。

この回の講義では、当事者の権利を守る方策について学

習する。従来は、行政機関の介入・指導によって解決され

6 権利擁護システム てきたことが多いように思われる。しかし、今後は、当事 同　上 同　上
者の行政に対する権利だけでなく、当事者を取り巻く多様

な関係者との権利義務の確認と実現が必要となるだろう。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7 必要　と　資源

　この回の講義では、必要（ニード）と資源を結びつける

沁ヰｭ策の役割について論ずる。福祉政策における必要の

T念が、需要、行政需要などといった概念との関連で説明

ｳれる。これらに、資源をどのように結合させるかが問題
ﾆなる。

武川　正吾

i棘大b）
武川　正吾

i東京大蝦蟹）

@　　大峰虎

8
福祉政策の実施過

　この回の講義では、福祉政策の実施過程について検討す

驕B選別主義と普遍主義など原理的な課題を考察しつつ、

糟ｹの分配過程・供給システムを多面的に明らかにする。

ｻこでは専門職の役割も再検討されることとなるだろう。

三重野　卓

i山梨大学教授）

三重野　卓

i山梨大学教授）

9
政策評価とサービ
X評価

　この回の講義では、福祉政策の評価について学習する。

ｭ策評価の視点、指標、方法、手段、情報公開、住民参加

ﾈどを議論するとともに、具体的なサービスを提供する事

ﾆ所のサービス評価の課題にも言及する。

@　　　　　　　　　　　　＼

同　上 同　上

10

　三分暗部～福祉政　策の根拠～ 　この回の講義では、分配的正義という観点から福祉政策

�ﾆらえ直す。正義論と厚生経済学の最近の動向を踏まえ

ﾈがら、所得や資産などの再分配のあり方やその根拠につ

｢て検討する。これにより、福祉政策が政治哲学や経済思

zと密接に関係していることを学習する。

後藤　玲子

i立命館大学教
�j

後藤玲子
i立命館大学教
�j

11
ジェンダー・エクイ

eイー

　この回の講義では、福祉政策をジェンダーの視点から検

｢する。男女共同参画社会の推進が福祉政策にどのような

e響を与えているのかを考察するとともに、今後を展望す
驍､えで焦点となるアンペイドワークの配分状況や、ジェ

塔_ー・エクイティの考え方について解説する。

下夷　美幸

i法政大学助教
�F）

下夷　美幸

i法政大学助教
�j

12
福祉国家と福祉社

　この回の講義では、福祉国家と福祉社会という概念につ

｢て、歴史的背景を踏まえながら学習する。福祉国家の登

黷ﾆ変遷、福祉社会論の意義と展開を検討する。さらに

沁ロ痩ﾆと福祉社会の関係にも論及する。

武川　正吾

i棘T）
武川　正吾

i東京大u）

13
福祉レジームの考

ｦ方

　この回の講義では、福祉多元主義について議論する。

Gスピン・．アンデルセンなどに依拠しながら、福祉政策の

｢くつかのモデルを描き出す。国際比較の中で、日本の福

ヰｭ策について位置づけてみたい。

同　上 同　上

14
グローバル化と福

ヰｭ策

　この回の講義では、1980年代から90年代にかけてのグ
香[バル化が各国の福祉政策に与えた影響について検討す

驕B資金、物資、人が国境を越えて移動するとともに企業

熨ｽ国籍化していったボーダレス社会において福祉政策は

ﾇのように変貌してきたのかを振り返る。

同　上 同　上

15 福祉政策と学問

　この回の講義では、これまでの学習を踏まえ、福祉政策

ﾉついて学問的なアプローチをするとはどういうことか、

ｭ策動向の解説でもなく、単なる実践の紹介でもなく、学

竄ﾆして福祉政策に取り組もうとするときの心構え、方法、

ﾛ題などを検討する。政策実務や実践と学問とをどのよう

ﾉしたら結びつけることができるかついても考える。

大曽根寛
i放送大学教授）

武川　正吾

i無熱）
蜻]根寛
i放送大学教授）
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忌敵　一法システム1（‘06）＝：（R）
　　　　　　　　　　　　　一生命・医療・安全衛生と法一

％侮
％磯圭牒黙糊：躇畜元也膿雛譲鮒
脇伽〔主任講師（職名）：野村豊強（学習院大学教授）〕

全体のねらい

国民一一般ないしは職業に携わる人々（被用者）の生命の維持あるいは健康の保全に係わる法思想、法制

度や法理論を解説し、医療・保健をめぐる種々の法律問題を研究しようとするものである。そのうちで
も、この印刷教材で取り扱う対象は限定され、国民を対象とする一般医療における医師・医療機関と患

者の契約関係をめぐる法律問題ならびに被用者を対象とする産業保健が中心的に考察される。そして、

その前提として、生命倫理と医療道徳のあり方と法規範との相互関係を論じなければならない。この観

点は、現代の先端医療がはらむ問題との関係で特に重要である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ヒラ旗

生命倫理噛療 そもそも、生命倫理・医療倫理を維持するために法 町野　　朔 町野　　朔
、

律を使うことは許されるか。平成14年にクローン人 （上智大学 （上智大学
．　“　　　　　　　　　〉

の
1 　　　　　　ノ、

D権辮 成立をめぐる議論を照会しながら、法と倫理の関係
蝉院教�j轍獅赫辱 当院教�j弦嘩麟’

を考察する。
＼

ノ1、
「クローン技術規制法」は、各国はクローン人間禁 町野　　朔 町野　　朔

．＿工一、 止のための措置を執るべきだという国際的合意に後 （上智大学 （上智大学

曳 押しされて成立したものである。しかし、人クロー 蝉院教 う←学＝露量
2

囎篇沸 ン胚の作成も禁止されるべきかを巡って、各国の議

_は大きく分かれている。生命倫理の国際化を考慮
授）ラ諺藩 授：）嫉鰯　

しながら、わが国の生命倫理立法のあり方を探る。

ある場合には国民の生命をも剥奪する刑法は、法律 町野　　朔 町野　　朔
の中でも：最も峻厳なものである。医療過誤、患者の （上智大学 （上智大学

3

白白医療～騨　　　　　　擁
自己決定権侵害に対して、日本の刑事司法はどのよ

､に対応してきたか、またその刑事立法はどうある
r戸戸院教
�jラ欝欝窄

同院教
�j演学鞭

べきか、を検討していく。

生殖補助医療と 医学の世界では、人工授精・体外受精・受精卵移植 野村豊弘 野村：豊弘

民事法 等の生殖補助医療技術はめざましい発展をとげてい （学習院大 （学習院大

る。そこで可能とされる技術のうち、どこまでが法 学教授） 学教授）

的に認められるのか。日本では、この問題について

4 は、医学の専門家集団の判断に委ねられてきた。し

かし、法的な観点からの考察は不可欠であり、また、

そのような医療技術によって生まれてきた子どもの

法的な親子関係をどのように決定するのかという問

題を明らかにしなければならない。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

医療行為・医療 治療に関して、医者と患者との問には、医療契約が 野村三三 野村豊弘
契約 締結されると考えられる。しかし、幼児や高齢者に （学習院大 （学習院大

ついて、どのような要件を満たせば、医療契約が締 学教授） 学教授）

結されると評価できるかが問題となる。また、意識

5 不明の救急患者などのように、患者が意思を表明で

きない場合に、医療契約がどのように締結されるの

か。さらに、医師が治療内容をどのように説明し、

それを前提に患者がどのように自己決定するかにつ

いても考察する。

医療過誤紛争 医師の手技上の過失、説明義務の不履行などの医療 野村三三 野村三三
過誤に基づく損害賠償について考察する。特に、一 （学習院大 （学習院大

般的な不法行為の場合とはどのように異なるかに着 学教授） 出教授）

目する。また、死亡が確実であるような疾患につい
6 て、診断の遅延があったような場合（適切な時期に

診断がなされても、死亡は避けられなかったときも

ある）などを例に、医療過誤における損害とは何か
についても取り上げる。

職場における安 労働安全衛生法（安衛法）ならびに付属法令は、労 中嶋士元三 中嶋士元也

全衛生 働基準法とあいまって、職場で働く人々の安全と健 （放送大学 （放送大学

康を確保し、また系的な職場環境の形成を促進する 教授） 教授）

7 ことを目的として制定されている。本章では、これ

につき考察する。

労働災害（1）一 安衛法が労災防止のために、膨大な措置を規定して 中嶋士元也 中嶋士元也

実態ビ三元雑 いるにもかかわらず、不幸にして労災は絶えず発生 （放送大学 （放送大学

混み している。本章では、労災の歴史や実態について、 教授） 教授）

8 解説する。

労働災害（2）一 法制度は、不幸にして仕事を原因とする労災が発生 中嶋士元三 中嶋士元也
救済汚べ した場合に、被災労働者や遺族のために行政ルート （放送大学 （放送大学

（補償）や裁判ルート（損害賠償）をもって、これ 教授） 教授）

9 を救済しようとする。本章では、労災救済の法的仕
組みを探る。

過労死・過労自 労基法や労災保険法は、けがや職業病を補償をもつ 中嶋士元也 中嶋士元三

殺の予防と救済 て救済するが、一定の要件の下に、職業病とはいえ （放送大学 （放送大学

10

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　㌣蔑
O三接種晒

ない作業関連疾病をも救済する。その代表的な疾病

ｪ、日本で深刻な問題を提起している、いわゆる過
J死・過労自殺である。本章では、これらの法的問

教授：） 教授）

題を検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

公衆衛生・感染 これらは、医学としての公衆衛生学・予防医学の対 中嶋士元三 中嶋士元也

症・予防接種 象であるが、法律制度は、これらの分野の効果的な （放送大学 （放送大学

対策のために、どのような仕組みを用意しているで 教授） 教授）

11 あろうか。本章では、この問題を概観する。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　至 我邦十三万ノ精神病者ハ実二此病ヲ受ケタルノ不幸 町野　　朔 町野　　朔

障審華紛権科 ノ外二、此邦二生レタルノ不幸ヲ重ヌルモノト云フ （上智大学 （上智大学

12 繍辮1療 ベシ。これは、1918年、日本の精神医学と精神医療

ﾌ創始者・呉秀三博士の遺した言葉である。日本の
夫挙院教
�j縛磯翠

う騨院教
�j藏弊鵜鮒

精神医療と精神医療法は、博士の言葉にどのように

応えてきたのか。

医療・健康情報 医療機関においては診療情報や薬剤情報が、また：職 中嶋士元也 中嶋士元也

の保護 場での健康診断等を通じて多くの被用者の健康情報 （放送大学 （放送大学

が発生する。これら医療・健康情報は、個人情報保 教授） 教授）

13 護法の下においても、特に厳正な処理の求められて

いる情報である。法的問題点を探る。

医薬品の安全ご 医薬品は、患者の治療に不可欠なものであるが、合 中嶋士元也 中嶋士元也

三三球癖 成化学物質を素材とする医薬品等は、内在的な危険

ｫをも包蔵している。医薬品事故（薬害）が発生し

（放送大学

ｳ授）

（放送大学

ｳ授）

14 た場合、製薬会社の製造物責任や医師の使用上の過
失は法律上どのように扱われるであろうか。

食品の安全と腋 食品に含まれる有害物質は、人間にとって一般に危 中嶋士元也 中嶋士元也

勧嫁瘡 険であるばかりではなく、母親を通して胎児にまで

ｽ大な悪影響を及ぼす。すなわち、食品の安全は、

（放送大学

ｳ授）

（放送大学

ｳ授）

15 全国民の最大の関心事である。法は、これにどのよ

うに対処しようとしているか。
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洗4蕩正
＝　法システム皿：（‘06）＝（R）
　　　　一　　情　　報　　法　　一

〔主任講師：宇賀　克也（東京大学大学院教授）〕
〔主任講師：　長谷部　恭男（東京大学大学院教授）〕

全体のねらい

　情報に関する法律問題について、憲法、行政法、民法、知的財産法、刑法の観点から多角的に分析する

とともに、情報倫理の問題、図書館の機能についても解説する。情報のデジタル化、ネットワーク化に伴

う問題に比重を置くが、基礎的な法原則についても十分な理解が得られるように配慮する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報法の講義においては、憲法、行政法、民法、 宇賀克也
知的財産法、刑法という法律学の視点で情報に関す （東京大学

る諸問題を取り扱うとともに、情報倫理の問題や図 大学院教
書館の機能についても解説する。初回は、その全体 授）

1 情報法の概要
の概要を説明する。 長谷部恭男

i東京大学
全　員

大学院教
授）

他分担協力
者

2
憲法ぬ原則

　表現の自由、プライバシー、知る権利、財産権な

ﾇ、情報法に関わる憲法原理について概略を説明し、

?墲ｹて異なる憲法原理が対立する可能性について
Gれる。

長谷部恭男

長谷部恭男
i東京大学

蜉w院教
�j

インターネットなどのコンピュータネットワーク
社会の秩序を保つには、従来の法律による規制だけ

でなく、情報倫理と呼ばれる規範が必要となってい 山口　和紀 山口　和紀
3 情　報　倫　理 る。この情報倫理について、具体的な問題を通して、 （東京大学 （東京大学

さまざまな側面から考えていく。 教授） 教授）

放送の規律根拠、番組編集準則、集中排除措置、

NHKと民間放送の二本立て体制など、放送制度の
4 放　送　制　度 基本原則について説明し、多メディア化・多チャン 長谷部恭男 長谷部恭男

ネル化に伴うこれらの原則の変容について触れる。

電気通信事業は、2。世繰後謎。年間1こ、国家に

よる独占（あるいは国家によって保護された独占）

事業から、その民営化および競争の導入へと大きな
5 通　信　制　度 変革を遂げた。この章では、通信事業に関わる法制 同　上 同　上

度を概観した後、通信事業の特質を検討し、さらに

通信の秘密について説明する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

政府情報の原則公開の理念に立脚して、国民・住

6 情　報　公　開

民等に情報開示請求権を付与する情報公開法・情報

�J条例の基本的構造がどうなっているのか、電磁

I記録の情報公開についてはどのような問題がある
ﾌかを解説する。

宇賀　克也

宇賀　克也
i東京大学

蜉w院教
�j

個人情報保護の法制度が備えるべき基本的要素は

何かをOECD　8原則、EU指令等を参照しつつ検討し、

7 個人情報保護
わが国の個人情報保護iに関する法制度の特徴を説明

ｷる。あわせて、行政情報化に伴う個人情報保護の
同　上 同　上

課題につき述べる。

行政情報化推進基本計画に基づく国の行政情報化

の推進状況と今後の課題、とりわけ、申請・届出と
8 行政情報化 いう行政手続のオンライン化に関する法律問題を検 宇賀　克也 宇賀　克也

討する。

文献や図書については多くのデータベースサービ

スが、ネットワークを介して利用者に提供される。

このようなサービスの基本概念と仕組みについて説
明する。

（1）データの分類

データベースサ （1．1）1次情報と2次情報 中川　裕志 中川　裕志
9 一ビスとコンテ （1．2）ハイパーテキスト （東京大学 （東京大学

ンツ （1．3）テキストとマルチメディア 教授：） 教授）

（2）データベース・コンテンツの作成法

（3）情報検索システムの仕組み

（4）統合メディア環境を目指して

取引に関する情報がデジタル化・ネットワーク化

されることで、紙を前提として行われてきた取引に

大きな変化が生ずる。これが電子商取引である。で 山本　　：豊 山本　　豊

10 電子商取引
@　　（その1）

は、いったいどのような電子商取引が発展しようと

ｵているのだろうか。また、そこに含まれる法的問

（京都大学

蜉w院教
（京都大学

蜉w院教
題はどのようなものだろうか。これらについて、国 授） 授）

際的な視点を含めて考えたい。

インターネットを通した電子商取引においては、

相手が誰であるか、また送られてきた情報が改ざん

11 電子商取引
@　　（その2）

されていないかを確かめることが難しい。このセキ

?潟eィ上の問題を解決するために考案された電子

趨ｼと、それをめぐる法制度を中心に、電子商取引

同　上 同　上

についての法律問題をより掘り下げて検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講師名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

特許法、著作権法、不正競争防止法などの知的財

産法は、情報の財産的価値を保護するための法とし 井上由里子 井上由里子

12 知的財産法
@　　（その1）

て捉えることができる。この観点から、知的財産法

ｪ、どのような目的で、いかに設計されているかと

（神戸大学

蜉w院教
（神戸大学

蜉w院教
いうことを概観する。 授） 授）

デジタル化、ネットワーク化の進展に伴って、知

13 知的財産法
@　　（その2）

的財産法に関する新たな問題が次々に生じている。

ﾂ々の論点につき、国際的動向も踏まえて検討する。 同　上 同　上

情報を刑法でどのように保護するかについては、

国家機密、財産的情報、個人情報など、その性質に 佐伯　仁志 佐伯　仁志

14
情報の刑法三保

@　　護
応じた議論が必要である。現行法における情報の刑

@的保護を概観した後、将来のあるべき姿について

（東京大学

蜉w院教
（東京大学

蜉w院教
検討することにしたい。 授：） 授）

インターネット上の様々な不正行為に対して、既

存の刑罰法規をどこまで適用することができるの

15
インターネット

ﾆ刑法
か、適用できない場合にどのような刑罰法規が新た

ﾉ設けられたのか、今後設けられるべきなのか、と
同　上 同　上

いった点を検討することにしたい。
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％6イ修正

＝　技術社会関係論（‘04）＝（R）

〔主任講師：森
　　　　　　孟（三三院煙徽手
心　正　規（験送実学教授）i〕

全体のねらい

　日本は技術を大きく進ませ産業を発展させて、とても豊になったようであるが、環境問題、廃棄物処理、交通渋滞・事

故、防災の不備、医療・福祉・教育の後れなどの社会問題が山積している。それは「社会」に向けた技術が進まないから

であり、なぜ進まないのか、どうずれば進めることができるのか、技術と社会の関係を深く考えて、よりよい技術のあり

かたを考える。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

技術は「産業」　「家庭」　「社会」に向けられるが、　「社会」

1技術社会関係の
に向ける技術が後れている。したがってさまざまな社会問題

ｪ激化しているが、なぜこうした技術が後れているのか、こ
森谷　正規　　、　　　　　　　　　　、

森谷　正規
1 あり方

Z術進展の変革
れまでの技術進展の全体を見通して、問題点を挙げ、変革の

K要性を指摘する。

　（

�E＞4《：《彊殖

@・ガ難姉髪

一項授）よ（酒だ鍛

@　煙敷覆’

技術は一一般に市場をもとにした経済原理によって進展して

いくが、　「社会技術」は経済原理が効きにくいものが多い。

2
技術社会関係の基 その「社会技術」をどのようにすれば進ませることができる 同　　　上 同　　　上
礎 のか、技術と社会の関係の基礎をしっかりと把握しておく。

○

「社会」において強いニーズがある技術がいっこうに進展

しない場合、政治がそのニーズを正しく把握して、技術が進

3
技術に果たす政治
ﾌ役割

むような何らかの「仕組み」を作り出す必要がある。現代は

Z術に果たす政治の役割が大きくなっているのであり、それ
同　　　上 同　　　上

について深く考える

「社会技術」を進めるために政治が作る「仕組み」の主な

ものは制度である。それには、各種の規制による採用の義務

4
「社会技術」を進め づけ、経済的な不利を補う補助金、税の優遇措置などがある。 同　　　上 同　　　上

る制度 その財源として環境税などが必要になる。

「社会技術」を進める組織は、実施主体としては企業が主

であるが、その企業をより積極的に組み込むためにPFI（プ

5
「社会技術」を進め ライベート・ファイナンス・イニアシャティブ）を活用する。 同　　　上 同　　　上

る組織 また、企業と生活者の間で調整をするNPO、　NGOも大き
な役割を果たすことが期待される。

環境破壊が地球：規模に広がって深刻になっているが、その

II各分野毎の課題 主たる原因はエネルギー（化石燃料）の大量消費である。こ

6 と対応 れからエネルギーの使用をいかに抑え、新しいエネルギー供 同　　　上 同　　　上

エネルギー・環境 給によって環境破壊を防ぐかが大きな課題である。

廃棄物は、都市ゴミ、家電・自動車など大型ゴミ、各種の

産業廃棄物など非常に多様なものがあり、それぞれに対応し

7 廃棄物処理
なければならない。いかに廃棄の量を減らすか、どのように

?揩ｵサイクルするのか、それをいかに進めるのかの方策を 同　　上 同　　上

示す。
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回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属職名）

8 都市内交通

　都市では、鉄道ははなはだしく混雑しているが、混雑緩和

ﾉいっこうに進まず、道路交通は、渋滞、事故がいっそう深

盾ﾉなっている。なぜ抜本的な対策が立てられないのか、ど
ﾌようにすれば改善に向かうのか、その方向を明らかにする。

森谷　正規 森谷　正規

9 都市問題

　日本の都市は、景観、アメニティが欠如しており、ヒート

Aイランド現象が問題化している。また、地震への防災が不

�ﾅある。これらの重大な都市問題がなぜ解決に向かわない

ﾌか、いかに対応できるのかを考える。
同　　　上 同　　　上

10 医療・福祉・教育

　医療・社会・福祉にも問題が多々あるが、その解決には、

蛯ﾆしてIT（情報技術）が利用できるはずである。　ITが
}速に進む時代であるにもかかわらず、なぜ、これらの分野
ﾅは利用が進まないのか、いかにして進めていくかを考える。

同　　　上 同　　　上

11
課題と対応のまと

ﾟ

　五つの分野の課題と対応を示してきたが、それに関して挙

ｰた多くの技術について、いかに進めるべきかの視点からい

ｭつかのタイプに分けてまとめる。政府、自治体が進めるべ
ｫもの、事業体が力を注ぐべきもの、生活者の意識にかかわ
驍烽ﾌなどがある。

同　　　上 同　　　上

12
皿良好な技術社会
ﾖ係を目指して
驪ﾆが果たす役割

　「社会技術」を進めていくには、開発者として、またサー

rス提供者としての企業が果たす役割が大きく、各企業に自

蜩Iな努力が求められる。その具体的な行動として現れてい
驛Oリーン調達、環境会計、ゼ丸瓦ミッションなどについて、

ｻの状況を明らかにする。

同　　　上 同　　　上

13
市民が持つべき意

ｯ

　さまざまな社会問題に対して、市民は被害者であるばかり

ﾅはなく、問題を生じる当事者の一人である場合も多い。そ
､した社会問題の中での市民の行動をとらえて、問題解決の
ｽめには各人がいかなる振る舞いをすべきか、その意識のあ
阨福ﾉついて考える。

同　　　上 同　　　上

14 国際社会に向けて

　急速に発展しているアジア諸国において、社会問題はこれ

ｩら激化していく。温室効果ガスの削減、廃棄物リサイクル、

�ﾊ渋滞・事故の緩和などの諸問題について、日本が寄与で

ｫるものは大きい。海外に向ける日本の技術の有力な発展方
?ﾅある。

同　　　上 同　　　上

15
望ましい技術の進

W

　21世紀において技術が進んでいく方向を挙げて、その中で

ﾌ「社会技術」の位置付けを明確にして、それが最も重要な

ｫ来技術であることを明らかにする。その上で、全体として
]ましい技術進展のあり方を示す。 同　　　上 同　　　上
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・＝ ﾂ：境マネジメント（‘06）＝・（TV）

〔主任講師（現職名）．山口光恒（帝京大学教授）〕

全体のねらい

環境問題の対象が、従来の公害問題から、地球温暖化・オゾン層破壊などの地球規模の環境問題に拡大

している。これに伴い企業、消費者、政府などの役割に大きな変化がみられる。本講座ではこれら当事

者の新たな役割を探ると共に、地球温暖化、廃棄物問題、環境保護と自由貿易の両立については特に章

を設けて考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

地球環境問題 はじめに、公害問題との対比で地球環境問題の特徴 山口　光恒 山口　光恒

とは を述べる中で、持続可能な発展（sustainable （帝京大学 （帝京大学

development）につき説明する。次いで地球環境問題 教授） 教授）
1

の原因と本質を探り、政府、企業、消費者等の役割

に簡単に触れる。

地球環境問題と 企業が変わらねば環境問題は解決しない。企業を動 同上 同上

企業 かす主体である政府、消費者・NGO、企業、自治
体、金融機関、投資家等と企業の関係を考える。次

2 に、企業を取り巻く世界の情勢及び日本企業の対応
を概観し、企業経営と環境問題の関わりに触れる。

ISO環境管理 国際標準化機構（ISO）での環境管理標準化の経 同上 同上

システム 緯を振り返り、このうち特に第三者認証の対象でも

あるISO14001環境管理システム制定を巡る
国際会議での日米欧の立場や、規格制定に際するN

3
GOの役割を解説する。その上で、14001のポ
イントと日本企業の対応を海外の事例も含めて紹介
する。

製品面での環境 製品面での環境配慮の中核となるのは、製品の製 同上 同上

配慮（LCA） 造・使用・廃棄のライフサイクル全体を通した環境

への影響評価（LCA）である。　ISOのLCA規
格の内容を説明し、オランダや日本で研究が進めら

4 れている環境負荷の重み付けについて検討する。そ

れと並んでLCA手法による製品比較広告の困難性
も検証する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

政府介入の必要 環境破壊のメカニズムを明らかにするなかで、政府 同上 同上

性とPPP の介入の是非を検討する。この中でPPP（汚染者
支払いの原則）の意味や、コースの定理を取り上げ

5 る。次いで、環境政策の目的を最適汚染削減水準の

達成と、所与の水準の最小費用での達成の両面から
考察する。

環境政策の手段 環境政策の手段のうち、直接規制と経済的手法（税） 同上 同上

（直接規制、税） の検討を行う。一般に直接規制については現実の効

果を、経済的手法については理想的効果を比較する
6 傾向にある。後者についてはヨーロッパの実例を基

に何故理論と実際が乖離するか観点から検討する。

環境政策の手段 排出権取引は直接規制と経済的手法の混合政策であ 同上 同上

（排出権取引、 る。効率面では排出権取引とボーモル・オーツ税は
自主協定） 同等の効果を持つが、排出量規制、コスト安定の面

等で異なる。こうした点を含め両者を比較する。自

7 主協定は最近注目され、ドイツ、オランダ、英国、

日本等で用いられている。この環境効果、費用効果

等を検討する。この他、環境破壊的補助金について
も触れる。

消費者、NGO 消費者は企業行動を変える有力なアクターである。 同上 同上

の役割 欧米を中心にグリーンコンシューマーの動きを探
る。消費者は住民でもある。日本の廃棄物処分場建

8
設にみるごとく環境保護面での住民の役割も響き
い。NGO（非政府組織）は政策提言能力を持ち、
実際の環境政策に影響を与えている。日米欧のNG
0の実態に迫る。

地球温暖化（1 IPCC（気候変動に関する政府間組織）第1次報告は 同上 同上

PCC第3次報 気候変動枠組み条約締結に、第2次報告は京都議定
告） 書採択に大きな役割を果たした。講義では2001年春

9
の第3次報告を中心に、温室効果ガス排出見込みと

その影響、それに対する適応策と防止軽減津軽につ

き解説する。最後に2004年から執筆が始まった第4
次報告についても触れる。

地球温暖化（気 1994年発効の気候変動枠組み条約の背：景と内容、基 同上 同上

候変動枠組み条 本理念を解説し、問題点を探る。次いで1997年に採

約と京都議定 択され、先進諸国に初めて数量目標を課した京都議

10 書） 定書の内容と、ここで新たに導入された排出権取引

等の「京都メカニズム」について検討し、未解決の
途上国問題を展望する。

12　2一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

地球温暖化 2001年3月アメリカは京都議定書からの離脱を宣言 同上 同上

（日・米・EUの した。EUは2002年に京都議定書を推進すると共に、
対応） 2005年からは域内排出権取引を開始する。こうした

11 中で日本も京都議定書目標達成に全力を尽くしてい

るが道のりはかなり険しい。京都議定書を巡る日・

米・EUの対応とその背景を解説する。

地球温暖化（ポ 京都議定書が規定するのは2012年までである。しか 同上 同上

スト京都議定 し議定書加盟国の温室効果ガス排出量は世界全体の
書） 1／3に過ぎない。100年後のグローバルな排出量を

12 現在の水準以下に削減することが求められる中で、

アメリカと主要途上国の参加を得て長期の対策を進

めるための方策を探る。

廃棄物問題（拡 2001年春、拡大生産者責任（EPR）に関するOECDガ 同上 同上

大生産者責任一 イダンスマニュアルが完成した。これを機に廃棄後

13
その1） の生産物の処理責任を自治体から生産者に移転する

動きが世界で相次いでいる。主としてヨーロッパの
動きを中心に、拡大生産者責任の本質に迫る。

廃棄物問題（拡 日本でも拡大生産者責任の考え方に則り、容器包装 同上 同上

大生産者責任一 リサイクル法や家電リサイクル法が制定され、自動

その2） 車リサイクル法の制定にもつながつた。他方、近年

廃棄物の海外輸出が注目を浴びている。この点に関
14 し、公害輸出及び資源の国際的有効利用という両面

から問題の核心に迫り、環境を核としたアジア外交
の展開を提唱する。

自由貿易と環境 環境政策が自由貿易の阻害要因となるケースが出て 同上 同上

保護 いる。環境条約非加盟国に対する貿易制裁措置と自

由貿易の衝突がその典型である。この他日本の温暖

化政策（自動車燃費規制）やEUの廃電気電子機器
15

指令を巡り、環境規制が結果として貿易障害となる

可能性を巡り具体的事件が発生している。環境と貿

易の両立をはかる方策につき検討する。
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＝　環境工学（‘03）＝（TV）

〔主任講師：鈴木基之（放送大学教授）〕

全体のねらい、

　環境工学は、環境問題の解決手法開発の学問である。環境問題そのものは、過去半世紀の間に大きく変化し、従ってその

問題の解決のための哲学も変化している。工学は単なる個別の技術開発ではなく、将来ビジョンに基づく統合的なシステム

確立を念頭において、そのために科学技術を総動員することが求められる。地球上の限られた資源の量、限られた自然環境

の恩恵という制限の中で、ますます人間活動が増大していくことが予想されている現在、人類がの活動を持続していくため

に何が必要とされるのか、何が可能なのかが今問われており、この答えを見出すための「考え方」を学ぶことが重要である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

過去50年位の間人間活動の拡大・活性化によってそれを取

り巻く自然環境との間に相克が生じてきた。すなわち、人間

活動による環境の劣化が生じ、これが人間の生存そのものに 鈴木　基之 鈴木　基之
1 環；境問題の発生 制約を与えることとなった。環境問題の発生、変化を概括し、 （放送大学教 （放送大学教

その：解決のために工学がどのようにかかわっていくことにな 授） 授）

るのかを考えてみよう。

生産活動、人間活動から環境に影響を与える物質はどのよ

うに派生するのか、環境中に流出した物質はどのような挙動

をとるのかなどを定量的に理解するうえで基本となる物質収

2 物質収支と速度論 支の考え方、変化の速度論などについて基本的な考え方を概 同　上 同　上
回する。特に窒素の環境を例にとって色々な形の変化を見て
みよう。

環境変化の影響は色々な面から考察される必要がある。人 鈴木　基之

間活動から派生する物質が及ぼす人体健康への直接的な影
響、自然生態系への影響等様々な形の悪影響の可能性（リス ゲス’ト

有害物質対策・生活
ク）をどのように考え、評価するのかを考えてみよう。 中西　準子

3 環境保全・自然環境

ﾛ全
同　上

（独立行政法

l産業技術総
合研究所化学

物質リスク管

理研究センタ
一長）

水環境の劣化に伴い安全な飲料水確保のために種々の技術

が用いられる。色々な飲料水の問題を概説するとともに、我 鈴木　基之

4
処理技術概論（1）

辮??

が国の飲料水処理において生じている水源の劣化、原水の水

ｿ汚濁の問題に対応するための水処理技術に関する工学の基

bを解説し、沖縄の北谷浄水場を例として新しい処理法を紹
同　上

ゲスト

^柄　泰基
介する。 （北海道大学

教授）

人間活動から派生する排水を環境中に排出するためには十分 鈴木　基之
な処理をする必要があるが、特に水域を健全に守るために、

処理技術概論（2） 減弱技術の適用も重要である。有害な細菌、ウィルス、原虫 ゲスト

5 排水の処理 等に対応する処理技術の中で、新しい可能性を有する手法と 同　上 大垣　真一郎
して、紫外線処理についての検討を示す。 （東京大学大

学院工学系研
究科教授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6
処理技術概論（3）

r出ガスの浄化

　大気を通じて人体、生態系に影響を与える有害物質の存在

熄d要である。近年重要となっている室内空気環境の問題と

ｵて、新しい建材などが原因となって生じている室内空気汚

�iシックハウス）に対する工学的な解析等の例を紹介し、

ｱの問題の対応を考えてみよう。
鈴木　基之

鈴木　基之

Qスト

ｺ上　周三
i慶応大学教
�j

7

処理民謡概論（4）

ﾅ体廃棄物の取り

ｵい

　活発化する人間活動から発生する固体廃棄物は、その処分

黷ﾌ不足や、投棄された廃棄物が生む環境破壊など多面にわ

ｽる問題を生じている。廃棄物とされるものであっても有価

ｨ質は多く、その例として生物系の廃棄物に関する資源化の
�ｵと今後の方向を考えよう。

同　　　　上

鈴木基之

Qスト
欄c　章義
i東京大学生
Y技術研究所
ｳ授）

8

システム的考え方
ﾌ重要性一統合的な

lえ方

　環境問題は多くの個別の問題として考えられがちである
ｪ、実はその多くの事柄は色々なルートを通じてお互いに関

Aしている。廃棄物問題の解決にも、単に人間活動からの廃

?ｳれる物質の問題ではなく、生産プロセスも含んだ地域に

ｨける総合的物質循環の考え方が必要になる。このようなシ

Xテムにおける物流に対する取り組みを紹介する。

同　　　　上

鈴木　基之

Qスト

｡江幸一
i豊橋科学技

p大学教授）

9 資源化手法

　廃棄物を最小にすることは最終的には資源の有効利用を図
驍ｱとにつながる。このためには資源生産性という概念など、

F々な新しい考え方が必要となる。世界の資源の利用状況を
T観し循環型社会を構成していくための技術的方策、社会的

綠�ﾈどについて考えてみよう。
同　　　　上

鈴木　基之

Qスト
R本　　良一
i東京大学教
�j

10
地域での循環型社
?ﾌ形成

　循環型社会を構築していくためには自治体、地域、国など

增Xの単位での検討が必要であろう。このような方向での取
闡gみの例として屋久島における研究プロジェクトの取り組

ﾝにおいて物質循環を検討している例をみてみよう。またカ
泣塔{ーにおける工業ネットワークの例も紹介される。

同　　　　上

鈴木　基之

Qスト
｡田　晋輔
i鹿児島大学
ｳ授）

11
環境のモデル化と

cfルの効用

　環境という大きなスケールを持ち、種々の単位プロセスが

｡雑に絡み合った対象の将来の変化を予見するには、実験な

ﾇという手法は通常取りえず、数理モデルを構築することに

謔阯¥測をすることになる。環境のモデル化とはどういうこ

ﾆか、どのようなところに有効性があり、問題があるのかを

lえてみることにしよう。

同　　　　上

鈴木　基之

Qスト
ｼ岡　　譲
i京都大学教
�j

12 水循環と地域水資源

地球上の水は海域には大量に存在するがこれは塩水であ
閨A太陽エネルギーを受けて蒸発し、降水となって地上に戻

ﾁてくるわずかの水が淡水資源として人間活動、陸上生態系

�xえている。食料生産もその持続性は水資源にかかってい

驕B世界的な水危機を迎える今、水問題に工学としてどのよ

､にかかわるのかを考えてみよう。

同　　　　上

鈴木　基之

Qスト

ｫ　　大幹
i総合地球環
ｫ学研究所）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13
地球温暖化と工学
ﾌ対応

　地球温暖化は主として化石燃料の燃焼に伴う二酸化炭素ガ

Xの発生により大気の温室効果が増すことにその原因がある
ﾆされている。この温暖化問題に対応する工学の取り組みの一つの例として、都市の種々の活動におけるエネルギー利用

ﾆ、これにより発生する二酸化炭素量をどう考えるのかを見
ﾄみよう。

鈴木　基之

鈴木　基之

Qスト

ﾔ木　啓祐
i東京大学大
w院工学系研

?ﾈ教授）

14
干潟など、環境の保

S・利用

　自然環境は身近なところを考えても、色々な形で人間活動

ﾌ影響を受けて、劣化しておりまた同時に環境浄化という機
¥の面で大きな役割を果たしている。自然環境の果たすべき

@能を十分に活かし、かつ保全するためにどのような工学的

ﾈ配慮が可能なのかを考えてみよう。ここでは干潟という特
黶E特徴：的な生態系の場を例として考えてみよう。

同　　　　上

鈴木　基之

Qスト

ｪ田　光正
i広島大学教
�j

15
問題解決型から着
n点誘導型へ

　人間活動は全ての面で環境と何らかの相互作用を有してい

驕B最終的に人類の活動を持続していく条件としてなにを考

ｦていく必要があるのか、特に生態系を保全する方向での生
ｨ多様性という考え方を紹介する。また有限な資源と環境の

ｺで人間活動のあるべき姿を考えていくためにはどのような
pラダイムの変更が必要なのかを考えてみよう。

同　　　　上 鈴木　基之
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輪梅彰　＝　都市デザイン論（‘06）＝（TV）

旛駐
〔主任講師（現職名）：香山壽夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　私達の生活する都市を、どのようにつくるのか。そもそも、都市とは何なのか。近代の都市設計理念

は何を作り出したか。それは、今どのような問題に直面しているか。今日の都市に求められているもの

は何か。それを解決するための方法は何か。こうした問題について具体例に即して考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

序・都市とは何 都市デザインの目的と方法について考察する 香山　壽夫 香山　壽夫

か 1）私達の生きる空間としての都市 （放送大学 （放送大学

2）醜い日本の都市の現実 教授） 教授）

1 3）社会の枠組みとしての都市

4）都市はどのようにしてつくられる hレ

都市のかたち 3回にわたって、歴史的な都市をとりあげて、都市 同上 同上

（1） のかたちと、その意味について考察する

一京都と江戸 1）都市のかたち一計二二と自発性
2 2）京都のかたち

3）江戸のかたち
4）美しかった日本の都市

都市のかたち 1）都市のかたち一幾何学形態と自然形態 同上 同上

（2） 2）古代の都市のかたち

一古代と中世ヨ 3）中世の都市のかたち
3 一ロツノく 4）都市のまとまり一「親近性（コンパクトネス）」

都市のかたち 1）都市のかたち一持続と変革 同上 同上

（3） 2）ルネサンス都市のかたち

一ルネサンスと 3）バロック都市のかたち
4 バロック 4）都市の持続性

近代の都市デザ 2回にわたって近代の指導的な都市デザイン理念に 同上 同上

イン理念（1） ついて考察する

一庭園都市 1）産業革命の生んだ都市の悲惨
5 2）ユートピア的工業都市

3）エベネッツァ・ハワードの「庭園都市」

4）郊外への展開
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

近代の都市デザ 1）モダニズムの都市デザイン 同上 同上

イン理念（2） 2）ル・コルビュジエの都市革新理念・

一位の都市 3）合理主義と革命願望
6 4）新都市「チャンディガール」の悲惨

近代日本の都市 明治以降今日までの日本の都市デザインは何を行っ 同上 同上

デザイン（1） てきたのか、2回にわたって考察する

一文明開化と西 1）消された町、江戸
7 欧化 2）文明開化の都市イメージ

3）市区改正から震災復興までの東京

4）実らずに消えた新都市の夢

近代日本の都市 1）焼け野原と化した都市理念 同上 同上

デザイン（2） 2）戦災復興とニュータウン建設

一戦災復興と再 3）自動車道路と超高層ビル
8 開発 4）前衛的都市提案の虚妄

新しい都市デザ 20世紀後半に始まって今日更にひろがりつつある 同上 同上

イン理念（1） 新しい都市デザインの動きについて2回にわたって
一再開発批判か 考察する

9 ら住区再生へ 1）モダニズムの理念に対する反省
2）J．ジェイコブスの再開発批判

3）イギリスのシヴィック・トラスト運動

4）日本の町並み保存運動

新しい都市デザ 1）まちづくりの新しい動き 同上 同上
イン理念（2） 2）アメリカの「ニュー・アーバニズム」

一「親近性」を 3）イギリスの「アーバン・ヴィレッジ」
10 求めて 4）町の秩序は住民がつくる

都市デザインの これから4回にわたり、都市デザインを実際に行う 同上 同上
要素（1） 時の手がかり、すなわち要素、について考察する

11
一通り

4）　∠一

三部隆じ松リ；らて》る

都市デザインの 1）　　　　　燗⑦働の広場 同上 同上

要素（2） 2）　　　　　　・　　　日晦三三』の 成嫌循

12
74揚

D
3）・　“’　　　　甲町鉱場」のか朽4）公共建築の勝ち

とに脚か 費
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

都市デザインの

v素（3） 1灘轟薫齢 同上 同上

一水と緑 3）　　　　ハ、㌧ト自織のか商
13

4）　”
着怖孫三巴然の一静

都市デザインの 1）住居は全て集合住宅である 同上 同上

要素（4） 2）日本の町家　　　　　　　画図主吃
一都市住居 3）ヨーロッパ・アメリカの購

14 4） G謙欝

結・都市をいか 1）都市の素晴らしさ 同上 同上

につくるか 2）共同体のかたちとしての都市
3）　「親近都市空間」をいかに実現するか

15
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％6三三

自門正

＝　教育文化論（‘05）＝（R）

　　　一人間の発達・変容と文化環境一

〔主任講師：　住田　正樹（放送大学教授）　〕
〔主任講i師：　鈴木　晶子（京都大学大学院教授）　〕

全体のねらい

　教育文化は、ある社会の人々の間に広く見られる教育や発達についての信念・価値、態度、感情など
の伝統的な志向パタ・・・…一・ンというほどの意味である。個々の人々は、日常生活のなかで、とくに意識する

ことなく、こうした教育文化に規定されて教育についての信念・価値、あるいは態度・思考といった教

育観、教育意識を形成していく。この講座では、教育文化が人々の教育観や教育意識、そして人間の発

達をどのように規定しているか、また方向づけているか、について考える。

執筆担当 放送担当
回 一アーマ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

1部　教育文化へのアプローチ

教育文化についての概念は、未だ必ずしも明確にされてい 住田　正樹 住田　正樹
るわけではない。それだけにいろいろなアプローチが可能で （放送大学教 （放送大学教

教育文化とは何か ある。 授） 授）

1 第1回は、教育文化をどのように捉えることができるか、

また本講座ではどのように捉えたかについて講師2人が対談 鈴木　晶子 鈴木　晶子
形式で説明していく。 （京都大学大 （京都大学大

学院教授） 学院教授）

H部教育文化の原理

近代学校教育の制度化に伴い、職業教師に専門的知見を提 鈴木　晶子

供するために成立した教育学という学問。その学問の発生現

2
教育的まなざしの 場に立ち返り、近代科学的な発想が教育を見る眼、その教育 鈴木　晶子 弘田　陽介

誕生 的まなざしをどのように規定しているのかみてみよう。 （督蕪

湊

近代教育および近代教育学を規定している教育的まなざし
物一千晒7
t三つ

1ラノ

が、今日私たちが教育について考えたり、語ったりしている

3
教育的まなざしの 際に、どんな働きをしているのか、またそうしたまなざしは

鈴木　晶子 同　上
増殖 いかにして増殖するのか、その仕組みを探ってみよう。

教育を見る眼、教育的まなざしが、社会や文化の枠組みに 皇　　紀夫
よって強く縛られてしまっていることは、教育について語る 皇　　　紀夫 （大谷大学教

4 教育を語る言葉の その言葉の貧困という状態となって現われてくる。教育を語 （大谷大学教 授）

病 る言葉について考えてみよう。 授）

鈴木晶子

一130一



執筆担当 放送担当
回 一アーマ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間が人間と成り行くなかで、読む、書く、話すという言

教育文化臨床と言 葉との出会いはその変容を大きく規定している。私たちはど 皇　　紀夫
5

語 のようにして言葉と出会い、言葉を通して変容していくのだ 皇　　　紀夫

ろうか、言葉の働きを探ってみよう。 鈴木　晶子

言葉と身体は実は不可分の関係にある。近代教育の制度化

とともに、言葉や身体はどのように変化してきているのだろ 鈴木　晶子 鈴木　晶子

言葉と身体 うか。それは人間の生きる意欲や力の源ともいえる情念や欲
6

望の発露形式の変容とみることもできる。 弘田　陽介 弘田　陽介

いかに死に、いかに生きるか、これは人間一人ひとりにと

って固有の主題である。個々の人間の人生の旅路で出会う風 鈴木　晶子

死ぬこと・生きるこ 景は様々である。教育とはその個別性をこそ愛おしむべき営
7

と みである。人間としての普遍性と個人としての特性とをとも 鈴木　晶子
皇　　紀夫

に掬うことのできる教育文化の再生は可能だろうか。

恥部　教育文化の諸相

今日、育児不安や育児ノイロ：一二、また虐待など育児を巡
住田　正樹 住田　正樹

っての問題が噴出しているが、育児についての考え方や行為

8
育児文化の変容 は、どのように変化してきたのか。今の親は育児についてど

田中　理絵 田中　理絵
のように考えているのか、今日の育児問題の背後にある社会

I・文化的条件を考えてみる。

（山口大携舗）　即激 （山口大学＝講　　　　　艦

�F）　耳誘i購

遊びと遊び方とは異なる。遊びの変化を捉えるためには、

遊び方の変化を捉えねばならないが、そもそも遊びは子ども

9 子どもの遊びと遊 発達にとってどのような意味があるのか、そして子どもの遊 住田　正樹 同　上

℃ び文化 びはどのように変化しているのかについて考えてみる。

、

高学歴化が進行すると、学歴インフレが生じ、学歴の価値

学歴社会の変貌 が下がる。しかし今日にあっても、依然として学歴獲得競争
住田　正樹

10
一学歴インフレの は激しい。どうしてなのか。学歴インフレの時代にもかかわ 同　上

時代一 らず、子どもも親も学歴獲得競争に適進ずる理由を考えてみ

驕B

田中　理絵

現代のメディアは巨大化、多様化、複雑化してわれわれの

メディア環境の形 環境を形成しているが、取り分けエレクトロニクス系メディ

11 成と拡大 アの進展はめざましい。こうしたメディアが拡大していって 住田　正樹 同　上

教育環境・文化環境をどのように形成しているかについて考

えてみる。
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執筆担当 放送担当
回 一アー幽マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

「男らしさ」、　「女らしさ」という概念は社会的・文化的

条件によって規定される。今日の日本にあっては、どのよう 住田　正樹 住田　正樹

12
ジェンダーの世界 な条件が男らしさ・女らしさを規定しているのか、そしてそ

の内容はどのように変化してきたのか。 田中　理絵 田中　理絵

子どもに対する人々の常識的な観念を子ども観というが子

子ども観の世代差 ども観も近年大きく変わってきた。人々の子どもに対する態

13
一子どもはどう変 度や行動は、その社会の子ども観によるところが大きい。子

住田　正樹 同　上
わったか一 ども観は近年どのように変化してきたか。

子どもを取り巻く社会環境はどのように変わってきたの 南　　　博文 南　　三文
子どもたちの生活 か。日本人に特有と言われる行動や態度の準拠枠としての「世 （九州大学大 （九州大学大

世界と自己意識の 間」は、これまで良くも悪くも個人の自己性を規定してきた 学院教授：） 学院教授）

変容一社会・世間・ が、私生活中心となった現代の日本で育つ子どもたちの生活
14

コモンズの観点か 世界はどうなっているのか、社会化・共同化の観点からとら 園田　美保 園田　美保
ら一 える。 （鹿児島女子 （鹿児島女子

短期大学講 短期大学講
師） 師）

rv部　教育文化研究の現在

講師2人の対談形式によるまとめと今後の課題。教育文化
住田　正樹 住田　正樹

の研究の必要性と研究を進めていく上での今後の課題あるい

15 教育文化論の課題 は可能性について述べる。
鈴木　晶子 鈴木　晶子
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軽四疋
・＝@教育経営論（

〔主任講師：新井

‘0　4）　一　（R）

　　　三三三三武蟻繍敬幾
郁男（sijfigept￥ki￥wag）〕

全体のねらい
　わが国を中心とした現下の教育改革の方向に照らして、これからの教育経営の在り方について、単なる理論の紹介という

のではなく、内外の実践を紹介もまじえながら、わたしの考える教育経営論を展開する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育経営の基本的原理の一つとして、プラン（Plan）一ドゥ

教育経営の原理1
（Do）一シー（See）といった計画性の原理について考える。 新井　郁男　　、　　　　　　　　　　　、

新井　郁男
1

一計二三
（’

�ﾉ辮
　G繕学教
Q購轟

教育経営においては、教師や保護者などの多様な教育観を

教育経営の原理2 調整することが重要であること、調整するためのさまざまな

2 一多様な教育観の ストラテジーについて考える。
同　　上 同　　上

調整

教育の重要な側面である教育課程の経営に当たっては、目

教育経営の原理3 標、時間、空間、教職員組織、などについて柔軟な姿勢をと

3 一柔軟な教育課程 ることが重要であることについて考える。
同　　上 同　　上

経営

これからの学校は、それぞれの実態をふまえながら特色を

出していくことが求められているが、その課題を達成するに

4 学校の創造性 はどうしたらよいかについて考える。
同　　上 同　　上

学校の創造性において最も重要な課題であるカリキュラム

学校に基礎を置い 開発を各学校が主体的に行う場合のアプローチについて考え

5 たカリキュラム開
る

同　　上 同　　上
発

新しいカリキュラムを開発し、それを実際に機能させるた 、

めには、学校組織の改革の重要であることについて述べる。
カリキュラムと学

6
校組織 同　　上 同　　上

新しいカリキュラムの導入に対応する学校組織の観点とし

てティーム・ティーチングの意義などについて考える。

7 教授組織の革新 同　　上 同　　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学校と地域の連携を密にした地域社会学校について、アメ

リカで展開された論やわが国の第2次大戦後の動向、最近の

8
地域社会学校の創

｢1
動向などを踏まえて、地域社会学校を経営していくにはどう

ｵたらよいかについて考える。
同　　上 同　　上

第8回を受けて、現在、現在再び地域社会学校の理念が復
回していることの拝啓や意義などについて考える。

9
地域社会学校の創

｢2
新井郁男 新井郁男

地域社会との連携を深めている、わが国のさまざまな実践
例に目を向けながら、その意義や課題などについて考える。

10
地域社会学校の創

｢3
同　　上 同　　上

校長などの管理職や指導的な立場にある教員などのスター

ル・リーダーの問題について、ウェーバーの指導者論などを紹

11
学校経営における
梶[ダーシップ1

介しながら考える。 同　　上 同　　上

教育経営が適切に遂行されるには校長をはじめとするスク

一ル・り一ダーがどのような役割を果たさせばよいかについ

12
学校経営における
梶[ダーシップ2

て、具体的な例を出しながら考える。 同　　上 同　　上

現下の教育改革において重視されている「開かれた学校」

とは何か、そのような学校を創造するためには教育経営はど

13
開かれた学校

o営1
のように転換しなくてはならないのかについて考える。 同　　上 同　　上

開かれた学校をめざす開かれた教育経営の具体的な対応の

問題として、学校評議員制度、PTA、学校選択、行政との

14
開かれた学校

o営2
関係などについて考える。 同　　上 同　　上

1回から14回までに考えたことを、学習組織体としての学
校の創造という観点から整理して、今後を展望する。

15
学校組織体として
ﾌ学校の創造

同　　上 同　　上
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＝　学校システム論（℃2）＝（TV）
　　　　　　一子ども・学校・社会一

〔主任講師：竹内洋（関西大学教授）〕

全体のねらい
　「学校」という言葉も実態も、いまのわれわれにとって自明すぎることである。しかし、学校は人類の文明のある段階で

発明された人工装置である。人類が発明した学校という人間形成の装置が、社会の変化のなかでどのように変貌してきたの

か。そして、いまなぜ学校の秩序の揺らぎが問題化されるのだろうか。文明の装置としての学校の可能性と不可能性を浮か

びあがらせ、21世紀の学校像を描きたい。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1 学校が輝いた時代

　第2次世界大戦後、人々は教育の拡大によって悲惨と不幸
ｩらの脱出することを願った。新潟県佐渡島両津街を事例と

ｵながら、戦後の貧困の中から人々が学校創設にたちあがっ

ｽ時代をみることによって、学校と教育が輝きをもって出発
ｵた時代をあらためてふりかえり、半世紀の問にわれわれが

ｾたもの失ったものを考える。

竹内　　洋
i関西大学教

�j

竹内　　洋
i関西大学教

猿�j

2 新中間層と教育

　わが国の学校教育の拡大をリードしたのは、都市新中間層

ﾅある、と言われる。ここでは、戦前期におけるこの階層の
`成、およびこの階層と学校教育とのかかわりを分析するこ
ﾆにより、現代日本の教育意識の起源について考えてみたい。

高橋　　一郎
i大阪教育大

w助教授）

高橋　　一郎
i大阪教育大

w助教授）

3

大衆化する教育意
ｯ～ピアノの普及を

ﾟぐって～

　戦後日本における家庭用ピアノの普及を分析することによ

閨A　「教育する家族」という社会意識が、中間層をこえて大

O層へと広がっていった過程、および、この大衆化をもたら

ｵた社会的要因について、考える。
同　上 同　上

4
人口からみる子ど
烽ﾆ学校

　人口構成の変化ほど、日本の学校教育に大きな影響を与え

ﾄきた要因は他にない。最近の大学改革を見てもわかるよう

ﾉ、誰もが操ることなできない絶対的な事実として、18才
l口の減少があった。子供数の変化に対する教育政策の対応

站ｳ員の年齢構成などを例にしながら、理念よりも人口構成
ﾌ変化が学校教育を動かす側面を検討する。

岩井　八郎
i京都大学大

w院教授）

岩井　八郎
i京都大学大

w院教授）

5

美徳の博物館

`学校組織の社会’

`

　学校のカリキュラムや教育目標をみれば、社会において何

ｪ望ましいかが、多様に提示されている。一方、それらは望

ﾜしくない事実を発見するための指針でもある。学校の外側

ﾅ作り上げられた望ましさの基準の下で、学校は組織として
ｶ続しなければならない。組織としての学校をみる社会学的

挙_を提示する。

同　上 同　上

6 学校文化の身体化

　ひとくちに学校といっても課程や規模、伝統、男女比率、

i学率などがそれぞれに異なっているのに応じて規律に対す
骰lえ方も異なり、生徒の気質や文化も異なっている。こう

ｵた違いを風土と文化という観点から整理し、検討してみよ
､。　　　　　　　　　　、

黄　　順姫
i筑波大学助

ｳ授）

黄　　油鼠
i筑波大学助

ｳ授）
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
女学生文化
`羨望と嫌悪のま
ﾈざしのなかで～

　女学生という存在は、それまでの女性についての規範や秩

?�jる新鮮さを期待されながらも、一方では常に「堕落」

ｵゃすい危なっかしい存在という目でみられてきた。それで

ﾍ、女学生のどのような行動や生活態度が「堕落：」あるいは

u不良」ととらえられたのだろうか。そして、当の女学生た

ｿはそうしたまなざしの下でどのように行動し、日常生活を

ｶきてきたのだろうか。ここでは、「堕落」女学生や「不良」

頼w生をめぐる言説や実態を通して、羨望と嫌悪の二面感情

ﾅとらえられてきた女学生の表象とその文化を探ってみた
｢。

稲垣　恭子
i京都大学大

w院教授）

稲垣　恭子
i京都大学大

w院教授）

8
女学生の物語・物語

ﾆしての女学校

　女学生を主な登場人物とする小説は、明治20年代あたりか

迴o現し明治30年掛には大衆的人気を得るようになった。女

w生の生活実態をうかがい知る機会が少なかった当時におい
ﾄは、女学生の実態をある程度反映しながらも多分に外から
nり出された表象である女学生小説が、現実の女学生のイメージを規定し、また女学校教育にも少なからず影響を与えた

ﾆ思われる。ここでは、女学生のパブリック・アイデンティ

eィをつくり上げる上で女学生小説がどのような意味と役割
�ﾊたしたのかを考えてみたい。

同　上 同　上

9
学校・暴力・ことば

ﾌ力

　学校はその基礎が整った明治の時代から絶えることなく暴

ﾍの影につきまとわれてきた。しかし、葺980年前後を境に全

曹ﾌ中学校に吹き荒れた校内暴力の嵐は、いかなる意味でも

ｱとば（理屈）を背景にしていないという点で、それまでの

¥力とはまったく性格を異にするものであった。この校内暴

ﾍへの対処という困難な仕事に身を挺してあたってきた教師
ｽちの話をもとに現代における教育の意味をあらためて考え
ﾄみることにしたい。

山本　　雄二
i関西大学教

�j

山本　　雄二
i関西大学教

�F）

10

教育問題と責任の

A属
`「いじめ」自殺事

盾�ﾟぐって

　「いじめ」はそれが死と結びついていると認識されたとき

ｩら社会問題になり、やがて学校問題になった。それは学校

ｪ責任を問われるべき問題になったことを意味していた。責
Cは裁判で問われた。

@ここでは「いじめ」自殺裁判の事例を通して、裁判で学校
ｳ育の何が問われたのか、判決文の論理構成を追いながら検
｢する。

同　上 同　上

11 記憶のなかの学校

　学校システムは同窓会システムとの関係のなかで機能す
驕B同窓生達は記憶のなかの学校としての母校へ経済的・心
搏I援助をする。一方、母校に対し文化的正統性を押し付け
驕B学校と同窓会の象徴的権力関係を解明しよう。

黄　　三姫 黄　　三姫

12

パブリック・スクー

汲ﾆいうノスタル
Wア（1）

　英国のパブリック・スクールは全人教育がなされる学校の

搗z型として多くの国で模倣された。日本では、戦後すぐに
r田潔が自らの体験をもとに書いた『自由と規律』が多ぐの

lに読まれ、学校の模範とされた。パブリック・スクールが
ﾇのようにして理想の学校になったかをみる。

竹内　　洋 竹内　　洋
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

内容は12回と同じ

パブリック・スター

13 ルというノスタル 竹内　　洋 竹内　　洋
ジア（2）

変化の激しい現代社会の中で学校の模範といわれたパブリ

14

反抗少年トニー・ブ

激Aとパブリック・

Xクール

ック・スクールはどのように伝統を守り、21世紀に適応をし

ﾄいるのだろうか。ブレア首相やワーズワースの母校であり、

ﾟ年『ハリー・ポッター』で有名になったフェテス・カレッ
Wを訪問して、学校教育における保守と革新について考える。

同　上 同　上

学校と教育、学びの意味について統括的に考える。

15 学校・教育・学び 同　上 同　上
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＝　教育課程編成論（‘06）＝（R）
　　　一学校は何を学ぶところか一

〔主任講師（現職名） 安彦　忠彦（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

副題に「学校は何を学ぶところか」とあるように、学校教育の独自性について、その明確な理解を得る

ことを目的とする。とくにそれについて、「教育課程」がどうつくられているのか、を詳しく見ていく

ことにより、その独自の性格を理解し、その限界や問題点をも認識することをめざす。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育課程とカリ 「教育課程」という用語は、あまり普通の人は聞き 安彦　忠彦 安彦　忠彦

キュラムと教育 なれないものだと言ってよい。また学界では「カリ （早稲田大 （早稲田大

内容 キュラム」という専門用語が使われる。加えて「教 学教授） 学教授）

1 育内容」という用語も、一般的に使われている。本

講義全体に使われる重要語句なので、まずその意味

の異同・関連について明確にする。

日本の学校の教 理論的な検討をする前に、日本の学校の「教育目標」 同上 同上

育目標と教育課 と「教育課程」の実際について、その基本的な内容
程 の範囲と性格を理解しておくことにする。　「教育課

2 程」とは学校にしかないものであり、計画レベルの

ものであり、だからこそ当該の学校の教師にしか作

れないものであることを明確にする。

教育課程の構成 教育課程を「編成」するということは、何をどうす 同上 同上

要素：内部要素 ることなのかについて、　「構成」や「開発」の一部

と外部要因 としての「編成」という観点から、教育課程の構成

3 要素を明らかにし、それを内部要素と外部要因に分

け、それぞれをどういう関係で組み合わせればよい
のかについて検討する。

教育内容の組織 教育内容は学校の教育目標に従って組織化される。 同上 同上

化と人格・学力 それによって具体化する教育課程は「人格」と「学
との関係 力」の両方を形成するよう期待されている。ではそ

4 の両方は、教育内容をどのような比重や関係づけに

よって組織化すればよいのか、現状を踏まえて吟味
する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育内容として 教育内容は、教育課程を通して「学校知」として教 安彦　忠彦 安彦　忠彦

の学校知：理論 えられる。それは基本的に「理論知」であり「学問 （早稲田大 （早稲田大

知と体験知 知」である。しかし、問題とされているのは、それ 学教授） 学教授）

5 が子どもの日常の「体験知」と結びつかず、所期の

教育的効果を挙げていない、という点である。学校

はこの問題をどう解決すればよいのかを考える。

教育内容選択の 教育課程編成の際、その内容範囲をどこまで含むも 同上 同上

基礎原理：存在 のにするのかについて、とりあえず一定の哲学的・

論的基礎 思想的立場を決めねばならない。一回目は、どんな

6 内容を選んで教えるのかの基準について、その哲学

的・思想的立場の相違がどのように具体的な教育課

程の相違となって表れるかを検討する。

教育内容組織の 教育課程編成の際、その中身である教育内容を、子 同上 同上

基礎原理：認識 どもがどのような学習を通して身に付けていくか、

論的基礎 その認識形成の様相を広い視野から考えておく必要

7 がある。二回目は、人間の認識が一通りではなく複

心あると考えて、その違いによって教育課程がどの

ように違ってくるかを考察する。

教育内容構成に 教育内容の背後には、伝統的に「学問的要請」「社会 同上 同上

おける三本柱と 的要請」「心理的要請」の三つが欠かせない柱として

四本目 あるとされてきた。近年、環境・国際・情報・福祉・

8 平和などの現代的・今日的課題への対応を図るため
「人間的要請」とも言うべき、先の三本柱を貫く重

要な内容を含める必要に迫られている。

教育課程編成に 教育課程編成で最も古典的な教育内容は「学問的要 同上 同上

おける学問的要 請」による「教科・科目」である。その中核は「哲

請の吟味 学」　「文学」　「言語学」　「自然科学」　「社会科学」

9 であり、付随して「音楽」　「や「美術」などの芸術

分野がある。現在では、その中身が「学び方」の方

に大きく移ってきていることに注目する。

教育課程編成に 教育課程編成上、歴史的に見て最も興味深いのが「社 同上 同上

おける社会的要 会的要請」による「教科・科目」や「領域」である。

請の吟味 その特徴は、時代の政治的・社会的変化により、教

10 育課程の中に、政治的要請や経済的要請ないし：職業

的要請から準備教育的な意味をもつ内容が導入され

てきた点である。その変容と特質を探る。
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執筆担当、 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育課程におけ 最近の教育課程研究で注目されているのが「潜在的 安彦　忠彦 安彦　忠彦
る潜在的部分の カリキュラム」と呼ばれるものである。それは主と （早稲田大 （早稲田大

吟味 して社会的要因に結びつくもので、種々の面での差 学教授） 学教授）

11 別、階層の固定化と再生産、学力格差による不平等
の拡大などの問題が取り上げられる。現在、この点

の「分析」は「編成」上も不可欠である。

教育課程編成に 教育課程編成で、学習者が子どもである場合、その 同上 同上

おける心理的要 生理的・心理的発達や興味・関心などの状況を可能
請の吟味 な限り把握し、個々の子どもに即した効果的な学習

12 が展開できるように工夫しなければならない。最近

の脳科学などの研究成果などを踏まえながら、編成
上の位置づけを吟味する。

教育課程におけ 教育課程編成における「個と集団」の問題は古典的 同上 同上

る個性の位置づ なものの一つであろう。それを「個性」及び「個人
けの吟味 差」の観点から検討し、望ましい個と集団の関係が

13 どのような特質をもち、それをどのように実現すれ
ばよいかについて、集団のもつ教育上の長所・短所を

明確にしながら吟味する。

教育課程の類 教育課程をどういうデザインのものに編成するか 同上 同上

型：古典的類型 は、教師のデザイナー意識が必要である。これまで
からハイブリッ の類型を押さえ、最近の類型を知り、自分の学校で

14 ド・モデルへ はどういうものにするかのデザインを決めることが

できなければならない。目的に応じて、これらの類
型を修正したり、使い分けたりする視点を考える。

教育課程の経営 教育課程は常に改善・改良されて再編成されねばな 同上 同上
と評価：デザイ らない。子どもによってそれは絶えず評価される。

ナーとしての教 教師はその意味で「カリキュラム・マネージャー」と

15 師・カリキュラ しての側面をもつとともに、その際、教師自身が潜

ムの一部として 在的カリキュラムの一部として、学習の内容であり

の教師 対象でもあることに留意することが必要である。
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％器侮 ＝　認知過程研究（‘02）＝（R）
　　　　　一知識の獲得とその利用一

〔主任講師：

〔主任講師：

〔主任講師：

垣
木
出

門
鈴
亀

佳世子（千葉大学教授）〕
宏昭（青山学院大学教授）〕
達也（北海道大学大学院教授）〕

全体のねらい

　ここでは高次の認知過程、思考における知識の獲得と利用に焦点をあてる。上手な問題解決や、物事のよりよい理解には

「理解力」や「問題解決力」といった一般的能力ではなく、その領域に関する「知識」が重要な役割を果たすことを知る。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
認知過程を研究す
驍ﾆは

　「認知過程」を研究するとはどのようなことかについての

ｹ案内をする。教育場面や日常場面での私達のさまざまな活

ｮの多くは問題解決と理解の過程と捉えられること、認知過

�､究で使われる知識や推論など重要な概念について解説す
驕B

稲垣佳世子
i千葉大学教

�j

稲垣佳世子
i千葉大学教

�j

g多野誼余夫

蜻卵蜉w教
�j

2
子どもが世界を理
�ｷる仕方

　子どもはかなり早い時期から特別教えられていないにもか

ｩわらず、世界の重要な諸側面を切り分け、それぞれに異な
驤�ﾊ的な説明を適用できるという点で、今まで考えられて
ｫたよりも有能な存在であることを示す。 同　上 稲垣　佳世子

3
知識の大幅な組み

ﾖえ

　日常生活場面や学校場面で獲得した知識の多くは、新しく

﨣��謔闢?黷驍ｽびに少しずつ改変されるが、時として大
揩ﾈ組み替えに至ることがあるという事実やその過程で「誤
T念」とよばれるものが現れることがあることを示す。 同　上 同　上

4
熟達者と初心者の
ｿがい

　熟達者と初心者はどこがどう異なるのだろうか。主にスポーツや芸術、職業場面での熟達者を例にしながら、熟達者の

Lかで構造化された知識を明らかにする。 大浦　　容子
i新潟大学教

�j

大浦　容子
i新潟大学教

�j

5
熟達化の社会・文化

I基盤

　初心者が熟達者になっていく過程は、初心者が熟達者のコ

~ュニティに実践活動を通じて参加していくことである。熟
B化の過程で他の人々や文化がつくり出した道具についての

＜塔^ルモデルを作っていくことを明らかにする。 同　上 同　上

6
問題解決の基本的

}式

　問題解決過程の研究によく用いられてきたパズルを題材に

ｵて、問題とは何か、またその解決とは何かを説明する。そ

ｵて問題空間の探索、ヒューリスティック、問題表象、及び
ｻの変化についての解説を行う。

鈴木　宏昭
i青山学院大

w教授）

鈴木　宏昭
i青山学院大

w教授）

14　1



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

7
教科学習における
竭濶�

　算数や理科などの教科における問題解決プロセスの特徴に

ﾂいてまず解説する。次に、教科の学習を困難にする原因を

]移、素朴概念から説明する。最後に、この困難を克服する

黷ﾂの方法として自己説明を取り上げる。
同　上 同　上

8
機械の操作におけ
髢竭濶�?ﾆ理解

　人間がコンピュータなどの複雑な機会を学習し、理解を深

ﾟる過程についての講義を行う。まず機械操作の自動化のメ

Jニズムについて論じ、次に機械に対するよりよい理解を支

ｦるメンタルモデルの役割、獲得について論じる。
鈴木　　宏昭 鈴木　宏昭

9 演　繹　推　論

　いわゆる形式的推論の問題が与えられた時でさえ、人はこ

黷�`式的に解くことは稀である。その代わりに実用的推論

ﾌスキーマを使ったり、メンタルモデルをつくることによっ

ﾄ、これを解こうとすることを示す。

波多野誼余夫

誧_　佳世子

波多野誼余夫

10 類推の図式と制約

　類推は学習や創造的思考において重要な役割を果たすこと

ｪ知られている。まず日常的な例を用いて、類推のプロセス

ﾆ基本図式を説明する。次に、制約という観点から人間の類

рﾌメカニズムを解説する。 鈴木　宏昭 鈴木　宏昭

11
推論における社会
Iバイアス

　人々が社会的事象について行う推論にはさまざまなバイア

X（偏り）があることが知られている。その主なものを紹介

ｵ、それらがなぜ簡単には消去されないかを考える。 亀田　達也
i北海道大学

蜉w院教授）

亀田　達也
i北海道大学

蜉w院教授）

12
認知と社会的相互

?p

　推論は個人の頭の中で生じるとはいえ、その個人を取りま

ｭ文脈、とくに異なる立場の他者の存在によって強く影響さ

黷驍ｱと、逆に他者との相互作用を通して推論や認知が促進

ｳれることを示す。
同　上 同　上

13 理解を求める活動

　思考の大きな目標のひとつは理解、すなわち世界の有り様

ﾉついて仮説をたてることである。この過程は様々な対立仮

烽ｩらの予測を吟味するという時間と労力を要するものであ
驍ｪ、人は本来理解を求める傾向をもつといわれている。

稲垣　佳世子

g多野誼余夫

波多野誼余夫

14 談　話　理　解

　談話理解の研究のために、いわゆる認知心理学でとりあげ

轤黷ﾄきた実験はどのようなもので、そこから明らかになっ

ｽことは何か、未解決な問題は何かを検討する。合わせて談

bの産出（作文など）についてもふれる。

秋田　喜代美

i東京大学大
w院教授）

秋田　喜代美

i東京大学大
w院教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教室学習における教師と生徒、生徒同士の談話を調べるこ

とによって生徒の思考を促す教師のことばや子どもの発言が

どのようなものかを検討する。こうした談話については文化
15 教室における談話 差のあることも知られている。 同　上 同　上

14　3一



％3砺歪

魯

砂侮
払俸

＝　教授：・学習過程論（℃6）＝（TV）
　　　一学習科学の展開一

〔主任講師（現職名）　大島　純　　（静岡大学勝教授：）〕
住腫講師（霞麟〉　瞬歯欠雄　（麟轡薄才覆））

全体のねらい

こうした名称の科目では、通常教室での教授・学習のみを取り上げることが普通だが、この科目では、

学習心理学で扱ってきた実験的研究や、認知科学などでの学習研究の対象になってきた「非公式の」教

育場面での教授・学習も含めて、なるべく包括的に見ていく。ヒトという種は、単に生物として進化し

てきたばかりでなく、文化という人工物の体系を作り上げ、それを各個体が学習により内化することで

有能さを増大させてきた。その意味で広義の学習ないしそれを援助する教育が決定的に重要なことは確

かだし、子どもの側には成人の行動様式を真似ようとする傾向、おとなの側には子どもに教えようとす

る傾向が元々備わっているとみられる。さらに、実践と並行して学習の援助をある程度意図的、計画的

に行おうとする試み（例えば徒弟制度）も、古い歴史を持つ。これらについての説明が、前半の中心に
なる。

公式の教育とは通常、小学校、中学校など、学習者の将来の生活のための一般的な準備を行う機関での

教育を指すが、そうした学校は多様な教育の機会の一つにすぎず、まして今日見られるような欧米型の

学校が普及したのはわが国でもここ百年たらずのことでしかない。制度としての学校は、人々の全面的

な支持を得ているといえないどころか、それに対する非難や批判が高まりつつある。しかし、今日の高

度に技術化された社会の教育において学校が占める位置は無視できないものである。この科目の後半で

は、学校の独自の役割が何か、それを効果的に果たすためにはどのような視点や接近が必要であるかを

吟味する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学習研究と学習 ヒトの生物学的特徴として、発達の過程で、文化と 波多野誼余 波多野誼余

科学 いう人工物の体系を各個体が学習により内化するこ 夫徹送大 　袖翻
v爬放送大

と、こうした広義の学習ないしそれを援助する教育 学教授） 学教授）

が決定的に重要なことを述べる。さらに、教室およ
1 び教室外での学習の様相とそれを援助する意図的・ 大島　　純 大島　　純

意識的な試みである教育、およびそうした過程を解 （静岡大学 （静岡大学

明しようとする学習科学の性格について述べる。 門門） 照門）

比較認知科学か さまざまな種の動物の社会的知能や認知的知能、経 藤田和生 藤田和生
ら見たヒトの学 験に基づく行動変容の可能性などについての最近の （京都大学 （京都大学

習 報告から、学習に関してヒトが他の動物といかなる 大学院教 大学院教
2 生物学的基盤を共有しているか、どのような独自性 授） 授）

を持っているのか考える。

言語獲得の諸相 米、欧で大ベストセラーになったピンカーの著作 波多野誼余 波多野誼余
『「本能」としての言語』と、これに対する、言語 　ρ蜘●

v麓放送大 三三放送大

獲得の社会的、実用的基盤を強調する立場からのト 学教授） 学教授）

3 マセロの批判を手がかりに、言語獲得の本質を論じ
る。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

素朴理論獲得に 最近の概念発達研究によれば、乳幼児はかつて考え

おける生得的制 られていたよりもずっと知的に有能な存在であり、 ・美r乗i敷洪

約と経験 世界の限られた側面についてではあるが、特徴的な 挙教授）
4 因果的説明を行うことのできる知識の体系を持つと 穴属絵 家島絶

いう。このことを実験的に示す。 （翻町学

~覆）
（翻丙穴彰

･覆ウ

熟達化 初心者と熟達者の知識、技能の差異、さまざまな領 野島久雄 野島久雄
域における熟達化の諸相、熟達の型の違い、熟達を （成城大学 （成城大学

5
促進する経験などについて述べる。 教授） 教授）

日常的認知と非 教育とは広く学習を援助しようとする意図的、意識 野島久雄 野島久雄
公式の教育 的な営みであり、学校教育はそのごく一部にすぎな （成城大学 （成城大学

い。徒弟性や実践への参加という形態での教育のも 教授） 教授）

6 つ強みや限界について考える。発展途上国での例の

ほか、わが国などでの学校外での学習や広義の教育
についても論ずる。

文化の中の学習 学習すなわち知識獲得の過程は、社会文化的文脈に 波多野誼余 波多野誼余
より直接に影響されるのみならず、社会文化的価値 夫惹放送大 夫流放送大
の内化された形態ともいうべきメタ認知的信念（例 学教授） 学教授）

7 えば学習観）によっても影響される。したがって、

教育技術を輸出入することには慎重でなくてはなら
ない。

帰納推論と学習 ヒトという種は、相関関係にもとづいて要素間の構 波多野誼余 波多野誼余
メカニズム 造を決定しうるばかりでなく、それを媒介している 夫淀放送大 夫冠放送大

観察できない過程を想定しうる、ある特定事象をよ 学教授） 学教授）

り抽象的な事象の事例とみなして、抽象的な規則性
8

を抽出しうる、など特有の強力な学習メカニズムを

持っている。ここではこれについての実験心理学的
知見を提供する。

学習の認知神経 脳と心の関連についての関心が高まるなか、高次の 酒井邦嘉 酒井邦嘉
科学 学習の理解にも、認知神経科学からの寄与が期待さ （東京大学 （東京大学

れるようになった。急速に進展しつつある認知神経 大学院助教 大学院助教
9 科学からの知見のうちで、学習科学にとって見落と 授） 授）

せないのはどんなことか、今後期待されるのはどん
な発展かを論じる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学びにおける協 学びを展開するときに、学習者が他者と行う様々な 白水　　始 白水　　始

調の意味 行為がその認知過程に多大な影響を及ぼす事がわか （中京大学 （中京大学

っている。こうした学習者同士の協調作業が学習に 専任講師） 専任講師）

及ぼす影響を整理する事は、協調作業を教育計画の

10 立案の中に適切に導入していくために重要である。

具体的な研究事例をふまえて、協調作業の認知的な

メカニズム、およびその教育への応用について検討
する。

学習環境のデザ 情報テクノロジやその他の多様な教材、教授法、あ 大島　　純 大島　　純

インと原則 るいは学習活動のあり方など、教育計画を立案して （静岡大学 （静岡大学

くときに検討すべき多様な要素を総合的にデザイン 動教授） 劫教授）

していくときに必要な考え方について、これまでの

学習研究の知見をベースに考えていく。また、そこ
11

では様々な学習環境をデザインするという立場から

教育計画の立案を捉え直し、その行為自体が立案し

た計画自体の評価をその後の発展へつながる研究手
法を紹介する。

授業研究と教師 学校における学習環境をデザインする主要な人物は 大島　　純 大島　　純
教育 教師である。それ故に、教師が自らの教育計画の立 （静岡大学 （静岡大学’

案をとおした知的生産活動に従事し続けなければ、 轟助教授） 劫教授：）

学習者のための適切な学習環境の発展もあり得な
12 い。教師の職業的発達において、授業研究という活

動システムを適切に利用しながら、新しい学びのた

めの学習環境を構築していくとはどのようなことな
のか、具体的な事例をもとに検討する。

情報テクノロジ その発展が著しい情報テクノロジは、たな教育の支 大島　　純 大島　　純
の教育への導入 援ツールとして大きな期待が持たれている。クノロ （静岡大学 （静岡大学

ジの機能が学習者の内的な資源とどのように関連 勘教授） 瑚教授）

し，学習効果を生成していくのかといった、わゆる

13
「学習者とテクノロジ」の協調的な学び、るいは「テ

クノロジに支援された学習者同士」の協調的な学び

について、の認知的なメカニズムやそれをもとにし

た教育計画の立案のための原則について考えてい
く。

教育評価一新し 学びは終わる事のない学習者の知的生産的な活動で 大島　　純 大島　　純
い学びの視点一 ある。うした活動において、価の持つ意味は非常に （静岡大学 （静岡大学

大きい。価とはそれまでの学習者の達成状況を教授 動教授） 勘教授）

者が評価するだけでなく、の先学習者がより自らを

のばしていくためにどのようなことを考えなくては
14

ならないかと言う処方箋を提示する必要がある。う

した形成的評価の重要性と同時に、来教育というも

のが持つ長期的な効果を検討するための新しい研究

手法やアプローチについて考えていく。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学習科学の展開 これまでの14回の講義を振り返るとともに、学習 　＼g夕　誼奈 波峯野齢

科学の新しい動向、それがわが国の教育的伝統にど 夫F、送大 　　臥v　　’大
のように取り入れうるかを論ずる。 当授）＼ 学授）＼

15
＼

大島　　純 大島　　純
（静岡大学 （静岡大学

教授） 助教授）
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臨緬エ

ク効撫

％傑

＝　現代身体教育論（‘06）＝（R）

〔主任講師（現職名）：武藤

〔主任講師（現職名）：衛藤

〔主任講師（現職名）　山本

芳照（東京大学教授）〕

　隆（東京大学教授）〕

義春（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会において人々の生活行動に伴い生ずる様々な問題について、からだの形・構造としくみから

理解することから入り、身体を育むことに主体的に取り組むことができるような意識と実践力を養成す

ることを目的としている。身体にかかわる多様な切り口から各専門の先生方に語っていただき、それら

に通ずる現代身体教育論を形成することを目指す。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

身体の発育・発 人間は生後、身体の形態面と機能面でどのように変 ＝衛藤　　隆 衛藤　　隆
達 化が起こり、成人になるかについて解説する。 （東京大学 （東京大学

1
教授） 教授）

脳と身体の発達 他の動物と比較し、人間において発達の著しい神経 多賀厳太郎 多賀厳太郎
の中枢である脳が、身体の他の部分とどのように関 （東京大学 （東京大学

2

照して発達するのかについて解説する。 助教授） 助教授）

身体の調節と健 身体のはたらきを調節する様々なしくみについて解 山本義春 山本義春
康 説し、健康に関する理解を深める。 （東京大学 （東京大学

3
教授） 教授：）

身体の記憶 身体の様々な動きは脳で制御されているが、それら 北澤　　茂 北澤　　茂
の動きの際、人間はいちいち考えて行動している訳 （順天堂大 （順天堂大

ではない。　「身体の記憶」とは何かについて説き起 学教授） 学教授）
4 こす。

、身体と感覚 人間が持つ多種多様な感覚は、どのように発達し、
ノb　、 　藤芳照．

機能するのか。また、どのような疾病・障害によっ 　　＿一

5

て、それらは損なわれたり失われるのか。現代社会

ﾌ中で、人間の感覚をどう見つめるべきかを、様々
数授三

揩ｭヤー 備金鎖
　

な事例を題材にしつつ・ ﾋ対談する・
傭三三鞠》ハ磯回擁ン

障害者リハ
^ビリテーシ

ノ
ダ

セγダ三三） ／ヨンセンタ
で
〈
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

一研究所灘
蔀授）聴納長

身体障害児（者） 身体の一部に障害がある人々が一定の体力を維持 中澤公孝 中澤公孝
の運動能寿 し、健康な生活をおくるためには、適度な運動を行 （国立身体 （国立身体

の章奢 うことが健常者以上に重要である。障害にともなう 障害者リハ 障害者リハ

6 身体機能の適：応と運動の果たす役割について解説す ビリテーシ ビリテーシ
る。 ヨンセンタ ヨンセンタ

一研究所・ 一研究所・
室長） 室長）

介護予防と高齢 高齢化が益々進む現代社会にあって、　「介護予防」 武藤芳照 武藤芳照
者の身体 は時代のキーワードになりつつある。要介護状態の （東京大学 （東京大学

主要な原因のひとつである転倒・骨折の原因、メカ 教授） 教授）

7 ニズムとその具体的予防対策について解説する。

身体と安全教育 身体のけがはどのようにして起こり、そこに潜む要 衛藤　　隆 衛藤　　隆
因は何かなど、身体をめぐる安全教育を解説する。 （東京大学 （東京大学

教授） 教授）

8 　塾Q欠1濃

紫笈光昭 柴義細
練衆鱒
鐸構鍍）

身体性哲学と教 身体を哲学や宗教から考える。 西平　　直 西平　　直
育 （東京大学 （東京大学

9
助教授） 助教授）

心と身体の関わ 心と身体は相互に関連し合っており、心に生じたス 熊野宏昭 熊野宏昭
り トレス、あるいはより広く言えば毎日の生き方その （東京大学 （東京大学

ものが身体に様々な疾病を引き起こしてくる。身体 助教授） 助教授）
10 との関わりから心を考えてみる。

舞踊の中の身体 身体表現の一つとして舞踊は古来、そして世界各地 衛藤　　隆 衛藤　　隆

で営まれ、受け継がれてきている。舞踊について身 （東京大学 ゲスト：

体とのかかわりに視座を置きゲストと対談する。 教i授 水村真由美
11 微ド

賴Q鹸
（お茶の水

落q大学助

撫繍） 教授）

イキ
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

身体技法の古今 人間の動きは、解剖学（遺伝的）及び文化的にとい 武藤　芳照 武藤　芳照

東西 う二つの意味で拘束されている。身体技法は、文化 （東京大学 ゲスト：

的に制限された動きととらえることができる。宗教、 教授） 寒川恒夫
12 生産、軍隊、日常等様々な場面での古今東西の身体 ヶ鷺1 （早稲田大

技法そして、身体技法そのものを楽しむ文化として

ﾌスポーツや舞踊等を素材にゲストと対談する。

寒三三三

･三三
学教授）

地球環境の変化 温暖化等地球環境の変化に伴い、人間の身体に生ず 衛藤　　隆 衛藤　　隆
と身体の健康 る健康影響に焦点を当て、解説する。 （東京大学 （東京大学

教授 教授
13

ロボットと身体 ロボットとはどのようなもので、人間の身体運動の 多賀厳太郎 多賀厳太郎

解析結果をどのように反映させることができるのか （東京大学 （東京大学

等について解説する。 助教授） 助教授）

14

IT社会と子ども 科学技術、とりわけ情報処理技術が急速に進展した 武藤芳照 武藤芳照
の身体の行方 現代社会にあって、子どもたちの生活は大きな変化 （東京大学 （東京大学

をきたしている。それと共に、子どもの身体もその 教授：） 教授）

15 影響を受け、発達面、健康面で様々な弊害が指摘さ

れている。それらの原因と対処、予防策をどのよう

に講ずるべきかを解説する。

15　O一



劣2四三
＝　学校臨床社会学（℃3）＝（R）
　　　　　一教育問題をどう考えるか一

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：苅谷剛彦（東京大学大学院教授：）〕

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：志水宏吉（大阪大学大学嚇）〕

全体のねらい
　現代の日本の学校には、さまざまな「問題」が存在する。いじめや不登校、教師のバーンアウト、「学力」や学習意欲の

低下など、メディアなどで取り上げられる教育問題に、学校はどのように対応すればよいのか。この授業では、こうした問

題にただちに答えを出すのではなく、これらの問題をどのようにとらえていくかという視点にまで立ち戻り、社会学の視点

から検討を加える。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
学校臨床社会学と

ﾍ何か

　わが国の学校社会学の歩みを振り返ったうえで、そこに臨

ｰ的な視点を導入することの意義について論じる。　「現場に

ｪざした研究」　「臨床現場を対象とする研究」　「問題に対す

髏f断と処方をめざす研究」など、「臨床」ということばに

t与された意味の多義性を、具体的な研究実践例を引きつつ
沒｢し、学校臨床社会学の有効性と可能性について考察する。

志水　　宏吉
i大阪大学大

w院騨授）

@　　1－1レ

志水　　宏吉
i大阪大学大

w院ﾋ）
｡谷　　剛彦
i東京大学大
w院教授）

2
学校臨床社会学の
ﾎ象と方法

　学校臨床社会学が対象とする問題領域について概観すると

ﾆもに、問題理解の視点と分析のための方法論について論じ
驕B問題把握における構築主義と本質主義の立場の違い、ス

Nールエスノグラフィー、教室における会話分析、ライフス

gーリー論などの各種の方法論の有効性等について検討す
驕B

酒井　　朗
iお茶の水女

q大学教授）

酒井　　朗
iお茶の水女

q大学教授）

3 い　　　じ　　　め

　いじめ問題は、時には自殺にまで子どもを追いつめるよう

ﾈ極めて重大な問題となっている。本講義では、先ず、いじ
ﾟの原因論といじめをめぐる社会的反応について紹介する。

ｳらに、いじめ問題を教育現場ではどのように指導して行く

ﾗきなのかについて、集団形成やコミュニケーション能力の

逅ｬという点から考えてみたい。

油布佐和子
i福岡教育大

T）

油布佐和子
i福岡教育大
w野梅）

@臼レ

4 不　　　登　　　校

　不登校という現象は子どもが「学校に行かないこと」の背

iや、それへの解釈が歴史的に変遷してきた結果としてある。

ｻ在学校に行かないことは、矯正すべき病理としてよりも、

ｲ整や介入の必要な状況と位置づけて対処されているが、こ
､した状況とそれがもたらすものについて、多面的に考える。

伊藤　茂樹
i駒澤大学助

ｳ授）

伊藤　茂樹
i駒澤大学助

ｳ授）

5 少　年　非　行

　近年、少年非行一特に凶悪な非行や特異な事件一が増えて

｢るようなイメージが流布し、学校の問題との関連で論じら

黷驍ｱとが多い。しかしこれはどこまで妥当なのだろうか。

搆vと事例の検討により、少年非行と学校の関連を冷静にと

轤ｦなおし、学校現場で何ができるか、何をすべきかを考え

驕B

同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

最近子どもが安心していられる場所に注目が集まり、　「子

どもの居場所」と命名されることが多くなった。ここではこ

の問題に対する関心の高まりの社会的背景を考察するととも

6 子どもの居場所 に、塾や街角、インターネット空間など多様に広がる子ども
酒井　　朗 酒井　　朗

たちの居場所の実態とそこでの子ども達のあり様を各種の調

査研究を紹介しながら検証する。

学校で教育活動を行うためには秩序が必要であり、従来そ

うした秩序が維持されていることはいわば自明のことだっ
た。しかし近年「学級崩壊」　「私語の蔓延」など、この秩序

7 学校の秩序のゆらぎ のゆらぎを感じさせる現象が報告されている。これらを通じ 伊藤　　茂樹 伊藤　茂樹
て学校の秩序の脆さと、秩序がいかに可能かについて考える。

日本の学校に見られる教師生徒関係の特徴を他の社会との

比較を通じて確認した上で、私事化、情報化、心理主義化が

8
変わりゆく教師生

k関係

進む今日の社会において、これまでの教師生徒関係がどのよ

､に変容しつつあるか、そこに潜む問題は何かについて論じ
驕B

酒井　　朗 酒井　　朗

近年増加している教師の休職やバーンアウトについて、ア

ンケート調査・インタビュー調査の結果から、その実態を明

らかにする。また、こうした教師の心身の問題を、多忙化問

9 教師のバーンアウト 題と関連づけて考え、　「事実としての多忙」と「多忙感」の 油布　佐和子 油布　佐和子
違いを考慮しながら、教師の仕事や、教師の意識の変化・変

質についても考察する。

学級崩壊などの問題に対処するに当たって、その回復過程

に、同僚の教師集団が多大な影響力を持つことが指摘されて

いる。また、欧米でも個人主義的文化の克服という点から教

10 教　師　集　団 師の同僚性が注目され始めている。わが国の教師集団の現状 同　上 同　上
についてその実態を明らかにし、その後、教師の協働性・同
僚性の確立の問題について検討する。

2002年度からの新しい学習指導要領の導入に伴い、学校現

場ではさまざまなカリキュラム改革や授業改善に向けての試

みが進行中である。そうした動向は、子どもたちの学力や学

11 カリキュラムと学力 習意欲にどのような影響を及ぼすのか。果たして「生きるカ」 志水　　宏吉 志水　宏吉
の育成という改革の目標に合致した成果が生みだされるの
か。教室の現状から考えてみたい。

現代社会において、学校は、社会的選抜の機関としての重

要な役割を担っている。その役割は、学校臨床の場面では、

生徒の進路選択をめぐる問題、それを支える進路指導の問題
として立ち現れる。しかし、高等教育システムの変化・拡大、

12 選抜と進路選択 職業構造の複雑化や労働市場の急速な変化などを受けて、進 苅谷　　剛彦 苅谷　　剛彦
路選択、進路指導の課題はかってに比べ困難になりつつある。

そうした問題の背景とどのような対処が可能かについて、こ
こでは検討する。
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回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13 マイノリティー問題

　わが国の学校文化の性質とその変革の可能性を考えるため

ﾉ、マイノリティー・グループに属する子どもたちの学校体

ｱについて検討を加える。具体的な考察の対象とするのは、

uニューカマー」と呼ばれる外国人児童生徒である。彼らに

ﾆってのぞましい教育支援とはどのようなものなのかを見極
ﾟたい。

志水　宏吉 志水　宏吉

14
ジェンダーをめぐ
髢竭

　ジェンダーの視点とは、社会的・文化的に規定された女と

jのあり方を意識的に見る道具である。学校現場において、

ｫ（ジェンダー）はどのような距離感をもって捉えられている

ﾌだろうか。またそのことが、臨床的問題の認識、解決への
w向性にどのような影響を与えているのだろうか。ここでは、

ｻ場であるからこそ意識されるく性〉、現場だからこそ見え

ﾉくいく性〉の側面に焦点を当て、教育問題・学校問題のな
ｩに埋もれいているジェンダー問題の探り方を考察する。

吉原　　恵子
i関西福祉大

w助教授）

吉原　　恵子
i関西福祉大

w助教授）

15
臨床学校社会学：課

閧ﾆ展望

　臨床的なく知〉の重要性が叫ばれる中、社会学という学問

ﾌ立場から、学校の臨床的な問題にどのように取り組むこと

ｪできるのか。14回までの授業をもとに、学校臨床社会学の
｡後の課題と展望について討論する。 苅谷　　剛彦

苅谷　　剛彦

u水　　宏吉

�艨@　朗
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＝学校臨床心理学（‘05）＝（R）

〔主任講師：滝口俊子（放送大学教授）〕

全体のねらい

　教育現場における学校臨床心理学の理論と実際とを、紹介する。どの講師も教育に深く関わっている

臨床心理学者なので、教育現場の諸課題に臨床心理学が如何に関与しているかが伝わるであろう。学校

教育と心理臨床は、手を携えて、未来を担う子どもたちの成長に携わっているのである。

学部の科目「スクーールカウンセリング」をも視聴することをすすめる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

教育の場である学校は、多様で複雑な人間関係を生きるこ

とを体験的に学習する場である。そこでは、お互いの心に触

ユ
学校臨床心理学の

ﾖ郭

れ合いながら、個々の個性を形成してゆく。学校臨床心理学

ﾍ、このような人間関係と一人ひとりの個性を育む専門的な

ﾖ与であることを、概説する。

滝口　俊子

i放送大学教
�j

滝口　俊子

i放送大学教
�j

学校臨床心理学は、臨床心理学の理論や心理療法の実践方

法を、たんに学校という教育の場に援用したり応用したりす

る領域ではない。臨床心理学の歴史がそうであったように、

学校臨床心理学もまた、学校教育における多種多様な人間関

係のなかで児童生徒の人間形成に苦闘する、まさに実践のな

2
学校臨床心理学の

ﾀ践思想

かから生まれてきたと言うことができる。したがって、学校

ｳ育という独自の人間関係の場の在りようが、この学問の実

H思想の基盤となっている。そして、現代という時代との相
ﾎのなかで、学校教育における人間関係の新たな実践思想の

皆藤　　章

i京都大学助
ｳ授：）

皆藤　　章

i京都大学助

ｳ授）

創出が強く要請されており、そうした要請の中心に「関係の

場としての学校」という視角がある。今回は、臨床心理学の

理論や心理療法の実践方法を瞥見しつつ、この視角について
考える。

学校臨床心理学の実践は、実に多種多様な領域に及ぶが、

児童生徒が抱える諸問題への教師の対応という関係の在りよ

うが中心になってくる。問題を抱えて生きる児童生徒にいか

に関わり、その世界を共に理解しようとするのか、そうした

実践をとおして児童生徒がみずから生きる意味を創出してい

3
学校臨床心理学の

ﾀ践

くプロセスに学校教育の本質がある。その際、児童生徒が抱

ｦる問題は、たんに解決すべき否定的な在りようとしてでは

ﾈく、生きる意味が創造される契機と言うことができる。こ

同上 同上

のように、今回は、　「問題」という表現が過去に背負ってき

た否定的含意を払拭して、教師のみならず児童生徒に関わる

すべての人間に共通する視点として、問題を「創造へと向か

うテーマ」として捉える必要性について考える。

15　4一



執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

学校はそれ独自に成立している固定的な場ではなく、家
庭・地域との緊密な関わり合いのなかで、きわめて動的に生

きている場である。児童生徒をはじめとして、学校の場に生

4

学校臨床心理学か

轤ﾝた学校支援シ
Xテム

きる人間はすべて、家庭や地域と交流しながら日常を生きて

｢る。このような動的に生きた場として学校を捉えるとき、

w校は家庭や地域の人的資源を積極的に活用して児童生徒の

l間形成に資すると同時に、家庭や地域は積極的に学校を支

皆藤　　章 皆藤　　章

卜していく必要性を認識することが重要となる。このような、

学校と学校外との人間的・動的交流をどのようなシステムで

機能せしめるかについて考える。

学校支援システムの一環として、スクールカウンセラー制

度が進められ着実な成果をあげてきている。その典型例とし

ての学校外部の専門家である臨床心理士との連携が、児童生

徒はもとより教師自身ひいては学校に関わるすべての人にも

求められている。けれども、学校内での臨床心理士の活動に

5

学校支援に応える

ｳ師と学校臨床心
搦mの連携と課題

関するシステムはまだまだ生成途上にあると言える。それは、

w校がきわめて動的な場であり、臨床心理士の活動が人間関
Wを中心として機能するという意味で、人間と人間との出会

｢の一回性という性質が濃く反映されることに大きな要因が

同上 同上

ある。学校はこの要因を問題と捉えるのではなく、ここに学

校教育の本質があるとする視角をもって、児童生徒が生きる

知恵を創出するために、多様な教師と臨床心理士の連携と新

しい学校教育システムを探求していく必要がある。今回は、

こうしたシステムについて考える。

学校臨床心理業務で対象理解が重要なのは、個人心理臨床

と同様である。これを学校理解（学校コミュニティ査定）と

6
学校理解
iその1）

呼ぶ。学校理解は個人査定と共通点があり、学校コミュニテ

Bを対象とするゆえの特徴をも有する。個人査定には、査定

ﾊ接、心理検査、行動観察などの方法がある。また、主訴や

鵜養　美昭

i日本女子大

w教授）

鵜養　美昭

i日本女子大

w教授）
家族構成、生育歴、現病歴、相談契約・構造、相談経過など、

学校理解の方法や着目点を、具体的に考えてみる。

若い学校臨床心理士（スクールカウンセラー）の方を招き、

実際の学校コミュニティに接した体験による学校理解につい

て伺う。この対話から学校理解の要点、着目点、学校理解を

7
学校理解

iその2）

進める留意点を浮き彫りにしたい。受講者は、自分が学校に

Q入していく際に、何が起き、どう感じ、どう対応するかを
同上 同上

イメージし、その作業を通じて、学校コミュニティをどのよ

うに見立てて、見通しをたてるかをシュミレートしていただ
きたい。

人間は依存と自立を繰り返しながら成長していくのであり

（依存と自立のサイクル）、親や大人の役割は子どもに安心

依存と自立のサイ 基地を供給するとともに、自立のための支援をすることであ 山下　一夫 山下　一夫

8 クルをともにした る。このような考えをもとに、子育てや生徒指導における優 （鳴門教育大 （鳴門教育大

生徒理解 しさと厳しさ、スキンシップ、保護と過保護、自立への支援 学教授：） 学教授）

などについて考えていきたい。

生徒指導（教育相談・生徒理解）においては、集団の規律

やきまりをより重視する立場（検察官）、子どもの心や自発

生徒指導における 性をより重視する立場（弁護人）、そして双方の立；場を尊重

9 3つの立場と基本 しそれらを統合する立場（裁判官）がある。・この3つの立場 同上 同上

的態度 をもとに生徒指導における教師の基本的態度について考えた

い。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属職名）

スクールカウンセラーとして学校支援に関わった経験か
ら、その具体的な実践活動について概説を行う。主なテーマ

スクールカウンセ は、《子ども対象の面接》《保護者の相談》《教師へのコン 伊藤美奈子 伊藤美奈子

10 ラーによる学校支 サルテーション》　《外部専門機関との連携》　《研修・講演活 （慶磨義塾大 （慶磨義塾大

援の実際 動》《広報活動・その他》とし、具体的な場面を紹介しなが 学助教授） 学助教授）

ら論じたい。

スクールカウンセラーによる学校支援実践は、それ以外の

心理臨床活動とは異なる特徴を持っている。教育臨床の特殊

スクールカウンセ 性と難しさを、《外部性（教師とは異なる専門性）と内部性

11 ラーの業務の特殊 （教師の一人として）》《関わりの三相（点の関わり・線へ 同上 同上

性 の関わり・面への関わり）》という観点から考察してみたい。

また、学校に根付き、教師と協働するために必要とされる資
質や留意点についても述べる。

専門職としてのスクールカウンセラーは、教育現場を理解

し、関係者との連携をスムーズにするために、日夜研修に努

めなくてはならない。カンファレンス、スーパーヴィジョン、

12
スクールカウンセ
堰[の研修

研究会、教育分析など、その目的と方法について述べる。 滝口　俊子 滝口　俊子

スクールカウンセラーが学校現場で出会う大きな問題は、

守秘義務というカウンセラーの倫理と、情報を共有して健全

13
スクールカウンセ
堰[の倫理

な教育を目指そうとする教育現場の要請との間の葛藤であ
驕B本講では、いくつかの具体的な事例を踏まえながら、特

ﾉこの問題について、どのような姿勢で望むべきかについて

高石　浩一

i京都文教大
w教授：）

高石　浩一

i京都文教大

w教授）
実践的に論じたい。

学校臨床のなかにあって、大学における学生相談は、教育

なのか発達援助なのか心理臨床なのかといった、根本的ない

くつかの間題をはらんでいる。本論では大学という組織の中

14
大学における学生

樺k
で行われる学生相談について、多角的な視野から切り込むこ

ﾆによって、大学における学校臨床心理学の基本的枠組み、
同上 同上

見方や問題点などを詳らかにしていきたい。

京都大学名誉教授河合隼雄先生をゲストにお迎えして、永

年の心理臨床の指導者としての経験から「教育とカウンセリ

ングの関係」および「学校臨床心理学の課題と展望」につい

15
学校臨床心理学の

W望
てお競いただき、本講座のまとめをする。 滝口　俊子 滝口　俊子
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＝　生涯学習論（‘06）＝（R）
　一現代社会と生涯学習一

〔主任講師（現職名）・岩永雅也（放送大学教授）　〕

全体のねらい

先進諸国の教育システムにおいて、生涯学習あるいは生涯教育という概念が重要な位置を占めるように

なってから、すでに30年余りが経過した。その間、多くの社会で人々の教育水準や知的レベルが上昇

したが、技術革新の一層の進展には人々にそれを上回る勢いでより高度な社会生活上の技能の獲得を求

めるようになっている。さらに、少子高齢化、産業の空洞化と経済システムの変質といった社会経済的

要因の変動も著しい。そうした中にあって、生涯学習自体も大きく変化している。旧態依然とした理念

はすでに有効性を著しく減じ、時代と人々の変化に即応した新しい生涯学習のあり方がさまざまに模索

されているのが現状である。本講義では、そうした今日的な状況をふまえ、社会全体から問題を把握し

ていくというマクロな立場から、まず現代社会における生涯学習概念の出自を徳回し、ついで生涯学習

を取り巻く現代社会の諸環境を概観する。さらに、行政、経済、産業といった社会の諸相と生涯学習の

関わりについて整理し、近似の環境を有する世界各国の生涯学習の現状を見た上で、生涯学習がわれわ

れの生きる現代社会においていかなる意味を持っているのか、また持とうとしているのかについて考察

を進める。本講義の履修にあたっては、ミクロな分析視点に立つ学部科目『生涯学習と自己実現』の履

修もあわせてお勧めしたい。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

生涯学習の理念 生涯学習の理念はどのような背景のもとで、いつ、 岩永　雅也 岩永　雅也

どのようなものとして登場し、社会にどう受け入れ

られてきたのだろう。ここでは、まず生涯学習の出
1 自とその背景を整理し理念の変遷を跡付けること

で、生涯学習を社会全体の視点から検討するという
姿勢を明確にしていく。

近代化と教育 近代国民国家は、例外なく学校教育制度を近代的国 岩永　雅也 岩永　雅也

民の形成に利用してきた。そうした近代化における

国民教育としての学校教育の意味と役割について検

2 題する。その上で、特にわが国の明治初期に早生的

に萌芽していた生涯学習的理念の国民教育的理念へ

の転換についても考察を加える。

人材養成と学校 わが国は、戦後教育改革以後、高度経済成長期を経 岩永　雅也 岩永　雅也

教育 て、学校教育による付与資格が労働市場での人材配

分の大勢を決するという、いわゆる「学歴社会」の

3 システムを作り上げてきたといわれている。生涯学

習の理念とは対極にあるともいえるその人材育成・

配分システムについて検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

職業と教育訓練 わが国は、伝統的にOJT（就業しながら技能を修得す 岩永　雅也 岩永　雅也

る）の比重が高い社会であった。しかし、生産技術や

情報技術の著しい進歩は、OJT中心の技能修得を困難

4
にしつつある。労働とその技術習得を巡る環境変化
と、新しいリカレソト教育の潮流について紹介し、

その今日的な意味を探る。

成人教育と社会 成人教育には、移民や長期滞在外国人に対する再教 岩永　雅也 岩永　雅也

教育 育という政策的側面があったが、広義の社会政策の

視点から、伝統的な成人教育の政策的な意義とその

変遷、そして現代の生涯学習昏の継続性といったテ

5
一マを詳細に検討する。また、その日本的な形態で

ある社会教育が社会の多様化と自由化の潮流の中で
大きく変容しつつある現状についても傭目出し、その

歴史的な意義についても整理して考察する。

学校と社会の連 従来は全く別個のシステムと考えられてきた学校と 岩永　雅也 岩永　雅也

携 社会教育あるいは地域での学習も、少子高齢化の進

展とともにその連携が積極的に主唱されるようにな

つた。しかし、歴史的に異質なものとして存在して

6 きた両者の連携・融合には多くの問題も併存してい

る。ここでは、学社連携、当社融合の意義と課題に

ついて、現状を基に考察を進める。

大学と生涯学習 大学をはじめとする高等教育機関は、これまで比較 岩永　雅也 岩永　雅也

的生涯学習に冷淡であったが、国立大学の独法化を

契機として大学等の生涯学習への関心は高まりつつ
7 ある。現在のその両者の関係について、事例に則し

つつ具体的に検討する。

余暇と生涯スポ 労働環境の変化、あるいは主婦のライフコースの変 岩永　雅也 岩永　雅也
一・c 化に伴い、自由裁量時間のあり方が質量ともに変化

してきている。また、余暇活動の一環としてのスポ

一ツ活動も変わりつつある。日本人の余暇生活とス
8 ポーツ活動の変化をさまざまな側面から検証し、そ

れが生涯学習とどう関わっているかについて実証的
に検討する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

行政による生涯 多くの行政主体では、社会教育からの継続性を保ち 岩永　雅也 岩永　雅也
学習支援 ながら生涯学習に関する支援施策が行われている。

行政による生涯学習支援の現状と問題点を具体的に

考察し、あわせて生涯学習指導者のリクルートや育

9
成が地域的にどのように行われているかについても

検証する。また、生涯学習に関わるボランティア活

動や情報提供、データベース（バンク）などについ
てもその現状を紹介する。

生涯学習市場の 今日、生涯学習者とその潜在的希望者は、市場全体 岩永　雅也 岩永　雅也

展開 から見ても決して無視し得ないだけの巨大なマーケ

ットを形成しつつある。生涯学習それ自体が、一つ

の確立した事業分野として成立しているのである。

10
事業あるいは経済活動としての生涯学習、生涯教育

はどのように発展してきたのか、また現在どのよう

な問題と発展の可能性を持っているのかといった諸
点を、主に経済的な観点から考察する。

海外の生涯学習 わが国の生涯学習を考える上で、他の諸国の生涯学 岩永　雅也 岩永　雅也
（1） 習の現状を知ることは重要である。そこで、前後二

回にわたり世界各地の生涯学習の歴史と現状および

その特色を紹介する。ここでは、特に、近代学校教

11
育制度が発祥し、生涯学習理念もそこに起源を持つ

ヨーロッパ諸国を中心に取り上げ、その伝統と社会

変動との狭間で多様な可能性を模索する現状を紹介
する。

海外の生涯学習 前回に引き続き、世界各地の生涯学習の現状とその 岩永　雅也 岩永　雅也
（2） 特色を紹介する。ここでは、現在生涯学習の最先進

国であるアメリカ、さらに、ヨーロッパから100年
以上も遅れて近代化の歩みを開始したアジアの二つ
の国、中国と韓国を取り上げる。これらの国々では、

社会経済的発展の過程もヨーロッパ各国とは大きく

12 異なり、また、それ故に生涯学習を取り巻く環境も

著しく違っていたといえる。それらの国々における

生涯学習の状況を把握することによって、ヨーロッ

パ諸国とは異なる観点から生涯学習システムを見て
いく。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

情報通信技術と 情報通信技術の飛躍的な進展によって、生涯学習者、 岩永雅也 岩永　雅也

生涯学習 とりわけ個別在宅学習者にとって非常に強力な学習

ツ」ルが提供されるようになった。IT時代とも呼ば

れる現代と近未来のメディア環境を概観し、IT化の

13
生涯学習への影響と今後の可能性について考察す
る。また、放送大学同様にメディアを利用して遠隔

教育を行っている各国の諸大学の現状を紹介し、そ
の社会的背景と課題についても考察する。

生涯学習の評価 生涯学習は、ややもすると施設や機会の提供、支援 岩永　雅也 岩永　雅也

と調査 システムの構築といったインプットのみで語られが

ちであって、その成果や学習者の達成についての評

14
価調査が見落とされる傾向にある。ここでは、生涯

学習への評価および学習者の意識などを調査する具

体的な方法について学習する。

生涯学習の課題 ごく近い将来、すべての定型的な教育が生涯学習を 岩永　雅也 岩永　雅也

と展望 軸に統合され、学ぶことに関する限り規制や障害の

ない「学習社会」が出来すると期待されている。し

かし、その実現のためには、多くの問題が解決、改

15 善されなければならない。望ましい学習社会を実現

するための条件、課題にどのように取り組んでいく

べきかについて議論を展開する。
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　　　　　＝　人間情報科学とeラーニング（‘06）＝（TV）s／？“

　　4海浜

％締〔主情師繍名）：野嶋栄榔（早稲田大学教授）〕

獅旧離熱翻：讐叢門メデ麟譲繋翻欝険四這

全体のねらい

　高度情報化社会の技術革新を利用した教育改革がe－1earningである。しかし、　e－learningは教育革新

である以上、人間の側のサイエンスから変革をされていかねばならない。情報科学と教育科学の間に立

って、教育の革新を進める原動力としての人間情報科学を提案する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

人間情報科学と InformaもiCSとしての情報科学 野嶋栄一郎 野嶋栄一郎
e－learning概説 人間の情報処理過程にかかわる認　≧学・研究成果 （早稲田大 （早稲田大

1
demand　pu11を導く人間憤　・子
@　　　　　　　／　　　　　　　，．／

懇教授）

慧
教
授
）
ノ

“　　　　　　　　　　　　　　一

口’ 映像メディアと映像操作 中島義明 中島義明
、　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

映像視聴時の視覚行動 （早稲田大 （早稲田大

熱 映像理解と認知負荷 學教授） 婁教授）
2 欝欝’晴報桝｝箋

凾闌h繰嵌嫁の
峰 葦

蘭学謬毒える

ネットワーク社 生態学的学習環境モデル 菅井勝男 菅井勝男

3

会における学習

ﾂ境のデザイン
情報技術による学習環境のデザイン

ﾐ会的構成主義とネットワーク利用による学習

鐡
講
辮

　（大阪大學

ネットワーク社 情報教育のカリキュラム 赤堀侃司 赤堀侃司
会における情報 メディアリテラシー （東京工業 （東京工業

4

教脊贈渉　　　隔レ ITリテラシー教育の情報化“　こらすもの

@一本物の（authen’　問を追及する一
驚蒼） 大回）

インストラクシ IDの生みの親ガニェ教授の研究業績を中心に、IDの 鈴木克明 鈴木克明
ヨナルデザイン 目標は教育の効果・効率・魅力を高めることである （岩手県壷 （雛（ID）とは何か ことを解説する。 央挙教授） r寿三教撰）

5 あわせて、動機づけを扱ったARCSモデルの提案者

Pラー教授とIDモデルを集大成したテキストの編

欝
鳶
轡
碗
　
倉
敷
拶

熊本晶晶轄

~網
者ライゲルース教授の訪問インタビューから、IDモ

デルの実際を紹介する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

システム的アブ IDの歴史に詳しいリーサー教授と評価の4段階モデ 鈴木克明 鈴木克明
ローチと学習心 ルの提唱者カークバトリック教授へのインタビュー （岩見県密 ←国造操痘

理学に基づくID を交えて、IDの歴史を概観する。あわせて、ゴール 夫挙教授）

6 ベースシナリオ理論の提唱者シャンク教授のインタ

rューを交えて、行動主義・認知主義・構成主義の 漿撫
熊挙罫引残敵縷

学習心理学に基づいたIDモデルの実際について紹
介する。

自己管理学習を e－learningに必要な自己管理学習を支えるID技法に 鈴木克明 鈴木克明
支える構造化技 ついて構造化と学習者制御の概念を中心に紹介す （　　、

法と学習者制御 る。教授カリキュラムマップの提唱者ウェージャー 縣）7 教授、精緻：化理論の提唱者ライゲルース教授、画面 間む 緯江

構成理論の提唱者メリル教授のインタビューを交え
る予定。

e－learningにお 講義中心の学習環境を再設計する手段として 鈴木克明 鈴木克明
ける学習者中心 WebPSIによる大学の授業実践例を紹介しながら、 （磐季県盛 （誉季駐

設計とIDの今 学習者中心設計の原則に基づいた対面講義そのもの 国学翻倒 国学教授う

8 後 の再設計について解説する。dearningとIDの今後 潤よよ 蘇幽

について、訪問インタビューからメッセージをまと

めて紹介する。

我国の高等教育 信州大学大学院のe－learning 野嶋栄一郎 野嶋栄一郎
、　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● （早稲田大 （早稲田大に　　見　　る 一

9
e－learning 躰黒煙轡発の¢一le齢轡

?��藍�蜷冾－1¢下略

講授） 畢教授）

｣

皐三三戦き ．撫　　一一 ・　　　　　蟹

と
（NTT，　KDD，日本ユニシスにおけるde　●ngの ノ幽、

、譲懸　　　　、」1、　　　　　　　　　　　「」　　　　　　　　　　　　㌔■麟

展開の現状と課題） （早稲田大 （早稲田大

e－learning努の 学教授） 学教授）

10 輿晦評爾

諭 早稲田大酔e－schoolにみる社会人対象のe－　ning
’呼 A取竈

奄ｵい

公
三
原
跳
♂
b
、
、

●

ハイブリッド型の運営組織 （早稲田大 （早稲田大
南　　　　　　二 婁教授）

11 叙国の企誤達嬉
授業のライブ映像

uロードバンド

鴛教授）
轡

とe憎憎9

高等教育におけ 高等教育の世界におけるe－learningは、1990年前後 吉田　文 吉田　文

るe－1earningの にアメリカにおいてはじまった、比較的新しい現象 （メディア （メディア

世界的展開 であり、それは瞬く間にヨーロッパやアジアにおい 教育開発セ 教育開発セ

12 ても普及した。それぞれの地域での普及の程度や様 ンター教 ンター教
態を、e4earning提供機関の形態、提供プログラム 授） 授）

の内容、教職員や学生の特徴から概観し、高等教育

におけるe4earningの特色を把握する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

e－leamingによ e－1earningが高等教育システムに導入されたことに 吉田　文 吉田　文

る高等教育シス よって、従来の高等教育システムでは想定していな （メディア （メディア

テムの変容 かった事態がいくつか生じているが、ここでは、ミ 教育開発セ 教育開発セ

13 クロな観点からみた提供プログラムの質保証の問題 ンター教 ンター教
と、マクロ的にみたグローバリゼーションという問 授） 授）

題とが交差する、アクレディテーションに焦点を当
てて論じる。

e－leamingが開 インターネットの特性は様々であるが、ここではオ 吉田　文 吉田　文

く高等教育の未 一プンネス（公開性）に焦点を当てて、その特性が （メディア （メディア

来 新たな知の構築にどのような可能性を秘めているか 教育開発セ 教育開発セ

14 を、MITによってはじまったOCW（Open　Course ンター教 ンター教
Ware）、カーネギー財団の知識メディア研究所の 授） 授）

CAST：LEなどアメリカで開始されたいくつかのプロ

ジェクトから考察することを目的とする。

e－learningは教 通学制講義型授業と同等の効果を持つe－1earni　∠ 野嶋栄一郎 野嶋栄一一郎

育の変革にどの 通学制の授業へのWEB教材の利用 （早稲田大 （早稲田大

ように寄与する 毒教授） 學教授）
15 か

蛭 摩
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＝　発達心理学（‘02）＝（TV）

〔主任講師：内田伸子（お茶の水女子大学副学長）〕

全体のねらい噂

　ヒトは回りの人々との対人的やり取りを通して人間化、文化化への道を辿る。人間は生物学的な制約を受けながらも環境

刺激によって道程が規定されながら発達を遂げる。発達の可塑性はきわめて大きく、しかも生涯発達し続ける存在である。

本書は「生涯発達j・「文化」・「生涯学習」の視点に立ち、気質、感情、対人関係、自己意識、言語、思考など発達の諸

相を描き出す。三章末には、その章で扱われた領域での代表的な研究を取り上げ、「研究ノート」として解説することによ

り、その領域における問題意識を具体的な研究課題にまで収敏させる方法論を読者に知らせることをめざしている。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
発達心理学の課題
ﾆ方法

　1950年代以降の発達心理学研究の動向を概観して発達心理

wがどのような科学でありどんな役割をになっているもので
?驍ｩを考察する。さらにそうした課題がどの程度達成され
ﾄいるのか、今後なすべきことはどのようなことであるかに

ﾂいてもふれる。次に発達心理学研究において用いられる主
vな方法について紹介する。最後にこの科目全体の構成とそ
ﾌねらいについて説明する。

三宅　　和夫
i北海道大学

ｼ誉教授）

三宅　　和夫
i北海道大学

ｼ誉教授）

2
発達初期の子ども
ﾌ能力

　かつては新生児・乳児は無能な存在とみなされていて心理

wの研究はこの時期のことをあまり扱っていなかった。とこ

?ｪ20世紀半ばを過ぎるころから、この時期の発達について
ﾌ研究が盛んになり、新生児・乳児が素晴らしい能力を持っ

ｽ能動的な存在であることを明らかにするような実証的資料

ｪ次第に蓄積されてきた。ここではこうしたことについて具
ﾌ的に研究例をとりあげて説明し人間の発達における発達初
冾ﾌ意義を検討する。

同　上 同　上

3 気質と行動の発達

　誕生後間もない新生児であってもその行動特徴においてか

ﾈりの個体差が見られることが知られている。それは生得的
ﾈものであると考えられるが、養育にあたる母親などに少な

ｩらず影響を及ぼすものである。ここではこのような生得的
賰bをもつ行動特徴すなわち気質についての主要な研究を紹
薰ｵ、さらに発達初期の気質がどのようにその後の行動発達

ﾆかかわっているかについて考察し、さらにそのことを通じ
ﾄ発達の安定性・可変性の問題についても検討する。

同　上 同　上

4
世界を捉えるしく
ﾝ：象徴機能の発生

ﾆことばの獲得

　子どもは誕生時から感覚器官をフル回転させて環；境と活発

ﾉやりとりしている。環境との感覚運動的なやり取りを通じ

ﾄ外界の認識を形成しているが、乳児期の終わりから対人的
竄闔謔閧ﾌ中で視覚的共同注意や社会的参照、3項関係の成立

ﾉ伴い、象徴機能が獲得され内面世界が成立するようになる。

ｱとばは象徴機能を基盤に、生物学的制約と環境からの入力

ﾉより獲得されていく。ことばの獲得は世界認識や対人関係
ﾌ拡大をもたらす。

内田　伸子
iお茶の水女

q大学副学
ｷ）

内田　伸子
iお茶の水女

q大学副学
ｷ）

5 情動　の発達

　情動表出や情動知覚の研究、情動のダイナミックシステム

Iアプローチを紹介しながら、情動の古典的理論と最近の機

¥主義的理論を比較しながら説明する。情動と行動との関係

ﾉついて、情動とコミュニケーション、情動と社会的行動、

s安やディストレスの制御、ディスプレイルールの発達につ

｢て研究を中心に説明する。また、情動の個人差について、

C質と情動の関係、情動体験と自我、情動の文化差という観
_から紹介する。

氏家　達夫
i名古屋大学

ｳ授）

氏家　達夫
i名古屋大学

ｳ授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

自律性の発達を生涯発達と文化の観点から説明する。自律

性は文化的文脈の中で、子どもの状態の調整やしつけなどの

親要因と、気質特徴、愛着、反抗などの子ども要因との相互
他律から自律へ： 作用を通じて発達する。子どもは他律的存在から自律的存在

6 母子システムと自 へと発達する。自律性は大人の発達課題でもある。子どもを 氏家　達夫 氏家　達夫
律の発達 育てる過程で親自身も成長する。そこには自律性の部分的な

放棄が含まれる。成人期において自律と他律の新たなバラン
スが求められる。

　　　　　」
菶c児期から老年期までの対人関係の発達を扱う。人は生

まれたときから家族の一員としての生活が始まり、家族の中

での人間関係は発達にとって最も重要な環境を構成する。家

族にとっても新たなメンバーの加入により、そのシステムの 臼井　　博 臼井　　博
7 対人関係の発達 変容が起こり、メンバーそれぞれの年齢の変化にともないメ （北海道教育 （北海道教育

ンバー相互の間の関係の質も大きく変わっていくプロセスと 大学教授） 大学教授：）

メカニズムを考察する。また、家族の外の人間関係、特に仲

間関係の影響も触れる。

子どもの拡散：的思考、想像力は生活や対人的やり取りの中

で発達していく。想像力の発達と軌を一にして、幼児期後期

8

想像力の発：

v考能力の拡大と
fィスコースの成
ｧへ

には、世界や自己を語る手段としてのディスコース（談話や

ｶ章、物語）が成立する。幼児初期～児童期にかけての、デ
Bスコースの表現形の変化を追跡し、その表現をささえる創
｢的想像のメカニズムや認知機能について考察する。またの

内田　伸子 内田　伸子

成立を支える創造的想像のメカニズムの発達について表現形
の変化からi探る。

日本の幼児教育の実践の特徴を主にアメリカのそれとの比

較を通して描き出していきたい。具体的には最近のアメリカ

と日米の研究者たちの日米の幼児教育場面のエスノグラフィ

9
日本の幼児教育実

Hの特徴
一や調査データを利用しながら、実際の教師の実践の方法、

ｻの背後にある教育の目標、児童観の違いを考察する。特に、 臼井　　博 臼井　　博

教師のもつ土着的な教育方法に関する素朴理論
（ethnopedagoy）を取り上げて、分析を行う。

子どもが生活の中で育んできた一次的ことばは読み書き能

カの獲得にともなって二次的ことばへと重層的な発達をとげ

学校文化のディス
R　ース：

る。読み書き能力によって時間・空間を隔てたコミュニケー

Vョンが可能になるとともに思考の手段として内面世界に深

10
書くこと・考えるこ

ﾆ

く関わるようになる。読み書き能力を獲得するという課題は、

w校文化に適応することにつながっている。作文の情報処理
内田　伸子 内田　伸子

過程や自分史の意義の考察に基づき、書くことと考えるこ
と・生きることの関わりについてi探る。

学校で学ぶこととして、いわゆる認知的学習のほかに、社

会的なスキル、さらには知的な課題解決の構えに影響する動

機づけシステムの発達について、学校文化と関連づけて考察

11 学校での学び
する。また、学校における社会化の重要なagentとしての教師

ﾌ子どもとの相互交渉のしかた、教師自身の職業的な発達に
臼井　　博 臼井　　博

ついても考える。その場合、教育実習の効果を含め、教師教
育の在り方についても生涯発達の視点から考察する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 購　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会は産業によって供給される情報伝達手段や情報表

現手段が多数あり、大人と同様子どもも長時間接し、特に家

庭や学校などを越えた広い世間への窓になっている。最初に

接する活字メディアとしての絵本は親子の人間関係の中で本 無籐　　隆 無籐　　隆
12 メディアからの学び への導入を行う。その後、読書へと発展する。テレビ、テレ （白梅学園短 （白梅学園短

ビゲームは映像的メディアとして新たな活動を生み出し、子 期大学学長） 期大学学長）

どもに大きな影響を与える。電話やインターネットが新たな

人間関係を作り出している。

発達心理学は、子どもから成人の発達を検討することを通
して、発達の歪みやそこで生じる心理的問題の発生的根拠を
示す。だが、その発生の要因は単一であることは滅多にない。

13
「臨床実践の発達

I基礎」

多くの「危険（リスク）」要因が関与し、また要因に影響さ

黷體x合いの個人差も大きい。例として、うつ病や食異常の
竭閧�謔闖繧ｰ、発達的リスク要因を解説する。また、家族

同　上 同　上

や学校におけるメンタルヘルスの保持への教育や介入の代表

的方法を紹介する。

1歳頃の身体的自己の成立から初め、4歳頃に心が実体と
して存在することを理解する。そこから児童期に掛けて、自

己概念が次第に成立する。児童期の後半に入ると他者との比

較による自己概念が成り立ち、自己尊重感の程度が重要にな

る。思春期に入ると、孤独感も感じるようになり、自己の見

直しが行われる。その模索から成人期に入る頃に大人として

14 自己意識の発達 どう生きるかの自覚が成り立つが、その見直しは生涯にわた 同　上 同　上

り繰り返されるだろう。メディア毎に年齢を追って記述する。

1）絵本への接触、2）本への導入、3）テレビメディアへ
の接触とテレビ的世界への導入、4）テレビゲームと架空世
界の楽しみ、5）電話とインターネットが変える人間関係の
トピックスを取り上げる。

中年期の発達について、既存の理論や研究と同時に、現在

行っている追跡研究からいくつか事例を紹介しながら説明す

る。エイジングは発達ととらえることができる。個人は、さ
成熟と老い： まざまな変化にアクティブに適応している。それは、心理的

15 成人期～老年期の 適応という側面と新たな技能の習得という側面からなってい 氏家　達夫 氏家　達夫
学び る。個人は老いるということを学ぶのである。また、心身と

もに健康を保っている高齢者の研究を紹介し、豊かな老いに

ついても考える。
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＝　才能教育論（‘06）　＝・　（TV）

　　　　　一身体活動能力の開発一

〔主任講師：宮下充正　（放送大学教授）〕
〔主任講師：大築　立志　　（東京大学教授）〕

全体のねらい

才能教育論では、才能は遺伝的にどの程度決められているのか、そして、才能は教育を含めた環境的要

因によってどの程度伸ばすことができるのか、という2つの問題解決がスタートであり、ゴールでもあ

る。ところが、遺伝的要因と環境的要因とは相互に影響を及ぼし合うため、それぞれの効用については

明確な結論が下せないまま推移してきた。本講義では、定量化しやすい身体活動能力の開発を中心とし

て、才能教育のあり方を解説することにした。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

才能は教育でき 才能とは、特異的な目的を達成させることにできる、 宮下充正 宮下充正
るか 遺伝的な要因が強く影響するが訓練すればそれだけ （放送大学 （放送大学

高度になる能力と定義する。そして、才能教育の目 教授） 教授）

1 的は、それぞれの特異的な分野において優れた成果

を生みだすことができるように能力の向上をうなが

すことである。

身体活動能力開 1000億個といわれる神経細胞は、動作の遂行という 大築立志 大築立志
発と神経系の可 視点からみると、単純な機構の反射動作から、自動 （東京大学 （東京大学

塑性 動作、随意動作へと成長とともに複雑な機構へ発達 教授） 教授）

2 していくのがわかる。本章では、主として中枢神経

系の働きを身体活動能力の開発という視点から解説
する。

身体活動能力開 人間は自分の意志を表現する際、しゃべる、書く、 八田秀雄 八田秀雄
発と筋骨白系の 跳び上がるなど、適当な筋群を活動させる。筋肉の （東京大学 （東京大学

可塑性 細胞については、遺伝的及び環境的要因によって、 助教授） 助教授）

3 どのような違いがみられるかなど広範囲な研究が行

われていてきた。本章では、それらの研究成果を身

体活動能力の開発という視点から紹介する。

身体活動能力開 人間を構成する細胞の生命保持のためのエネルギー 八田秀雄 八田秀雄
発と呼吸循環系 は、エネルギー獲得代謝と呼ばれる体外から取り入 （東京大学 （東京大学

の可塑性 れる栄養物質と酸素の反応によって得られる。この 助教授：） 助教授）

4 エネルギー獲得代謝の中核をなす呼吸循環系機能の

可塑性について、身体活動能力の開発という視点か
ら解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

記憶能力と計算 教育の原点は、記憶能力と計算能力を高めることに 伊東　　乾 伊東　　乾
能力 あるとされてきた。しかし、人間社会を構成する情 （東京大学 （東京大学

報量の肥大化は、個人の記憶能力の限界を超えてい 助教授） 助教授）
5

る。また、最：近のコンピュータは人間の計算能力を

はるかにしのいでいる。このような環境下での教育
のあり方を、再考する。

作曲家と演奏家 多くの人のこころをとらえる新しい曲を作りだす能 伊東　　乾 伊東　　乾
の相違 力と、作られた曲を聴衆が満足するように演奏する （東京大学 （東京大学

能力とは、どこに違いがあるのだろうか。著名な音 助教授） 助教授）
6 楽家の誕生の背景と音楽教育の実態を参考にして、

音についての才能教育を解説する。

偏差値に基づく 集団を構成する人々に、さまざまな課題を課して、そ 渡辺哲司 渡辺哲司
能力評価の意味 の結果から構成員の序列を決める方法が広く行われ （九州大学 （九州大学

と限界 ている。序列は課題の内容と集団の特徴によって決 講師） 講師）
7

まる。本章では、集団の構成員に序列をつける意義

とその限界について論究したい。

身体活動能力と 身体活動を遂行する能力は、どの程度先天的に決定 渡辺哲司 渡辺哲司
その発達に及ぼ され、あるいは、どの程度後天的に開発可能なのだ （九州大学 （九州大学

す遺伝的要因 ろうか。最近、分子遺伝学的研究、双生児法・発育 講師） 講師）
8 発達学を組み合わせた研究などにより、新たな知見

が蓄積されつつある。それらの成果を紹介、解説す
る。

絶対音感と学習 音を聞き分ける能力を音感という。このうち絶対音 伊東　　乾 伊東　　乾
可能性 感とは、音高を楽器などの助けを借りずに識別する （東京大学 （東京大学

能力で、幼児期に訓練：しなければ身につきにくいと 助教授） 助教授）
9 いわれる。才能教育という視点から音感教育に言及

したい。

からだを動かす 腕や脚を伸ばす、寝返る、這う、歩く、走る、跳ぶ。 平野裕一 平野裕一

10

能力の開発 これら自分のからだを動かす能力が身についていく

ﾛ程を観察し、自発的学習によるものなのか、他者
ﾉよる指導の影響を受けるものなのかを検討し、か

羽冠ンター主任 ≦璽鞍ンター主任

らだを動かす能力の開発について解説する。 研究員） 研究員）

用具をあつかう 手に筆をもって絵を描く、字を書く、あるいは、手 平野裕一 平野裕一
能力の開発 にもつたボールを投げる、ラケットを振ってボール

�ﾅつ、といった能力の学習過程を観察し、運動指

（国立スポ
[ツ繋三三

（国立スポ
[ツ1灘セ

11
導の効率の高い至適年齢の存在を検討する。 ンター主任 ン群臣主任

研究員） 研究員）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

身体障害者の運 からだを動かす能力の一部が先天的あるいは後天的 臼井永男 臼井三男
動能力の開発 に失われた人たちが、適切な用具を使って、複雑な （放送大学 （放送大学

運動の遂行能力を高め、パラリンピックと呼ばれる 助教授） 助教授）

12 競技会に出場している。そのような人たちの運動能

力開発の可能性を検討する。

知的障害者の特 学習困難、精神遅滞、その他、知的能力が低いと診 大築立志 大築立志
異的能力の開発 断された人たちの中で、音楽、絵画などで優れた能 （東京大学 （東京大学

カを表す人がいることは、よく知られている。その 教授） 教授：）

13 ような事例を取り上げ、知的障害者の特異的能力開

発の可能性を検討したい。

成長と加齢にと オリンピックがその国のスポーツ振興の機会となる 宮下充正 宮下充正
もなうパフォー ことは良く知られている。2008年開催予定の北京オ （放送大学 （放送大学

マンスの変化 リンピックに向けて、国家がどのようにエリートス 教授） 教授）

14 ポーツ選手の育成を図っているか紹介する。他方、

マスターズ競技会が盛んになりトレーニングを実践

して参加する中高年齢者が増加している。高齢者に

残された運動能力の開発の可能性を検討する。

発達と個性を重 1個の細胞から増殖し、複雑な組織体となって誕生し 宮下充正 宮下充正
んじた才能教育 た個人は、その遺伝的制約の範囲の中で、成長とい （放送大学 （放送大学

う時間と環境という刺激とによって影響されながら 教授） 教授：）

15 さまざまな身体活動能力は成熟していく。その課程

で教育はどうあるべきか考えていきたい。
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％6イ摩
・＝@道徳性形成論（‘03）＝（R）
　　　一新しい価値の創造一

〔主任講師：大西 文行三三市立大学教授）〕

　　元

全体のねらい
　この科目では、道徳性発達・形成に関する諸問題を考えることにする。道徳性をどのように考え、定義するかは大変困難
な問題であるが、この科目では、　「自他の福祉、幸福に資する人格的資質」と考え、講義の前半では、それらが諸学や社会で

どのように概念化され、また道徳性は、形成過程がどのように記述され、測定されているかについて考える。

個人は、他者、文化、社会との関係で発達、形成、生成されることから、他者、文化、社会との相互作用関係で道徳性発達・

形成を考える必要がある。講義後半では、これらの相互作用で道徳性発達・形成について考察し、　「自他の福祉、幸福に資す

る人格的資質」の形成を考察する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

道徳道徳性の語源、語義、哲学、倫理、心理学の諸学か
ら考察する。

大西　　文行 大西　　文行
1 道徳性　と　は ヌ追浜市立大

w教授）
塞矯市立大

道徳性を人間の精神機能、認知・知的、情意的、意志的、行

為的側面から考える。

2
道徳性発達・形成諸

攪_　1
道徳性の認知的側面として、道徳的判断、推論についての

S理学諸理論を考察、検討する。
同　上 同　上

道徳性の情意的側面として、良心、共感性、罪障感、配慮、

思いやりなどについての心理学諸理論を考察、検討する。
道徳性発達・形成諸

3
理論　2 同　上 同　上

道徳性の行為的側面、人格について心理学諸理論考察する。

道徳性発達・形成諸
4

理論　3 同　上 同　上

道徳性の認知的側面についての発達過程を考察する。

道徳性発達5
過　程 同　上 同　上

道徳性の情意的、行為的側面の発達・形成過程を考察する。

道徳性形成6
過　程 同　上 同　上

道徳性発達の認知的側面の検査を考察し、その測定法の取
得を目指す。

7 道徳性測定1 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

道徳性発達の情動的側面およびHEARTについて考察し、そ 大西　文行
の測定法の取得を目指す。

8 道徳性測定2 大西　文行 明田　芳久
（上智大学教

授））

道徳性発達、形成の要因について、発達、意図一非意図、

体系一非体系の軸から考察する。

9
道徳性形成と家庭 家庭における道徳的環境、しつけ、養育態度や人間関係を 同　上 大西　　文行
教育 考察する。

学校教育での道徳教育と道徳性形成の関係を考察する。

10
道徳性形成と学校

ｳ育
同　上 同　上

同輩、交友関係と道徳性形成の関係を考察する。 大西　文行 大西　文行
八

11
道徳性形成と同輩

ﾖ係
戸田　有一一
i大阪教育大

戸田　有一
i大阪教育大

学助教授） 学助教授）

社会、地域、共同体の道徳的環境と道徳性形成の関係を考
察する。

12
道徳性形成と社
?E地域教育

同　上 同　上

少子化、高齢化社会と道徳性形成との関係を考察する。

13
道徳性形成と少子
ｻ、高齢化社会

同　上 同　上

情報化社会と道徳性形成の関係を考察する。

14
道徳性形成と情報

ｻ社会
同　上 同　上

国際化、多文化社会と道徳性形成を考察する。 大西　文行 大西　文行

15
道徳性形成と国際
ｻ、多文化社会

小林　　亮
i玉川大学助

小林　　亮
i玉川大学助

教授） 教授）
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　　　1％4侮正　　　＝・逸脱行動論（‘06）＝（TV）

　　　騰イ1疹正

　　　　　　　　　〔主任講師（現職名）　鮎川潤（関西学院大学教授）〕
　　　ラ三ワ擬

　　　解箏イ1暢正

全体のねらい

　この授業では、「逸脱行動」に関する理論を検討したのち、逸脱行動のもっとも代表的なものとされ

る「少年非行」と「犯罪」を主要なテーマとし、さらに「薬物依存」などについても考察を深めること
とする。

　とりわけ「逸脱行動」を、それを行う「逸脱行為者jばかりではなく、逸脱行動によって被害を受け

る「被害者j、逸脱行動をコントロールする「社会統制エージェント」、逸脱行動を直接目撃したり、

マスメディアなどを通じて見聞したりすることによって逸脱行動への特定の社会的態度をとる「社会の

構成員」の相互作用を通じて構成されるものとして考察したい。

　逸脱行動への社会統制機関の対応を視野に入れ、逸脱行為者と被害者との関係についても検討するこ

とによって、受講生に対して新たな視点と気づき、知識と洞察の深まりを提供できることを願っている。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

逸脱行動とは何 「逸脱行動」とは「社会規範に違反したり、標準 鮎川　　潤 鮎川　　潤

1

か一逸脱行動の
泊

麩蕊かけ離れている辱欝煽動」講

汨?嘯驍ﾉあ撃って・、単襲：獲雛鷺

　（関西学院

D学教授）
@　夕1；

（関西学院

蜉w教授）

などをと糊≒；野 趣デ、
‘、　　　　　　　　噂

逸脱行動に対する「許容化」と「拒否化」、　「医療

化」と「刑罰化」につい鰭察する。

逸脱行動の諸理 逸脱行動に関する理論のうちで、古典的な理論に 同上 同上
論（1） 属する「社会解体論」、　「分化的接触理論」、　「ア

二

2
ノミー理論」などについての知見を確認し、逸脱行

’

動の分析を行うための素地を獲得したい。 蓼

逸脱行動の諸理 逸脱行動に関する理論のうちで、1960年代以降の主 同上 同上
論（2） 要な理論的パースペクティヴである「レイプリン

グ・パースペクティヴ（ラベリング理論）」、　「社
3 会的コントロール理論」、　「コンフリクト理論」、

「発達犯罪学」幽こついて考察したい。

逸脱行動の三三 逸脱行動の理論のうちで、最近発達してきた「割れ 同上 同上

論（3） 蜘　　　蜘　　論」などの理論と、少年非行を考察

4 物1撫論

三
三
離
二
三
照
照
癖
讃
へ

、　　　　　ノー一

について具体的に考察する手がか
りを得たい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

日本の少年非行 逸脱行動の代表として「少年非行」・「少年犯罪」 同上 同上

を取り上げ、以後7回にわたって考察する。

「少年非行」とはいったい何か、わが国においてそ

れはどのようなものであったのか、｛

5 難麟i臨憲て鰹レ≧舞
　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　　　“

行・少年犯罪
検詩細る。々“蹄惣栩馳怖てuる姻ニフ耽
考漏し御・

社会統制機関の 少年による逸脱行動に対して周囲の人々や社会型 同上 同上

関与、警察・検 制機関が協働した結果として、少年非行は産出され
察 る。

いったいどのような少　によ　どのようなた　が
れるのか、　　”　　極諌6 櫨穗，、　　　　　　　」などに呼分けされて析出するのか

を、とま幽母少年非行に対する第一線機関である警
察に焦点を当てて考察したい。等の際1二、麟物地域叢 略
際し了い。

家庭裁判所と少年非行 同上
ｭ辱溜判や

同上

れているのか、などについて考察する。嫌
7 、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　i多ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　叱網ρA　　　　騨の　　　　　　皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　．臨

@　　　　　　　　　　　　　、
℃

o

少年院・保護観 非行少年の処遇に関して、少年院での矯正教育、 同上 同上

察 地域・護司を担い手として行なわれる保護観察の

一綴熊 実際釣毒公用について考察する。一
8 である 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」　　　　　　　　　　　　　　　　　や

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　多ノ　　　　　　　　　　　　　　　1、　　　　　　　　　　　　　　o

蛛G巽麟識繰i繍憂繰欝翻撃島る 監回護施言受 取1腿碗》渕
3 魯。

触法少年・検察 14：歳未満で犯罪に該当する行為を行った少年の 同上 同上

官送致 処遇と、14歳以上で重大な犯罪を行って成人と同じ

ように裁かれる少年・繍春について検討する。児

9 童相談所、児童自立支援施設、さらに刑事裁判所や

少年刑務所における少年をめぐる相互作用や処遇の

特徴などに着目して考察したい。

犯罪被害者と修 犯罪に対する対応として、犯罪や非行を行った側 前野　育三 前野　育三

復旧司法 の更生とともに、被害者の心の癒しが重要な課題と （関西学院 （関西学院

10

なる。近年、被害者と加害者との直接苅面・対話が、

ﾇちらの課題にとっても有効であることが論じられ

大饗授）． 耀授）

ている。これを修復的司法と呼ぶが、アメジ二合衆

国やニュージーランドの例などを通じて、日本での

可能性について考えてみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

少年法改正と少 2000年10月に国会で少年法改正が成立し、翌年 鮎川　　潤 鮎川　　潤
年司法の将来 4月から改正少年法が施行された。この改正がどの （関西学院 （関西学院

ように審議されて成立したのかを分析するととも 大学教授：） 大学教授）

11
に、2005年に国会に提案された新たな少年法改正に
ついても検討を加える。　　　　、

歴史的な発言をふまえて、少年非行への対応がど

のように変化しようとしているのかを考察する。

成人犯罪一高齢 成人犯罪の趨勢と注目すべき犯罪現象について考 同上 同上

察する。　「性差・ジェンダー」と「年齢・エイジン

三三i三三魑 グ」の観点をまじえて検討したい。

12 現在、過剰収容状態を迎えている矯正施設におけ

る処遇、ならびにわが国の刑務所の顕著な特徴とな

っている受刑者の高齢化とその対応についで潜分析
を加えたい。

薬物棲存 薬物によって異なる薬理作用の特徴をふまえて、 同上 同上
三囲 薬物乱用について考察したい。その際、社会的に是

認された合法的薬物についても視野におさめること

13
とする。

薬物乱用者に対する薬物離脱プログラムについて

は、北区　“における薬物乱用プログラ擁紹介し
ながら検討したい。の捧》rデシ　　や三物乱｝購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼ム施書

社会問題として 「少年非行」　「少年犯罪」などの逸脱行動が社会 同上 同上

の逸脱行動 的に注目を集め「社会問題」となっていくプロセス

について考察する。その際に、メディアの果たす役

14
割にも注目して分析したい。

uドメスティック・バイオレンス」、「ストーカー一」、

「いじめ」、　「校内暴力」、　「登校拒否・不登校」、

省雛a「凶悪化」「低年齢化論歯講灘琶
祭1泥

逸脱行動の将来 「逸脱行動」幸逸藷は英語の㌔eviant　behavio選 同上 同上
‘グが翻訳されたものである。この概念もアメ

μレ リカ合衆国における一つの社会的被拘束性のもとで

15 構成されたものである。このカテゴリーとそれが包

回する諸社会現象に関する研究を省察し、わが国に

おける発展の可能性を展望してまとめとしたい。
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％6綴　一 臨床心理学特論（‘05）　＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：齋藤高雅（放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　〔主騰師：橘玲子（繍野壷）〕

全体のねらい

　臨床心理学特論では心理臨床活動の基礎となるさまざまな考え方（パラダイムや学派）や心理臨床で

必要な知識や技法を述べる。心理臨床は多様な現場を持っているので（たとえば教育臨床とか病院臨床

など）、それぞれの対象によって違いはみられるものの、こころの専門家として理解しておかなければ

ならない基本的な視点が存在する。このような観点から、臨床心理学的知識や技法が心理臨床活動にど

のように生かされていくのか、心理臨床行為の特異性は何か、また倫理の重要性などについて論ずる予

定である。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学とは 臨床心理学の研究分野、心理臨床家の活動領域、 橘　　玲子 橘　　玲子

臨床活動と倫理の問題、心理臨床の教育と訓練につ （新潟青陵 （新潟青陵

1 いて論ずる。 大盤） 大饗授）

@燈舵

臨床心理学と 臨床心理学の誕生と精神医学との関係についてふ

精神医学　1 れ、臨床心理学が確立する過程をアメリカと日本の

2 臨床心理学の歴 例で述べる。 同　上 同　上
史

臨床心理学と 心の病、特に神経症について、神経症の概念やそ 馬場　謙一 馬場　謙一

精神医学　2 の特徴、発症機制、治療について述べる。 （中部大学 （中部大学

3 心の病：神経症 教授） 教授）

臨床心理学と 精神病の分類、主な精神病である統合失調症（精

精神医学　3 神分裂病）、躁うつ病、非定型精神病の紹介をする。

4 心の病：精神病 同　上 同　上

臨床心理学と 心理的な負荷やストレスによって生ずる身体症

精神医学　4 状、心身相関の問題、心身症の種類、特異な心身症

5 心の病：心身症 などについて述べる。 同　上 同　上

臨床心理学と 臨床心理学にはたくさんの近接領域があるが、こ

6
近接領域 こでは特に哲学と文化人類学について述べる。

橘　玲子 橘　玲子
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理パラダ 臨床心理学にかかわる4つのパラダイム、生物学
イム 的、精神分析的、認知・行動論的、人間学派的パラ

7 ダイムについて述べる。 橘　　玲子 橘　　玲子

心のはたらき1 心のはたらき方には無意識の問題を避けて通れな 齋藤　高雅 齋藤　高雅
無意識の発見 い。無意識の発見、精神分析学的立場からとらえる （放送大学 （放送大学

8 人間像について述べる。 教授） 教授）

心のはたらき2 無意識のはたらきでは、特に自我との関係が重要
自我と無意識の になってくる。不安と防衛、自我の防衛機制、症状

9 関係 形成などについて述べる。
同　上 同　上

心のはたらき3 無意識には意識に至るさまざまなチャンネルがあ
イメージと身体 る、その中からイメージと身体感覚を取り上げ、心

10 理臨床との関連を述べる。 橘　　玲子 橘　　玲子

心と身体： 心と身体に直接係わるものとして、性がある。性
性を考える について臨床心理学の観点から考えてみる。

11 同　上 同　上

ライフサイクル 発達の課題と心の問題について、精神保健および

論1 精神分析的発達論の観点から乳幼児期について述べ
12 乳・幼児期 る。 齋藤　高雅 齋藤　高雅

ライフサイクル 先に続いて、児童期の精神保健と臨床心理学的特

論2 徴について述べる。

13 児童期 同　上 同　上

ライフサイクル 思春期・青年期の臨床心理学的特徴について述べ

論3 る。

14 思春期・青年期 同　上 同　上

ライフサイクル 成人期・中年期の臨床心理学的特徴について述べ

論4 る。

15 中年期 同　上 同　上
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

ライフサイクル 老年期の臨床心理学的特徴について述べる。

論5
16 老年期 齋藤　高雅 齋藤　高雅

心理アセスメン 心理臨床とアセスメント活動について、特にアセ
ト1 スメント面接、心理検査、観察について述べる。な

17 アセスメントと お、精神医学的診断についてもふれ、心理臨床家の 橘　　玲子 橘　　玲子

は アセスメントと比較検討する。

心理アセスメン アセスメント面接の目的、すすめ方、その必要性

ト2 など具体的な説明をする。さらに治療面接との違い

18 アセスメント面 にもふれる。 同　上 同　上
接

心理アセスメン パーソナリティの説明、パーソナリティの全体的
ト3 理解について述べる。これらとの関連で、心理検査

19 心理検査 のめざす点、テストバッテリー、心理テストの理論 同　上 同　上

にもふれる。

心理アセスメン 知能検査の歴史、知能の概念と検査の関連、利用

ト4 上の留意点について述べる。質問紙法については、

20 知能検査・質問 各質問紙法の構成と特徴を代表的検査で紹介する。 同　上 同　上
紙法 さらに心理測定の考え方についてもふれる。

心理アセスメン よく利用されている投映法であるロールシャッハ

ト5 法、TAT、　SCT、描画法を紹介する。投映法の特徴

21
投映法 を知り、利用上の留意点を述べる。事例で心理テス 同　上 同　上

トの実践にふれる。

心理療法1 フロイト，S．に始まる精神分析療法について概説す

精神分析療法 る。治療関係、抵抗、転移、逆転移、行動化、その

22
他重要な概念について述べる。

馬場謙一 馬場　謙一

心理療法2 ユング，C．G．に始まるユング派心理療法について、 大場　　登 大場　　登
分析心理学的心 そのもっとも基本的なところを紹介する。 （放送大学 （放送大学

23
理療法 教授） 教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理療法3 認知・行動療法における心理的援助活動の多様iな 橘　　玲子

認知・行動療法 方法について述べ、さらに心理臨床で使われる認

24
知・行動療法の代表的な概念を説明する。ゲストを

ｵいて放送する予定。
橘　　玲子

ゲスト

?c　三徳
（早稲田大

学教授）

心理療法4 ロジャーズ，C．による来談者中心療法の展開と特 橘　　玲子

来談者中心療法 徴、その理念などについて述べる。ゲストと共に、

ロジャーズの人柄や理論を紹介する。 ゲスト

25 同　上 村山　正治
（九州産業

大学大学院
教授）

心理療法5 日本で発展した二つの心理療法、森田正馬が確立

森田療法と内観 した森田療法と吉本伊作が開発した内観療法につい

26
療法 て紹介をする。

同　上 橘　　玲子

心理療法6 成瀬が発展させた臨床動作法について、特に身体 橘　　玲子

臨床動作法 を通しての心理的援助という視点を紹介する。ゲス

27
トと共に放送する。

同　上
ゲスト

ﾟ　　光代
（秋田大学

教授）

心理療法7 児童の心理的な問題に対して行われる遊戯療法の 滝口　俊子 滝口　俊子

児童の心理療法 紹介をする。また、養育者との面接の必要性と留意 （放送大学 （放送大学

28
点について述べる。 教授） 教授）

心理療法8 集団で行われる心理療法について、その考え方と

集団心理療法 実施の方法、個人療法との違い、適用範囲、今後の

29
展開などについて述べる。 橘　　玲子 橘　　玲子

コミュニティと 学校臨床、被害者支援、HIVカウンセリングなど、

心理臨床 コミュニティの中で展開する心理臨床は、これまで

30
の心理臨床とは異なる視点が必要になっている。こ

黷轤ﾌ代表的なテーマについて述べる。
同　上 同　上
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＝　臨床心理面接三論（‘02）＝（R）
　　　　　　　一心理療法の世界一

〔主任講師：大場登（放送大学教授）〕

全体のねらい
　実際の心理臨床の現場で臨床心理学的面接、ないし、心理療法を行ってゆくにあたって、臨床心理士にとって、もっとも

基本となる姿勢・留意点、そして、心理療法技法論の基礎について体系的に学習することを目的とする。

回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

1
はじめに：心理療法

ﾆ生きた個性

　臨床心理面接特論の講義を始めるにあたって、心理療法と

｢うものが、ある心理療法を創始した「ある生きた個人」「そ

ﾌ個性j、そしてその心理療法の研修を受けた、あるいは、
�ｯる、ある「生きた個人・生きた人間」　「その生きた人間

ﾌ心」を抜きにしては始まらない・語れないという根本につ

｢て考えてみたい。

大場　　登
i放送大学教

�j

大場　　登
i放送大学教

�j

2
耳を傾ける・自然治

?ﾍ

　心理療法というと難しい理論やテクニカル・タームの勉強

ｩら始まると思う人もいるかもしれないが、実は、心理療法

ﾌ基本は、「共感的に耳を傾ける」すなわちクライエントの

bを傾聴することであり、そのプロセスの中で、クライエン
gの心の自然治癒力に働いてもらうことである。

同　上 同　上

3 心理療法の器（1）

　心理療法という営みは、基本的にはサイコセラピスト（以

ｺセラピストと略）とクライエントの間で生起するが、この
cみを抱え、保護するものとして、　「心理療法の器」という

烽ﾌが必要である。　「レトルト」といったイメージを思い浮

ｩべてもらうとよいかもしれない。

同　上 同　上

4 心理療法の器（2）

　「器」に保護される中で、心理療法のプロセスは初めて進

sする。セラピストの守秘義務から始まって、面接時間・面
ﾚ室・面接頻度、料金といった「面接構造」とも言われるも
ﾌ、どのような心理療法機関（医療機関、大学相談室、個人

J業）か、どのような心理療法の立場・姿勢に立ったセラピ

Xトか、その他様々の構成要素によって「器」のカラーが生
ﾜれてくる。

同　上 同　上

5

トピックス：心理臨

ｰの現場から一一①

?ｧ心理療法機関

　本講義では、トピックスとして、様々の心理臨床の現場で

ﾌ実際の心理療法、個々の現場固有の特徴・経験：・感動・難

ｵさについても紹介してゆくことにしている。第1回の今回
ﾍ、カウンセリングセンターや心理療法研究所という形でサ

Cコセラピーを開業している心理療法機関から学んでみた
｢。

同　上

大場　　登

Qスト：

O浦　和夫
i山王教育研

?梶j

6 初　回　面　接

　面接の初回は、クライエントとセラピストの関係を創るた

ﾟに重要な基盤であるので、緻密な配慮を要する。また、初

�ﾊ接には、その後の全面接過程が凝縮されていると言って
煢ﾟ言ではない。初回面接での留意点について、詳述する。

滝口　俊子
i放送大学教

�j

滝口　俊子
i放送大学教

�j
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

＼（所属・職名） （所属・職名）

クライエントをセラピストの感情に流されずに理解するた

心理療法とアセス めには、アセスメントが必要である。アセスメントの理論と

7 メント（1）一成人の場合 実際について説明する。時には、精神医学的な診断の必要で

?驍ｱとについても触れる。
同　上 同　上

年齢や性格によっては、心理検査を用いるアセスメントも

8
心理療法とアセス
＜塔g（2）一子どもの場合

行われるが、幼い子どもの場合は、プレイセラピーをしなが

轤ﾌアセスメントになる。また、親面接による情報も子ども

ﾌアセスメントの素材となる。 滝口　俊子 滝口　俊子

クライエントも様々の症状・傾向・問題を持って心理療法
機関を訪れるが、相対するセラピストも、当然の話ではある

セラピストの個性 が、様々の傾向・性格・カラーを持っている。そして、この
9 とクライエントの 両者の間で固有の心理療法プロセスが生じる。マニュアル通 大場　　登 大場　　登

個性 りにはゆかない面白さと困難さが、ここにあり、　「相性」と

いうテーマともとりくまなければならない。

スクールカウンセラーの役割と課題について、実際の体験 滝口　俊子
を通して学んでみたい。

トピックス：心理臨 ゲスト：

10
床の現場から一一②

Xクールカウンセ 滝口　俊子 香川　　克
i京都文教大

リング 学・公立中学

スクールカウ
ンセラー）

クライエントの姿・語ること・症状に「耳を傾け」ている

11
セラピストの心に
bｩぶ疑問・連想・
Cメージ・仮説

と、セラピストの心に、いろいろな疑問・連想・イメージが

bｩんでくる。あるいは、セラピストなりの見立てや仮説も、

ｻして、時にはその見立てと抵触するイメージが浮かんでく
驍ｱともあろう。

大場　　登 大場　　登

「共感的に傾聴」することが、サイコセラピーの一方の柱

だとすれば、クライエントの話を傾聴しているうちに、セラ

12
セラピストの問い
ｩけとコメント

ピストの心に浮かぶ疑問・イメージや心の揺れ・仮説を見つ

ﾟ、これに基づいて、クライエントの反応を慎；重に見守りつ 同　上 同　上
っ「問いかけ」をしてゆくことが、もう一方の柱と言えるだ
ろうか。

クライエントの訴え、セラピストによる傾聴、両者の個性

13
セラピストとクラ

Cエントの関係性
i1）

同　上 同　上

クライエントから投げかけられるクライエントの心の中の
「外的・内的人物像」、そして、その「人物像」に伴う複雑

セラピストとクラ で濃密、時に圧倒的な様々の感情は、セラピストの心に一定

14 イエントの関係性 の心理的影響を及ぼさずにいることは決してない。かくして、 同　上 同　上
（2）

セラピストの心もまた、　「器」の中の「心理的なプロセス」

に必然的に関与してゆくことになる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

今回のトピックスは、医療機関での心理臨床の仕事の紹介 大場　　登
トピックス：心理臨 である。医療機関といっても、多くの人々が思うような伝統

床の現場から一③ 的な「精神科・神経科」だけでなく、今日では、心療内科、 ゲスト：

15
医療機関（病院・ク

潟jック・精神科・

小児科、いわゆるMCU（新生児集中治療室）そして、ホスピ
X、歯科領域でさえ、心理の仲間が働いている。

同　上 橋本　洋子
i聖マリアン

心療内科・小児科・ ナ医科大学横

NICUその他） 浜市西部病院
新生児病棟）

心理療法の仕事をしていると、人間の心にはどうやら、自

分で意識している「意識」領域を超えて、広大な「無意識」

の領野が存在していると考えた方が理解しやすい経験に出会

うことが多い。そして、この「無意識」には、今日あまりに

16 意識と無意識 安易に語られる「トラウマ」といった過去の記憶ばかりでは 大場　　登 大場　　登
なく、実は、「陰と陽」　「影と光」「腐敗と生成」　「魂」　「癒

、

し」　「死」　「エロス」　「男性と女性」その他その他の実に豊

かなイメージが満ち溢れている。

言語表現の発達途上にある子どもとの面接において用いら
れているプレイセラピーについて、事例を交えながら紹介す

17 プレイセラピー
る。プレイセラピストに見守られながらの遊びは、短に情緒

ｪ開放される体験にとどまらず、自己治癒力が活性化するの 滝口　俊子 滝口　俊子

である。

クライエントは、家族と深く結びついているので、セラピ

一への協力を得るために、家族とも面接することは重要であ

18 家　族　面　接 る。家族成員の変化は、全体としての家族の変容と無関係で 同　上 同　上

はありえない。家族面接の技法と留意点について述べる。

箱庭療法という言葉は、なんとなく耳にしたことがある人

が多いかもしれない。もともとはチューリッヒのKalf£D．

が始めた心理療法技法であるが、日本に渡ってくるや、あっ

19
箱庭療法その他の
Cメージ療法

という間に全国の心理療法関係機関に浸透してしまった。そ
黷ﾆいうのも、日本には、昔から「盆景：」　「箱庭」の世界が

?閨A子どもだけでなく、成人もまた、自らの「世界」を非
大場　　登 大場　　登

言語的に表現して、その「心のイメージ」と交歓・交感する

伝統があったからのようである。

今回は、全国各都道府県・各都市にあって、子ども達の心 大場　　登

20

トピックス：心理臨

ｰの現場から一一④

ｳ育相談所・教育セ

塔^ー

理的な問題（課題）・あるいはその家族の抱えている心理的

｢難に、必要な場合は学校と連絡をとりながら、心理療法的

Tービスを提供している「教育相談所・教育センター」の紹
薰ﾅある。

同　上

ゲスト：

b斐　　由美
i東京都板橋

諡ｳ育相談
所）

古代ギリシャで、人々が心身の病に見舞われると、人々は

アスクレピオス四神の神殿を訪ねた。斎戒沐浴の後、彼らは

神殿最奥の小部屋で眠り、「癒しの夢」の訪れを待った。日

21 夢　　と　癒　　し 本の古代・中世においても、人生の困難iや病に出会った人々 大場　　登 大場　　登
は、「貴船」や「石山」に詣でたり、　「観音」さんに篭って、

「癒しの夢」の到来を待った。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

古代ギリシャ・アスクレピオス神殿で当時の人々が夢によ

る癒しを求めた営みはインキュベーションと呼ばれるが、

22 心理療法と夢（1）
Meier，　C．　A。によれば「このインキュベーションが2000年

ﾌ眠りを経てFreud，　S．の診察室・自由連想のカウチで復活
同　上 同　上

した」と言われる。

たしかに心理療法で、我々がクライエントの話に耳を傾け

ていると、　「そう言えば今朝こんな夢を見ました」と報告さ

23 心理療法と夢（2）
れることが多い。　「耳を傾ける」とは、この意味で、「心の

ﾅ奥からの声」あるいは、　「人間の意識を超えた領域からの
同　上 同　上

声」に対してのことでもあるのかもしれない。

心理療法の面接でクライエントの語ることを注意深く聴い

ていると、クライエントの心の中、いわゆる内界で焦点化な

心理療法とコンス
いし、活性化されている、あるいは前景に出ているテーマと

24 テレーション（布
u）

見事に対応する外的・現実的出来事が、クライエントの周囲

ﾅ生じていることをよく経験する。だからこそ、一見「外的・

叝崧I」だけと思われるクライエントの経験にも我々は、大

大場　　登 大場　　登

きな関心を寄せて傾聴することができるとも言えよう。

職場におけるカウンセリング・産業カウンセリングの役割 滝口　俊子
と可能性について検討してみたい。

トピックス：心理臨 ゲスト：

25 床の現場から一⑤ 滝口　俊子 箕輪　　尚子
産業・企業 （ソニー（株）

人事センター

心理療法の営みを続けていると、セラピストは、必ずとい

ってよいほど圧倒的な難しさ・無力感・不安を感ぜざるを得

ないようなクライエントに出会うものである。それまでの僅

26
困難な事例との出

?｢
かな、いわゆる成功経験など粉微塵に打ち砕かれるような出
?｢。　「心の専門家」などという言葉は、以後、決して使え 大場　　登 大場　　登

なくなるような経験。人間の心の闇は恐ろしい程に圧倒的で、

且つ深いものである。

困難な事例に出会った時には、面接記録を書くことさえ大

変な心理的エネルギーを必要とする。記録には、クライエン

トのことよりは、セラピストを自称してきた自分の不安や無

27
心理療法の面接と

L録
力感、あるいは面接の行われた晩に眠れぬ中で垣間見た「恐

?ｵい夢」が書き留められることも多いであろう。そもそも
同　上 同　上

面接記録は、一体どのようなことを、どの程度書いたらよい
のだろうか。

心理臨床の研修にとって不可欠な体験として、スーパーヴ

イジョンがある。個人スーパーヴィジョンとグループスーバ

28 スーパーヴィジョン
一ヴィジョンの比較、スーパーヴァイザーの選び方や、スー

pーヴィジョンの料金、期間について。さらに個人分析との 滝口　俊子 滝口　俊子

異同についても述べる。

今回のトピックスでは、いわゆるエイズカウンセリングに 大場　　登
トピックス：心理臨 あたっている心理臨床の現場を紹介したい。仕事の困難さ・

29
床の現場から一一⑥

Gイズカウンセリ
日頃感じていること・いわゆるエイズ患者やHIVウィルス
ｴ染者の方々に教えてもらったことなどが紹介される予定で 大場　　登

ゲスト：

ｬ島　賢一
ング ある。 （荻窪病院血

液科）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

心理臨床の世界は、広大な裾野と、底知れぬ深さを持って

いる。それだけに、確かに非常にやりがいのある職業分野で

あると共に、一歩間違えれば、いわゆるセラピスト側もがの

30
おわりに1講師から

ﾌメッセージ

みこまれてしまう危険と隣り合わせであるのも事実である。

ｱのことは、医学や法律学等、生きた人間と真っ向から接す

驫w問分野・専門職業分野の宿命と言えるかもしれない。最

滝口　俊子

蜿黶@　登

滝口　俊子

蜿黶@　登
終回は、滝口と大場から、今後さらに心理臨床の勉強を続け

てゆく人々へのメッセージを送りたい。
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％7栃三一 臨床心理学研究三二論（‘06）＝（R）

〔主任講師（現職名）　齋藤　高雅（放送大学教授）〕

全体のねらい

　臨床心理学研究の困難さと重要性について解説する。臨床心理学においては、臨床実践や調査研究と

プライバシーを含む倫理面の問題および研究から得られる公共性との両立と相克が重要なテーマであ

る。究極的には、クライエントの利益に還元されることが優先される。これらの点について留意しなが

ら、臨床心理学研究法について解説する。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

臨床心理学の領 本持論では、臨床心理学の5領域、心理痴　　ア 齋藤　高雅 齋藤　高雅
域と研究法 セスメント・家族・グループおよびコミ　＿ティを （放送大学 （放送大学

取り上げる。研究として重要なこと　、まず研究の 教授） 教授）

目的を明確にすることである。　　により何をどの

1
ように達成するかという　　方法が自ずと絞られて

くるからである。臨床・・理学研究の特徴として、第

一にクライエン．利益を優先すること、第二にプ
ライバシー　倫理的な問題を常に念頭におくことを

十分　高しておくことがあげられる。

研究法の種類 近年、研究対象の現象の背後にある重要な鍵概念 名取　三三 名取　琢自
量的研究と質 を抽出したり、現象の構造的特徴を記述できるモデ （京都文教 （京都文教

的研究 ルや仮説を構築することに主眼をおいた「質的研究」 大学教授） 大学教授）
2 への関心が高まっている。　「量的研究」と「質的研

究」の方法論上の特徴を研究例を通して概説する。

研究の基礎 臨床現場で問題を感じ、その問題意識　　先とし 齋藤　高雅 齋藤　高雅
研究のプロセス て遂行していく研究のプロセス乙　P・て概説する。 （放送大学 （放送大学

3
文献検索、文献レビろ諸　　究計画の立案などにつ　　　　　　　　　ア厚　　　　　　　　　γ

教授） 教授）

いて触れる。

研究法① 面接法・観察法は、臨床実践としてのマ　L　か 齋藤　高雅 齋藤　高雅
面接法・観察法 せないが、同時に研究方法として　　　な手法であ （放送大学 （放送大学

4
　　　　　　　　　　　　　　ザ

ｮ屡難欝轡騨こよる聯
教授） 教授）

，ア，

研究法② 質問紙を用いた調査は、様々な研究で使われてい 香川　　克 香川　　克
質問紙調査法 る。多変量解析を用いて、多次元的な質問紙尺度を （京都文教 （京都文教

5 構成する方法について解説する。 大学助教授） 大学助教授）
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

研究法③
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
渇e法の特徴を、質問紙法などの他の　“　比較 津川　律子 津川　律子

投影法 しながら説明し、その意義につい　　ノ、する。代表 （日本大学 （日本大学

6
的な投影法について紹介　、　影法の研究にまつわ 助教授） 助教授）

る臆響螺する◎

研究法⑤ 臨床心理学においても、実験による研究は重要で 名取　琢自 名取　琢自

実験法 ある。その古典的1例として、ユングによる言語連 （京都文教 （京都文教

想実験をとりあげ、心理学的事実を明らかにするた 大学教授） 大学教授）

7 めの数量化の意義について解説する。また、実験研
究を実施する際の基本概念（実験群・統制群など）

についても説明する。

研究法⑥ 事例研究法は臨床心理学において最も重要な研究 名取　琢自 名取　琢自

事例研究法 法の1つである。本四では、知識伝達と技術習得の （京都文教 （京都文教

ちがい、概念的知識と手続き的知識のちがいに注目 大学教授〉 大学教授）

8 しながら、臨床の場において人間を統合的にとらえ

る実践的方法として洗練されてきたこの事例研究法
の意義と限界について検討したい。

領域と研究法① 心理療法における研究と研究法の問題を　　上げ 齋藤　高雅 齋藤　高雅
心理療法 る。診断・見立てについて、技法の　女研究、スー （放送大学 （放送大学

9

パーヴィジョンなどの問題に　ズそ解説・検討する。 教授） 教授）

，　鍔

領域と研究法②
臨床心理学におけるアセスメントにっレ）一三

齋藤　高雅 齋藤　高雅

アセスメント し、その必要性について述べる。’；　　における （放送大学 （放送大学

アセスメント、心理検査に一　一挙スメントなどさ 教授） 教授）

10 まざまなアセスメン〆こついて解説する。　　　　　　　　，　炉

領域と研究法③ 家族療法の歴史を概観し、最近の動向として、ナ 上別府圭子 上別府圭子
家族 ラティブ・アプローチと心理教育について概説する。 （東京大学 （東京大学

11 家族を研究する方法として、家族の構造や関係性を 大学院助教 大学院助教
視覚化する方法や、家族成員の感情表出の評価方法、 授） 授）

家族を評価する質問紙法について解説する。

領域と研究法④ グループを利用して、個人の成長や適応に資する 香川　　克 香川　　克
グループ・アブ 活動が広い領域で活発に適用されており、グルー （京都文教 （京都文教

ローチ プ・アプローチ、集団心理療法などと呼ばれている。 大学助教授） 大学助教圭劉

12 これらの活動の意義や特徴を明らかにする研究法に

ついて解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

領域と研究法⑤ 近年、学校や地域社会における心の問題が社会的 香川　　克 香川　　克
コミュニティ・ に関心を集めている。臨床心理学はこの領域に様々 （京都文教 （京都文教

アプローチ な接近を試みている。その接近法から明らかにされ 大学助教授） 大学轍13 る諸側面を概説する。

萩
碁

〆 心理療法やコミュニティ・アプローチの効果を明 元永拓郎 元永　拓郎
1終，鑛縮疇 　色　　　　　　魁

f　　　　　　　8　　　　　－　　　　　　　－
らかにすることは、臨床心理学にとって重要な課題

ﾌ一一つである。心理療法の効果研究、対人サービス

（帝京大学

蜉w院助教

（帝京大学

蜉w院助教
14 支援のシステマティックな評価研究、メタ分析につ 授） 授）

いて概説する。また、これらの効果評価を通して実

践活動をどう改善していくかについてもふれていき
たい。

総括：臨床心理 臨床心理学研究法のまとめとして、研究の難しさ 齋藤　高雅 齋藤　高雅
学研究の難しさ と重要性について述べる。難しさに関しては、クラ （放送大学 （放送大学

と重要性につい イエントのプライバシーや利益、倫理問題が関わっ 教授） 教授）

15 て ていることがあげられる。重要性については、研究

によって臨床的な活動が公共の知識として活用さ
れ、ひいてはクライエントに貢献することができる
ことを概説する。
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＝： ﾐ会心理学特論（‘05）＝（TV）
　　　　一発達・臨床との接点を求めて一

〔主任講師：大橋英寿（放送大学副学長）〕
〔主任講師：　細江　達郎（岩手県立大学教授）〕

全体のねらい

　社会心理学は、パーソナリティ・社会・文化の3視点を有機的に統合して人間生活を理解しようとす
る学問分野である。この講義は三部から成る。第1部で社会心理学に固有の視点と基本概念を概説する。

第lll部ではライフサイクルにわたる社会化をめぐる多様なトピックをとりあげることで発達心理学と

の接点を探る。本講義が臨床心理プログラムのための講義であることを考慮して、第三部では社会心理

学と臨床心理学の接点を求めて地域のヘルスケア・システムに焦点をあてる。

執筆担当 放送担当
回 テ　一・　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第1部　社会心理学の視点

社会心理学一人間 社会心理学は、パーソナリティ心理学・社会学・文化人類

科学の礎一 学の接合するところに位置する境界科学、学際科学である。

1

それゆえに、活況をみせる一方で、この学問分野の定義、守

�ﾍ囲、研究法をめぐっては多種多様な立場が併存している。
大橋　英寿
i放送大学副

大橋　英寿
i放送大学副

この錯綜状況に整序をこころみ、マルチメソッドの必要性と、 学長） 学長）

人間科学としての方法論上の独自性を強調する。

社会心理学とパー パーソナリティ心理学は、　「人間一状況論争」を通じ、内 三毛　　一也 堀毛　　一也

ソナリティ 的要因と状況要因の相互作用を把握しうる視点や研究手法に （岩手大学教 （岩手大学教

関心が集まっている。こうした研究動向を紹介しっっ、「状 授） 授：）

況」に関する系統的な研究の必要性とともに、人間行動の「コ

2 ヒーレント（統合的）」な理解、いいかえれば、歴史的・動

町鳶変化の把握に向けた、パーソナリティ心理学と社会心理

学研究の連帯の必要性について考察する。

集団過程の社会心 人の主観的統一牲と客観的影響性の同時的把握という社会 細江　達郎 細江　達郎
理学 心理学の基本的アプローチのうち客観的影響性の側面を集団 （岩手県立大 （岩手県立大

過程から考察する。二者関係から多数者の組織的関係までの 学教授） 学教授）

集団的影響関係を整序し、安定した状況下にある「集団」の
3

もつ特徴を明らかにする。また、目標の共有、成員性、凝集

性、組織性、持続性などの特徴がもたらす諸問題（集団浅慮、

集団極化、服従）をとりあげる。

文化と人間の心身 「文化」とは、概念的には、　（1）物理・生態的環境（物 箕浦　康子 箕浦　康子
の関わり 質文明）、（2）社会的環境（人と人との組織のされ方）（3） （お茶の水女 （お茶の水女

内面的環境（人がその中に生きている意味世界）の三側面か 子大学客員教 子大学客員教

らなっているが、人々が生きている現実の文化環境は、それ 授） 授

らがミックスしたものである。こうした文化環境が、人間の
4

心身の発達にどのように関与しているかを（1）胎児期の脳

の発達と妊娠中の母体の健康、（2）幼児期のメディア環境

と脳、　（3）児童期・思春期における文化間移動に伴う問題

などを中心に講じる。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第H部　社会心理学の展開　一社会化を中心に一

社会化過程一発達 人が文化規範を学習して社会の一員となっていく社会化過 大橋　三寿 大橋　英寿
と時代史の交差一 程は、パーソナリティ心理学、社会心理学、社会学、文化人

類学の共通テーマである。社会化は幼少年期の受動的過程に

5 とどまらず、ライフサイクル全体にわたる個性化の過程でも

あり、さらに既存の社会と文化を変容させる要件にもなりう

る。その実例をシャーマンの成巫過程を通して理解する。

職業的社会化と同 近代の社会変動にともなう村落から都市への急激な人口移 石井　宏典 石井　宏典
郷ネットワーク 動は伝統的な共同体の解体を一気に促したとされる。しかし、 （茨城大学助 （茨城大学助

沖縄の特定地域からの移動と定着の事例は、親族や同郷人に 教授） 教授）

6
よるネットワークの形成と職業的社会化の過程が一体となつ

て進行したことを示している。出身地域での重層的な繁がり

を活用しながら、それぞれの移動先の状況に適合しうる形を

あらたに編み出していった人びとの姿を考察する。

移民の生活ストラ 国境を越えて移動する「国際移動民」が地球的規模で増加 大橋　英寿 大橋英寿
テジー している。日本でも近年、外国人労働者が増え、1990年の入 ρ

管法改正以降はブラジル、ペルー、アルゼンチン、ボリビア

などの日系人の出稼ぎ者が急増し、一時的出稼ぎから定住志
7 向まで生活形態が多様化してきている。南米日系人の生活ス

トラテジー、日本体験に伴う二世・三世のエスニック・アイ

デンティティの変容を事例をもとに解説する。

組織に生きる個人 現代人にとって組織との関わりなしに生活することはむず 小林　　　裕 小林　　　裕
一企業の人的資源 かしい。なかでも企業はそのメンバーに「よい仕事」を提供 （東北学院大 （東北学院大

管理と従業員の組 し、彼／彼女の自己実現に資する一方、「会社人間」や過労 学教授） 学教授）

織内キャリアー 死など病理的な影響をもたらす。企業に参入した人々は、組

8 織のなかでどのようにキャリアを展開’し、メンバーとして必

要な能力や態度を身につけるのか。この問題を日本企業の人
的資源管理の特質を踏まえながら検討する。

非行・犯罪の理解 犯罪原因論は、行為者の内的過程を重視する傾向にあるが、 細江　達郎 細江　達郎

犯行・非行の生起は、実際には、行為者・被害者・法裁定者

との動的関係で展開する社会心理学的現象である。したがっ

て、その研究も社会心理学的アプローチが最適である。さら

に犯罪研究も犯非行の態度形成場面、犯罪発生場面、裁定場

9 面、矯正場面にわたり広範囲に研究される必要がある。犯罪

の心理学的研究の問題点をたどりながら、犯罪・非行の理解

に必要な概念や枠組みについて解説し、犯罪研究の将来像に
ついても考察する。

遊びとしての逸脱 逸脱行動の中には、従来の犯罪・非行理論に典型的な、反 佐藤　郁哉 佐藤　郁哉
一暴走族のケース 社会的価値への同調や不利な社：会環境に置かれたことによる （一橋大学大 （一橋大学大

｝ 社会的・心理的ストレスのみを強調する理論では十分に説明 学院教授） 学院教授）

10
できないものが含まれている。そのような逸脱行動の典型例

として暴走族活動をとりあげ、青年期における一時的な逸脱

の背景と合法的生活への回帰のプロセスについて解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

第皿部　社会心理学と臨床心理学の接点

ヘルスケア・システ 心身の不調に気づいたからといって、病院へすぐ出向くと 大橋英寿 大橋　英寿

ムと住民の対処行 はかぎらない。現代医療にのみ頼るわけでもない。病者と家

動 族のとる対処行動を理解するには、〈疾病〉とく病い〉、＜

11 治療〉とく癒し〉の複眼的視点とともに、民間セクター・専

門職セクター・民俗セクターがオーバーラップする地域のへ

ルスケア・システム全体を視野にいれる必要性を、フィール
ドワークの知見にもつづいて検証する。

祭りとヘルスケア 祭りは、地域の団結といった集団的意義にとどまらないで、 福島　明子 福島　明子
一高千穂夜神楽一 個人にも重要な意義をもたらしているのではないか。こうし （作新学院大 （作新学院大

た観点から、祭りをヘルスケア・システムにおける民俗セク 学助教授） 学助教授）

ターの一要素として位置づけてみたい。祭りを媒介として、
12 民間セクターと民俗セクターがオーバーラップするヘルスケ

ア・システムにおいてどのようなヘルスケア活動が行われ、

どのようなヘルスケア効果を生み出されているのか、伝統的

祭りである高千穂夜神楽を例に検討する。

シャーマニズムに 人類最古の治療者と目されるシャーマンが現在も世界各地 大橋英寿 大橋　英寿

みる癒し で活躍している。人々のシャーマン的職能者への依存の実態

は、医療従事者には見えにくいが、クライエントがとる対処

行動の見過ごせない一面である。土着コスモロジーを背景に
13 した信仰治療は自然界や宇宙との調和にもつづくホーリステ

イクな治療法として注目される。津軽のシャーマン「カミサ

マ」の救いと沖縄のシャーマン「ユタ」の治療儀礼を通して

その一端を紹介する。

被害者・被災者の援 犯罪や非行などを理解するには、加害者と被害者との関係、 細江達郎 細江　達郎

助 さらに周囲の第三者との関係が欠かせない。社会心理学的な

観点が必要な理由はここにある。近年大きな問題になってい

る被害者支援は、この社会心理学的な視点に立つことが必要
14 である。又被害者への支援は被害者に直接接触する人々にと

どまらず地域社会全体の変容が期待される。社会心理学にお

けるコミュニティのアプローチを考え、あわせて災害等の被

災者の援助及びその研究のあり方についてもふれる。

臨床社会心理学に 臨床的問題の発生過程と解決は個人の生きてきた社会文化 大橋　英寿 大橋英寿
むけて 的背景を抜きには理解できないであろう。カウンセラーとク

ライエントの対話である「心理臨床の場」そのものが心理一
15 社会的リアリティで構成されていく。とすれば、臨床心理学

者にとって社会心理学の知識は不可欠であろう。両分野の接

点と相互交流の在り方を模索する。
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＝　家族心理学三論（‘06）＝（R）

〔主任講師（現職名）

〔主任講師（現職名）

横山　知行（新潟大学教授）　〕

佐藤　仁美（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　近年の少子高齢化社会、高度廻報化社会の中で、私たちをとりまく社会環境は大きな変貌を遂げようと

している。こうした時代背景の中で、現代の家族には、これまでにない新たな課題が生じている。その一方

で、いかなる時代、文化においても普遍的な課題を有してもいる。本講義では、まず、今日の家族が抱える

さまざまな課題について検討し、次に、この課題が果たせなかった場合に生じうる諸問題について取り上げ

ることにする。そして、このような諸問題に対する援助の方法について、臨床の実際にふれつつ講じていき

たいと思う。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族心理学への 家族は、個々の構成員の総和にとどまらない、独自 横山　知行 横山　知行
誘い の自律性を有している「システム」として捉えるこ （新潟大学 （新潟大学

とができる。このような観点を持ちつつ、家族の構 教授） 教授）
1

造と機能を概観してみたい。

家族ライフサイ 誕生から死まで、ライフサイクルの中での家族の変 佐藤仁美 佐藤　仁美
クル（1） 化を、個と集団の両側面から考えてみたい。人生各 （放送大学 （放送大学

時期に訪れる「危機」という出来事を取り上げ、個々 助教授） 助教授）
2 人と家族の変化をながめてみる。

家族ライフサイ 胎児期から青年期に至るまでの、子どもと家族との 滝口　俊子 滝口　俊子
クル（2） 関係について、心理臨床の知見に基づいて述べる。 （放送大学 （放送大学

子どもの変化成長は、祖父母・親・きょうだいと密 教授） 教授）
3 接に関係していることを学んでいただきたい。

家族と離別 「家族」には、実は「離別」がっきものである。親 大場　登 大場　登

の死・パートナーの死・子どもの死・兄弟姉妹の死。 （放送大学 （放送大学

さまざまの事情による離婚。親の離婚によって子ど 教授） 教授）

4 もに訪れる一方の親との別れ。さまざまの事情によ

って生じる「生みの両親」との離別。本章では「家
族と離別」について考えてみたい。

家族の深層 個人に、自らが気づいていないのにもかかわらずそ 横山　知行 横山　知行

の行動に影響を与えるという無意識が想定されてい （新潟大学 （新潟大学

るのと同様に、家族においても、その構成メンバー 教授） 教授）

5 が意図せずまま影響をうける家族の無意識を想定す

ることができる。この回ではこの諸相について、論
回してみたい。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族内コミュニ 個々の家族には、それぞれに特徴的なコミュニケー 横山　知行 横山　知行

ケーションとそ ション様式がある。この様式の歪みが顕著となり、 （新潟大学 （新潟大学

の病理 病理性を帯びるものとなった時、家族構成員に障害 教授） 教授）

6 が生じる場合さえある。このような歪みが増大して

いく悪循環のプロセスについて検討したい。

摂食障害と家族 家族療法家により指摘されてきている摂食障害家族 上原徹： 上原　徹

病理について、その代表的なものを中心に概説する。 （群馬大学 （群馬大学

加えて、近年実証的な方法論で検証されつつある、 講師） 講師）

7 摂食障害の家族機能に関する研究結果についても紹

介する。これらをふまえて、実際の臨床で経験する

家族風動についても例示したい。

虐待・ドメステ 従来、虐待とドメスティックバイオレンス（DV）は、 柳田　多美 柳田　多美

イックバイオレ 別個の問題として異なった領域の専門家が扱う問題 （新潟大学 （新潟大学

ンス であった。最近になり両領域の接近が始まり、改正 講師） 講師）

児童虐待法では家庭内でのDV被害の目撃自体が虐

8 待と定義された。別個の問題と捉えられていた虐待

とDVが、実際は重複し起きることに、昨今、特に
注目が集まっているといえる。本綴では「ひとつの

家庭・家族の中での暴力」として虐待およびDVを
捉える視点を紹介したい。

家族アセスメン 家族機能評価に広く用いられている質問紙、Family 上原　徹 上原　徹

ト（1） Adaptability　and　Cohesion　Evaluation　Scale （群馬大学 （群馬大学

EACES）、　Family　Assessment　Device（EAD）、：Family 講師） 講師）

Environment　Scale（FES）について概説する。また、
9

精神医療の領域で確実にエビデンスを蓄積している

実証的家族評価である「家族の感情表出Expressed
emotion（EE）」について、その歴史的経緯、概念の広

がり、評価の実際について解説する。

家族アセスメン 個人療法場面で表現される家族イメージを取り上 佐藤　仁美 佐藤仁美
ト（2） げ、そこから読みとれる家族アセスメントについて （放送大学 （放送大学

考えてみる。家族イメージ法、遊戯療法場面での描 助教授） 助教授）

10 画・箱庭表現、家族描画法を中心に紹介したい。

家族療法の理論 一口に家族療法といっても、さまざまなアプローチ 野末武義 野末武義
と実際（1） がある。まず、家族システムの歴史・発達過程に焦 （明治学院 （明治学院

点を当てる多世代家族療法（Transgenerational 大学講師） 大学講師）

11 ：Family　Therapy）について紹介し、その基本的な概

念（三角関係、破壊的権利付与など）とセラピスト

の態度（多方面に向けられた肩入れ）・技法（ジェ

ノグラム）について解説する。
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執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

家族療法の理論 家族システムの構造に焦点を当てる構造派家族療法 野末武義 野末武義
と実際（2） （Structura1：Family　Therapy）について、さらに家 （明治学院 （明治学院

族機能に焦点を当てる短期療法（Brief　Therapy）に 大学講師） 大学講師）
12 ついて、その基本的な概念とセラピストの態度（ジ

ヨイニング）・技法（リフレーミングなど）につい
て解説する。

家族療法の理論 心理教育的アプローチを主とした家族介入・援助に 上原　徹 上原　徹：

と実際（3） ついて、理論的基盤、代表的な構造、手法の概説、 （群馬大学 （群馬大学

適応の拡大、について講義を行う。また、わが国で 講師） 講師）

13 の心理教育的アプローチの広がりと、ガイドライン

の作成、さらにはさまざまな問題や領域への広がり

についても考察したい。

個人療法におけ 個人療法におけるクライエントの課題には、個人自 佐藤　仁美 佐藤　仁美
る家族 身の問題とは切っても切り離せない家族との関わり （放送大学 （放送大学

がある。本章では、心理療法の中で生ずる家族イメ 助教授） 助教授：）

14 一ジについて、部分的に遊戯療法などの事例を通し

てアプローチしてみたい。

家族とコミュニ コミュニティという視点から家族を考えてみる。特 佐藤仁美 佐藤　仁美

ティー に、学校臨床の現場から、子どもをとりまく家族と （放送大学 （放送大学

学校のあり方を、一部事例を通して検討してみたい。 助教授） 助教授）

15
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＝　コミュニティ’・アプローチ三論（‘03）＝（R）

〔主任講師：村山正治　（九州産業大学大学院教授）〕

全体のねらい

　成長モデルを念頭に置いて、特に教育・学校で臨床心理士がどう活動でき貢献できるかを講義する。家庭と社会や文
化を結ぶ領域としての学校現場で臨床心理士の活動の展開も視点に入れる。したがって他職種とのネットワN・・・…d・クを組ん

だり、専門家としての臨床的観点を提供しなければならない。コミュ、ニティの中での学校をとらえることによって、臨

床心理士の活動は新しい方向が模索され、示唆される。

執筆担当 放送担当
回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容 講　師　名 講　師　名

（所属・職名） （所属・職名）

現代社会では異文化交流、子育てネットワーク、地域紛争、

被害者支援、虐待やいじめなど、異業種間の専門家や非専門

家である市民が協力して取り組む課題が増大している。この 村山　正治 村山　正治

1
今なぜコミュニテ ような今日的課題解決のためになぜ今コミュニティアプロー

（九州産業大 （九州産業大

イアプローチか チが注目されるのか論じてみたい。 学大学院教 学大学院教
授） 授）

コミュニティアプローチの定義、歴史、方法、その特徴、

科学性、独自性、現代社会における意義、などについて具体

例をあげながら解説する。
コミュニティアプ

2
ローチとは何か

同　　上 同　　上

作今、兄弟が少なく、子供同士で遊ぶ経験：が少ない中で親に

なる人たちへの子育てに関する悩みは深刻なものがある。心
コミュニティアプ

香[チとしての
理臨床の子育て支援活動の実際と意義について：解説したい。 滝口　俊子 滝口　俊子

3
一子育てネットワ
[クの実際

（放送大学教

�j

（放送大学教

�j

最近の学生には，対人不安傾向が強く，大学を自分の居場

所と感じない学生が増えている。キャンパスコミュニティに

4

キャンパスコミュ

jティにおけるコ
~ュニテイアプロ

グループアプローチを展開して，心の発達と成長，仲間つく

閧ﾌ効果測定などを実施したモデルにつき解説したい。
中田　行重
i関西大学教

中田　行田
i関西大学教

一チの展開
授） 授）

総合地域臨床とは特定の地域を対象とした心理臨床支援活

動である。個人心理臨床の一環としてのネットワークつくり

5
総合地域臨床科学
ﾌ考え方

や特定の組織を対象とした組織臨床よりも広い概念である。

n域臨床活動と研究をあわせた総合地域臨床科学について：解

烽ｷる。

下川　昭夫
i首都大学東

桴赴ｳ授）

下川　　昭夫

i首都大学東

桴赴ｳ授）
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回 テ　一　マ・ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

6

総合地域臨床活動
ﾌ実際一ママ・ネッ

gとボル・ネット

　総合地域臨床活動にはセンター型支援とネットワーク型支

№ｪある。前者は保育園、学校、福祉施設などへの支援である

ｵ後者は地域社会に入り込んで見えてくる対象への支援であ
驕B実際例を紹介しながら開設する。 下川　昭夫 下川　昭夫

7

サイコリトリート、

s登校児の母親グ
求[プの実際

　コミュニティアプローチによる援助の具体例を紹介する。一つは九州大学健康科学センター峰松修教授による「サイコ

潟gリート」である。もう一つが不登校児の親を援助するグ

求[プアプローチであり、特に小野修氏は長年の経験を本に

?ｳれた。この2つの方法論について、その意味を考察する。
中田　三重 中田　三重

8

エンカウンターグ

求[プを媒介にし
ｽコミュニティ形
ｬの実際

　エンカウンターグループは人々の心を繋ぎ、自分探しのた

ﾟの重要なアプローチとして注目されている。30年にわた
驕u福岡人間関係研究会」の活動を通じて形成されてきたコ
~ュニティ形成過程を述べる。 村山　正治 村山　正治

9

エンカウンターグ

求[プによる国際
ｴ争の解決

　カウンセリングで有名なカールロジャースは「静かな変革

ﾒ」といわれている。アイルランド紛争、中米の対立　など

W0年代の世界における紛争の火種となっていた地域に着目
ｵ、紛争当事者の大統領クラスを集めて、グループを行い、

褐ﾝの人間的信頼を回復することで、国際紛争解決につなが

骼沫痰�ｦし、その意義を解説したい。

同　　上 同　　上

10

コミュニティアプ

香[チをめぐる倫
揩ﾌ諸問題

　臨床心理士など専門家の活動には厳しい倫理規定がある。

Rミュニティアプローチの諸活動、例えばセルフヘルプグル

[プ活動に伴う倫理問題についてはまだ十分検討することに

ｵたい。日本吃音臨床研究会代表、伊藤伸二との対話を

^音する。

同　　上

村山　正治

ﾉ藤　伸二
i大阪教育大

w非常勤講
t）

11
ネットワーキング
ﾌ理論と実際

　変革の時代に専門家や関連する人たちを繋いでいく有効な

Aプローチにネットワーキングの理論と方法がある。ここで

ﾍ学校臨床心理士ワーキンググループの実際例を中心にその
ﾁ徴、独自性、有効性を検討する 同　　上 同　　上

12
セルフヘルプグル

[プの展開

　21世紀はセルフヘルプグループ（SH：Gs）の時代ともいわ

黷ﾄいる。　「吃音者のための三友会」、「断酒会」。薬物常

p者のための「ダルク」、不登校児のための「フリースクー

求vなど様々な会が活動している。SHGsの現代的役割と機
¥について実際活動の事例を挙げながら考察したい。

同　　上 同　　上

1　9　4　一一一



回 テ　一　マ 内　　　　　　　　容
執筆担当
u　師　名
i所属・職名）

放送担当
u　師　名
i所属・職名）

13

九州国際大学窪田

R紀教授との対談
?@介入モデルの
攪_と実際

　窪田由紀氏は福岡県下の学校で発生した殺傷事件や校内暴

ﾍ事件に臨床心理士として対応して来た実績がある。この経
ｱから危機介入の手引きを作成したが、これは全国の学校臨

ｰ心理士から大変評判がよい。その作成の経過、活用の実際を

Rミュニティアプローチの視点から考察してみたい。

窪田　由紀
i九州産業大

w教授）

村山　正治

E田　由紀
i九州産業大

w教授）

14
九州大学留学生セ
塔^ー高松里助教
�ﾆの対談

　コミュニティアプローチと留学生支援活動の実際

｢界各国の多数の留学生が日本の大学で生活を送っている。

ﾙ文化に生きる人々へのコミュニティアプローチを地域と連

gとしながら、展開している高松里氏と対談し、これからの

ｽ文化社会におけるコミュニティアプローチの重要性につい
ﾄ論じていきたい。

高松　　　里

i九州大学助
ｳ授）

村山　正治

oｼ　　　里
i九州大学助

ｳ授）

15

大回女子大学教授、

ﾚ本コミュニティ
S理学会長山本和
Yとの　対談一コ
~ュニティアプロ
[チのこれからの
ﾛ題と展望

　日本のコミュニティ心理学の開拓者であり、日本コミュニ

eィ心理学会の会長でもある山本和郎氏をゲストにお招きし

ﾄ、これまでの日本における展開とこれからの方向を展望し
ﾄこの講座のまとめとする。

山本　和郎
i大妻女子大

w教授）

村山　正治

R本　和郎
i大妻女子大

w教授）

一195一



　この冊子に揚載した平成18年度新規開設科目の講義内容は、教材

の原稿等を作成する時点で主任講師等が執筆しており、実際に印刷

教材及び放送教材を制作する時点で内容等を組み替えていることも

あり、必ずしも最終的な印刷教材・放送教材と一一致していない部分

がありますので、ご容赦ください。

なお、放送大学ホy・一・・一・ムページに掲載されている講義内容については、

最新の内容にリアルタイムで更新しております。
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